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　　　午前10時　夷い右え衛も門んヒル／大おお野の邸てい




　畳たたみに正座したシュンペータは、卓ちや袱ぶ台だいに置かれた始末書シートに、慣れない毛筆で文字をつづっていく。

　後ろには、いつも通り抹まつ茶ちや色いろ一色の服装の女執しつ事じセーラ・皆かい園おん寺じがいて、壁かべに寄より掛かからず背筋を伸のばし、シュンペータを睨にらんでいる。

　懲ちよう罰ばつ房ぼうと呼ばれる大野邸唯ゆい一いつの和室は、本ほん邸ていとつながる使用人寮りようからさらに渡わたり廊ろう下かを渡った離はなれ家やにある、暖だん房ぼう器具の一切ない殺風景な四よ畳じよう半はん。薄うすら寒さむい、息苦しい空間に苦手な上司と二人きり、文字を一画間ま違ちがえれば全やり直しの書類をもそもそ書くのはきつい。四枚書き損じ、さっきやっとミスなく五枚目を書き終えた直後、用紙の隅すみに筆先を当ててしまい、それだけでセーラに紙をチーって二つに破かれた。

「早くなさい」セーラの声は冷たい。「書き終わらないと私はいつまでも仕事に戻もどれないんですよ」

　なら多少の誤字は大目に見ろよとシュンペータは内心愚ぐ痴ちり、「パソコンに文字打つのと違って手書きは時間掛かるんすよ、俺おれろくにガッコ行ってませんし」

　セーラは眼鏡の奥おくから言い訳はよしなさい光線を放ってくる。

「わかってますってば、はい。はい、終わりました」

　締しめに、慎しん重ちように、〈セーラ・皆園寺殿どの　伊い藤とう春しゆん平ぺい太た〉と書いて、判はん子こを捺おす。

「これでいっすか」

　六枚目の始末書を差し出す。

　受け取ったセーラは粗あら探さがしする目つきで文字を追い、一通り二通り確認すると、「いいでしょう」と言った。

「どーも」

　シュンペータは足のしびれをこらえて立った。膝しつ関かん節せつを動かさないよう中ちゆう腰ごしになって歩き、障しよう子じ戸どを開けようとしたとき、

「お待ちなさい」

　と声が掛かった。

「あなたは本当に反省しているのですか。仕事を忘れて遊びに行くなど、普ふ通つうなら始末書一枚では済まないのですよ。休み前だからといって気を抜ぬくのはやめなさい。大体あなたは失業率十パーセントを超こえる時代に大野財ざい閥ばつで働かせてもらっているという自覚がないのです」

　始まった。年とし増まの説教が。

　使用人たちを一手に束ね、大野邸の要かなめという自負を持つ鬼おに執事セーラは、計画通りにいかないのを最も嫌きらう。障子戸を開け掛けた姿勢のシュンペータには隙すき間ま風かぜがびゅうびゅう当たるが、セーラが話すあいだは戸を閉めづらい。説教は小言に便びん乗じようして段々とシュンペータが犯した別件のミスにまで及およんでいく。

「だから私はあなたをお嬢じようさまのおそばに置くのは反対だったのです。近ちか頃ごろは殊ことにあなたの悪あく影えい響きようが」

「セーラさん」シュンペータは片手を上げて、「そろっといいっすか。今日からは一いつ生しよう懸けん命めいやりますから。ほら、今日はクリスマスイヴじゃないですか。俺おれも今日が十七歳の誕生日なんです。いや正確な誕生日は知らないんですけどね、何せ捨て子っすから俺。ここは一つ、キリストと俺の降誕に免めんじて」

　多少強引に切り上げさせる。セーラもこれ以上は仕事に支し障しようをきたすと判断したか、ため息一つ吐ついてお開きとなった。

　背せ丈たけ百六十センチのシュンペータでも屈かがまなければ通れないほどの小さな障しよう子じ戸どから廊ろう下かへ出る。

　渡わたり廊下に入る。窓の外、無風状態の中空を雪が垂直に降っている。シュンペータはセーラが追いつかないうちに、音を立てずに渡り終えると、住み込み使用人部屋のほうへ戻もどっていく。

「あらお嬢さま、おはようございます」

「んあ、玲玉リンユイおはよ」

　二階の自分の部屋へ戻ろうとして、ふと、一階の女子部屋のほうから話し声を聞いた。

「冬休み、今日からでしたっけ」

「そ。でも予定ないんだよね、どーしよっか今日」

　メイドの玲玉と、当家令嬢由ゆ利り子この声だ。

　シュンペータは踊おどり場ばから首を伸のばし、玲玉の部屋の前に二人の姿を確認すると、階段を下りていった。

　玲玉と、ギンガムチェックのパジャマ姿のユリお嬢さまがいる。

　当年とって十四歳、大おお野の財ざい閥ばつ総裁の一人娘むすめ由利子は、小こ柄がらながら目鼻立ちのクッキリした器量好し。背まで伸びた濡ぬれ羽ば色いろのストレートヘアに寝ねぐせを付け、歯ブラシをくわえている。休日の朝は決まって遅おそく起きて、歯を磨みがきながら邸やしき中じゆうを徘はい徊かいする癖くせのあるユリお嬢さまは、今朝は使用人部屋まで来たようだ。

「お嬢さま」シュンペータは馳はせ寄よった。

「あ、シュンペータ」

「わ」

　玲玉はこっちを向いたが、寝起きの顔を見られたくないらしいユリお嬢さまは背中を向けた。

「女子部屋入ってくるとまたセーラさんに怒られるよ」玲玉が言う。

「用があんだよ、お嬢さまに」

「何よシュンペータ。また仕事サボリ？」ユリお嬢さまは向こうを向いたまま歯ブラシを動かし、もう片っぽの手で寝ねぐせを撫なで付つける。

「いや、大っぴらには言えないんですけど」シュンペータは玲玉リンユイにちらっと目配せした。

　物分かりのいい玲玉は手を上げて、本館のほうへ歩いていった。

　赤いお仕着せを見送って、シュンペータはお嬢じようさまに言った。

「ぜひお嬢さまのお力を借りたいと思いまして」




　　　　＊




　歯は磨みがきと洗顔と髪かみのセットを終えたユリお嬢さまは、シュンペータの使用人部屋ベッドに足を組んで座り、ティーテーブルに置いたドーナツと紅茶の朝食をとっている。

　傍かたわらには小さなクマのぬいぐるみ。つぶらな両眼から光を放射して、空間に楕だ円えん形けいのモーキ空間スクリーンを浮うかび上あがらせている。

　丸まる椅い子すにあぐらをかいたシュンペータは、画面に次々と現れては消えていく記号や数列と、のんきにチョコ掛がけドーナツをかじるユリお嬢さまを見比べた。

「お嬢さま」シュンペータは焦じれて言った、「はかどってんですか」

「どうかな」お嬢さまは紅茶をすする、「それよかシュンペータ、誰だれもいないんだからユリでいいってば。堅かたっ苦くるしいからさ」

　シュンペータは咳せき払ばらいした。

「あのさ、ユリ、俺おれ急いでんだよね。セーラさんも本館に俺がいないとわかりゃ」

「そうは言うけどねシュンペータ、相手はフー一家なのよ。それなりにガードはきついんだってば」

　ユリはクマの頭をポンと叩たたく。

　千切れた片耳に小さな眼、鋭するどい牙きばと爪つめを忠実に再現した職人技冴さえるこのクマは、実はユリ愛用の端たん末まつである。いまや電話もパソコンもテレビも各種ＩＤもまとめてコンパクトな携帯端末にひとまとめのご時世だが、ユリのこのクマ端末には、自作ハッキングプログラムまで入っている。そのプログラムはいま、日本有数の大手マフィア、フー一家の回線に侵しん入にゆうを試みているのである。

　昨夜のこと。シュンペータは、フー一家の構成員である友人、チェン・カーキと夕食の約束をしていた。仕事があるのを忘れて出かけたため、今朝セーラにしぼられる羽は目めになったわけだけれど。チェンはマフィアとはいっても気のいい奴やつで、「マフィアにいい奴はいない」と考えるシュンペータにとっても唯ゆい一いつの例外。ところが、約束をすっぽかされた。電話もつながらず、義理堅いあいつにしちゃ珍めずらしいなと思ったものの、一家の要人護衛役であるチェンには急な仕事が入ることもあるだろう、と大して気には留めなかった。後日奢おごらせるとして、スピアシティの高級住宅街夷い右え衛も門んヒルに建つ大おお野の邸ていへの帰路を辿たどり、錆さびた鉄やらガラスの破片やらが散乱する地下街を歩いた。

　赤やら緑やら白やら黄色やら、あちこちの店が節操なく灯す明かりが、油と水に濡ぬれたコンクリの路面に反射し、地下街は常に地上の昼よりまぶしい。ガラの悪い連中の目線と漂ただようマリファナの煙けむりを避さけるうち、視界の端はしに見覚えのある面つらが映った。名前は忘れたがフー一家の下したっ端ぱ構成員だ。たむろするガキどもを捕つかまえては、何やら訊たずねている。集金に来たようには見えないが、またちびっ子ギャングの抗こう争そうでもあって見回りに来たのかな、と、何とはなしにシュンペータは行き過ぎて、そいつの表情の真しん剣けんさに、胸騒ぎを覚えた。太ふと腿ももに牡ぼ丹たんの刺青いれずみが覗のぞくミニスカサンタの娼しよう婦ふに声を掛かけられたときも、地上へ出る階段を上がったときにも、フー一家らしき奴やつらが道行く人に聞き込みしているのを見た。

　一家に何事か起こったのだ、と確信した。

　当然、チェンにも関係することだろう。不安なまま大おお野の邸ていへ戻もどり、夜を明かし、朝になってもどうにも引っ掛かっていたシュンペータは、ユリお嬢じようさまに相談することとした。

　お嬢さまは情報通だ。マフィア業界に造ぞう詣けいが深いというわけではなく、電脳盗とう賊ぞくの才能があるのだ。自作プログラムを使い、しょっちゅう戯たわむれにあちらこちらのセキュリティーを破り、情報をかすめ取る。いつだか外国省庁のデータページに然さしたる目的もなく侵しん入にゆうし、バレそうになり、大急ぎで逃にげてきた、と興奮気味に、一いつ介かいの召めし使つかいシュンペータに喋しやべった。ガスマスクに防護服姿の人間がうろつく奇き妙みような施し設せつの映像を手て土産みやげに持ち出しており、シュンペータは一晩掛けて完全消去した。

「ふあああああああ」ユリがのんきなあくびと伸のびをする。

　イラついたシュンペータはそばにあったポケットティッシュを、露あらわになったユリのへそへ投げつけた。

「あうっ」ベッドの上でユリはダンゴムシみたいに丸まった。「何すんのよシュンペータッ」

「急いでるって言ってるだろ」シュンペータは不満丸出しに吐はき捨すてる、「買いかぶったかな。ユリなら忍しのび込こめると思ってたんだけどなあ。あーあ。使えねえや。あーあ」

「シュンペータあんたあたしにお願いしといて何なのその言い草は」

　ユリが投げ返したティッシュを、指二本でキャッチしたシュンペータは、

「んじゃお早く頼たのんますよお嬢さま」

「そうは言ったってね、いまできんのは待つことだけだもん。痕こん跡せき残していいんだったらすぐできる自信あるけどさ」

　むくれるユリがクマの頬ほおをつついたとき、クマの眼が険しくなった。

「あ来た」

　ユリの一いち文もん字じの眉まゆの端が上がった。

「成功したみたい」

　腰こしを浮うかすシュンペータに、

「さて、何から見てく」

　と促うながす。

　税務局の強制調査プログラムより強いユリのデータ盗とう賊ぞくは、見事に一家のセキュリティを壊したらしく、フー一家の極秘データが一覧となってモーキ空中スクリーンに映し出されている。その多くは造花やら小麦やらの隠いん語ごに置おき換かえられた違い法ほう商品売買リスト。改めてユリの才能に敬けい服ふくしたが、いま欲しいのはこれではない。

「も少し新しい情報ないか。昨日辺りのやつ」

「昨日の夜に秘密回線でメールいっぱい出してるみたいだけど、見てみよっか」

　モーキスクリーンに、構成員に送られたとおぼしきメールの内容が表示される。だが、わけのわからない記号だらけだ。

「暗号だ」

「解読できるか」

「読み取り用ソフト誰だれかが持ってるだろうから、それ見つければ」ユリはクマの耳に囁ささやいた、「やって」
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　十秒も経たないうちに、画面は変わった。

「できた」

「でも、中国語だなこれ。訳してくれ」

「うん」ユリはクマの耳に囁ささやいた、「やって」

　一秒後、日本語に変わる。

　一家の大親分フー・マンシュによる指令らしい。読み進めてシュンペータは眼を剥むいた。

『全てのメンバーに告げます。

　十二月二十三日午後八時頃ごろに地下街のショッピングモールで

　私の娘むすめが誘ゆう拐かいされました。

　誘拐された現場はショッピングモールのトイレです。

　私の娘に同行していたのは

　フー・ホアンホアンとチェン・カーキと教育係一名です。

　彼らは犯人の姿は見ていないと言いました。

　十二月二十四日の午前二時頃に脅きよう迫はくの電話が掛かかってきました。

　その人は私に身代金の十億円を用意しなさいと言いました。

　機械音声でした。

　現場の地図を送ります。

　皆みなさんは犯人を捕つかまえなさい。

　犯人を捕まえた人には賞金の一億円をあげます』

　丁てい寧ねい語ごの訳で違い和わ感かんはあるが、読んだ通りだ。

　一大事だ。

「大変じゃん」ユリがスクリーンとシュンペータを見比べてつぶやいた。「チェンさんってシュンペータの友達でしょ、だいじょぶなの」

　マンシュは自宅に拷ごう問もん部べ屋やを持つほど残ざん虐ぎやくな男だ。犠ぎ牲せいになったのは敵味方含ふくめ数知れない。いまこのときでさえ、チェンが無事でいるかどうか。

　親友チェンとの付き合いはいまから十年ほど前──シュンペータがかつてフー一家の構成員となった頃にさかのぼる。

　どん詰づまりの日本が解体、都道府県再編により十五道州に分かれる連れん邦ぽう制せいとなった際、宿無し金無しの孤こ児じシュンペータは、関東州のスラムと呼ばれるスピアシティをうろついていた。

　関東州は耐たい震しん機能の進歩により地下都市機構が発達しているが、スピアシティはほぼ全域に地下街が存在しており、かつての東京都の半分に満たないその面積は実質倍ということになる。外国人・異民族・アウトロー・アナーキスト・ヤクザ・ギャング・マフィア・奇き人じん変人だらけのスピアシティだが、地下街は治安の悪さにおいて日本連邦随ずい一いちだ。

　文字通りアンダーグラウンドな連中が住む地下街と、大おお野の財ざい閥ばつに代表される富ふ裕ゆう層そうおよびカタギが住む地上とに居住地域は分かれる。両地域は景観や人間の種類は違ちがっても全く別世界というわけではなく、時には利用しあい、人々は適度な距きよ離り感かんを保ちながら暮らしている。もっとも、スピアシティは地上もロクでもない人間が多く、地下街はもちろんのこと地上の街にすら、他地域の人間はほとんど寄りつかない。で、地下街の一いつ劃かくにあるラーメン屋の店先で、正確な生年月日は不明だが当時推定七歳ぐらいのシュンペータは、埃ほこりをかぶったメニューサンプルを凝ぎよう視ししつつ、脳内で食くい逃にげプランを立てていた。ラーメンを食って逃げようと決めて、背を伸のばしたとき、空腹のために気を失い、前方にぶっ倒たおれて、頭から派手にガラス窓に飛び込んだ。

　店ではフー・マンシュが食事をしていた。ガラスを割って転がり込んできた子供を、すわ敵対組織の襲しゆう撃げきか、とマンシュ護衛の筋きん骨こつ隆りゆう々りゆう野郎二人が取とり押おさえようとした。シュンペータは二人の腕うでを猿さるのごとき敏びん捷しようさを以もつてかわし、片っぽのアゴを踵かかとで、片っぽのノドワを掌しよう底ていで打ち、仕留めた。そしてシュンペータもまた倒れた。

　気まぐれにボロラーメン屋で食事をしていたフー・マンシュは、シュンペータが鉄てつ砲ぽう玉だまでも何でもない腹を減らした野良犬とわかると、気まぐれついでに奢おごってくれた。遠えん慮りよなく食えとの言葉を真に受け、店のメニューを食くい尽つくしたシュンペータは、マンシュに体術と喰くいっぷりを気に入られ、身の置き所がないなら家うちへ来いと誘さそわれた。マフィアがどんな集団か知らず、普ふ通つうに飯を食える生活の誘ゆう惑わくに身を任せ、フー一家の一員となるのを決めた。

　一家には同じ年頃の少年チェン・カーキがいた。自分同様身寄りのない孤こ児じで、要人護衛として養成されていた。チェンとは気が合ったけれど、シュンペータは業界の仕事には慣れなかった。

　元よりワルに憧あこがれるような性分でもないシュンペータは、弱った奴やつを狙いたかる悪党の群れをマフィアと総称するのだと知り、嫌いや気けが差した。一家が順調に勢力を伸ばし大組織となっていくのに反比例して、マフィアを毛け嫌ぎらいする気持ちは強まった。スピアシティ地下街はすでに各国から乗り込んできたマフィアが根を張り、一大社会を築きずいていたが、連中がいなければ無修正ハードコアポルノが観られない時代でもない。足を洗おうと思いながら、一人でやっていく自信もなく、ズルズル月日は過ぎた。

　そして、現在よりちょうど二年前、忘年会の席だった。幹部がそろった宴えん会かいの座ざ敷しきに、変態野郎の大幹部が泣なき叫さけぶ少女を引っ張ってきた。いまはその変態野郎の名前も忘れたが、巨大なカメムシのような体たい臭しゆうを放っていたのは覚えている。およそ組織で働くには不向きな、上にも下にもひそかに嫌われている乱暴者で、シュンペータも理由無しにいつも殴なぐられていた。仲間が「あの人は新しん撰せん組ぐみにたとえれば芹せり沢ざわ鴨かもだな」なんて言っていて、鴨に疎うといシュンペータにはよくわからなかったけれど、権力を持った面つら汚よごしの身内、ぐらいの意味だったようだ。また無茶にも制服を着た女子中学生を街なかで拉ら致ちしてきたのである。余よ興きようのつもりか、似え非せ鴨は笑いながら、少女を座敷の真ん中で組くみ敷しいた。流石さすがに顔を引きつらせた奴も多かったが、何といっても大幹部である。

　護衛として場にいたチェンが意を決し、蒼あお白じろい面おも持もちで諫いさめた。似非鴨は興きよう醒ざめな真ま似ねをするなとチェンの腹にパンチをお見舞い。チェンがうずくまり、もはや全員が拍はく手しゆをせねばならない空気となったとき、末席の末席にいたシュンペータは、飲めないビールをグラス一いつ杯ぱい飲み干すと、席を立って似え非せ鴨かもに馳はせ寄より、その脳天に思いっ切りウイスキー瓶びんを振ふり下おろした。拍はく手しゆが止まったのも気にせず、アルコールをかぶった似非鴨に最大火力のライターを放った。似非鴨は火ひ達磨だるまになって座ざ敷しき中じゆうを転げ回った。

　似非鴨は常つね日ひ頃ごろからマンシュ親分を無視しては問題ばかり起こす厄やつ介かい者ものだったため、シュンペータの行為を裏で賞賛する奴やつもいたものの、大幹部をレアに焼いたことで落とし前を付ける運びとなった。

　指を詰つめるか。破は門もんか。

　シュンペータは迷うことなく破門を選んだ。小指を詰めれば精せい力りよくが衰おとろえるということをジョージ秋あき山やまの漫画「ＳＥＸドクター・尖とんがり三さぶ郎ろう」を読んで知っていたからだ。主人公のＳＥＸドクター・尖三郎が、レイプ犯として疑われたヤクザを救うため、「小指を詰めて精力が衰えているからレイプは無理」と言って無実を証明するストーリーだった。シュンペータはレイプはもちろんレイプものも趣味ではないにせよ、これから長い人生送る上で困ることには違ちがいない。医学的に事実かどうかは知らない。それはジョージ秋山に訊きくしか術はない。そもそもそんな話があったのかどうか、自分の記き憶おく違いかも知れない。マフィアと縁えんが切れるいい機会だ、と思ったからでもある。

　チェン一人に見送られて着の身着のまま放り出され、再びバガボンドとなったシュンペータは、マンシュに拾われたラーメン屋へと入った。野の垂たれ死じにの前に一度食い逃げしようと思ったわけだが、チャーシューメンは申し訳ないのでラーメンを注文したとき、向かいに突然誰だれか座った。ナチュラルな一いち文もん字じの眉まゆが印象的な、生意気そうな小こ娘むすめだった。それが大おお野の由ゆ利り子こお嬢じようさまだった。わけがわからずにいるシュンペータの前、ユリもラーメンを頼たのんだ。

　ユリは、シュンペータが似非鴨から救った女子中学生の知り合いらしく、人づてに聞いて会いたくなったのだと語った。シュンペータが麺めんをすすりつつ、追い出されたところだと言うと、じゃあウチで雇やとったげると屈くつ託たくのない顔で言った。笑うと漆しつ黒こくの太い線になる両眼、垂らした前まえ髪がみから覗のぞく聡そう明めいそうな広いひたいは、この頃ころから変わらない。暖だん房ぼうの効きの悪い店の片かた隅すみ、二人は鼻を赤くしながら、ラーメン通に相手にされそうもない凡ぼん庸ような味のラーメンを最後の一いつ滴てき、葱ねぎの一切れまで胃に収めた。捨てる神あれば拾う神あり、とシュンペータが安あん堵どしたのも束つかの間ま、完食後にお嬢さまも財さい布ふを持っていないとわかり、結局食い逃げした。

　女執しつ事じセーラ・皆かい園おん寺じは、お嬢さまと歳の近い異性の、しかもどこの馬の骨ともわからぬ小こ僧ぞうを邸やしきに置くことまかりならんと猛もう反はん対たいしたものの、強情なお嬢さまに押し切られ、御両親の許可もあってしぶしぶ了りよう承しようした。

　そんなこんなで二年が過ぎ、思春期のユリは同世代の平均よりは低いにせよ背も伸のび、態度も金持ちの娘らしくますますでかくなった。別段勤務態度が良いわけでもないシュンペータはといえば、執事セーラには疎うとんじられているが、邸てい内ないではお嬢さまのお気に入りと認識されている。お嬢じようさまは何かにつけシュンペータばかりコキ使うので甚はなはだ迷めい惑わくだ。

「シュンペータ、チェンさん助けに行く？」ユリは言った。

「俺おれはあそこ破は門もんされてるんだ。どうせ門前払いだよ」

「でも知っちゃった以上見て見ぬフリはできないでしょ」

「知ったことを向こうにどう説明しろってんだ。ハッキングして重要情報盗ぬすんだって言うのか」

「どうとでもごまかせるってば、きょうびあたしみたいな電脳掏す摸りは珍めずらしくないし」

「掏摸っていう自覚はあんのな」

「痕こん跡せきボロボロ残して逃げる奴やつだって珍しくないし。そのおこぼれ拾ったって言えば済む話だよ。それにさ、シュンペータ知ってた？　フー一家のやってる会社のいくつかはお父さんの会社と付き合いがあんの。あたしが一いつ緒しよに行けばシュンペータも追い返されることはないわ」

「冗じよう談だんよせって、ユリなんか連れてけるわけないだろが。セーラさんにバレたらクビだ」

「でもシュンペータ、あたしがいなきゃ取り次げないんじゃない？」

　シュンペータは考え込んだ。

　事件は、警察には知らせていないようだ。犯人の要求かも知れないが、巨大マフィアの大ボスが警察に頼たよるのは格好がつかない。加えてシュンペータの知る限り、現在フーはあまり面めん倒どうを起こせない状じよう況きようにある。──

　関東州は国内外のマフィアが鎬シノギを削けずる、連れん邦ぽう一いちの群ぐん雄ゆう割かつ拠きよ地帯である。中央政府の置かれた首都ではあるけれど、存在感は薄うすい。うちスピアシティには、広域捜そう査さ組織治ち安あん局きよくの本部があるが、地上と地下に住み分けが進んだ現在、地下街のことにはあまり首を突っ込まないのが暗あん黙もくの了解となっている。そうなったのは、上手いことカタギ衆に手を出さず、あらゆる産業を暴力を使わず侵しん蝕しよくしていったフー一家の戦略だった。

　元香港ホンコンマフィアのフー一家は日本連邦内でも特Ａクラスのワルへとのし上がったが、しかし、あくまでナンバー２である。ナンバー１は財ざい力りよくも冷れい酷こくさもフー以上のフランソワ・ゴールドロップ率いるゴールドロップファミリー。この裏街道の大統治者がフーを吸収合がつ併ぺいする、という噂うわさは過去幾いく度どとなく出ていた。

　で、フランソワ・ゴールドロップの息子トムと、フー・マンシュの娘むすめスーシャンの結婚話が進められているのを、シュンペータは知っていた。明らかにゴールドロップがフーを傘さん下かに置くための政略結婚だけど、トムは評ひよう判ばんの美少女フー・スーシャンにだいぶ入れ込んでいるとの噂も聞く。

　ボンボンのトム・ゴールドロップは醜ぶ男おとこのくせに金と立場にものをいわせて女を漁あさり、子分を連れて街を練り歩き、信号無視、路上喫きつ煙えん、喫きつマリマリフアナ、立ち小便、公共物損そん壊かい、野良犬野良猫は蹴けっ飛とばし、老人にも道を譲ゆずらない、死んだが世のためな馬鹿息子なのだが、結婚話を申し出たのはフー一家サイドだった。

　それは、二家の勢力差が決定的になってきたせいだ。マフィアは相手を併へい合ごうするのにもっぱら暴力を使う。遅おそかれ早はやかれフー一家はゴールドロップに抗こう争そうを仕し掛かけられ、潰つぶされる可能性が高まったため、ゴールドロップの息子がベタ惚ぼれの娘むすめを差し出すことにより連帯を画かく策さくしたわけだ。力の差からして平等な同盟とはいかぬにせよ、一家が生き残る道は他になく、向こうも横よこ綱づな同士で喧けん嘩かをやるよりは穏おだやかにフーを取り込める政略婚案を採ったようだ。

　恐おそらくユリはこういった事情は知らない。ただ過か剰じような好こう奇き心しんを抑おさえきれず、元業界人のシュンペータをダシにちょっとした冒ぼう険けんをしたがっているのだ。刺し激げきを求めて邸やしきを抜ぬけることは珍めずらしくない。

「シュンペータ、セーラのこと気にしてんの」

「当然、それが一番の問題だよ。なんたってあのおばさんはうるせーかんな」

　チェンを助けには行きたいのだけれど、シュンペータとユリが一緒にいるだけで不機嫌になるセーラ・皆かい園おん寺じが、ユリお嬢じようさまを連れて古巣へ、などという話を許可するはずがない。

「まーとりあえずさ、シュンペータに任せるから」

「どうしろってんだよ」

「不意打ちしたらどう、不意打ち」

「暴力的だな。そりゃ説得できるような人じゃないけど、どうやってだよ」

「そこはそれ色々とやり方はあるじゃない。勢いでさ、ダーッとやってバーッと」

「何をあやふやなこと言ってんだ。お前は妖よう怪かいあやふやーか」

「何よ妖怪あやふやーって」

「やってみるが、連帯責任ってことでいいな」

「それはともかく、やって」

「ともかくじゃねっての。ここはハッキリさせとくぞ。連帯責任だ」




　　　午前10時38分　広ひろ橋はし町ちよう／ホテルプリンセスひろはし地下駐ちゆう車しや場じよう




　ホテルの駐車場に銃じゆう声せいが響ひびいた。

　地下街のホテルならせいぜいギャングだのヤクザだのの鉄てつ砲ぽう玉だまだったろう。それなら別段珍めずらしくもない話だが、ここは関東州スピアシティの地上であり、外がい賓ひん接待の場として日本連れん邦ぽうにて最も権けん威いがあるとされるホテル、〈ホテルプリンセスひろはし〉の地下駐車場なのだった。おまけにそこには最大級のＶＩＰ、イギリスの女王陛下がいらっしゃった。護衛に囲まれてベントレーを下りたときの出来事だった。

　一大事だ。

　銃声の直後、ボディーガードたちは女王陛下を突き飛ばすようにして伏ふせさせ、上に折り重なった。離はなれていた連中は拳けん銃じゆうを抜ぬいた。どよめく報ほう道どう陣じんをよそに、すぐさま角の柱に隠かくれた人ひと影かげを見つけ、横よこ殴なぐりの豪ごう雨うのごとく弾だん丸がんをぶっ放し始めた。イギリス生はえ抜ぬきのボディーガードたちに追おい詰つめられ、人影は反はん撃げきする間もなしに大人しくなった。

　日本側も護衛は用意していたものの、イギリス人たちの猛もう烈れつさに呆あつ気けに取られ、女王を遠巻きに一歩も動けぬ体ていたらくだった。来日したイギリス女王を護るべく関東州の警察と治安局の連中が共同チームを組んだのだが、所しよ詮せん寄せ集めである。

　治安官リズはホテル一階の階段踊おどり場ばで騒さわぎを聞きつけた。日本版ＦＢＩ──広域捜そう査さ組織治安局の一員として今回の護衛チームに加わっていたリズは、新入り及および女性という理由により、女王にお目見えできる身辺警護ではなく、かったるいフロアチェックを任されていた。二ふつ日か酔よいの吐はき気けを抑おさえながら、各階を上から順じゆん繰ぐりに、適当に見回って来たところだった。たかだか外国のばあさん一人護るのに大おお袈げ裟さだなあとあくびをしていたら、一発の銃じゆう声せいと、それに続く無数の銃声とが耳に飛び込んで来て、あらばあさん撃うたれでもしたかしらと地下への階段を下りた。

　駐ちゆう車しや場じようへ入ったら鼻息荒あらい黒服のイギリス人たちがいっせいに銃じゆう口こうを向けてきた。全員見事に鉤かぎっ鼻ぱな。全員見事にアゴが割れている。その割れ目の角度に合わせて銃を構え、動かば撃つといった眼で睨にらむ。リズはパンツスーツの胸元に付けた護衛チームのバッジを指差したけれど、殺気立つ連中は警けい戒かいを解かない。

「その女は我々の仲間だ」治安局の同どう僚りようが英語で言うと、ようやく銃が下ろされ、アゴ割れイギリス人たちは女王らしきばあさまの介かい抱ほうに当たった。

　隅すみを見やれば、やはりアゴ割れ人たちに男が取とり押おさえられている。さっきの最初の銃声はこいつが女王を狙ねらったものだろう。女王陛下にお怪け我がはなくあらせられるようだ。

　関東州選えりすぐりの護衛チームはといえば、テレビカメラにも無視され、切きれ掛かけた蛍けい光こう灯とうの真下、ひとかたまりに突っ立っている。呆あきれたリズだったが、ふと、そいつらの後ろ、誰だれかがうつぶせに倒たおれているのを見つけた。ピクリとも動かない。

　リズは馳はせ寄よった。話し掛けようとした同僚を突き飛ばして、伏ふす男の傍かたわらにしゃがみ込んだ。男の身体からは血が流れ出し、コンクリートに赤黒く滲にじんでいく。

「ちょっと、これ誰」

　リズの声に同僚たちが集まって来た。

　テレビクルーの一つが反応し、ちりちり頭の中年男が、クルーの先頭に立ってやって来た。ジャンパーの背中にテレビ局のロゴの入った、ディレクターらしきその男は、倒れている男の頭部をひねって、声を上げた。

「こりゃうちの通訳じゃねえか」

　間もなくホテル三階のホールにて女王の歓迎パーティーが開かれるのだが、スピーチの際に同時通訳をする予定だったようだ。新聞のテレビ欄らんを見る限り今日はどこのチャンネルもパーティーを大々的に放送することになっている。これは、明日の朝行われる世界平和記念式典の前祝いみたいなもので、来日したＶＩＰの中でも、こんなレセプションが開かれるぐらいに女王陛下は特別待たい遇ぐうなのである。

　リズは通信機で救護班を呼ぶと、通訳を揺ゆさぶるディレクターの肩かたを叩たたいた。「動かさないでください」

「ねえちゃんあんたら何やってた。護衛してたんじゃねえのか」

「いま医者が来ます、ひとまず」

「うちだけ通訳がいねえんじゃ放送できねえじゃんか。どうしてくれんだ」

「ですのでいますぐに医者を」

「スピーチまで一時間っきゃねえんだぞ。どうやってこんな怪け我が治すんだ。今日生きてなきゃ死んだのと同じなんだよ」

　人の話を聞かない野郎だな。少しは通訳の命の心配をしたらどうだ。

　女王陛下は何事もなかったかのように護衛に囲まれてホテルへと入ってゆかれる。もはや日本の護衛チームも撃うたれた通訳もイギリス人たちの眼中にはない。女王を狙ねらったテロリストは、隅っこで、残った連中に親の仇かたきとばかり袋ふくろ叩だたきにされている。

　陛下去りしあと立たち尽つくす同僚たちを眺ながめ、リズもどうしたもんかなと息をついた。

「ねえちゃん」

　ちりちり頭のディレクターに呼ばれた。

「お前がうちの局の通訳やってくれ。このままじゃうちだけ放送に穴があいちまう」

「え」関係ないでしょとばかり眉まゆをひそめれば、

「お前らがしっかりしてねえからうちの通訳がやられちまったんじゃねえか。ちったあ協力しろよ。やらなきゃ治安局へ苦情出すぜ」

「でもですね、私英語は」

「グダグダ言わねえで頼たのまれろ。そっちのせいなんだから」

「私個人の責任と違ちがうでしょう」

「口答えしてる場合じゃねえだろがよ」

　この野郎、躊ちゆう躇ちよなく他人に責任を押おしつけられるタイプらしい。弱みに付け込む高圧的な態度に、立場上逆らえないリズが耐たえていたら、さらに調子づく。

「どうしていまの若わけえのは口だきゃ達者なんだかね。親の顔が見てえわ。いいか、会場の脇わきにうちのブースがあっからあとで来い、絶対だぞ。来なきゃお前んとこ訴うつたえっかんな」

　言い捨てると、倒たおれた通訳をほっぽって、クルーたちとフロアへ入ってしまった。あまりに手際よく責任をおっ被かぶせられたリズは、数秒間ボーッとして見送らざるを得なかった。

　きっとあのディレクターはこちらの外見のみで判断したのだ。ブラウンのショートヘアにブラウンの瞳ひとみ、長身をパンツスーツに包んだ美女は、まず英語ぐらいは喋しやべれそうに映ったのだろう。

　いまや純日本人が市民の三割弱にまで減ったスピアシティには、リズのように見た目がコスモポリタンな公務員が普ふ通つうにいる。だが瞳ひとみが青かろうと、金きん髪ぱつだろうと、アフロヘアだろうと、朝晩メッカへの礼れい拝はいを欠かさなかろうと、少しよう林りん寺じ拳けん法ぽうの達人だろうと、ムエタイの天才だろうと、エスカルゴが好物だろうと、キムチが好物だろうと、ウォッカが好物だろうと、カレーライスが好物だろうと、手て摑づかみでカレーを食べようと、カレーをナンにつけて食べようと、ガンジス川で水浴びしようと、頭にターバンを巻いていようと、ひたいにチャクラが光っていようと、日本語を喋しやべれないなんていう人間はまずいない。しかし英語はあんまり喋れないのが大半なのである。

　国こく籍せきは日本だが移民の子のリズは、父方の祖父はカザフスタン系ルクセンブルク人、祖母はチェコ系モンゴル人、母方の祖父はデンマーク系パラタ族、祖母はガーナ＝ボスニア・ヘルツェゴビナ＝エスキモー系セルビア人。祖先のどこの家も自国の人間とは意地でも結婚するなという家か訓くんがあったと思われる。ヴァリエーション豊かな一族ながら英語圏けんの血は入っておらず、リズは英語は話せないことはないにしても不ふ得え手てなほうだ。何を考えてるあのちりちり頭。

　だがそれよりもリズは頭にくることがあった。

（親の顔が見たいだと。野郎。パパを侮ぶ辱じよくしたな）

　他のことはどうあれ父を馬鹿にする奴やつは許さない。怒いかりのせいか二ふつ日か酔よいの嘔おう吐と感かんが再び込み上げた。十代の頃ころは一日ビール四十缶かん飲んでも平気だったのに、歳としだろうか。朝にバナナ一ひと房ふさ食べたのも悪かった。

　ブラウスの胸元を開け、不ふ機き嫌げんに前まえ髪がみを掻かき上あげたとき、救護班が到とう着ちやくしたらしく自動ドアが開いた。テロリストをタコ殴なぐりしていたアゴ割れイギリス人たちが、白衣の班員へ銃じゆう口こうをいっせいに向ける。

「そいつは医者だ」治安局員の一人が声を掛かけた。

　──仕方ない、行くだけ行くか。誤訳したとしてもあたしに頼たのんだ向こうが悪いんだし。

　リズは所在なくまごつく同どう僚りようたちを尻しり目めにフロア入り口へ向かった。途と中ちゆう、

「そっちと違ちがいます。あそこに倒たおれて赤いの出してる人間です」と、通訳ではなく、殴られて肉体が変形しつつあるテロリストを介かい抱ほうしようとする医者に声を掛ける。

　入り口まで行くと、自動ドアの開閉音に反応した割れアゴたちがまたいっせいに拳けん銃じゆうをかまえる音が聞こえた。

「どいつもこいつもいい加減にしてってえのよ馬鹿ども」

　吐はき捨すててフロアに入った。




　　　午前10時57分　鍵かぎ崎ざき町ちよう／碇いかり矢や探たん偵てい社しや




　ボロ貸しビル四階まで、初老の身体にはこたえる急角度の階段を息を切らして上がった碇矢半はん治じは、『碇いかり矢や探たん偵てい社しや』と黒マジックで書かれたドアを蹴けっ飛とばした。勢いよく開き、壁かべにぶつかって戻もどってくる蝶ちよう番つがいのバカになったドア板を、拳こぶしでぶっ叩たたいて止める。

　いつも通りヤニ臭しゆうが充じゆう満まんする室内では、社長が来ても挨あい拶さつすらしない気合の抜ぬけた社員たちが、デスクに突つっ伏ぷしてイビキをかいていたり、天てん井じようを見上げてぼーっとしけもくを吹かしていたり、虚うつろな眼をしてキーボードを叩いていたり。

「ロギーはどこだ」碇矢は誰だれにともなく訊たずねた。

　少々間をおいて誰かのだるげな声がした。「応接室です」

　社員どもの後頭部を押おし退のけ、碇矢は奴やつらの椅い子すの背もたれと壁のあいだに道を作る。三ヶ月ばかり洗っていないゴマ塩頭をボリボリ掻かく。尋じん常じようでない量のフケがモヤのごとく飛び散り、社員たちが「あっ！」と眼を押さえてうずくまる。

　応接室へ入ると、ソファに男が一人、こちらに背を向け、腰こしをズリ下ろした格好で掛けている。部屋の角に置かれたボロいテレビに見入っており、白金プラチナ色いろの髪かみを奇き麗れいに刈かり揃そろえた後頭部と、クリーム色のスーツの背中は、微び動どうだにしない。

『続きまして、日本連れん邦ぽうより、マルグリータ・リー・井いの上うえ外政大臣のご挨拶です』

　テレビはイギリス女王陛下来日歓かん迎げいパーティーを生なま中ちゆう継けいしている。ここのところメディアは女王さまがやって来るということで連日大おお騒さわぎだが、よそ者嫌ぎらいな碇矢は全く興味がない。ばあさん一人もてなすのに何億も掛けるならちっとは俺おれに還かん元げんしやがれ。

「ロギー」

　残り酒にがらつく喉のどで、白金の後頭部に呼び掛けた。ロギーは黙だまったまんま。

「ロギーよ」

　碇矢が向かいのソファに腰を下ろすと、やっと気づき、瞬まばたきした。

「ボスのご出しゆつ勤きんだ、若造」

「お早うございます」ネクタイを締しめ直なおし、ロギーは青い瞳ひとみを向ける。アジア系微び混まじり、端たん整せいな顔立ちのコーカソイドだが、立たち居い振ふる舞まいにどことなく愛あい嬌きようがある。「今朝は冷えますね」

「朝からのんびりテレビか。いい身分じゃねえか白金頭」

「徹てつ夜や明あけです。そうだ社長、昨日の晩に野の坂さかさんから葉書来てましたよ。最終警けい告こくって書いてある」葉書を差し出してきた。

「何度目の最終警告だ、腐くされ借金取りが。野坂の野郎先月夜よ逃にげしたのと違ちがったか」

「夜逃げましたよ。社長が借金踏ふみ倒たおしたせいでとうとう」

「何だこりゃ。宛あて先さき書いてねえ上に差出人がうちになってるじゃねえか。切手も貼はってねえ」碇矢は、葉書サイズに切り取られた、ゴミ捨て場から拾ってきたような厚紙の裏表を確認し、眉まゆ根ねを寄せた。

「返送扱あつかいでうちへ届きますからね。タダで」

「んな手が今時まだ通用すんのか」

　ハガキを折おり畳たたみ、紙飛行機にして放る。ヘロヘロ飛ぶ飛行機は上手い具合にゴミ箱へとホールインして、碇いかり矢やとロギーは同時に指をパチンと鳴らした。碇矢は金貸しが嫌きらいだ。何かに付け金返せしか言わないから。

「金なんか返してるひまはねんだよ。大仕事が入ってきたんだ」

　今朝方、布ふ団とんにくるまってまどろみ、起きるのを渋しぶっているところへ電話が鳴った。やかましいので仕方なく出ると、聞こえてきたのは、知人の中では出しゆつ世せ頭がしらの、治安局長ジン・ウーロンの声だった。知り合ったガキの頃ころから冗じよう談だんのたぐいを一切言わない面白味ゼロのジンが碇矢はずっと嫌いだったが、こいつが役人になってから役人嫌いな碇矢はますますジンが嫌いになった。真ま面じ目め一いつ徹てつな性分は相変わらずで、固い役所における出世はそのせいだろう。

　ジンの口調は、一言一言に重みを持たせる普ふ段だんとは違い、焦あせりを感じさせた。

　聞けばそれも道理、国立美術館の展示室に所しよ蔵ぞうされていた国宝が何者かに盗ぬすまれたというのである。国宝とは、宝石の彫ちよう刻こく〈肺はい魚ぎよ〉。

　肺魚。──デボン紀にその始祖を持つ古代魚。肉にく鰭き網もう硬こう骨こつ魚類。その名の通りエラと合わせて肺を持つ、「生きている化石」。

　ジンの送ってきた、這はいずる濃のう緑りよくの生物が口を開けたその彫刻の写真は、碇矢にとっては無気味なだけの代物だった。元々芸術なんていう胡う散さん臭くさいもんは嫌いである。肺魚なんていうわけのわからない生きもんも嫌いである。一いつ切さい合がつ切さい津つ々つ浦うら々うら、世は碇矢の嫌いなもんに充みち満みちておる。

　問題なのは、これが明日の朝九時より開かれる〈世界平和記念式典〉において、訪日記念としてイギリス女王陛下へ献けん上じようされる品であるということ。式典は、各国の大統領やら首相やら王様やらが集まって、メインにはみんなで世界平和宣言だか何だかをするというしょうもない集まりだ。しかし、没ぼつ落らく国家日本が再起を、国運を賭かけて開くイベントには違ちがいない。そこでの重要アイテムがタイムリーにも盗まれてしまったのだから、表おもて沙ざ汰たになれば式典が成り立たないどころか、日本は国際的に大おお恥はじをかく羽は目めになる。

　そんな次第なため、治安局としてではなく、あくまでジン個人の依い頼らいだという。アナーキスト碇矢は式典がどうなろうと興味はなく、むしろこれだけ要人が集まったところでテロでも起こったらおもしれーなと思っているぐらいなのだけれど、義理堅がたい糞くそ真ま面じ目め役人ジンに恩を売っておくのは損ではない。通常、局が民間にこんな情報を流すのはもってのほかだが、ジンと碇矢が幼おさな馴な染じみという事情もあり、裏街道に通じた御ご用よう達たしとして碇矢探たん偵てい社しやは以前より局のアウトソーシングを幾いく度ども務めてきた。今回の委い託たくで碇矢探偵社が犯人を挙げ、国宝を取とり戻もどしたとなれば、国に大きな貸しを作れる。老後は安あん泰たいだ。

　とはいえ社員たちは皆みな頼りにならず、下手に任せればトップシークレットが漏もれる恐おそれさえある。まともな兵隊はこの若造ロギー一人。三年ほど前に拾った男で、元はどこかの国の諜ちよう報ほう機関にいたと風の噂うわさに聞いたが、本人に訊たずねてものらりくらり言いい逃のがれをして過去を語らない。まあ噂うわさはあながち嘘うそでもなかろうと思えるほど探たん偵ていとしては有能、かつ忠実で、ガキの刃にん傷じよう沙ざ汰たから企き業ぎよう同士の揉もめ事ごとまでこの優やさ男おとこに下げ駄たを預ければ立ち所に解決する。社に居座るだけの糞くそ蠅ばえどもとは違ちがい、大いに使い出がある。

　ジンからのレポートをテーブルに放った碇いかり矢やに、ロギーは、

「私が担当するのでしょうか」

　と、コーヒーメーカー片手に訊たずねる。

「不満か」

「そうは言いませんけど、えらく急な話ですね。明日の午前九時までですよね。そうなると、リミット一日切ってますが」

「お前に断る権利はねえ。うちのボンクラどもにゃ任せられんからお前に回すんだ」

『続きまして、いよいよイギリス女王陛下よりスピーチをたまわります』

　テレビからひときわ大きな拍はく手しゆが巻き起こったかと思うと、イギリス女王が壇だん上じように立った。

『Hello, Ladies & Gentlemen』

『皆みなさんこんにちは』同時通訳が被かぶさる。

　ロギーは湯気の立つビーカーマグ片手にレポートを読み始める。

『日本の諸君こんにちは。私がイギリス女王です。君たちに会えたのをとても嬉うれしく思っています』

　碇矢はあくびしてテレビを見た。通訳の女声は銀ぎん髪ぱつの女王と不ふ釣つり合あいに若い。

『今日は楽しいクリスマスイヴですね。街はすっかりクリスマスムード一色な今日この頃ごろ皆さんいかがお過ごしですかね。明日はここで世界平和記念式典が開かれるんですね。イギリスを代表して私イギリス女王より謹つつしんで寿ことほぎを申し上げます。世界平和を願って、無ぶ礼れい講こうで盛り上がりましょう』

　女王は普ふ通つうの顔をして妙みような話をする。

『そうだ、いっちょう景気づけに歌を歌いましょう。皆さんも知っているクリスマスの歌です。ではいきますよ。ジングルベルージングルベルー鈴すずがー鳴るー』

「女王、歌ってねえよな」

　通訳は調子っ外れにジングルベルを歌い始めたが、画面に大写しの女王は淡たん々たんとスピーチしているだけだ。

『♪走れソリよー　ルルル　ルルルー　ルルルル　ルルルル　ルルルル　ル　ヘーイッ』

　テレビからロギーに眼を移せば、青い瞳ひとみだけ動かしレポートを速読している。

「何かわかるか」碇矢は訊きく。

『さて一曲終わりましてフリートークに戻もどります。日本で世界平和記念式典が行われることになったことにイギリスを代表して私イギリス女王より謹んで寿ぎを申し上げます』

「機き械かい頼だのみの警備体制利用した手口のようですね。痕こん跡せきを一切残さない鮮あざやかなハッキングです。このやり方は覚えがあります」

「誰だれだ」

「ドリーですよ」

　碇いかり矢やはその名を思い起こした。

　怪かい盗とう淑しゆく女じよドリー。

　指名手配され、高額な賞金を懸かけられながらも、世界中を荒あらし回まわった女盗とう賊ぞくである。怪盗淑女とは世間の付けた名で、確かにルパンよろしく美術品や宝石を狙ねらい、人を傷付けないが、品位漂ただよう通り名とは裏腹に、見み目め形かたちは物もの凄すごいデブの中年女である。アフリカンな黒い顔に豊満すぎる肉体をしていて、よくもまあこんな豚ぶたが、と思わずにはいられない。

　三年前にこの関東州スピアシティでドリーは捕つかまった。警察や賞金稼かせぎが狙い、逃にげられてばかりいたのを捕とらえたのは、碇矢探たん偵てい社しやに雇やとわれて間もないロギーだった。ドリーは国立美術館へ忍しのび込こみ、国宝展示室──このたび盗ぬすまれた肺はい魚ぎよも安置されていた場所へ足を踏ふみ入いれようとしたところを、先手を打って捜そう査さ官かんを配置させていたロギーの指し揮きによりお縄なわとなった。

『北京ペキンでは教会や各国の大使館等に火が放たれ、大勢の外国人が西せい太たい后ごうの命令によって虐ぎやく殺さつされました。これが義ぎ和わ団だんの変へんです。そういったわけでおめでとう。嗚あ呼あ疲つかれた。では、宴えんたけなわではございますが、余は疲れたでの。帰るぞよ。苦しゅうない』

「ドリーって、あの豚は豚ぶた箱ばこにいるんじゃなかったのか。もう出てきたのか」

「先週頭に出所してます。判決出たとき刑けいが軽過ぎるって話題になったでしょ。彼女、金はありましたからね。州一番の弁護士雇やとってましたもんね。結局立件できたのはチャチな盗み幾いくつかだけでしたから」

「話が早いな。あのデブ女探して引っ張って来りゃいいんだ」

『おえっぷ。すいません、ここのところつわりがひどくて』

　テレビではスピーチが終わり、女王がマイクの前から離はなれ、会場に拍はく手しゆが起こる。

『ところで、亀き頭とうは熱さを感じないって知ってた？　ほなさいなら』

「ドリーの仕し業わざと決まったわけじゃありませんよ。更こう正せいしたかも知れませんし、刑けい務む所しよの健康的な生活でスリムな美人になったかも知れません」

「さっきから気になってんだが、この女王さんおかしなことばっか言ってないか」

「さあ、偉えらい人のお話はわかりませんね」

「ともかく、お前に任した。ちゃっちゃとハイギョだかライギョだか取り戻して来い」

「了りよう解かい」ロギーは腰こしを上げた。

「待て、こいつ持ってけ」

　碇矢は懐ふところからトランプのカードを取り出して、サイドスローで投げた。ロギーは人差し指と中指とで器用に挟はさみ取とった。四よ隅すみの一つがギザギザに切られたスペードのエースだ。
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「大事な仕事だからな。飛鳥あすかの爺じじいんとこ寄ってけ。俺おれの名前出してその割わり符ふ渡わたせ」

　飛鳥あすか利り也やは、合法非合法問わず何でも預かってくれる、信しん頼らいの置ける預かり屋だ。古風な確認方法を使う飛鳥はこのところ若い同業者に押おされて半ば引退状じよう態たいだが。

「飛鳥の持ってる一片と合わせてピッタリ合えば、俺の預けたワルサーＰ99ってパチンコ拳銃が出てくる。飛鳥の店の地図はあとで送る」

「拳けん銃じゆうなんか必要ありませんよ」ロギーは苦笑いした。「大体、持ってたら捕つかまりますよ」

「捕まったら撃うちゃいいだろが。転ばぬ先の杖つえだ」




　　　午前11時10分　ホテルプリンセスひろはし三階ホール




　拍はく手しゆに包まれてイギリス女王陛下が壇だんを下りた。リズはヘッドホンを外し、紙コップのコーラを飲み干し、大っぴらにゲップを放って、局のブースを出た。例のちりちり頭ディレクターは女王のスピーチが始まる前からそこらへんの著ちよ名めい人じんにくっつき会場をウロウロしていて隅すみっこのブースには戻もどらず、おかげでこちらは好き放題悪意たっぷりのデタラメ通訳をやれた。明らかに意図的な誤訳に呆ぼう然ぜんとしたスタッフたちに見送られ、リズは足早に広間を出た。

　胸がスッとした。これであのちりちり野郎、上にどやされてどっかへ飛ばされるかしら。ざまをみろうふふふふふふ。

　一人含ふくみ笑わらいし、意い気き揚よう々よう、廊ろう下かを歩く。そして、待てよとはたと気づく。

　こんなことしでかしてあたしもただじゃ済まないのじゃないかしら。イギリス──正式名ザ・グレート・ブリテン・オブ・某なにがしといえばかなり偉えらい国だ。そこの女王さまのお言葉をデタラメ翻ほん訳やくしてクズテレビ局とはいえ公共の電波使って流したら、ちょっとまずい気がする。

「いや、これ絶対まずいわ」思わず口をついて出た。

　どうしてこんな当たり前なことに気づかなかったのだろう。嗚あ呼あ、あのちりちりディレクターのせいでまた悪い癖くせが出てしまった。あの野郎が悪いのだ。自分のことならともかくあの野郎は自分の一番大事な人間を馬鹿にしたのだから。

　しかし流石さすがにやり過ぎたかしらん、と後こう悔かいしつつ歩いていたら、背後から、

「おいお前っ」

　と、ちりちり頭ディレクターの怒ど鳴なり声ごえが廊下中に響ひびいた。

　振ふり向むけば、全身の血を頭部に汲くみ上あげたかのごとく真っ赤っかの顔のちりちりが、手足を振って猛もう進しんしてくる。凄すさまじい剣幕に、リズは声を掛かける前に窓際へ追おい詰つめられた。

「何してくれてんだ貴様ぁぁぁ」ちりちりは歯をギリギリさせた。ひたいに青筋が立ち、鼻の頭から汚きたない皮ひ脂しが押おし出だされる。「何のつもりだぁ。お前はテロリストか、他よ局そのスパイか。滅め茶ちや苦く茶ちやしやがって。大問題だぞ」

　正まさに然しかり、国際問題だ。ただし非はこちらにあるにしても聞きき逃のがせないことをこいつは言った。理は我に在る。

「お気に召めしませんでしたか。でもですねディレクターさん、英語不得意な私に押しつけるほうも悪いですよ。学生んとき第二外国語だったタガログ語ならも少しできるんですけど」

「できねえならできねえって言えってんだよぉっ」

「言うヒマ与えてくれなかったっしょ」

　怒いかりに震ふるえて声が出せず口を震わすちりちりに、

「それにですね、聞きき違ちがえでなければディレクターさん、私の父親を侮ぶ辱じよくしませんでしたか」

「あん、何の話だ」

「親の顔が見たいとおっしゃいました」

「んなこと知るか。言ったとしたらどうだってんだ」

「誰だれだって父親を馬鹿にされたら頭にくるでしょう」

「何をわけわかんねえこと言ってやがんだ、そりゃお前みたいなガキの親ならさぞかし馬鹿うわっ、何しやがる」

　突とつ如じよリズはちりちりのシャツの襟えり元もとを摑つかんだ。強引に引っ張って、双そう方ほうの体勢を逆転させ、ちりちりの後頭部を窓ガラスにブチ当てた。

「貴様、いま、なんて言った」

　自然とドスの利きいた声になる。脅おびえるちりちりを窓ガラスに押しつけ、

「もっぺん言ってみろ。パパは関係ないだろ」

　ちりちり前まえ髪がみを鷲わし摑づかみにして、後頭部を窓ガラスにゴンゴンぶっつけて詰きつ問もんする。

「ややややめろ」

「なんでパパがクズテレビ屋ごときに馬鹿扱あつかいされなきゃならないのよ。ふざけるな。謝あやまれ貴様。死を以もつて」

「おぉーい誰だれかっ、誰か助がぽ」

　叫さけんだ口にリズの右ストレートが入った。歯の折れる音がした。胸ぐらを摑つかみ直なおしたリズは、いったん腕を引くと、渾こん身しんの力を以てちりちりを窓ガラスに叩たたきつけた。ガラスは盛大に割れ、ちりちりの身体は三階の窓から小雪の降る外へ、ガラスの破片とともに飛び出した。

　下でドサリと音がした。

「ちりちり頭だからって調子に乗りおって。貴様がパパを語るなぞ百年早いのだ」

　ギャラリーが恐こわ々ごわ見守る中、リズの胸に、喉のどに、込み上げるものがあった。興奮してちりちりをどつき回したために二ふつ日か酔よいの吐はき気けが戻もどってきたのだった。リズは急いで割れたガラス窓を開け、顔を突き出した。

「おええええ」

　三階の窓から、ゴッホの絵を溶かしたような黄色基調の吐と瀉しや物ぶつが、滝たきのごとく降り注がれた。それは、ホテル周りの植え込みに落ちて失神中のちりちりの顔面をビタビタビタと直ちよく撃げきした。




　　　午後０時40分　チャニャン町一番通り




「神の声に耳を傾かたむけてください。真の幸福は神のお慈じ悲ひを感じなければあり得ません。惑まどわされてはなりません。悪あく魔まの最も卑ひ劣れつな罠わなは、神の存在を疑うよう仕向けることなのです。皆みなさんの苦しみ悲しみ、世界に満ちる不幸は決して神のせいではなく、神と対立する邪じや悪あくな存在が作り出すぇっくし」

　シスター・マリアンヌはクシャミした。泡あわ雪ゆき舞まうクリスマスイヴも、マリアンヌは朝も早はよから街へ出て宣教活動である。美しく長い金きん髪ぱつと、青い修道服の肩かたに雪を積もらせ、痛む喉から声をしぼり、かじかむ手でビラを配る。

　スピアシティは夏は馬鹿みたいに暑いのに、冬は故郷ロンドンと同じように馬鹿みたいに雪が降り、馬鹿みたいに寒い。道行く人の反応はといえば、ビラを受け取るでもなく奇き異いな眼で見るでもなく、無視もしくは一いち瞥べつをくれて通り過ぎるだけ。石ころ帽ぼう子しをかぶっているような状態だ。

　そこかしこにクリスマスツリーやサンタ人形がお目見えし、スピーカーからはジングルベルがリピートで流れる。ペコちゃんもカーネルサンダースも薬局前の蛙かえるも、毛皮を着た金持ちっぽいおばさんが連れているチワワもサンタ服着用。母親と手をつないだお子たちが、舞う雪を摑もうと楽しげに飛とび跳はねる。いつもは不信心なくせに、こんなときだけ神をダシにする。敬けい虔けんな教徒である自分がこんなにもつらい思いをしているというのに。

　シスター・マリアンヌは大きな白い息の塊かたまりを吐はいた。

　ロンドンからこの国へ来て二ヶ月、出立当初燃えていた心はとうに萎しぼんでいた。フランシスコザビエルとかいうてっぺんはげのおじさんのように、神の教えを広め、英名をこの国の歴史に残す──マリアンヌの夢は崩くずれかけていた。

　若くして六ヶ国語をマスターし、知能指数百四十五、ロンドン神学校始まって以来の秀才と称しようされたマリアンヌは、十七歳にして宣教の使命を与えられ、日本へ赴おもむいたが、状じよう況きようはかんばしくなかった。

　連日街角に立っても誰だれも話を聞いてくれず、ビラを配ってもわずかに受け取ってくれるのは下心丸出しの男ばかり。奉ほう仕し活動としてホームレスに温かい食事を出しても、感謝の素そ振ぶりも見せず当然のように腹に詰つめ込こんで帰るだけ。孤こ児じ施し設せつで勉強を教えても生意気なお子たちは話を聞かずにわーわー騒さわぎ、マリアンヌを蹴けったり美しい金きん髪ぱつを引っ張ったりスカートをまくったりしてくる。あまりにしつっこくスカートの中を狙ねらう小こ僧ぞうがいたので思わず一度「おやめ、この捨て子」と言ったら上の人に厳重注意された。

　──何ゆえこの国の人たちは神を畏おそれないのか？

　いまは亡き両親が健在だった頃ころ、マリアンヌは世界一周家族旅行で日本へ来たことがある。その頃と、連れん邦ぽう制せい国家となったいまと、何が違ちがうのかと考えるに、一番の違いは人々の見た目であろう。街の景観にはほとんど変わりがなく、関東州は四割程が日本人もしくは日系で後は東南アジア系、インド系、華か僑きよう、ヨーロッパ系、アフリカ系、インディアン系、等々人種の坩る堝つぼともいえる多民族の一大集落である。マリアンヌは昔日本で「あっ外人の子供だ」「お人形さんみたいで可愛い」と言われたけれど、いまはいかなる人種も注目されはしない。代議士も役人も日本人だけではない。

　ここスピアシティは世界で最も発達した地下街があるが、ヤバめの人間たちが巣くうエリアであり、そこではますます純日本人の数は少なくなる。マフィアたちが富を握にぎり地上へと進出しつつある現在、神を信じよ、汝なんじの隣りん人じんを愛せ、の教えとは真逆な、猜さい疑ぎ的てきな空気がスピアシティを覆おおっている。

　配っているビラに書かれているのは神の教えのイントロダクションと賛同者集会の報せだが、この調子では、食事と寝ね床どこを与えてくれる教会の人たちに合わせる顔がない。

　突然頬ほおに冷たい感かん触しよく。

「きゃっ」

　旋つむじ風かぜが、道に落ちていた軍手を雪と一いつ緒しよにマリアンヌの顔まで吹き上げたのだ。シャーベット状の泥どろにまみれた軍手が、頬を汚よごした。

（これも主の与えたもうた試練かしら）

　ハンカチで頬を拭ふき、足下に落ちた軍手を腹いせに踏ふみつける。

「皆みなさん、私の話を」

「皆さん、私たちの話を聞いてください」

　気を取り直して人々に再び呼よび掛かけんとしたとき、マリアンヌの倍ぐらい大きな声がした。

　いつの間にか隣となりに、マリアンヌと同年代の少女が数人、小さなクリスマスリースがあしらわれた募ぼ金きん箱ばこを抱かかえて、マリアンヌ同様ビラを差し上げている。

　彼女たちからビラを受け取った通行人が、マリアンヌの前を通り過ぎる。持っているビラをチラと見れば、「タンポポを救う会」と書かれている。

「私たちはタンポポを救う会です。我が国ではタンポポが絶ぜつ滅めつの危機に瀕ひんしています。皆さんのお力を貸してください。どうかこの国のタンポポを救ってください」

　タンポポが絶滅の危機？　あちこちで見かけたような記き憶おくがあるが、そんなに数が減っているのか。よその国もタンポポぐらい分けてくれそうな気もするけど。

「私たちは、タンポポが人間と共存していける社会を目指し日々取り組んでいます。皆さんの暖かき愛の手を。つらきとき寂さびしきとき、彼らは皆さんのそばにいてくれたではありませんか。都会の片かた隅すみ、コンクリートの裂さけ目めから力強く花を咲かせて皆さんを励はげましてくれたではありませんか」

「ありませんか」

　リーダー格の一人に続いて他の仲間がデモ隊みたいに語尾を唱しよう和わする。マリアンヌにはいまいちピンと来ない演えん説ぜつながら、ビラを受け取る通行人の数はこちらより多く、募金していく人もいる。

　神が植物風ふ情ぜいに負けるわけにはいかない。マリアンヌはより一層声を張り上げた。

「神はおっしゃいました。いつの日にか、全ての人が幸せに暮らす理想の楽園が作られると。楽園では不幸に耐たえる必要はなく、敬けい虔けんな祈りを捧ささげる者には無限の幸福が約束されるのです」

「風に舞う白い冠かん毛もうは神秘的であります。冬の寒さに耐えたタンポポたちは春に美しい花を咲かせます」

「悪あく魔まは邪じや念ねんや邪教に姿を変えて皆さんを惑まどわします。全てを疑うよう仕向け、人々を心の檻おりに閉じ込め、地じ獄ごくへ案内しようと」

「タンポポは苦しんでますぅっ。寒さに負けず害虫にも負けずたくましく生きる彼らを、これ以上苦しめるわけにはいきませぬ」

「いきませぬ」

　声はどんどん大きくなる。嫌いやがらせか。

　マリアンヌはわざわざ隣に来て集団ででかい声を出すこの人たちが憎にくらしくなったが、足を止める通行人は圧あつ倒とう的てきに向こうが多い。

　私のほうが大事な話をしているのに。私のほうが正しいことを言っているのに。タンポポなぞに引けを取るとは。

「主は必ずやへっくし」冷たい風にくしゃみをしたとき、さっきの軍手が今度は左の頬ほおへと舞まい上あがった。「おわっ」

「花の咲さかない寒い日は下へ下へと根を伸のばせ。重力に逆らい茎くきを伸ばし、根を広げ、一いつ生しよう懸けん命めいに咲く彼らの姿に涙なみだした経験は誰だれにでもあるはずです。どうか思い起こしてみてください。タンポポは渇かわいた心を癒いやす、世界の清せい涼りよう剤ざいです。おひたしにしても美お味いしいですよ」

「美味しいです」

　食べたら駄だ目めでしょ。絶ぜつ滅めつの危機って言ったじゃないの。

　マリアンヌは矛む盾じゆんした話をする人が嫌きらいだ。




　　　午前11時45分　ネイザンヒル／フー邸てい




「参ったよ。今日はクリスマスイヴだってんで恒こう例れいのパーティー楽しみにしてるところへこの騒さわぎだろ。ゴールドロップに知られねえようにやんねえと面めん倒どうなことになるしよ」フー一家の子分は、色濃くも鮮あざやかなブルーの作業服姿のユリとシュンペータの先に立ち、厚い絨じゆう毯たんの敷しかれた廊ろう下かを歩きながらぼやいた。

「ゴールドロップと組む話、一家の中でも反対してんの多いんだろ」シュンペータは作業服の尻しりを掻かきつつ訊たずねた。

「向こうの坊ぼうがお嬢じようさんに眼ぇ付けちまったかんな」子分はのんきな答えを返す。

「ねシュンペータ、マフィアの人たちもクリスマスパーティーなんてやんの」ユリが小声で訊ねてきた。

「麻薬ミコノスパーティーだよ」

　あとあと鬼き女じよ執しつ事じセーラに怒おこられないためにも、ユリお嬢さまが深入りせぬよう注意しなければ。もっとも、邸やしきを出る際セーラに当て身を喰くらわせて縛しばって納な屋やに閉じ込めた時点でかなりまずいが。

　ユリとシュンペータは、腹はら拵ごしらえのあと、フー御ご用よう達たしの自動車工場へ寄り、作業服を二つ借り工員を装って、かつて大陸系の小コロニーだったネイザンヒルに建つマンシュの本ほん邸ていへ向かった。犯人がフー邸を監かん視ししている場合を考えてのことだけれど、こんな手順を踏ふむのにもユリは楽しそうだった。腰こしのベルトには愛用のクマ端たん末まつを首くび吊つり状じよう態たいで提げ、準備万ばん端たん。

「イタリア人の人いないのかな」

「マフィアつうても日本の、だかんな」シュンペータは声を落として、「ユリ、親分のことは大たい人じん、て呼ぶようにな。マンシュ親分は親分って言うと機き嫌げん悪くするから。ここはマフィア一家大ボスじゃなしに、あくまで実業家フー・マンシュ大人の邸だかんな」

「はいな」

　マフィアは活動拠きよ点てんを地下街に置いているが、各組織のボスたちは一応はまっとうな財ざい界かい人じん面づらをするため、大たい抵ていが地上に邸てい宅たくを構えている。

「大おお野の財ざい閥ばつのお嬢じようさんと、伊い藤とう春しゆん平ぺい太たです」

　子分がドアを開けて告げると、室内の誰だれかがうなずいたらしく、ユリとシュンペータは招まねき入いれられた。

　構成員たちがそれぞれのネットワークをフルに使ってスーシャン及および誘ゆう拐かい犯はんの行方を追っているであろう中、フー・マンシュ邸ていの大広間には、三人の男がいた。

　バカラのシャンデリアの真下に鎮ちん座ざましますは、一家の総大将。ハンプティーダンプティー体型の上に載のっかる三角の握にぎり飯めしみたいな下しも膨ぶくれ顔がおの、フー・マンシュである。黒いローブを羽織り、柔やわらかげなソファに掛かけるというよりはもたれ掛かって、腫はれぼったい瞼まぶたの下から小さな眼が覗のぞいていなければ眠ねむっているとしか見えない。何より特とく徴ちよう的てきなのは、耳からはみ出し、肩かたに垂れ下がるまでに伸のびた豪ごう快かいな耳毛である。何もそこまでと思うほどに長く、白く、多く、左右対たい称しよう。

　テーブルを挟はさんだマンシュの向かいには二人の男。

　一人はマンシュの義弟、フー・ホアンホアン。マンシュの妹の旦だん那なだ。とはいってもシュンペータとさほど年は変わらず、二回り以上年上の奥おく方がたの血筋により組織幹部のポジションを得ているだけの男である。血の繋つながりはないのに耳毛が飛び出ているのがマンシュと似ているが、ゴボウを想起させる痩やせっぽちだ。一家にいた頃ころから馬の合わないホアンホアンの憎ぞう悪お混まじりの視線から、シュンペータは顔を逸そらした。

　もう一人、坊ぼう主ず頭あたまの大おお柄がらな黒服はチェン・カーキ。十七歳にしてすでに禁欲的な僧そう侶りよを思わせる顔が、シュンペータのほうを向いた。

「よう、チェン」シュンペータは友人に声を掛けた。

「シュンペータ、よく来てくれた」立ち上がったチェン・カーキの蒼あお白じろい表情に、地じ獄ごくで仏に会ったような笑みが浮うかぶ。「そちらは、大野さんのお嬢さまですね」

「チェンさん、こんにちは、初めまして。大野由ゆ利り子こです」

　シュンペータは、フー・マンシュに頭を下げた。「大たい人じん、お久ひさし振ぶりっす」

「大人、お初です」ユリが被かぶせて言う。

　クリーチャーのオブジェみたいにじっとしていたフー・マンシュが、こちらを向いて、シュンペータとユリを交こう互ごに見比べた。

「シュンペータ、貴様どうやってスーが誘拐されたのを知った」

「どこぞのデータ盗とう賊ぞくがうろついてるみたいで、そいつらの取りこぼしが偶ぐう然ぜん手て許もとに落ちただけっす。疑ってるかも知らねえけどチェンからは何も聞いてないすよ」

「大人、破は門もんした奴やつを家に上げるこたないで」

　と、フー・ホアンホアン。こいつは元香港ホンコンマフィアのくせに妙みような関西弁を使う。

「かえってお嬢じようさん捜そう索さくの邪じや魔まんなる」

「まあ待てホアンホアン」マンシュは縮ちり緬めん皺じわだらけの頬ほおを引ひき歪ゆがめて、「知っちまった以上は仕方がない。シュンペータ、詳くわしい話はチェンに聞け。突然のことで俺おれも混乱しとるのでな」

　誘ゆう拐かいは大たい概がい突然である。一大事とはいえ大親分としてはいささかみっともない。愛する一人娘むすめをかどわかされた、というよりは、ゴールドロップファミリーとの同盟に絶対必要なアイテムを奪うばわれたことに対する不安に混乱させられているのかも知れない。

　広間の隅すみにはボストンバッグが二つ置かれている。身代金だなとシュンペータはピンときた。流石さすがに早くも十億を用意できているようだ。

　チェンが、奥おくにあるホームバーを親指で指した。マンシュの趣味で作られた、間接照明が酒さか棚だなやカウンターをボンヤリ浮うかび上あがらせる薄うす明あかるい空間である。シュンペータとユリはカウンター前の椅い子すに掛かけた。シュンペータは小声で正直に事件を知った経けい緯いを明かし、チェンは生しよう姜が湯とうを作りつつ、改めて事件の顛てん末まつを喋しやべった。

　フー・スーシャンがさらわれたのは、昨晩チェン、ホアンホアン、教育係の女性をお供に、地下街のショッピングモールへ買い物に出かけたときのこと。二階のトイレに教育係とともに入ったあと、姿を消した。教育係は、自身も個室に入り、出てくるとスーシャンがいなかった、と証言した。チェンはドアから眼を離はなさなかったが、誰だれの出入りもなかった。トイレには駐ちゆう車しや場じように面した窓があり、二階とはいえ人間の出入りは可能な大きさだった。人ひと気けの少ない夜だったこともあり、何者かの侵しん入にゆうは十分考えられる。

　マンシュは報告を受けて当然あわてた。一家総動員で捜さがしても、娘むすめの行方は摑つかめず、夜は更ふけ、一本の電話が掛かってきた。機械音声で、娘は預かった、現金十億を用意せよとの脅きよう迫はくだった。マンシュが娘を出せと言うと、誘拐犯は電話を代わりスーシャンに一言二言喋らせて生存を確認させ、取引方法についてはのちほど、と告げて切った。警察に知らせたら殺すとも言ったが、マンシュは娘が消えた一報を受けて既すでに誘拐の可能性を考え、家か中ちゆうに箝かん口こう令れいを敷しいていた。ただ構成員への通達の際、電脳掏ス摸リ大おお野の由ゆ利り子こがそれを拾った。

「こんなケース初めてだよ」

「そりゃ、誘拐なんて二度も三度もあるもんじゃねえだろ」

「うちの回線に入られたことがさ」

　小声で言って、チェンは苦笑いした。ユリは生姜湯をすすって照れ笑い。

「スーシャンお嬢さんにもしものことがあったら、お前どうなる」

「当然生きちゃいられないな」チェンはシュンペータの問いに冷静に答えた。

　護衛としては大失態だ。お家存続に関わることとあってはなおさら。シュンペータとしては、少ない友人の一人であるチェンは助けたい。もちろんスーシャンも助けたい。美少女の手本のような娘を死なすのは惜おしい。

「それにだ、明日の朝九時から茶会がある」チェンは言った、「ホテルプリンセスひろはしでだ」

「今回はずいぶん豪ごう勢せいだな」

「婚約発表があるのさ、お嬢じようさまとゴールドロップの跡あと取とりとの。実質同盟発表だ」

「マジか。タイミング最悪じゃんか」シュンペータは眉まゆをひそめた。

　茶会とは、マフィア業界の要人が集まり、酒と料理を食らう不定期の催もよおしだ。組織が合同事業や同盟締てい結けつする際に報告をする会であり、情報交こう換かんや肚はらの探り合いをする場でもある。いつもはそれなりのホテルを使うことが多いが、重要イベントのある際は、マフィアの名を隠かくして大会場を予約する。今回の婚約発表の大おお舞ぶ台たいにスーシャンお嬢さま不在となれば、想像するだに怖おそろしい事態となる。

　シュンペータは柱時計を見上げた。間もなく正午を差そうとしている。誘ゆう拐かい犯はんを捕とらえ、スーシャンを取り返すにしても、明朝茶会までの時間が無さすぎる。

「大だい丈じよう夫ぶです、スーシャンさんはシュンペータが助けますから」

「簡かん単たんに言うな」シュンペータは、楽しげなユリからチェンに視線を移し、「脅きよう迫はく電話はどこからだかわかったか」

「携けい帯たいだった。どのみち敵の居場所はわからん。一通り話したが、シュンペータ、お前どう思う」

　チェンの問とい掛かけにシュンペータは思案に耽ふけった。「まだ何とも言えないな。情報集めないと」

　ふと視線を感じてそれとなく振ふり返かえると、フー・ホアンホアンが、こちらに悪意のこもった眼を向けている。シュンペータは寒気がした。

　陰いん湿しつさにおいてホアンホアンは群を抜ぬいていた。時折暴走する際に見せた、どうすれば他ひ人とを一番苦しめられるか思案する残ざん虐ぎやくな目つき──あの頃ころと全く同じ眼をしていた。




　　　　＊




「ミンさんですか」シュンペータの先に立ってスーシャンの部屋に入るなりユリは訊たずねた。

　スーシャンの教育係ミンは、高価そうな黒こく檀たんの勉強机づくえの隣となり、三さん脚きやく椅い子すに浅く掛けていた。伸のばした黒くろ髪かみを引ひっ詰つめ、白いレディースーツの上に外出用のコートを羽織ったままうなだれている。まるで昨夜スーシャンを見失って帰ってきてからずっとここにいたかのよう。一人泣いていたか、ユリがドアを開けるとあわてて腰こしを上げ、腫はらした眼を拭ふいた。

「はい、私ですが」

　鼻をすするミンに、ユリは、

「大おお野の由ゆ利り子こといいます。スーシャンさんがさらわれた状じよう況きようについてお話聞かせてください」

　と、適当に前置きして、図々しくもスーシャンの椅子に掛けた。

　ユリの質問が始まる。「スーシャンさんと一いつ緒しよにトイレに入ったんですよね。で、個室を出たらスーシャンさんはいなかったんですよね」

「はい。自分もトイレを出て、チェンさんにお嬢じようさまが出て来なかったか訊ききましたが、誰だれも出て来なかったとおっしゃいました」

　事後、一家の男どもに問とい詰つめられたミンだが、相手が年とし端はもゆかぬ小こ娘むすめとなると緊きん張ちようも緩ゆるんだか、か細くもしっかりとした声で答える。シュンペータの破は門もん以降にスーシャンの教育係として雇やとわれたミンは、チェンの話によれば国大卒の優等生だそうで、スーシャンもなつき信しん頼らいしていたというが、マフィアの家に来るとはエリートも就しゆう職しよく難なんなのだろうか。

「トイレの中はお二人の他に誰かいましたか」

「いえ。私とお嬢さまだけでした」

「誰か忍しのんでる気配は」

「わかりませんでした」

「チェンさんはトイレのすぐ近くにいたんですか」

「それほど近くにいらっしゃったわけではないでしょうけれど、ただ、誰かが出たり入ったりすればわかる位置だったとは思います」

「護衛って、チェンさんだけですか」

「いえ、フー・ホアンホアンさんが、フロアを見回ってはいました」

　シュンペータは内心苦り切った。

　──ホアンホアンの野郎も見張ってたのか。チェンの奴やつ、気ぃ遣つかって喋しやべらなかったな。

　噂うわさをすれば影かげ、廊ろう下かからホアンホアンとおぼしき粋いきがった感じの足音が近づいてくる。ノックなしにドアが開いて、果たしてホアンホアンが、チンピラオーラ丸出しで入ってきた。

「何しとるシュンペータ」

「話聞いてただけだよ」

「破門されたくせに我が物顔でうちをうろつくんやないで、このチビが」

「誰がチビだ。許可は取ったぜ」

「ボディーガードの小こ僧ぞうにか。あいつとお友達いうだけで客人顔されると困るんやけどな」ホアンホアンは、ミンに眼を移して言う、「まだおったんか、さっさと帰れ」

「私の怠たい慢まんでスーシャン様を大変な目に合わせてしまいました。戻もどられるまでは」

「お前は護衛ちゃう、ただの教育係や。お嬢さんが戻るまでどのみちお前に用はない」

「でも」ミンはユリのほうを見て逡しゆん巡じゆんするが、ホアンホアンに睨ねめ付つけられて、申し訳無げに一礼すると、老人が踵かかとを引きずるような歩き方で部屋を出た。

　話の途と中ちゆうだったのに、と口を尖とがらせたユリお嬢だが、

「他の人たちにお話聞いてきてもいいですか」

　と、ホアンホアンに訊たずねた。

　ホアンホアンは、ユリお嬢を品定めするように髪かみから作業服の足下まで一秒でスキャンして、

「構わんよ。ただし訊きくのは事件のことだけや」

　と、嫌いやらしい笑顔を作って言う。

「わかってます」答えるが早いかユリは部屋を飛び出した。

「あれがお前の御主人か」

　ホアンホアンは、鮮あざやかなブルーの作業服に包まれたユリの尻しりを眼で追っている。年のいった奥おく方がたを持っていると未み成せい熟じゆくな女が新しん鮮せんに見えるのだろう。シュンペータは不ふ快かいになった。

「お前に関係ないだろ。何の用だ」

「破は門もん者しやが何の用だと来たか。大たい人じんの命令でな、一応お前にも知らせとけと」ホアンホアンは携けい帯たい電話を差し出した。「つい今し方こんなもんが届いた。差出人の名前も住所も出デ鱈タラ目メの小包郵便で、連れん絡らく用よう、とだけ書かれた紙っ切れと一いつ緒しよにな」

「犯人から、だよな。当然」

　受け取ってみると、折おり畳たたみ式しき、通話機能のみ、ＧＰＳその他オプションは潔いほど全くない、持ち歩く通信機以外の何物でもないかなりの旧タイプだ。同どう封ふうの紙っ切れは、『連絡用　犯人より　メリークリスマス』と、クラシカルにも雑誌等から文字を切きり貼ばりして書かれている。

「どや、何かわかるか」

「犯人の連絡を待つしかないな。まあ、連絡来るのは夜中だろ」

「なんでわかる」

「あんま長々人質拘こう束そくしてんのは危険だし、取引は闇やみ夜よが都合がいい。何より犯人は茶会のこと知っててスーシャンさんさらった可能性が高い。多分取引直前に詳しよう細さい指示してくるさ」

　携帯電話を弄いじったり、紙っ切れを裏返して電灯に透すかしたりしていたら、突然背後から腕をねじられた。

「うっ」

　床ゆかに腹はら這ばいに倒たおされる。ホアンホアンの子分か。いつの間に背中を取ったか、背せ丈たけ二メートル近い純黒人とおぼしき大男が、小こ柄がらなシュンペータの身体を難なんなく床に這はいつくばらせて、作業服の背中にデカ足を載せる。

「何しやがるっ」シュンペータは腕を取られたままもがき、ホアンホアンを振ふり仰あおぐ。

　右の耳に冷たいものが感かん触しよくされた。銃じゆう口こうかと思った次の瞬間、耳の奥おくに何かが撃うち込こまれた。
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「あっ」鼓こ膜まくを強く振しん動どうさせる激痛に思わず悲鳴を上げたシュンペータに、

「シュンペータよ。言いにくい話やけどこれも大人の御命令でな」ホアンホアンは薄うす笑わらいしてシュンペータの前にしゃがみ、「お前は確かに一家の人間やったが、破門になった身や。本来うちの敷しき居いをまたげる身分と違ちがう。今回の件は内ない々ないで処理せなあかんことやった」

「おい、逃にげやしねえからその汚きたねえ足を上げろ、息が苦しい」シュンペータは背に足を載のっけた奴やつに言ってから、首をひねってホアンホアンを睨ねめつけ、「ことに、ゴールドロップに知られたらえらいことになるな」

「そうや。それをお前は知ってもうた」

　ホアンホアンの手に、何か見覚えのある物体が見え、それが何かを思い出してシュンペータは青ざめた。

「ええか。お前がスーシャンお嬢じようさま取とり戻もどせれば相応の礼はする。けど失敗した場合には相応のペナルティ負ってもらわにゃいかんゆうことや。うちのもんに示しがつかん。外部の人間に通例措そ置ちは取らん、指千切れなんてケチぃことは言わん。お前を家に入れんのも、お嬢さま探しの仲間に加えんのも例外的措置やよってに、例外的な落とし前をつけてもらう」

　シュンペータの眼の前にブラブラさせる銀色の物体は、無類の爆ばく弾だんマニアであるホアンホアンが造ったオリジナルマシンだ。

　拳けん銃じゆうを改造した超小型爆弾設置器兼けんリモコンである。正せい露ろ丸がんサイズの爆弾が三個装そう填てん・発射可能で、銃じゆう身しん上部にある番号の振ふられた三つのボタンでそれぞれ爆発させられる。シュンペータは一家在ざい籍せき時じ、ホアンホアンが下手打った子分の指を詰つめる代わりにこのお気に入りマシンで爆弾を指間に挟はさませ、二本綺き麗れいに吹っ飛ばしたのを目もく撃げきしたことがある。

「明日の朝茶会で、お嬢さまとゴールドロップのトム坊ぼうの婚約発表があるんは知っとるな。茶会までにお嬢さまを助けんと」

「知ってるよ、ヤバいことになったな」

「ヤバいのはお前もや。俺おれがわざわざ値ねの張る貴重なミニボム一発つこたんやで」ホアンホアンは一番のボタンに親指を載のせ、見せつけるようにシュンペータの鼻先に当て、「こいつを押おしゃ終わりや。お前の耳に入っとるお豆ちゃんは昔のとちゃうで、指飛ばすだけで済むようなもんやないで。お嬢じようさまをお前が助けたら吸い上げてやるが、茶会までに助けられなんだら、お前もバラバラに飛び散ることになんのやで」

　右耳から鮮せん血けつが一いつ滴てき、ぽたりと床ゆかに垂れた。

「うちのユリお嬢はどうなる」

「ありゃ関係あらへん、うちにとっちゃ一応お客様やからな。おい、もうええ」

　子分の黒人はシュンペータから離はなれた。

　シュンペータは立ち上がり、脚あしをふらつかせて壁かべにもたれ込んだ。右耳が徐じよ々じよに壊え死ししゆくような異物感はしっかりとあった。




　　　午後１時19分　北ほう条じよう町ちよう／関東州会議事堂・知事室




　知事執しつ務む室しつデスクには、いつもと同じく能面みたような無表情の桜さくら樹ぎ瑠る璃り亞あ関東州知事がいる。一礼して入室した治安局長ジン・ウーロンは、後ろのリズが全く頭を下げる気配がないのを背中に感じ、痛む胃いをひそかに押おさえた。

「やってくれましたね。今度のは眼をつむるわけにはいきませんよ」

　桜樹知事は、デスクの前に立った二人の内、リズのほうへは一いち瞥べつもくれず、アゴを上げてジンを睨にらんだ。

　長いアゴが威い圧あつ感かんを漂ただよわせる。前知事を祖父に持ち、三十歳そこそこの若さで関東州のボスとなった桜樹瑠璃亞は、二回り年上のジンの前でも物もの怖おじしない。生まれついての猛もう女じよの性格もあるにしろ、こたびの件は本当に頭に来ているのだろう。

　当然である。治安官ともあろう人間がイギリス女王陛下のお言葉をねじ曲げて伝え、おまけにテレビ局のスタッフを三階から突き落とし、不可抗こう力りよくらしいがそこへ吐と瀉しや、との一報を受け、愕がく然ぜんとしたジンだったが、経いき緯さつは推察できた。リズは父親を少しでも馬鹿にされると見境を無くすほど怒おこる。父親は同じく治安局員であり、ジンのかつての部下だった。リズが幼い頃ころに外国へ飛行機で移動中墜つい落らく事故に遭あい、行方不明のままである。深い雪山での捜そう索さくは進まず乗客の生存は全員絶望とされたが、未だリズは諦あきらめず、父の遺志を継つぎ局員となったいまも事故の情報を求めている。そういった事情のせいか、或あるいは先天性か、極度のファザーコンプレックスなのである。

　また、「今度のは眼をつむれない」と桜樹が言った通り、以前にもジンの部下が問題を起こしている。やらかしたのはリズの姉である。容姿も性分も似たその姉はやはり極度のファザコンである。現在州刑けい務む所しよに服役中。妹に先立ち治安官だったのだが、繁はん華か街がい見回りの最中、中学生の少女が売春の客を拾う現場を目もく撃げきし、尾び行こうして、客の男とホテルに入るところで声を掛かけ、その際「うっせんだよ、家帰って親父とやってろブス」と言われたのに腹を立て、少女が持っていた護身用ナイフを奪うばって鼻を削そぎ、口の周りの肉を切り取って投げ捨てた。少女の鼻と唇くちびるは野良犬がくわえていずこかへ持っていった。裁判で「父を侮ぶ辱じよくした口には当然の罰ばつです。どのみちこんなんは少女売春で病気もらって鼻がもげちゃうんですから☆」と言った姉は実じつ刑けいを喰くらった。妹リズは裁判中ずっと、傍ぼう聴ちよう席せきからいつ飛び掛かってもおかしくない形ぎよう相そうで父親を馬鹿にした被ひ害がい者しやの少女を睨ねめつけており、ジンは、いざというときにはこいつを制止せねば、と隣となりで神経を張はり巡めぐらせていた。

　姉の入にゆう獄ごくと入いれ替かわるようにしてジンの下についたリズは予想通りの問題児だった。今日の事件が起きるまでは「並の問題児」で済んでいたのだけれど。

「局長さん、どう責任を取るつもり」

　腕組みして見上げる桜さくら樹ぎ知事に、ジンは覚悟を決め、厳おごそかに言った。

「辞表を出させて頂きます」

　桜樹知事は顔色一つ変えなかったが、リズが眉まゆを上下させた。「ちょっと待ってくださいよ。局長の責任と違ちがうでしょ」

「馬鹿っ」ジンは叱しかりつけた。「お前は未だ自分のしでかしたことがわからんのか。立場をわきまえろ」

「別に人が死んだわけでもないですし」

　あっさり言う部下に、怒いかりをこらえる。半殺しにしておいてどの口がほざくか。

「例の同時通訳の件でしたら苦情はほとんど来てないそうですよ。あの局はいっつもしょーむない番組ばっかしだから、またおふざけだろって思われたみたいです」

「あなたの教育にも大いに問題がありそうね」桜樹が冷たく言った。

「申もうし訳わけありません」

「申し訳ありませんじゃないわよ。申し訳ないで済んだら治安局は要らねえんだよ！」

　早口の怒ど鳴なり声ごえが室内に響ひびいた。

　萎い縮しゆくしていたジンを更さらに硬こう直ちよくさせるほどの大だい音おん声じようだったが、桜樹の表情自体は冷静だ。決して感情的にならない桜樹が怒鳴るのは、立場の違いを思い知らせる為ためだ。事務的、形式的、機械的に、日常の雑事を処理するのと同じなのだ。

「今度の話はあんたごときの腹掻かっ捌さばこうと終わんないのよ。ほんとならあんた放り出してケリ付けたいとこだけれど、他にも不始末やった馬鹿がいるしね」

　そう、もう一つ頭の痛いことが起きている。今朝方、国立美術館から、国宝であるエメラルドの彫ちよう刻こく〈肺はい魚ぎよ〉が盗ぬすまれたとの報告があった。明日開かれる世界平和記念式典のオープニングセレモニーにおいて、イギリス女王に訪日記念として献けん上じようされる品だ。美術館の警備責任者ゴンゾが涙なみだ声ごえになって旧友ジンに助けを求めてきた。警備システムに異常はなかったのに、早朝忽こつ然ぜんと消えていたという。

　桜さくら樹ぎに報告すると、この件はイギリス側にはもちろん、他のどこにも知らせるなと告げられた。さらに、ゴンゾと友人だったのを理由に、治安局の責任で動いて肺はい魚ぎよを取とり戻もどせと命令された。無茶苦茶だが、桜樹の傲ごう慢まんさはいまに始まったことではない。

　治安局は、大統領を頂く中央政府の内政省の管かん轄かつ下かにあって、州政府の意向に添そう義務はないのだけれど、広域捜そう査さ組織となったのは近年で、まだ未熟なところがある。今年の春に前局長が退任し、ジンが後を継ついだばかりなのだが、桜樹の言いなりだった前任のおかげで、組織は独立性を失っていた。マフィアとも馴なれ合あいが続いている。元より温厚派のジンには改善が難しく、また剛ごう腕わん桜樹の命令には従わないと何かと不都合なのだ。

　桜樹の肚はらは読める。肺魚を取り返せば自身の手て柄がらとなる。失敗すれば治安局に責任を押おしつける。中央政府と関東州は縄なわ張ばり争いで仲がよろしくないのである。

　ともあれ、現在の最重要課題は式典までに肺魚を取り戻すことである。ジンは、来日ＶＩＰ警護中の人員を除のぞき、局の捜査員全員に極秘奪だつ回かい指令を出した。こんなさなかに部下がマスコミとイザコザを起こしたのだから胃に穴も空こうというものだ。

「あんたの首は式典が終わるまでつないどく。国宝取り戻しても、あんたの居場所が局にあるかどうかは保証しないけどね」

「承知しております」

「何ですかそれ。理り不ふ尽じんだなあ」リズがぼやいた。

「お前は黙だまってろ」

「だってそんな仕事やり甲が斐いないじゃないですか。取り返しても取り返せなくてもクビだなんて。国宝盗ぬすまれたのは局長の責任じゃないっしょ。言ってることおかしいですわよ知事さん」

　自制心に自信のあるジンも堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れる寸前だった。こっちをかばってくれているみたいだが、火に油だ。

　桜樹瑠る璃り亞あは、椅い子すにそっくり返って、長いアゴをリズに向けた。

「あんた、リズっていったかしらね。まああんたみたいなのの名前どうでもいいけど」

「ですか。でもそちらは改名したほうがよろしいざますことよ。シャクレ樹ぎ州知事閣下」

　リズの放った言葉に、桜樹瑠璃亞は一瞬凍こおりついた。長いアゴへ手をやろうとして、すぐ引っ込めた。

「知事閣下にそないな雅みやびなお名前は似合いませんざますよ。それだけ立派なアゴをお持ちなんざますから」

「…………」

「どの角度から見てもまた見事なシャクレ具合ざますことよ。その肥大した醜みにくい突起物は付け外し可能なんざますか」

　桜さくら樹ぎが動どう揺ようしたのを見たのは初めてだが、それ以上にジンが動揺した。といおうか、一瞬気絶しそうになった。

「前知事のお爺じいさまも立派なアゴ人間であらせられましたざますわね。知事の御一族は先祖代々シャクレざますかしら。人を驚かすとか笑かすとかそういうためにあるんざますかしらそのアゴは。違ちがう。じゃあシマリスの頬ほっぺたみたく食べ物溜ためておくとかざますかしら。否いな、獲え物ものを仕留めるための武器とか。さに非ず未知の生命体」

「あんた」

「こらアゴ人間め、あたしが訊きいてるんざますわよ。妖よう怪かいアゴ人間め」

「ジンッ」

　桜樹の感情的な怒ど鳴なり声ごえが響ひびいた。指先がドアへ突きつけられた。

「このガキいますぐ私の前からどかせ！」

「直ちに」胃の痛みに耐たえていたジンはリズの腕うでをひっ摑つかみ、渾こん身しんの力を以もつてドアへと引きずっていく。「では失礼します！」

「お気に障さわったようであごめん遊ばせシャクレ樹ぎルリアゴ知事」

「覚かく悟ごしておきなさい！」

「あっかんべろぉーんざます」

　ジンにとって人生最悪の時だった。

「何をやってんだお前は！」

　廊ろう下かへ出ると声をひそめてリズを怒鳴りつけた。

　リズはむくれて、ジンより早足でスタスタ歩いていく。

「だってー、あんな風に言われたら腹立ちますもん」

「どうしてお前は何でもかんでも思ったことズケズケ言うんだよ」

「あ。局長もやっぱ、シャクレ樹知事ってしゃくれだなーって思ってたんだ」

「馬鹿が、気分任せに行動しやがって。お前もいい加減大人になれ。下手したらお前も俺おれも局から放り出されるぞ」

「わかってますよ。後こう悔かいはしてます。ついまた暴走してしまいました。すまじきものは宮仕えざますオホホホホホ」

「オホホホホホじゃないよ馬鹿。お前が悪いんだって。宮仕え関係ない。いいか、このあとどういう処しよ遇ぐうになろうと一度謝りには来なきゃならんぞ」

「どうせ許してくれない人間にわざわざ頭下げる必要はありません。それよか局長、私今日は何すればいいですか。女王の護衛からは外されたんでしょ」

　何たる気持ちの切きり替かえの早さ。トラブルメーカーを抱かかえ込こむように自分の人生は設計されているのだな、と、ジンの胸を諦てい念ねんが通り過ぎた。

「国立美術館へ行け」

　ボソリと言った。ポカンとするリズに、続けて、

「今朝国宝が盗ぬすまれた。明日イギリス女王に渡わたす品だ」

「大変じゃないですか」

「当たり前だ馬鹿」

「もー、馬鹿馬鹿言わないでください。傷つきます」

「国宝の奪だつ回かいを命じる。詳くわしい話は美術館へ行って、警備責任者のゴンゾに聞け。以上だ」

　不満満面のリズの横を早足に通り過ぎた。リズが何やら文句を言ったようだが無視した。

　桜さくら樹ぎに一応の体裁をつくろったわけでも、本気でリズが国宝を奪回してくると思ったわけでもない。どうせこいつはクビなのだから、内務で手て持もち無ぶ沙さ汰たにしているよりは有意義だろうと最後の仕事を与えてやったまでだ。

「そういうことでしたら、行って来ます」

　ジンの後ろ、リズはぶすっとした声を洩もらし、ちょうど来たエレベーターへ乗り込んだ。

　エレベーターのドアが閉まり、ジンが立ち去ろうとしたら、「局長のばーか！」と、くぐもった子供っぽい声が聞こえた。親心を解さん奴やつだ。

　ジンがまた歩き出そうとすると、──リズが去ったのを待っていたかのように、さっき出たばかりの知事執しつ務む室しつのドアが開いた。

　長いアゴが最初にジンの眼に入った。アゴの宿主桜樹瑠る璃り亞あが顔を出し、リズがいないのを確かめているのか左右確認して、ジンに再び部屋へ入るよう指で合図した。

　まさかまた何か面めん倒どうごとか。心を落ち着ける暇ひまもないままに執務室へ戻もどれば、桜樹が、

「あなたのところへ電話があったらしいわ」

　と、告げた。

　うかつに鳴らして短気な桜樹の逆げき鱗りんに触ふれないよう携けい帯たい端たん末まつの電源は切っておいたのだが、無ぶ遠えん慮りよに局へ電話してきたのは碇いかり矢や半はん治じか、と思っていたら、桜樹は案あんの定じよう、

「妙みようなのが美術館へ来たって。連れん絡らく受けた治安局のほうから、いましがた私んとこに掛かかってきた。ロギーだか碇矢だかいうのが美術館へ入れろって言ってきたわ」

「ああ、私が別口で頼たのんだ男です。外部の人間ですが昔から使っていました。入館許可を」

「出すわけないでしょ」

　ジンは眼を瞬しばたたかせた。

「民間の探たん偵ていね。そんな人間に余分な情報与えるわけにはいかないわ」

「ですが、現状では人数が足りません」

「ジンさん。わかってるでしょう。民は愚おろかに保て、よ」桜樹は煙草たばこをくわえ、クラシックジッポで着火した。「公金使って雇やとったのかしら」

「依い頼らい費用は私と警備責任者ゴンゾが出しました」

「そう。別に公金でもいいんだけど。必要最小限の情報以外は与えちゃ駄だ目めよ」

　スマトラ煙草たばこの煙けむりが嫌けん煙えん家かジンの顔面に吹きつけられる。

「生きぬよう死なぬように、ね。命があるだけ丸まる儲もうけ、でしょ、庶しよ民みんは」

　ジンは大人おとななので耐たえたけれどリズなら殴なぐっているだろう。一いつ瞬しゆん、アゴがお長いですね、なんて自分も言ってみたくなって、心中即そく打ち消した。




　　　午後２時57分　地下街ブロックＫＤ３０３１／滝たき診しん療りよう所じよ




　関東州スピアシティの地下街は、日本連れん邦ぽうのアルバ島、と喩たとえられる。

　大西洋カリブ海に浮うかぶアルバ島は、クントゥレーラ兄弟なるシチリアマフィアが支配下に置いた、〈世界初のマフィア独立国〉である。兄弟は麻ま薬やくで稼かせいだ金であらゆる産業を、警察を、銀行を、政府を買った。汚きたない金でも金は金、マフィアの支配は島に富をもたらした。シチリアマフィアはコロンビアの麻薬カルテルと協定を結び、その後各国の犯罪組織とも次々手を組み、アルバ島は裏社会の国連となった。

　同様にスピアシティ地下街は、様々なマフィアどもがその全てを仕切っている。強度の耐たい震しん構造を持つ街は当初綺き麗れいな碁ご盤ばん状じようだったが、現在では見境ない増ぞう築ちく増ぞう設せつによって道は迷路と化し、四六時中どぎつい明かりに満たされ、表社会の支配の届かないエリアとなっている。苦々しく思うお上も、自らの怠たい慢まんがこういった地域を生み出したのだから強くは言えない。

　その一いつ劃かく、ボロい木造家屋の一室にシュンペータはいた。地下街きってのマッドサイエンティストと評ひよう判ばんの、ドクター滝の研究所兼けん診療所である。メチルアルコールをベースに、黴かびた薬品の匂においが鼻をつく。ギシギシしなう錆さびだらけの診療台に寝っ転がって、棚たなに並ぶどこの言語かわからない文字の書かれた薬くすり瓶びんを眺ながめつつ、ドクター滝の診しん断だんを待っている。

　側頭部だけに残る髪かみも眉まゆ毛げも無ぶ精しよう髭ひげも白い、見るからに胡う散さん臭くさいドクター滝はアル中みたく震ふるえながら、シュンペータの右耳に内ない視し鏡きようを突っ込みんーんー唸うなっている。シュンペータがフー一家に入った時分すでに八十歳は超えていたはずだけれど、当時と外見は全く変化はない。

「いい加減、何かわかったの」焦じれてシュンペータは言った。

「最近老眼でね」

「最近ていつだよ爺じいさん」

「ついこないだ見たのと一いつ緒しよだ」ドクター滝はかん高い声にビブラートを利きかせて言う、「お前と同じようにホアンホアンから爆ばく弾だん耳に突っ込まれた奴やつが──ここらを根城にしてた小こ僧ぞうだけどな、何したか知らんが奴の逆げき鱗りんに触ふれたらしゅうて、半はん狂きよう乱らんになって駆かけ込こんできた」

「どうなったんだよ」シュンペータは寝たまま腕組みして訊きく。

「じゃあちょっと見てみるかねと耳を覗のぞき込こんでみると、鼓こ膜まく近くにピッタリと正せい露ろ丸がんほどの爆弾が突つき刺ささっとるのだな」

「だから、それからどうなった」

「どうするかと見ておるとだな。爆ばく弾だんがチカチカ点てん滅めつし始めた。俺おれは急いで隣となりの薬局へ行った」

「え、薬で外せんの」

「いや、薬局はウチよりか壁かべが厚い。思った通り数秒後には爆ばく発はつ音おんがして、診しん察さつ室しつへ戻もどってみたら、壁にも天てん井じようにもそいつの肉片がこびりついてた。いや～あの小ささであそこまでやるとはびっくりだ、爆弾狂きようは伊だ達てじゃない。お前の耳ん中にあるのは、さらにパワーアップしてるのは間ま違ちがいない。この診しん療りよう所じよぐらい余よ裕ゆうで吹き飛ばすだろな」

　シュンペータは身体を起こした。「爺じいさんとこ来たのが間ま違ちがいだった」

「おい待て」ドクター滝たきは言った、「ありゃ俺にはどうにもならん段階だったからだ。役立つかどうかわからんが知ってる限りのことを教えてやる」

「何をよ」

「爆弾はどこで作ってるか知らんが、地上じゃ規制されてる爆ばく薬やくと粘ねん着ちやく剤ざい使ってる。取り外すには病院でまっとうなオペやらにゃいかん」

「そんな時間ないんだよ」

「なら、うちでやるか。三さん半はん規き管かんは残してやれるが、耳まるごと切断して鼓膜も破る必要がある。爆弾本体から細い留め針が出て、内ない耳じつたって外がい耳じまで延びてるんでな。だからシュンペータよ、命いのち乞ごいして外してもらうことだな。ホアンホアンはいまや一家の大幹部だ。お前が奴やつと馬が合わないのは知ってるが逆らうのはよくない」

　ホアンホアンはシュンペータより後にフー一家へ入ったいわば後輩ながら、歳は向こうが二つ三つ上である。馬は合わないにせよ組織内でそれなりの付き合いはあったが、マンシュの妹と結婚して立場がぐんと上がった。急に威い張ばり散ちらし始めたホアンホアンの小者っぷりには呆あきれた。あんな奴に頭を下げるなら死んだほうがマシだ。

「それと、こいつをやる」ドクター滝は、赤黒い錆さびに覆おおわれたデスクの抽斗ひきだしを開けて、紙の束と薬くすり瓶びんだらけの中をゴソゴソやり始めた。奥おくから、マリービスケット大の、メタルな質感のチップを取り出すと、シュンペータに差し出した。

「何、これ」

「俺の血と汗あせと涙なみだの結けつ晶しようだ」ドクター滝はニンマリして、「名付けて爆ばく破は妨ぼう害がい器き。こいつのこのボタンを押おせば、半はん径けい数メートルに妨害電波が出て、爆破スイッチを押しても爆発は防ふせげる。俺は若い頃ころ物理学やっててな、」

「マジか、すげえ」シュンペータは受け取って、眉まゆを開いた。中央の凹くぼみがボタンらしい。

「ただ効こう果かはせいぜい三十分ぐらいだな。使い捨て」

「何だよ、そんだけか」

「そう。それに奴の持ってるリモコンは、爆破スイッチが作動したしないはわかるだろうからな。止めるには、どうにかして電波出てるあいだにリモコン奪うばうしかないな」

「ま、いいや、御守り代わりにもらっとく。ないよりマシだ」

「ホアンホアンにはこのこと絶対黙だまっておくのだぞ」

「へいへい」鎮ちん痛つう剤ざいと爆ばく破は妨ぼう害がい器きとやらを持って、シュンペータは診しん療りよう室しつを出た。

　そこで、待合室で待っているはずのユリお嬢じようさまの姿がないことにまばたきした。

「お嬢さま。ユリ。ユリ、どこだ、おい」

　返事はない。茶色く変色したエイズ検査奨しよう励れいポスターとスポンジの飛び出たソファがあるだけ。

　シュンペータは外へ飛び出した。

　軽けい率そつだった。じっとしているのが何より苦手なユリが、待合室で待つなど無理に決まっていた。シュンペータは主人の名を呼びながら地下街を駆かけた。

　粗そ悪あくな麻ま薬やくの匂においが漂ただようここは、地下街の中でもしょっちゅうガキの集団抗こう争そうが突発する危険区域である。どこぞのファミリーに入れてもらおうと必死になって、時には命を落っことしてしまうぐらいやんちゃな連中が蠢うごめく街だ。

　あちこち走り回るシュンペータの視界に、古本屋の軒のき先さきで文庫本を立ち読みしているブルーの作業服が映った。

　駆かけ寄よって、肩かたをパシィーンと叩たたく。

「痛っ」

「勝手に離はなれんなっつっただろ」

「本読んでただけじゃん」

「それは混まぜもんＬＳＤ染しみ込こませたブロッターペーパーだ。舐なめんなよ」

「道理で、ページにみんな切取線がある」

「だから舐めちゃダメだっての」本に口を近づけるお嬢さまの肩をはたく。

「痛っ。冗談よ」

　古本を奪って放り、ユリの手を引っ張って歩き出した。

「シュンペータ、中ちゆう耳じ炎えん大だい丈じよう夫ぶだったの」

「ああ、しばらくすりゃ治る」

「あたしさ、ここらの人に色々訊きいてみたんだけど、あんまりめぼしい情報なかった。なんたって詳くわしい事情話せないんだし」

　シュンペータがここへ来た目的は爆ばく弾だんを取り出すためだったのだけれど、ユリには、スーシャン誘ゆう拐かい事件の情報集めとついでに中耳炎っぽいから馴な染じみの医者に寄るため、と言ってある。事実を教えればまた面めん倒どうな話になりそうだからだ。特にセーラ・皆かい園おん寺じなどに知れたら、爆弾抱かかえてお嬢さまと一いつ緒しよに地下街をうろつくとは何事だと怒ど鳴なられそう。

　雑ざつ踏とうの中、ひっきりなしに煉れん瓦が塀べいが振しん動どうする天然ガス発電所のそばを通ると、爆弾が共きよう振しんするような錯さつ覚かくを覚え、思わずシュンペータは耳を押おさえた。

「ねえ、聞き込みすんなら二人手分けしたほうが良いんじゃないの」ユリが言う。

「お前一人じゃ危険すぎる」

「大だい丈じよう夫ぶよ別に。いっつもいっつもシュンペータに付いて来られるとさ、なんていうの？　うっとうしいんだよね」

「……お互たがい様さまだけどな」シュンペータは力を込めて言った。

　遮しや断だん機きの上がった踏ふみ切きりを渡わたる。ユリはクマ端たん末まつを胸に抱だき、目の前にモーキ空中スクリーンを出現させ、一家の面々に聞き込みして取ったメモを映す。

「明日の朝九時までに茶会とかいうのに出ないと、凄すごいまずいんでしょ。ってことは多分さ、誘ゆう拐かい犯はんはそれ知ってて誘拐したんだよね」

「んなこた言わなくてもわかる」

「何よシュンペータ偉えらそうに。でもそうなると、犯人て結構しぼられるんじゃないの」

「しぼられるって、どういう風に」

「まず茶会があることと、それからその内容──スーシャンさんの婚約発表だってこと知ってる人だよね。フー一家は茶会までにスーシャンさん取とり戻もどさないといけないわけだから、それまでに誘拐して身代金要求出せば従うだろうって考えなのよ。あとも一つ、あんまり考えたくないけど、茶会でフー一家に恥はじをかかせたいって思ってる人」

「恥をかかせるって、何のために。一家に恨うらみ持ってる人間てことか？」

「その辺はまだまとまんないけどさ」

　踏切を渡った後、遮断機が下り、五秒後に早くも電車が通過する。電車の振しん動どうが後ろからまた爆ばく弾だんを刺し激げきする。

「どしたのシュンペータ。顔が……じゃなくて顔色が悪いけど」ユリが覗のぞき込こんでくる。

「悪い、か」

「うん。見るもの全てにおびえてるみたい」

　地上への階段を上ると、真上の腐ふ蝕しよくしたアルミ看かん板ばんが北風に吹かれていまにも落ちてきそうにカタカタ揺ゆれていた。また耳がズキンと痛んだ。




　　　午後３時２分　鳴なる滝たき町ちよう／国立美術館




　何を訊たずねても、国立美術館の警備責任者ゴンゾは汗あせを拭ふき拭ふきおののく。自分の手落ちが国際問題に発展する恐おそれがあるのだから無理もない。今朝から何も食べていないらしいゴンゾを前に、出されたチョコ掛がけショートケーキを一人パクパク口へ運ぶリズは、何やら自分がこの真ま面じ目めそうな壮そう年ねん男性をいじめているみたいに思えてきた。

　肺はい魚ぎよが戻らなければ、ゴンゾは当然職を追われる。三十年間一日の欠勤もなく勤め続けてきた愛国者とのことで、今回の件は悔くやんでも悔やみ切れない様子だが、それ以前に家族を路頭に迷わせるのを想像すれば暗くもなるだろう。

　しかし、状じよう況きようはリズのほうも似たようなものである。シャクレ樹ぎ知事を怒おこらせ、上司ジン・ウーロンともどもクビ、と相成る可能性がある。ゴンゾの一足先に放り出されるような事態を避さけるには、何としても犯人を見つけ、明日朝九時の式典までに肺はい魚ぎよを取とり戻もどさねば。シャクレ樹の前では暴走してしまったが、むろんリズはクビになどなりたくはないのである。父の付けてくれた自分の名前をけなすシャクレ樹を許せず、突っ走ってしまったんである。

　実際は下したっ端ぱなのだが、治安官という職しよく掌しよう名めいは権けん威いの響ひびきがあるらしく、美術館の館員たちはやたらへりくだってリズを迎えた。肺魚が盗ぬすまれたのは彼ら館員の責任でもあるから、取り戻してくれるかも知れない人間には、リズのような小こ娘むすめであってもご機き嫌げんをとっておくべき、と考えているのだ。応接室へ入ったリズに、次から次へ顔を覚えてくれと言わんばかりに「お紅茶です」「ケーキです」「おしぼりです」「お砂糖です」「レモンです」「受け皿です」「スプーンです」「フォークです」と入いれ替かわり立ち替わりそれぞれ高級品を持って来た。いっぺんに全部持って来いよ。スピーカーからバロック音楽まで流し始めたが要らんお世話だ。

　ゴンゾの話では、三年前に美術館に侵しん入にゆうして捕つかまった女泥どろ棒ぼうドリーが最近出所していて、手段がそいつと似ているということだった。それ以外には別段得るところなく、ここにいても時間の徒と費ひと思ったけれど、調べているというポーズだけはとっておくか。

「現場見せていただけますか」

「はい、ただいま」ゴンゾはポケットからあわてて鍵かぎを取り出し、椅い子すを鳴らして立ち上がる。この段階で急いでもしょうことないのに。

　結局何もかんもわからない、というのが警備員たちの証言の要よう旨しだった。深夜館内を回っていたゴンゾが国宝展示会場に入り、肺魚が飾かざられているはずの台を見たら、無くなっていたという。監かん視しカメラをチェックすると、展示台を映す映像は、巧こう妙みように継ぎ目を隠かくした同じ画面のルーピングになっていた。警備の館員を招集し調べたが犯行の形けい跡せきも外部の人間が出入りした形跡も見つからなかった。肺魚のみが異次元に消え失せたのである。となると、このインテリジェンスビル以上の機能がついた防犯装置を破られたか。従来と同じくカメラチェックは機械に任せて、見回り担当は順番で決められた通り、昨夜は最高責任者ゴンゾが本館、それ以外の人間は別館及および彫ちよう刻こく庭園のほうを警備していたのだが、誰だれもが異常に気づかなかった。

「結局、警備の皆みなさんいてもいなくても同じだったわけですね」

　先を歩くゴンゾの背中に、そう言わずにはいられなかった。皮肉ではなく客観的事実である。血税元手に高給取っといて全くの役立たず。

「面めん目ぼくありません」ゴンゾはうつむき加減に振ふり返かえる、「あのう、それで国宝は、肺魚は取り戻せるでしょうか」

「何とも言えませんねえ。ここまで手て掛がかりがない以上。あっそうだ、内部犯って線はないですかね」リズは無ぶ遠えん慮りよに訊きく。

「まさか、我々の中に犯人がいると」

「まず疑って掛かかりませんとね」

「出入りの際に、センサーと複数の専門員による厳重なチェックがされますので、持ち出しは不可能かと」

「さいですか」リズは落らく胆たんしていた。早くも行いき詰づまった。こりゃ別の手考えたほうがいいかも。他の凶きよう悪あく犯はん捕つかまえて手て柄がら立てるとか。シャクレ樹ぎに頭を下げる、なんていう選せん択たく肢しは当然欠かけ片らも浮うかばない。

　展示室の東一面に掛けられている自動カーテンを開けると、防ぼう弾だんガラス越ごしに昼下がりの陽光が入り込み、グリーンの絨じゆう毯たんが乳白色に滲しみ出だした。広い展示室は高い入場料が必要なだけあって贅ぜい沢たくな作りになっており、それ相応に贅沢な国宝が点在する。ホログラムの中に置かれた名画、鯉こいの泳ぐ池の中央に飾かざられた鎧よろい武む者しやの奥おく、──肺はい魚ぎよが置かれていたのは、庭園を臨のぞむ窓のそばである。細長い巌いわおを模した、高さ一メートルほどの硬こう質しつプラスチック台のてっぺん、平らな岩がん頭とうの上だ。

「ここに載のっかってたんですか。落っことしたら大変ですね」

「いえ、いまは捜そう査さのため警備装置を切っていますので台が剥むき出だしですが、普ふ段だんは強化ガラスケースに囲われていまして、万一台から落ちれば床ゆかに緊きん急きゆうクッションが作動します。地じ震しんが起きてもすぐに八方から無数のソーセージ大エアバッグが飛び出して、ケース内部を埋うめるので心配ありません」

「盗ぬすまれたら意味ないですけどね」誇ほこらしげなゴンゾをリズはボソリと突いた。

「面めん目ぼくありません」

　室内をいくらテキトーに捜さがしても、これといった証しよう拠こはなかった。リズの前に来た捜査員たちも、何の手て掛がかりも得られないまま犯人探しに散っていったという。見通しは暗い。

「んんんーっ」ゴンゾがびくっとするほど両手を一いつ杯ぱいに広げた大きな伸のびをして言った、「じゃっ、そろっと私もおいとまするっす」

　ゴンゾは眼を見開いた。

「お帰りになるのですか。何か手掛かりは」

「そっすねーえ、他にも色々と調べてみて」

「目算はありますでしょうか」

「目もつ下か調査中っす、目下」

　すがるゴンゾの横をリズはにべもなく通り過ぎる。




　　　午後３時51分　地下街ブロックＹＢ１６２４／ドリー宅




「それでドリー、本当にあなたは無関係なんですね」

「怪かい盗とう淑しゆく女じよは嘘うそはつかない。うんにゃ、あたしはいまや怪盗でも何でもない。善良な一般市民だ」

　ドリーは刑けい務む所しよ暮ぐらしにより痩やせた──それでも百キロはありそうな肉体を震ふるわせて笑った。黒い顔の中にぶ厚い唇くちびると白い歯が覗のぞく。

　三年ぶりに娑しや婆ばで会うドリーは相変わらず声がでかいが、以前と比べれば慎つつましくなった。出所後借りたという、地下街外れのブロックにある週しゆう極ぎめマンションは、こたつが真ん中にポツンと置かれた狭せまいワンルーム。荒あら稼かせぎを繰くり返かえし、偽ぎ名めいと変装を使い高級ホテルを渡わたり歩あるき、派手に散さん財ざいしていた頃ころとは正反対である。心を入いれ替かえたとまではいかずとも、幾いく分ぶん毒どく気けは抜ぬけたか。

「しかしロギー、あたしの居場所をこんな早く突き止めるとは流石さすがだね。おまわりは未だに眼ぇ血走らせてあたし捜さがしてるんじゃないかね」

「あなたとはそれなりに長い付き合いです。勘かんですよ」

「治安局の依い頼らいかね」

「さて、どうでしょう」

「治安局だろうと何だろうと、前科者ってだけであたし引っ張んのは無理だよ。ロギー、あんたにもそれくらいの仁義はあんだろ」

　治安局は、アメリカでいう連邦捜査局ＦＢＩ、ドイツでいうドイツ連れん邦ぽう刑けい事じ局きよく、昔の日本でいう八はつ州しゆう廻まわりみたいなもので、関東州スピアシティに本部を置く広域捜そう査さ組織である。警察よりは融ゆう通ずうが利くため外部委い託たくもやっており、碇いかり矢や探たん偵てい社しやは実質局のエージェントだ。

　捜査官の中にはロギー同様怪盗淑女ドリーが怪あやしいと考えた者もいようが、事実上の治ち外がい法ほう権けん区域である地下街の、廃はい墟きよみたような集団住宅に虚きよ偽ぎの履り歴れきで入居したドリーを、事件発覚から数時間で突き止めはできなかったらしい。まあ、それだけ肺はい魚ぎよ盗とう難なんは意外事だったわけだ。

「無む駄だ足あしだったなロギー。あたしにゃそんな御ご大たい層そうなことやる情熱は残っちゃいないよ」

　ロギーは生返事するしかなかった。

　情熱はなくとも、ドリーが国立美術館へ忍しのび込こみ、警備の眼をかいくぐり肺魚を盗ぬすみ出だすのは、技術面からすれば絶対に可能なのである。怪盗淑女の腕はたかが三年牢ろうにつながれた程度では衰おとろえていないはず──それだけは勘ではなく、確信している。

　疑念が伝わったか、ドリーは頭を掻かいて、

「大体ねロギー、あたしゃアリバイあんだ。肺魚とやらが盗まれたのは今朝未明って言ったろう。そんときあたしゃ近くの安ホテルで男と一いつ緒しよだった」

「そりゃ色気のある話で」

「ちょっぴり太めと思って見くびりなさんなよ」

「そうは言いませんよ」

　百キロ超をちょっぴり太めとは言わない。

「目もく撃げき者しやも何十人といるはずだ。あたしが言った場所うろついてるゴロツキどもに確認してみろ。スキ見てハッキング程度はできようが、口座の額を増やすのと違ちがって、リアルに在る物を実際に盗むにゃあ、忍しのび込こまにゃあ無理だからね」

「人を使ったとも考えられますが」

「ムショ出たばかりのあたしがか。仲間も手下もみんな離はなれてったよ、捕つかまった途と端たんにね。定期的に面会に来てくれたのはロギー、あんたぐらいなもんさ。たかれると思って寄ってくる小者はいたが、そんな奴やつが国立美術館に忍び込めるかね」

「ですがドリー、あなたが前回捕まったのは、国立美術館で、でしたね」

「そう、あんたにね」

「ターゲットは何だったんです。正直に答えていただけますか」

　ドリーは黒い唇くちびるを愉ゆ快かいげに歪ゆがませた。「お察しの通りさ。肺はい魚ぎよを盗ぬすもうとしてた。今回は、そのリベンジさ。と、言わせたいんだろ。くくく、あいにくだがね、獲え物ものなぞ決めちゃいなかった。あの頃ころのあたしぁ、宝石だろうと現ナマだろうと盗む物自体には興味がなくて、それを盗むのが不可能とされている常識を破ることに生いき甲が斐いを感じてたのさ」

　そうは言うものの、ドリーは盗んだお宝をさっさと闇やみ市いちに売うっ払ぱらっては現金に換かえ、あっという間に使い切っていた。不可能への挑ちよう戦せんに燃える気持ちはあったにしても結局芸術鑑かん賞しよう眼がんはゼロに等しく、金が目的だったのだろう。

「怪盗ごっこぁ卒業だ。やっぱりひたいに汗あせして稼かせがにゃね。ま、泥どろ棒ぼうの捜そう査さで困ったことがあったら相談しな、蛇じやの道ゃへびだ」

　炬こ燵たつに入り切らない太い足をボリボリ掻かいて、蕎そ麦ば茶ちやのお代わりを差し出してくる余よ裕ゆうの面持ちに、これは自分の見けん当とう違ちがいだったか、とロギーは内心拱きよう手しゆした。

　先ほど国立美術館へ行った際、話が通っていなかったのか、民間の探たん偵ていなどに現場は見せられぬと門もん前ぜん払ばらいを喰くらった。仕方なく、治安局長ジン・ウーロン氏が送ってきた資料を基もとに推理を立て、侵しん入にゆう方法が酷こく似じ、なおかつ忍び込んだ前科のあるドリーを当たってみた。が、アリバイはこのあと裏を取るにせよ確実とみえるし、他に美術館に侵入できそうな仲間もいないようだ。ドリーの線が消えれば、これといった容疑者が思い当たらない。タイムリミットが明朝九時となると肺魚奪だつ還かんの成算はほぼ消える。

　あんな魔ま術じゆつ師しのような侵入は怪かい盗とう淑しゆく女じよドリー以外には不可能だと思ったのだが。

「それより、ロギー。あたしを捕まえた名探偵と見込んで、お前さんに一つ頼たのみがある」

　ドリーが居住まいを正して、言った。

「あなたが、僕ぼくに、ですか」

　蕎麦茶をすする手を止め、訝いぶかしげな顔をするロギーに、

「お前さんでなければ無理そうな仕事だ。引き受けてくれるかね」

「内容を聞かないことには。それにいまは仕事の最中でして」

「何、お前さんなら片手間にやれそうな仕事だよ」

「聞くだけは聞きますが」

「じゃ、お前さんを信用して話すよ。言った通りあたしはとっくに善良な市民だ。すっかり身と心の錆さびを洗い落としてきた。それというのも神のおかげさ」

「神ですか」

「そう、神。ゴッド。刑けい務む所しよに入ってどれくらい経った頃ころか、牢ろう屋やん中で知り合った人間が、出所する前に神さまの像をあたしに寄よ越こしたんだよ。イエス様のね」

「ほう」

「刑務所てえのは本当にキツい。死んだがマシだって一日に何度思うことか。それこそ神さまにでもすがりたくなる。それであたしは、半信半疑のままに、貰もらったイエス像に祈いのることにした。そしたら、また不思議なこともあるもんでねえ」ドリーはふと遠い眼をして息を吐つき、「あたしに像をくれた人間の言う通り、毎日祈ってると、魂たましいの汚けがれが清められて、人の役に立つ生き方をしなければ、っちゅう気分になるんだよ。と言うてもあんたは信じられなかろう、あたし自身信じられなかったんだからね。ま、信じてもらわんでも結構だがね。いやさロギー、あんたならわかってくれるだろうな。あんたとあたしのあいだには、追う者と追われる者との、奇き妙みような友情があったんだからな」

「有ったような、無かったような」

「神なんぞ錯さつ覚かくの産物だと思ってたが、実際あたしはイエスの像を心の支えに刑務所暮ぐらしを耐たえ抜ぬいた。おかげで娑しや婆ばに出るときには骨の髄ずいまで神にイカレちまってたってぇわけさね」

　熱に浮うかされたように、神さまへの思いを語る。

　この手のバッド・ミーツ・ゴッドなホラ話はよく聞くし、あれだけ好き放題やって神さまとは笑わせる、と以前なら思っただろうが、言葉の端はし々ばしに妙みように真しん摯しな響ひびきがある。いやいやこの女は海うみ千せん山やま千せんのワルだ、人をあざむくのはお手のものだものな、と眉まゆに唾つばしていたら、ドリーは顔を曇くもらせて、

「ところが、神さまが盗ぬすまれた」

「ほう」

「イエス像をあたしはソーピノーに預けた。知ってるだろ、ソーピノー」

　知っている。ドリーが以前よく使っていた情報屋で、彼女の収しゆう監かんとともに運び屋ベクターに商売変えした男である。データ盗とう賊ぞくとセキュリティの技術革かく新しんにおける鼬いたちごっこが続き、二本足の運び屋の需じゆ要ようが高まる現在、ソーピノーはモ物ノ質もネ情タ報も扱あつかうオールマイティー業者だ。ロギーは二三度面識がある。四六時中顔色の悪い痩やせぎすだが、腕はそこそこ。

「こんなとこに置いといたんじゃいつ盗まれっかわからんからね。イエス像は芸術品としては結構な値打ち物なんだよ。あたしは近々田舎いなかへ引っ込んで教会へ勤労奉ほう仕しするつもりだ。で、まずそこへ神の像を先立って寄付しようと考えた。あたしにとってこの像は貴重品なんてレベルじゃない宝だから、宅配業者よりゃマシな、馴な染じみのソーピノーに届けさせようと思って奴やつに昨日預けたんだ。ところがソーピノーの馬鹿めが、何者かに襲おそわれて像を奪うばわれちまった」

「えらいことですね」

「あたしの宝を盗ぬすんだ奴は許しちゃおけない。いや最悪犯人なぞどうでもいいから、イエス像を取とり戻もどしてほしい。さて、ここまで話したんだ。嫌いやたぁ言わせないよ」

「ですがさっき言った通り僕ぼくもいまは仕事の最中ですので。会社通さずのアルバイトは禁止されてまして」

「お前さんのボスにゃ黙だまっとくさ。成功報ほう酬しゆうで百万。今日中に見つけられたら、倍額だ」

「大おお盤ばん振ぶる舞まいですね。よっぽど大事なものとみましたが」

「あんた何聞いてたの。あたしにとっちゃ命だよ」ドリーは、黒い顔をぐっと寄せてきた。

「そうですねえ、まあ、そこまで話してくれたんですから──」

　ロギーはひそかにドリーの顔色をうかがった。

　瞳ひとみには信しん仰こう厚あつき者の純じゆん粋すいな光がある。腑ふに落ちない。刑けい務む所しよなどがこの女を変えられるわけはない、これは茶番だ──そう考えたいが、ドリーの表情は揺ゆるぎなき信念に満ちている。

　険けわしい面おも持もちをしていたら、ドリーはやれやれといった息をついた。

「疑いは晴れないかね」

「正直言えばね」

「じゃあロギー、一つ賭かけをしないか」

「と言いますと」

「もしあたしが犯人だって証しよう拠こを見つけられたら、潔くお縄なわを頂ちよう戴だいしよう。だが証拠が見つけられなかったら、もしくはあたし以外の犯人が見つかれば」ドリーは上うわ目め遣づかいに睨にらんできた。「あんたは探たん偵ていを廃はい業ぎようする。どうだね、のるかね」

　プライドをくすぐる声こわ音ねと申し出に、ロギーは内心面めん食くらった。




　　　午後５時８分　井い伊い町ちよう／州立病院




　痩やせっぽちの運び屋ベクターソーピノーは眼がん窩か周りの窪くぼみが一層激しくなっていた。巨女ドリーのあとに会うとますます以もつて痩せっぷりが際立つ。病室というピッタリの場所で、真っ白い清潔な布ふ団とんにくるまれ、病弱そのものの蒼あお白じろい顔だけが浮うかび上あがっていて、疫やく病びよう神がみのコスプレをさせたら似合いそう。

　闇やみ討うちを受け、肩かたの骨を折られたソーピノーは、時折貧ひん相そうな出っ歯をカチカチ鳴らし、傍かたわらのロギーに語った。

　襲しゆう撃げきを受けたのは昨日深夜、時刻でいえば今日の午前一時頃ごろ。ドリーからイエス像を預かり、結構な額の前金をもらった運び屋ソーピノーは、その足で飲みに繰くり出だした。

「無用心だね」

「滅めつ多たにない大金が入ったんだぜロギー。飲みたくもなる」喋しやべると包帯を巻いた肩かたが痛むのか、ソーピノーは疫やく病びよう神がみフェイスをしかめる。「大だい凶きよう寄よって軽く一いつ杯ぱいやっただけだ」

　大凶、とは地下街の飲み屋である。裏街道の人間が集まる場所で、ロギーもネタを探りにたまに行く。大仕事を受けた直後にそんな名前の飲み屋へ行くからこんな目にあったんじゃないのかとも思ったけれど、それはいいとして。

「襲おそわれたときの状じよう況きようを話してくれるかい」

「情報の提供か。いくら出すよ」

「ん」

「ロギー。お前さんはドリーから、誰だれが俺おれを襲ったか調べて、イエス像取とり戻もどす仕事を受けた。俺は情報を提供する。なら当事者とはいえ情報料は必要だろ。話はビジネスライクにな」

「ソーピノー」

　ロギーはソーピノーににこやかな顔を近づけ、肩の包帯に掌てのひらを押おし当あてた。掌はゆっくり沈み、雪ゆき沓ぐつが雪を踏ふみ込こむような音がした。ぎゃあっと悲鳴が洩もれる寸前、ロギーの掌がその口を押さえた。

「貧びん乏ぼう探たん偵ていをあまりいじめなさんな。僕ばくと君の仲だ、フレンドリーにやろうじゃないか。な」笑みを崩くずさずロギーは告げた。

「わ、わかった。わかった。ちゃんと話すって」ソーピノーは黒ずんだ眼がん窩かを媚こびるように歪ゆがませ、「ほろ酔よいんなって店出て、ヤサへ帰る途と中ちゆうだった。角を曲がって横丁を出ようとしたとき、いきなり後ろからブン殴なぐられたんだ。鉄パイプみたいな感かん触しよくだった」

「相手の顔は」

「見なかった。何しろ酒入ってたし、後ろを振ふり返かえるひまもなかった。倒たおれたところをまたガンガンぶっ叩たたいてきやがるもんだから、流石さすがの俺も反はん撃げきできずじまいだ」

　ひ弱なガリガリ君がよく言う。

「飲み屋で仕事のこと誰かに話したかい」

「まさか、そんなことはしない。ただイエス像は受け取ったばっかだったから、テーブルに置いた鞄かばんなんとはなしに開けたりはした」

「じゃあ、見た人間はいるわけか。でもあそこの客がイエス像なんか欲しがるかな。──盗ぬすまれたのは像だけか。財さい布ふは」

「財布は無事だ」

「犯人は一人かい。外見はわからなくても、音、臭におい、雰ふん囲い気きなんかは」

「そうだな。多分一人単独犯だ。酒さけ臭くさかった」

「するとやっぱり酒場にいた人間か」

　芸術なぞ解さぬ大凶の客程度が、ソーピノーを闇やみ討うちしてまでイエス像を奪うばうだろうか。お宝の情報を得たわけではなく、酒に酔よっての場当たり的な強ごう盗とうか。大した額が入っているわけではなかろうが、財さい布ふが無事なのを考えると、矛む盾じゆんが出てくるが。……




　　　午後７時22分　石いし枕まくら町ちよう／ランブイア通り




　昼にビラ配りでタンポポを救う会に敗北したマリアンヌは、屈くつ辱じよくを覚えてその場を去り、クリスマス中の教会へ戻もどった。

　しかしやはり悔くやしく、夕食後、自主的に夜の街へと、再びビラ配りに出た。

　昼のチャニャン町から数キロ離はなれた通りに立ったのだけれど、しばらくするとどうしたことか再び同会が現れた。ここで逃にげたら面めん子つが立たぬとマリアンヌは声を張り上げたものの、また負けた。

　なぜにこの街の奴やつらは有料の募ぼ金きんに金を出し、ただでビラが貰もらえる私のほうには見向きもしないのか。大して美しくもないタンポポがそんな好きか。

　隣となりに立つ同会のおこぼれのような形でビラを受け取る人の数が若じやつ干かん増えたほどだった。

　同会はせしめた募金の額について語り合いながらいずこかへと消えていった。

（本当にタンポポのために使うんでしょうね）

　当面の敵がいなくなったことにはホッとして、気を取り直し、綿わた菓が子しみたいに濃こい白息を吐はき吐はき呼よび掛かけていると、

「ぬ～ぬぬ～ぬぬ～ぬぬ～ぬぬ～ぬぬ～ぬぬ～ん♪」

　と、どこからか〈エマニエル夫人〉のテーマが聞こえた。

　マリアンヌは顔を上げた。歌声の主は、キャメルのコートをまとい、短いブラウンの髪かみに自分同様雪を積もらせた若い女だった。

　マリアンヌの美しい金きん髪ぱつが眼に留まったか、立ち止まり、こちらを向いた。女の吊つり気ぎ味みの眼は憂うれいを含ふくんでいた。差し出したビラを、何とはなしに、といった感じに受け取った。
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「ありがとうございます」

　マリアンヌがお礼を言ったら、

「神さまかぁ」

　とつぶやき、無気力にビラを見つめる。クリームブラウンの髪は、自分の金髪には及およばないにせよ、ショートなのがもったいないぐらい夜目にも美しく艶つやがある。あまりビラの内容には興味を持っていないようだが。

「あの、私、マリアンヌといいます。よろしければ、私の話を聞いてくださいませんか。もしお悩みごとがあるのでしたらどうぞ私に話してください。私は主にお仕えする身ですので、遠えん慮りよはいりません」

「ふむ。まりやん、あなたリンカーンって知ってるかしら」

「と、いうと、アメリカの昔の大統領の」

「そう。暗殺されちゃったのね彼。あら、ケネディだったかしら。どっちだったっけ。劇げき場じようで殺やられたほう」

「でしたらリンカーンで合ってます」

「そっか。まどっちでもいいんだけどさ。芝しば居い観てるさなかリンカーンがピストルでやられたとき、護衛は何してたと思う。劇場抜ぬけ出だして、馬車の御者と一いつ緒しよにバー行って飲んでたんだって。リンカーン殺されたって聞いて、夜通し町駆かけずり回まわって、娼しよう婦ふ一人引っ立ててきて責任逃のがれ図ろうとしたの。どうしようもなくこすい話ね」

「ええ」よくわからないままマリアンヌはうなずいた。

「でもいまのあたしまさにそれなのよね。免めん職しよくに脅おびえて町うろついて、どっかの馬鹿がひったくりでもやんないかしら、そうすればとっ捕つかまえて、アントニオシャクレ樹ぎ知事閣下に『悪党を捕とらえました』って申もうし出でたりなんかすればどうにかなるかも、なんて考えてるようじゃあ大統領の馬鹿護衛どころか、切り株に莵うさぎぶつかんの待ってるのとおんなじよね」

　話がさっぱり見えないもののどうやら困っているらしい。

「では、主と世界の成り立ちについて、私と話しませんか。少しは胸の重みを取って差し上げられるかも知れません」

「んにゃ結構」女はビラをマリアンヌの持つ束の上に戻もどした。「ＵＦＯ神さま自己啓けい発はつの類は苦手なのね。じゃーね、まりやん」マリアンヌが言葉を掛かける前に、再びエマニエル夫人のテーマを口ずさみ、白雪の彼方へ歩み去って行くのだった。

　冷やかしかしら。

　まあ時にはああいう人もいる。世間は広い。

　エマニエル夫人が完全にフェイドアウトした頃ころ、突然、

「よっ、景気はどう」

　と、息を吹き掛けられるほど耳のすぐ近くで声がした。

　マリアンヌは驚いて飛とび退のき足を雪に取られた。すっ転ぶ寸前、両りよう肩かたを背後から支えられた。

「おっとと大だい丈じよう夫ぶかい」

　眼の前にいたのは、趣味の悪い黄色いレンズのサングラスを掛けた男だった。西洋人だが、天然のブロンドではなく一発でダーティーブロンドクソブリーチとわかる下品な半ロン毛に、黒と黄色基調のオールドヒップホップスタイルに身を固めた男だった。鼻先が飛び出ており、まるで顔の真ん中に長なが靴ぐつがあるみたいだ。鼻骨が長靴型なのではないかと思うほどだ。その周辺にニキビ痕あとを散らし、小鼻には何の思想もなしにあけたとおぼしきピアスを光らせている。博愛主義者のマリアンヌにとっても生理的に受け付けない面だ。

　両肩を押おさえている背後の人間に気づいて、マリアンヌはあわてて体勢を直した。

　振ふり返かえれば、後ろで自分を支えていたのは、長靴鼻の仲間らしき二人だった。

「ありがとうございます」

「大丈夫かい。俺おれはモンキーっての。よろしく」

「俺はドッグっての」

　二人は自己紹しよう介かいした。ふざけた感じだけれど、名の示す通り猿さる顔がおと犬顔のコンビである。

　道にぶちまけられたビラをマリアンヌが拾おうとすると、長靴鼻に手首を摑つかまれた。

「晩飯どきだってのに大変だね。そんなん放っといてつきあお」

　黄色サングラスの奥おくで嫌いやらしく笑う眼に、マリアンヌは鳥とり肌はだが立った。

「困ります」

「俺ね、もうじき結婚すんの。ハッピーはハッピーなんだけどさ、身軽なうちに遊んどこうと思ってさ。俺トムっていうんだけど知んないかな。トム・ゴールドロップ。そこそこ有名なんだけど」

　トムは長靴鼻を近づける。いわゆるチンピラさんだ。手を振りほどく勇気もなく、どうしよう、とおびえるマリアンヌに、トムは妖よう怪かいオバリヨンおんぶお化けのごとくがばと抱だきついた。

「いいじゃぁんつきあお。ねえ、ねえ」

　頬ほおをすり合わされ、マリアンヌの気が遠くなりかけたとき、

「何をやっているのですか」

　低い女の声がした。

　顔を上げれば、黒くろ縁ぶちの眼鏡を掛かけた女性が、凄すごく険しい面おも持もちでこちらを見ている。マリアンヌはまた震ふるえたが、彼女の睨にらんでいる対象は、トムとドッグとモンキーのようだ。女性の後ろには、お連れのメイドらしき赤いお仕着せ姿の女の子たちが数人いて、みんなマリアンヌ同様おびえた表情をしている。一人がおずおずと言った。

「セーラさん、いいじゃないですか、早くお嬢じようさまとシュンペータ捜さがさないと」

「お黙だまり」セーラさんは凄すご味みのある声で制した。

「何だよおばさん」トム・ゴールドロップはマリアンヌを離はなして、不ふ機き嫌げんに言った。

「天下の往来ですよ。他人の迷めい惑わくを考えなさい。その娘むすめさんにちょっかい出そうとしているのならよそ行っておやりなさい」

　セーラは毅き然ぜんと告げる。背筋の伸のびたスリムな長身と、清潔感のある抹まつ茶ちや色いろのセーターにロングスカートと、キリリとした顔立ちと、低くもよく通る声音。ヤクザの姐あねさんみたい。

「あのね、今日の俺おれはブロンド美少女と一いつ緒しよにいたい気分なの。熟女はお呼びじゃないのよ」

　そう言って、トムは人指し指と中指を立て、手の甲こうをセーラのほうへ向けてピースサインをした。後ろにいたモンキーが、指のあいだに葉巻を挟はさんだ。トムが口にくわえると、ドッグが火をつけた。ふぅ～っと、トムは煙けむりをセーラの顔に吐はき掛かけた。

　マリファナの匂においが漂ただよう。

　直後。

　ズバング

「ぎゃっ」黄色いサングラスがブリッジからひしゃげ、トムは悲鳴とともに後ろへ吹っ飛んだ。

　セーラの繰くり出だした電でん光こう石せつ火かの右ストレートが、ズバングとばかりトムの長なが靴ぐつ鼻ばなっ柱ぱしらに決まったのである。

　女の子たちも悲鳴を上げ、ドッグ＆モンキーは色めき立った。

「てめっ、何してんだ」

「てめっ、俺が誰だれだか知ってんのか」トムは、歩道に倒たおれたまま口を歪ゆがめた。

　セーラは、拳こぶしにふっと息を吹ふいて、歩道に落ちた葉巻とサングラスをヒールで踏ふみにじった。

「気安くお前呼ばわりしないでくださいますか。あなたはトムというのでしょ、さっき聞きました。それがどうかしましたか。路上マリファナは罰ばつ金きん五万円ですよ」

「ゴールドロップのトムだっ。知らねえのか」

「存じませんが」

　冷たく吐き捨てる。その際セーラはナチュラリーな動作で、尻しり餅もちをついたままのトムの横っ面を蹴けっ飛とばしていた。

「ふぎゃっ」

　トムの悲鳴の直後、左右からドッグ＆モンキーがセーラに飛び掛かった。

　セーラの動きは素す早ばやかった。ドッグの拳こぶしを難なくかわしてヒールを腹へめり込ませ、モンキーの拳を手しゆ刀とうで砕くだいて足を払はらってスッ転ばせる。転ぶと容よう赦しやなしに股こ間かんを蹴けり上あげる。右半身と左半身が全く別の動きをする。相当な手て練だれだ。

　二匹は各々腹と股間を押おさえてうずくまった。

「どこの誰だれだと訊きいておりますでしょう。トムじゃわかりません。うちで昔飼かってた二は十つ日か鼠ねずみだってトムです」仁に王おう立だちのセーラは、頬ほおに青あお痣あざのできたトムを睨にらんだ。

「だからっ、だからさっき言ったろ、トムだ。トム・ゴールドロップだ。フランソワ・ゴールドロップの子だ。フランソワ・ゴールドロップのっ。ゴールドロップファミリーのっ。し、知んないの？」動じないセーラに、トムは必死の説明を試みる。

「ゴールドロップ。聞いた覚えがありますね。社会の屑くず、いえマフィアのボスか何かでしたか。死ぬ以外世の役に立たないドラ息子がいたと思いますが、あなたですか」

　少しずつ、セーラはトムににじり寄り、少しずつ、トムは尻しりで後あと退ずさりする。

「お前わかってねえのか。誰に何したのか」

　セーラの爪つま先さきがまたトムの顔を蹴った。左の頬ほお骨ぼねが小こ気き味みいい音を立てて砕け、鼻血がぴゅっと出た。

「や、やめろよ」

　また蹴る。今度は長なが靴ぐつ鼻ばなの下を。口の中が切れたか、トムは口からも血を出した。

「ひぃーん、やめでけれよぉぉぉ」

　懇こん願がんするトムの哀あわれな顔が面白いのかセーラは笑みを浮うかべ、また蹴ろうとする。

　マリアンヌははっとして、「やめてください」と、二人のあいだに割って入った。「暴力はやめてください」

「あら。こいつらはあなたにひどいことしようとしてたのでしょう。ギタギタのメタメタに凌りよう辱じよくしようとしたのでしょう。当然訴うつたえますわよね」

「私そんなことしません。許してあげてください」

　どうにかセーラをなだめ、

「皆みなさん、大だい丈じよう夫ぶですか」

　しゃがみ込み、ポケットティッシュを取り出して、血を拭ふき、トムたちを介かい抱ほうする。

　通行人たちの視線が集中し、セーラは自分が悪者にされそうな空気を読み取ったか、連れの女の子たちのほうへ振ふり返かえって、

「──とんだ道草を食いました。あなたたちもぼけっとしてないで手分けしてお嬢じようさまとシュンペータ捜さがしなさい。早くっ。早くなさいっ。早くあのガキどもを捜しなさいっ」

　と、ヒステリックに女の子たちを散らした。トム一団を睨み、

「とっとと帰りなさい。今度堅かた気ぎの人間に手を出したらただじゃ済みませんよ」

　ボケッとしているトムの眼の前に、拳を突き出し、ひゅんっと音を立てて水平に一いつ閃せんさせる。硬こう直ちよくしたトムの長なが靴ぐつ鼻ばなの頭に徐じよ々じよに赤いすり傷が浮うかび上あがる。

「聞こえてんのか」




　　　　＊




　雲を霞かすみと逃にげ去さるトムとドッグとモンキーを人間のクズを見るような眼で眺ながめるセーラに、マリアンヌは憧しよう憬けいの眼まな差ざしを向けた。髪かみフェチのマリアンヌは、髪の綺き麗れいな女性に加えて、頼たよりがいのある女も好みだ。

「ありがとうございました」

　セーラに深々と頭を下げた。

「あら、こんなに汚よごれて」セーラは散乱したビラを一枚拾い上げ、大して興味も無げに見る。

「いいんです。どうせ誰だれも私の話聞いてくれませんし」マリアンヌはビラを拾い集めながら、「あの、私、マリアンヌといいます。この国へ主の教えを広めに参ったのですが、よろしければ私のお話を聞いて頂けませんか」

　セーラは、ビラをマリアンヌの抱だくビラの山の上へ重ね、

「結構。神仏は敬うやまえども頼たよらぬ主義ですので。御ご機き嫌げんようマリヤンヌさん」

　ビラ拾いを手伝う素そ振ぶりは全く見せず背を向けた。気に入らないことでもあるのか、不機嫌丸出しに夜道を大おお股またに歩み去っていく。なんだってこの国の人はマリアンヌをまりやんとかマリヤンヌとか発音するのか。

　身も心も寒いなあ、と手を動かしていたら、ふと花か壇だんの花が眼に入った。

　霜しもが降りても燃えるような紅くれないの花を咲さかせるそれは、マリアンヌにとっては懐なつかしい、シクラメンの花だ。故郷の家にはシクラメン畑があり、秋を過ぎると一面薄うす紫むらさきの花が咲さいた。

　懐かしい家を思い出し、目頭が熱くなるのを覚えたマリアンヌは花壇の前にしゃがみ込んだ。シクラメンの花言葉は確か、何だっけ、忘れた。しかしタンポポなどよりずっと美しく気高く、値段も高そうなシクラメンは、しょげそうな心を癒いやしてくれる。

「誰かぁーッ。ひったくりーッ」

　花を愛いつくしむのに没ぼつ入にゆうしていたマリアンヌは、突然の金切り声に陶とう酔すいから覚めた。

　声のしたほうを見やれば、パナマ帽ぼうにサングラスの怪あやしい男が、小こ脇わきにハンドバッグを抱かかえてこっちへ疾しつ走そうしてくる。

「ひったくりーッ誰かぁーッひったくりーッ」

　思わずビラを再び落として避よけたマリアンヌの前を、ひったくりは花壇のシクラメンをグシャグシャ踏ふみ潰つぶし駆かけ抜ぬけた。バッグをひったくられた女はまだわめいているが、周りの人間は誰も動かない。この辺は数秒先のことも考えない刹せつ那な的てきな犯罪が多いそうだが、勤め人が帰宅する時間帯、これだけ人が多いときにひったくり決行というのも珍めずらしい。

「誰だれかぁーッ誰かぁーッひったくりーッ誰かハァーッ」

　マリアンヌもなす術なしに、小さくなりゆく男の後ろ姿を見送った。そして、無む惨ざんにも踏ふまれたシクラメンに眼を落としたらば、

「どいたどいたどいたーっ」

　再び声が──歓かん喜きを含ふくんだ声が聞こえた。

　こっちへ走ってくる女がいた。さっきエマニエル夫人を歌唱していた女だった。被ひ害がい者しやの叫さけびを聞きつけひったくりを追いかけて来たらしい彼女は、ブラウンヘアをなびかせ、雪に濡ぬれたアスファルト道路に危なげなくステップを踏み、マリアンヌが声を掛かけようとしたときにはひったくりと同じく花か壇だんのシクラメンをグシャグシャ踏み潰つぶし、駆かけ抜ぬけていった。
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　　　午前０時　ネイザンヒル／フー邸てい




　一日駆かけずり回まわって、誰だれもスーシャン誘ゆう拐かい犯はんにつながる情報を得られないまま、日は暮れ、夜は更ふけた。

　お子たちがサンタのプレゼントを夢見て眠ねむる頃ころ、シュンペータは高台に建つフー邸の広間の窓から、高級住宅街に飾かざられた、まだペッパーランプの灯るクリスマスツリーや、ネオンで描かれたサンタの顔なんかをボーッと眺ながめていた。構成員たちは所在なく広間をウロウロ。下したっ端ぱどもは事件よりも、イヴ恒こう例れい麻薬ミコノスパーティーが開けないのが残念そう。チェンは相変わらず蒼あお白じろい顔をして、長ソファの隣となりの絨じゆう毯たんに正座している。

　ユリお嬢じようさまを見れば、長い眉まゆをときおり歪ゆがめたり伸のばしたり、何やら考え事をしているらしい。暖だん房ぼうがキツいのか、作業服の襟えり元もとを引っ張っては扇あおぎ、無防備にギンガムチェックのスポブラをチラチラ見みえ隠かくれさせる。注意しようとシュンペータが足を向けたとき、電話が鳴った。

　イヴからクリスマスへ日付の変わる午前〇時の鐘かねを柱時計が打つのと同時だった。シュンペータと構成員たちが集まってくる中、長テーブル上かみ座ざのフー・マンシュは、おもむろに受話器を取った。

『お金はできましたね』先せん達だつての電話と同じ機械音声が、取り付けられたスピーカーを通して広間の全員に聞こえた。

「できた。これからどうする」

　受話器に耳毛と唇くちびるをくっつけてマンシュが急き込むと、無機質な言葉が淀よどみなく流れてきた。

『取引についての条件を申し上げます。一度しか言わないからよく聞くように。受うけ渡わたし人にんにはチェン・カーキを指定します。十億円をバッグに詰つめ、真っ赤なポルシェに乗り、ナビの目的地を江え戸ど小学校に合わせて走ってください。チェンさんは私の送った携けい帯たい電話を携帯して頂きますが、途中どなたに連絡することも、また、どなたであれ彼と連れん絡らくを取ることも禁止します。──待て、なぜチェンなのだ。ヘマをした彼に名めい誉よ挽ばん回かいをさせてあげようと思いまして。以降質問は一切受け付けないです。条件の変更も無しです』

　どういうつもりか敵はこちら側の質問するようなことまで自分で喋しやべり、自分で答える。マンシュに訊きくスキを与えず、

『スーシャン嬢を無む惨ざんな骸むくろにしたくなくば言う通りにしてください。娘むすめの声を聞かせろ。現在体調不良です。何っ。ご安心を、生きている証しよう拠こを送ります』

　一人芝しば居いが続くのを聞いていると、チェンが不意にアゴを引き、背広の内ポケットに手を突っ込んだ。端たん末まつに着信があったらしくいそいそと取り出しキーを叩たたく。画面を見て、幾度か瞬まばたきしたあと、黙だまって壁かべのほうへ向けた。

　壁かべの手前の空間にモーキ空中スクリーンが現れ、映像が浮うかんだ。それは、縄なわで椅い子すに縛しばりつけられた美少女スーシャンの痛々しい姿だった。

「スーッ」マンシュが叫さけび、一家構成員たちも頭を寄よせて見つめる中、ユリは初めて見るスーシャンに不可解げな顔をした。スーシャンに耳毛がないのが意外だったとみえる。

　画面端はしに、端たん末まつを持った手が現れた。静止画像でなかったことに全員が驚くより早く端末がスーシャンの頬ほおに宛あてがわれた。何か喋しやべるよう指示されたか、スーシャンが、助けてと一言弱々しく言うと、同じ言葉がマンシュの持つ受話器からも聞こえた。全員が腰こしを浮うかせ掛かけた。

『では御ご機き嫌げんよう。メリークリスマス』

　電話は切れた。結局マンシュはほとんど何も言えず──言えたとしても犯人が一人芝しば居いに混ぜ込んだ程度のものだったろうが、犯人の一方的な指示は終わった。

　沈ちん黙もくの中、ユリがいきなりクマ端末を突き出し、無ぶ遠えん慮りよにテーブルの上の空間に電子地図を広げた。光線に当てられた奴やつが退のくのも待たず、指先で地図をなぞる。

「お邸やしきがここ。江え戸ど小学校がここ。海沿いのバイパス道路飛ばして大体一時間ぐらいかな」ユリは独り言みたいに言って、地図を凝ぎよう視しする。「駅が三つ。橋が二つ。公園が五つ。……」

　全員が同じように地図を注視していると、マンシュが唾つばを飲む音がした。縛られた娘むすめの姿に動どう揺ようしたか、長い耳毛を揺ゆらして全員をおろおろ見み渡わたす。

「いまの段階じゃ言う通りにする他ないか」シュンペータは言った。

「おいシュンペータ」ホアンホアンが、中ちゆう途と半はん端ぱな耳毛を揺らして睨にらむ。「お前は外部のもんやちゅう立場わかっとんのか。忘れんとけよ。お嬢じようさんにもしものことがあれば」

「分ぶは弁わきまえてるよ」

「チビがでかい顔しおって。お前なぞおらんでも事足りるんや」

「そうなんやぁ」

　思い切り馬鹿にした調子で返すシュンペータに、ホアンホアンは顔を怒いかりの朱あけに染そめる。

「おどれ何やその口の利き方は。このチビ殺すぞ」

「いい加減にしろ」

　色めき立つ部下をマンシュが遮さえぎった。

「チェン」

　マンシュに呼ばれ、チェン・カーキは顔を蒼あおずませてうなずいた。

「ポルシェは車庫の左端にある。言われた通りやれ」

「はい」チェンはテーブルに置かれた二つのボストンバッグを取った。それぞれ五億円ずつ、計十億の現金が入れられている。

「待てチェン。忘れたか」

　携けい帯たい電話を内うち懐ぶところへ入れて立つチェンに、マンシュが声を掛けた。テーブルに置かれたＰＴＰシートを取って差し出した。

「すみません」

　チェンはシートのホイルを破って、画が鋲びようの頭ほどの小さな透とう明めいなシールを出した。それを二つのバッグのファスナーの横に一つずつ貼はり付つけた。

　一家の科学者が開発した小型盗とう聴ちよう器きである。シートを破って取り出した時点で発動し始め、二十四時間後に空気に溶とけ、消えて無くなる。企き業ぎよう秘密ゆえシュンペータは詳くわしくは知らないが、システムを知る者以外にはまず探たん知ちされず、消えれば証しよう拠こは残さないスーパーすぐれものメカである。

「チェン、気をつけろよ」シュンペータは声を掛かけた。

「ああ。──では行って参ります」チェンは、合わせて百キロほどはある二つのバッグを筋骨隆りゆう々りゆうの両りよう肩かたに担ぎ、背中にも緊きん張ちよう感かんを漂ただよわせ、大広間を出ていった。

「江え戸ど小学校だ。辺り一帯監かん視ししろ、絶対勘かんづかれるな」

　マンシュは耳毛を逆立てがなった後、チェンの持つ盗聴器と対になる豆まめ粒つぶ大だいの受信機をＰＴＰシートから取り出し、シュンペータ含ふくめ幹部たちに配った。受信機のほうも小さく、端たん末まつに簡単に接続でき、耳の中にも仕込める。

　幹部たちは各配下の構成員たちに連れん絡らくを取り、尾び行こうの手はずを整え始めた。

「行くか、俺おれらも」シュンペータはユリの肩を叩たたいた。

「ん、行こ」

　チェンの運転する赤いポルシェが表門を出るのを見届け、作業服姿のユリとシュンペータは勝手口から邸やしきを出る。月夜の下、雪を踏ふみしめて裏庭の車庫へ歩く途と中ちゆう、ユリが、

「おっと、忘れ物した。シュンペータ、あたし忘れ物取ってくるから、先にクルマ乗って待ってて」

　と、きびすを返し、作業服のズボンの裾すそが濡ぬれるのも構わず、雪を跳はね上あげて邸へ駆かけ戻もどって行った。

　シュンペータは踵かかとを引きずって車庫へ一人歩き、隅すみっこにあるボロい白バンに乗り込んだ。ナビの目的地を江戸小学校の所在地へと合わせる。廃はい校こうらしく、正式な施し設せつ登録はされていない。

　端末の電源を入れ、チェンの持つバッグに付けた盗聴器の感度を確認する。ディスプレイにマップと江戸小へ向かう光点が現れ、ポルシェの静かな走行音が聞こえてきた。チェンはカーラジオも点けず黙もく々もくとハンドルを握にぎっているようだ。

　失敗は許されない。チェンも自分も。

　助手席のドアが開き、ユリが乗り込んで来た。

「絶対許せないわ」

　興味本位で首を突っ込んだユリも、縛しばられたスーシャンの映像を見て義ぎ憤ふんに駆かられたらしく眉まゆをつり上げる。耳毛の有る無しにばかり気を取られていたわけではないようだ。それでもやはり状じよう況きように興奮気味で、黒い瞳ひとみが嬉うれしげに濡ぬれ光っている。

「いよいよだね。いよいよよ。これから犯人が色んな指示出してきて、あちこち引っ張り回されるのかしらね」

「へ、少しはわかってるじゃんか」

「何よ馬鹿にしないでシュンペータ」ユリは口を突き出して、「ホントに江え戸ど小学校で取引すんなら、事前に場所指定なんかしないもんね。あたしわかってるもん」

「そうか、そりゃ結構」シュンペータはクルマを出した。「いずれにせよ今日中にケリ付ける」

　茶会まで残り九時間、ケリを付けねばこちらも一巻の終わり。

　クリスマスでもいつも通り、スピアシティの狭せまい道路は空いていた。バンは快適に進む。

　鎮ちん痛つう剤ざいで痛みは抑おさえているが、シュンペータは耳の違い和わ感かんに顔が歪ゆがむのを抑えられなかった。




　　　午前０時１分　地下街ブロックＦＲ７９４３




　マリアンヌはポケットティッシュを取り出し、ペッと唾つばを吐はいた。ふんと鼻を鳴らして、ティッシュを後ろ手にくずかごへ投げ捨てた。

　ついさっき地下街の酒場に出向いて、唯ゆい一いつの憂うさ晴ばらしである酒を呑のんでいたときに、ちょっとした諍いさかいをしたのだ。己の境きよう遇ぐうを呪のろいながらジンをストレートで呷あおっていたら、頭上に、「あっれえー。この女あたし見たことあるう」と、凄すごい馬鹿そうな声がした。見ればそれは、タンポポを救う会の少女の一人だった。えーなになにーと騒さわぎ出だしたテーブル席の一団があった。カウンターのマリアンヌの近くへ集まって来て、喋しやべり出だした。

「ほらこの子この子」

「あ、宗教やってる女じゃん。どうしたの、こんなとこで。酒なんか飲んでいいの」

「やーん、返事しなーい」

　全員、タンポポを救う会の少女たちのようだ。昼間とは打って変わって化け粧しようが濃こく、露ろ出しゆつ度どの高い服を着ており、のしいかをくっちゃくっちゃ噛かんでいる。

「皆みなさんは、確か」マリアンヌは顔に笑みを貼はり付つけて言った。

「そうです。私たちがシロツメクサを救う会です」

「それ先月。いまはタンポポ」

「そう、そうだった。私たちがタンポポを救う会です。たんすくって呼んでね」

　略すほどの会かいな。高級洋酒を呑んでいるようだが募ぼ金きんガメたんじゃないだろうな。否いな、間ま違ちがいなくガメたな。なんだってあんなインチキに日本人は引ひっ掛かかるのだ。

「髪かみ奇き麗れいだねー」たんすくの一人が言う、「触さわってみ触ってみ」

　誰だれかがそう言うと、女たちだけではなく、傍そばにいた男たちも一いつ斉せいにマリアンヌに寄って来て、美しい金髪を触り出した。

「ちょっと、やめてください」

「いいじゃん。減るもんじゃなし」

　どさくさまぎれに他のところを触さわる野郎までいる。

「やっぱ外人さんはスタイルいいね」

「お放しっ、汚けがらわしいっ」

　マリアンヌは怒ど鳴なった。店中のガラス製品をビリビリ鳴らす、雷らい霆ていもかくやの絶ぜつ叫きように、たんすくだけでなしに酒場にいる全員が凍こおりついた。

　ずっと溜ため込こんできた異国生活の鬱うつ憤ぷんが、不信心な日本人への怒いかりが、遂ついに爆ばく発はつの時を迎えたのだった。立ち、椅い子すを蹴けっ飛とばし、ジンの瓶びんをぐぐぐぐと喉のどを鳴らして飲み干した。口の両りよう端たんから流れ落ちる、濡ぬれ光る水路を袖そでで拭ぬぐい、

「黙だまって聞いてりゃ調子に乗りおって、いい加減にしろ三等国人ども。仏の顔も三度までだ。やんならやっぞいつでも。掛かかって来い」

　瓶をカウンターに叩たたきつけて割る。それをゴングに、マリアンヌの酔すい拳けんがたんすくに炸さく裂れつした。たんすくの攻こう撃げきは修道服をかすりもしないのに、怪かい鳥ちよう音おんとともに繰くり出だされるマリアンヌの酔すい八はつ仙せんは、一人一いち撃げきで確実にたんすくを仕留めていく。止めようと現れた店の用よう心じん棒ぼうたちも、滑なめらかな動きと爆発的な威い力りよくを秘めた拳こぶしを併あわせ持もつマリアンヌの敵ではない。

　ものの数十秒にて全員を床ゆかに這はいつくばらせたマリアンヌは、

「勘かん定じようは異い端たん者しやどもに払はらわせなさい」

　ひたいの汗あせを拭って、涙なみだ目めの店主を背に、倒たおれてうめく異端者どもを踏ふんづけてドアへと歩き、さて立て付けが悪いので、「オルルラァァァァ」と叫さけんで蹴って壊こわして店を出た。

　まばゆい灯りに照らされ、地下街をふらんふらん歩いた。人にぶつかったり、カップベンダーにぶつかってアラームが鳴るのを尻しり目めに薬局のマスコット人形にぶつかったり、その人形の足の部分を持って砲ほう丸がん投なげの要領で用水路へ放り込んだりしつつ、やがて地上へ出た。

　かつて主は、自分とともにあった。挫くじけそうなときには心ある人に巡めぐり会あわせ、どん底の自分に愛することを教え、悲しみの淵ふちに立つ自分に与えることを教えた。哀あわれな子こ羊ひつじを主は必ずや助けてくれる。そのマリアンヌにとっての常識は、新たなステージ日本連れん邦ぽうによって──燃えたぎる煉れん獄ごくの火によって焼き消された。若さと才気に溢あふれる自分がこんな境遇に立ち向かわざるを得ないとは、試練にしても酷こくすぎる。なぜだ。どこかの敬けい虔けんなチリ人芸者は神への祈りが通じて住宅供給公社の男から何億も貢みついでもらって豪ごう邸てい建てたり映画出たり自伝出したりしたのに。不平等だ。

　地上は、地下よりも暗かった。クリスマスだというのに、少しも意気は上がらず、マリアンヌは頭こうべを垂れてどこへともなく歩くのだった。




　　　午前０時25分　地下街ブロックＤＺ６５８９／大だい凶きよう




　無ぶ頼らい派は野郎どものオアシス〈大凶〉は、聖夜も平常営業。客は不景気な面を下げた地下アングラ野郎ども、及および食い残しを狙ねらう例外なく不器量な野の良ら猫ねこたちだけである。酔よいに酔った凶きよう悪あく面ヅラが野良たちと戯たわむれるのは不衛生ながら微ほほ笑えましい光景ではあるにせよ、ロギーは可愛らしく小こ汚ぎたない動物たちとの触ふれ合あいに興ずる気分にはなれなかった。

　肺はい魚ぎよについての手て掛がかりは皆かい無むである。手口を知った途と端たんドリーがクロと直感し、本人に当たって、論理的な説明を以もつて犯行を否定され、それでもやはり怪あやしいという思いを捨て切れずアリバイを崩くずそうと裏付け調査を進めたものの、無実の証左を堅けん固ごにしただけだった。肺魚が盗ぬすまれた時刻、美術館へ行くのが不可能な場所にて、幾いくつものドリー目もく撃げき証言が出たのだ。

　勘かんが狂くるった。単にそれだけのことなのに、ロギーはどうしても認めたくなかった。未だドリーのことが気になって仕方ない。




　──ロギー、お前の眼力はその程度かね。本当にあたしを見み逃のがしていいのかえ？




　脳裏の奥おく、あの肥えた中年女が、黒い顔に嘲せせら嗤わらいを浮うかべているような感覚に囚とらわれる。

　あのときなぜ、ドリーが肺魚を盗んだ証しよう拠こを挙げられなければ探たん偵ていを廃はい業ぎようする、などという賭かけを受けてしまったのか。自分がそこまで負まけず嫌ぎらいだとは知らなかったが、ドリーには見み抜ぬかれていたのだろう。口約束を破ったって法には触れないにせよ、己のプライドは保てそうにない。

　碇いかり矢や社長は幾いく度ども電話を寄よ越こしせっついてくるけれど、当初の話と違ちがい、現場に入れず警備の人間とも接せつ触しよく禁止となれば、耳じ目もくを塞ふさがれたも同然。依い頼らい主ぬしジン・ウーロン治安局長は、上からのお達しにより民間人の現場立ち入りが禁じられた、悪いが了りよう承しようしてくれ、と言ったそうだが、カバチタレ碇矢は事情なぞお構いなしにどうにかせえさっさとせえとまくし立てる。リミットは予定通り、残り八時間半ほどとなった朝の式典までに解決せよとは誠に無茶な仰おおせである。

　犯人はまだ関東州のどこかにいるはず。宝石ほど密輸し易いものもないが、肺魚を連れての越えつ州しゆうはまず無理だ。盗とう難なんが発覚した後、すぐに空港・州境施し設せつ全ぜん般ぱんに警けい戒かい指令が出され、厳重に厳重を重ねたチェック態勢が取られている。関東州のどこかに肺魚はあるはずなのだ。

　が、活路は見出せぬ。ならばドリーに急きゆう遽きよ依い頼らいされた運び屋ベクターソーピノー襲しゆう撃げきイエス像強ごう奪だつ事件のほうから探ってみるか、と、昨夜ソーピノーがやられる前飲んでいた地下街の安酒場大凶へ、肺魚情報収集も兼かねてふらりと来てみたのだが。

　犯人は店内にてイエス像を眼にし、奪うばおうと思い立った──と、ソーピノーの証言から可能性の高いケースを想定したのだが、しかし、店主及および毎晩来ているような客に訊たずねても収しゆう穫かくはなかった。自分以外の人間に興味を持たない面々ばかりだから無理からぬことである。

　雪に降られて歩き回って何ら収穫なし。ロギーはうつむいて溜ため息いき吐ついた。

「おっと」

　マグが肘ひじに当たってテーブルから転がり落ちた。空中にて素す早ばやく摑つかもうとした。摑み損ねた。靴くつの甲こうに落下させて、割れるのは防いだ。

　と思ったら猫ねこがじゃれかかって、マグは床ゆかに転げて割れた。

「失礼。弁べん償しようします」

　破片を弄いじろうとする猫を抱き上げ、ロギーは店主に頭を下げた。

「お代わりは」

　黒猫を頭に乗っけた店主は、安物のマグを割られたことよりも、一いつ杯ぱい目めを注文したあと追加も頼たよまず長々陣じん取どられているのが迷めい惑わくそうだ。強い酒を呷あおりたい気分ではあるものの、ロギーは掌てのひらを上げて辞した。

　瞼まぶたを閉じれば、浮うかぶのはまたもやドリーの黒い顔だった。

　このままいけば間ま違ちがいなく賭かけは負けだ。百年の昔、名めい探たん偵てい明あけ智ち小こ五ご郎ろうは女じよ賊ぞく〈黒くろ蜥蜴とかげ〉と同様の約束を交わし、見事これを打ち破ったが、具体的な勝算なく若わか気げの至いたりで受けてしまった自分はこの勝負どうも分ぶが悪い。そもそもこちらが勝てば向こうは潔くお縄なわを頂ちよう戴だいする、などとは、賭けるまでもなく当たり前のことではないか。こんな不平等な賭けに乗ってしまうとは、認めたくはないが、自分は内心ムキになっていたのだろう。

　いや、まだ時間が全くないわけじゃない。犯人はドリーだといまも自分の本能は告げている。何かあるのだ、ドリーの仕組んだ罠わなが。絶対に解いてやる。

　外そと堀ぼりから攻せめてみよう。ロギーは組んだ脚あしのすねに猫を載のっけて、いま一度考え直す。

　ソーピノーは、やっこさんから酒の匂においを嗅かいだと証言した。酔よっ払ぱらいが酒さけ臭くさいと言うぐらいなら、やっこさんは相当呑のんでいたということだ。多分に酒の勢いでやった場当たり的なものである。計画性はない。そんなやっこさんの性格からして、もしかすると現場に遺い留りゆう品ひんはあるやも知れない。

　ほじくってみるか。




　　　午前０時30分　大だい凶きよう




　手て柄がらを立てたいリズの要望に合わせてタイミングよく現れたひったくりは、勇ゆう敢かんなる通行人によって捕つかまえられた。クビ回かい避ひのための千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスだったのに。

　深夜までぶらついた挙あげ句く、結局他に良い案を思いつかないリズは、こうなりゃ世間を恨うらむか、と、地下街へ赴おもむいた。寄って来る男どもを治安官のＩＤで追おい払はらい、自分の心境を代弁するがごとく〈大だい凶きよう〉なる看かん板ばんを提げた飲み屋の暖簾のれんをくぐった。外観は不潔だが、中も想像通り不潔な安酒場だった。見るからに素そ行こうの悪げな連中が野の良ら猫ねこたちに遊んでもらいながら安酒を喰くらっていたが、街なかでさんざ聞かされたけったくそ悪いクリスマス的ＢＧＭがないのと、禁きん煙えん・禁ドラッグの張り紙が気に入った。角のテーブルに一人突っ伏してグースカいびきをかく親父を、起こさぬよう床へ転がし、席を空け、ハイカロリーなヴァイスビア白ビールを注文した。

　一応はエリート予備軍の治安官がこんな店へ来ることは滅めつ多たになかろうが、今後はもしかしたらここの常連になるような生活が待ってるのかな、と肩かた肘ひじつき思う。ドヤ街の住人となるか、それとも美び貌ぼうを活かして社長秘書等になって、悪徳社長が電話で悪だくみの会話をするあいだデスクの下にしゃがみ込んで性的ないやらしい行為をするか、どちらかしか道はあるまい。力仕事も舌ぜつ技ぎも自信があるにせよ、父の跡を継ついだ治安局の職を辞すのは無念だ。

　自分は馬鹿やった張本人ゆえ仕方ないとしても、ジン局長にはとんだ巻まき添ぞえを喰くわせてしまった。何十年も脇わき目めも振ふらず真ま面じ目めに頑がん張ばって来てようやく局長になったのにクビだなんて、ひどい話だ。原因は自分だけど。どうにかしたい。でも無理。天下りを忌いみ嫌きらう糞くそ真面目役人のジン局長は自分以上に再就職が難しかろう。どっかの社長秘書になって悪徳社長に性的ないやらしい行為をするのも局長は嫌いやだろう。需じゆ要ようもあまりなかろうが。いや、世の中色んな人がいるからわからない。きょうび同性愛は珍めずらしくない。ましてやジン局長はナイスミドルそのものだから狙ねらう男だっているやも知れぬ。毎日几き帳ちよう面めんに髭ひげを剃そっているがあれでダンディーな髭を生やしたら「ザラザラした感かん触しよくがたまらん」と好評を受けるやも知れぬ。

　と、そんなことを考えていたら何だか気分が悪くなってきたが、それにしてもまるっきり無む駄だに一日潰つぶしたものである。省かえりみればひったくり一匹お縄なわにしても、その程度じゃとてもとても、民間人殴なぐったりお大臣さまに暴ぼう言げん吐はいたりといった不ふ祥しよう事じが帳ちよう消けしになるはずもなし。

　異常なほど酒に強いリズも、ビールの杯さかずきを重ねるうち、身体も心も安酒場に溶とけ込こんでいくのを感じる。耳にアルコールの膜まくが張り、まぶたがたるむ。

「トムの坊ぼうやも結婚か。あんだけ遊んでたのがなあ。よっぽどスーシャンに惚ほれ込こんだんだな。やっぱ、ドンがフー一家に話付けたのか」

「らしいね」

　背後から、アルコールの膜を突き破って、そんな会話が耳に飛び込んできた。

　身体をわずかに斜ななめにして、ブラウンの瞳ひとみを可能な限り眼がん窩かの端はしっこへやれば、リズの後ろの席にいる男二人がくっちゃべっている。犬みたいな顔の男と、猿さるみたいな顔の男だ。犬けん猿えんの仲なかとはいうが、似たようなダサイ服装をしており、仲が良さそう。

　いまのこいつらの話に登場した「トム」「スーシャン」「フー一家」「結婚」──一っつながりに覚えのある単語だった。日本一のマフィア、ゴールドロップファミリーの息子トムが、日本二のマフィアフー一家の娘スーシャンと政略結婚する、という話は同どう僚りように聞いたことがある。察するに犬面と猿面のこの二人は、ゴールドロップファミリーのようだ。

　酔すい眼がん朦もう朧ろう、犬いぬ面づらが喋しやべる。「スーシャンが嫁よめに来りゃうちはフーを実質手下にできっかんね。ドンにすりゃドラ息子のわがままつっても悪かない話さ」

　ドン、とは、ファミリーの大ボスフランソワ・ゴールドロップのことだろう。超一級の悪党である。リズは耳をそばだてた。いいネタが聞けるかも。

「なるほどなあ」猿さる面づらが、まさに猿が酔よっぱらったような調子で言う、「だがフーの娘むすめのほうはトム坊ぼうのことどう思ってんだ。まさかあのニキビ痕あとの長なが靴ぐつ鼻ぱなを愛してるってこたねえよな」

「あったりめーじゃん。蕁じん麻ま疹しんが出るほど大だいっ嫌きらいだってさ。毎日のように、あんなニキビ痕の長靴鼻死んでくれたらいいのにって言ってるってさ」

「そこまで言われてんのか。トム坊も気きの毒どくに」

　ゴールドロップの跡あと取とりは身内にあまり尊そん敬けいされていないらしい。

「スーシャンはあれだけの美少女だ、相手選びたくもなるさ。俺おれはどっちかってぇと今日会った宗教女のほうが好みだったがね」

「そうか。俺は、俺たちのしやがった年とし増まのほうが──それはそれとしてドッグ、おめえなんでフーの娘がそんなこと言ってるの知ってんだ」猿面が訊たずねた。

　犬面がドッグ、とは、正に名は体を表すネーミングだ。さしずめ猿面はモンキーか。

「ここだけの話だがね。フーんとこには、鼠ねずみ忍しのび込こませててね。すまん、ちょっとトイレ行ってくら」犬面は席を立った。

「何だ、いいとこで」

　猿面と背中合わせに、莵うさぎのごとく耳を立てていたリズは、舌打ちした。

　フー一家にはゴールドロップファミリーの鼠──スパイが忍び込んでいる。

　間ま違ちがいなくドッグはそう言いい掛かけた。

　ゴールドロップとフーの跡取り同士が結婚となれば、実質同盟を組むという話なわけだが、しかし、片っぽに片っぽのスパイが忍び込んでいるとなれば、これは火種になり得る。

　でもって、そこへ付け込めばリズにとって勲くん功こうへの足あし掛がかりとなり得る。……

　何たること。

　これこそは慈じ悲ひ深き神が贈おくりたもうたチャンスではなかろうか。日ひ頃ごろの行いを見ていた粋いきな神さんが、貴女あなたは善い人だとばかりに、救いの手を差さし伸のべてくだすったに違ちがいない。日付変わって今日はクリスマス。奇き跡せきが起こっても不思議はない。

　リズは犬面が戻もどるのを待つあいだ、熱いコーヒーを頼たのみ、缶かん詰づめからまんま皿に落っことしただけのウズラの卵のくんせいと塩の利き過ぎた鯨くじらベーコンを無意識のうちに口へ運んだ。さっさと戻って来い、と呪じゆ詛そのようにつぶやいていると、呪のろいが天に通じたか、やがて犬面がスラックスのチャックを閉めながら戻ってきた。早く続きを始めれ。

「どこまで話したっけか」リズの期待に添そい、席に着くなり犬は再開した。

「トムの坊やが結婚するって話だろ」

「そうだったか」

　違ちがう違うその話は終わった。フー一家に忍しのび込こんだゴールドロップのスパイの話よ。スパイの話をしろ酔よっ払ぱれえが。

「きゃっ、鼠ねずみ」

　リズが精せい一いつ杯ぱいのロリ声で言うと、犬がチラとこっちに眼をやって、言った。

「そうそう、鼠の話」

「ああそう、それ聞いてなかったな、ひっく」

「でも飲み過ぎたな」

「ひっく、そうだなドッグ、またにするか」

　犬面と猿さる面づらはコップにミネラル水を注いで飲み干し、席を立った。

　リズは舌打ちした。酔よっ払ぱらいめが。なんだそりゃ。ワン公エテ公、スパイの話しろってんだ。猿、どうしてあそこで終わりにできるんだ。続き、聞きたくないのかってんだ。

　二匹が店を出た。リズは脳のう髄ずいのアルコールをカフェインで中和させ、腰こしを上げた。

　機は来た。同盟を間近に控ひかえた二大マフィアの裏事情。これは詳くわしく知っとかなくちゃ。

　いつの間にやら、野の良ら猫ねこがテーブルに上がって、皿に残ったウズラ卵を食べていた。リズは野良猫の頭を撫なでてやり、手に付いた鯨くじらベーコンのタレをなすり付けた。




　　　午前０時39分　サリクロルド陸橋




「でもシュンペータ、お札のカタチした発信機なんかもあるんでしょ。あとスプレーみたいなやつでお札に印付けるのとか。フーさんぐらいの人なら持ってると思うけど」

　身代金入りバッグに付けた盗とう聴ちよう器きの信号を追って、チェンのポルシェを追うバンの車内、ユリはエアコン送風口に手を翳かざしながら言う。

「あれはバレやすいのな。地下じゃそれ専門の検査器も出回ってるし、見る人間が見たら一発」

「へえ。でも十億円なんて重たいよね、宝石に替かえさせればいいのに」

「キャッシュならロンダリングのツテがあんだろな。宝石だとフー一家がチェック入れる。宝石の密輸で儲もうけた組織だかんな」

「振ふり込こませるとかは」

「それもどうしても痕こん跡せきが残る。どこの銀行にも一家の息の掛かかった奴やつが入り込んでるから」

「ふーん。考えてんだね、犯人も。あ、電話」

　盗聴器を通して、チェンの携帯電話に着信メロディーが鳴るのが聞こえた。陽気なメロディーは関東州州歌〈太陽さんさん〉。シュンペータもはしゃぎ気味のユリも、シュンペータの端たん末まつから聞こえてくる盗とう聴ちよう器きの音声に集中する。

『どうも、チェンさん。江え戸ど小学校へはまだまだ長いですね。突然のことであなたも驚かれたでしょう。お詫わびと言っては何ですが、ささやかなプレゼントがあります。いま走っている近くに地下街への出入り口がありますね。ああ、あるよ。そばの駐ちゆう車しやスペースを一つ空けてありますので、クルマをそこへ停めて地下街へ入ってください。地下へ下りたら大だい凶きようへ入ってください。店には言ってありますのでチェン・カーキと名乗って頂ければ美お味いしい紅茶とお菓子が出ます。どうもありがとう。どういたしまして。あ、お金は持って出てくださいね、大切なものですから』

　相変わらず犯人は相手の返しも自分で演じて、一方的に電話を切った。

「シュンペータ、大凶って何のお店」ユリが助手席から訊きく。

「飲み屋だよ」

「どうするシュンペータ。クルマ停めたら怪あやしまれるよね」

　チェンのポルシェは、地下街の上に渡わたされた、スピアシティ一通行量が多いといわれるサリクロルド陸橋を渡ってから、速度を落とし、駐車スペースに滑すべり込こんだ。

「少し離はなれて停める」

　シュンペータは陸橋を渡ってポルシェを追おい抜ぬき、歩道に乗り上げ、違い法ほう駐車した。バックミラーの中、チェンはポルシェを下り、二つのバッグを一束にして右みぎ肩かたに担かつぎ、地下街への階段を下りていく。

「さてどうしよっか」ユリは言った、「お金の受け渡しすんのかな」

「そりゃねーっしょ」

　地下に潜もぐるとはいえ大凶は誰だれかしらヤクザ者が常にいる繁はん盛じよう振ぶりだし、周辺の見通しもいい。

「じゃ、尾び行こう確認かな」ユリが言った。

　その通り。恐おそらく、敵は尾行が付いているかどうか、確認しようとしているのだ。

　さてと、どうするか。とりあえず、他の連中にも知らせておくか。

　自分たち同様、距きよ離りをおいて取り囲むようにポルシェを追つい跡せきするフー一家のうち、一応幹部のフー・ホアンホアンにシュンペータは電話した。

『何じゃいチビ』いきなり不ふ機き嫌げんな声。

「犯人だけどな。たぶん尾行確認」

『んなこた言われんでもわかっとんじゃ。いちいち電話してくんなチビ』

　通話は切れた。本当にわかってやがったのかゴボウ野郎め。

「相変わらずしっつれーな人だよねぇシュンペータ」地じ獄ごく耳みみのユリが言った、「チビだなんて、人の欠けつ陥かんわざわざ言うなんて最低だわ」

「お前も欠陥とか言うな。しばらく待とう」

　わざわざ後ろにひっつかずとも見失いはすまい。盗聴器の信号はマップ上の大凶に止まった。盗とう聴ちよう器きからはＢＧＭ代わりの猫ねこの鳴き声と、ダルっちい雰ふん囲い気きだけが伝わってくる。

　シュンペータは息をついた。落ち着くと、耳の鈍どん痛つうが襲おそってくる。耳を押おさえて、眼を閉じ、やり過ごそうと盗聴器の音声に集中する。

「シュンペータ、あたしちょっと見てくるね」ユリの声がした。

「ああ」

　シュンペータはぞんざいに答えて、ぼんやりした思考に身を任せる。

「え。──おい、ユリ」

　と、ようやくその言葉を発したのは、ユリの姿が車内から消えてどれほど経った頃ころだったか。身体をひねってウインドウから暗い外を見回した。女主人の影かげも形も見当たらない。シュンペータはあわただしくシートベルトを外して、外へ飛び出した。電灯を頼たよりに夜道をサリクロルド陸橋の方角へ駆かける。

　地下街への出入り口は火山口のように明るい光を夜空へ投げ上げている。

　陸橋脇わきの階段前に立って見下ろした。ユリの姿は見えないけれど、あのバカ娘むすめは間ま違ちがいなくここへ入っていったのだ。

　シュンペータは三十段以上ある階段を一気に飛び下りた。焦しよう燥そうアドレナリンが分ぶん泌ぴつされているため着地時にも脚あしの痛みは感じなかったものの、繁はん華かな地下の賑にぎわいに紛まぎれてユリお嬢じようさまはどこへ行ったのか。大だい凶きようか、それとも近くで様子をさぐるつもりか、ともあれ、こちらもあまり派手な動きはできない。

　端たん末まつに電話をかけてみるが、出ない。「くそ、あのバカ」

　大凶の方角へと走った。

　各ブロックをチェックしながら駆け抜ける。ここ一帯はゴールドロップの縄なわ張ばりで、その名を冠かんしＧストリートと呼ばれる一いつ劃かくだ。もげた猫の足をくわえた体長二十センチの地下ネズミが歩道を横切るのを飛んでかわして、ふと──通り過ぎた横丁の奥おくから何かを叩たたくような音と、断だん末まつ魔まチックな悲鳴が聞こえ、シュンペータは足を止めた。




　　　午前０時50分　地下街／Ｇストリート




　酔よいどれドッグ＆モンキーは、マリファナ燻くゆらせ、地下の薄うす暗ぐらい路地を通って帰路についていた。吐と息いきも、マリファナの煙も、白く立たち昇のぼっていく。火ほ照てった顔を冷気に心ここ地ち好よく撫なでられ、ドッグとモンキーは表通りのほうへと、漆しつ喰くいの腐ふ朽きゆうした壁かべに肩かたを幾いくたびとぶつけながら、千ち鳥どり足あしに歩いた。

「そういやさっきの話だが」モンキーが言った。

「ん、ああ、なんだっけ」ドッグが首をコキコキ鳴らす。

「鼠ねずみの話さ」

「ああ、それな」

　白しろ塗ぬりの剥はげた車止めをまたぎ、外灯まぶしいＧストリートへ出る。

「フー一家にはな、鼠ねずみを忍しのび込こませてるのよ」

「そこがよくわかんねえんだ。なんでこれから組もうっていうフーに鼠入れるのか」

「ジャスティスアターック！」

　甲かん高だかい叫さけび声ごえがした。

　驚く暇いとまもあらばこそ、Ｇストリートから出だし抜ぬけに鉄パイプが出現した。ドッグ＆モンキーが酔すい眼がんを向けるより一瞬早く、唸うなりを上げて振ふられた鉄パイプは四本の脛すねを強く打ち、「こん」とダメージの割には気き抜ぬけた風味の音が重なった。

「わっ」

「ぎゃあっ」

　弁べん慶けいの泣なき処どころに仲良く痛つう恨こんの一いち撃げきを頂いた両人は、裏通りのほうへ逆ぎやく戻もどりに転がった。

　黒のスキーマスクをすっぽりかぶり、ドライバーズグローブをはめた手に鉄パイプを握にぎった人間が、Ｇストリートの灯りを背に出現した。黒のパンツスーツに浮うき出でたスレンダーなボディーラインは明らかに女、それもモデル体型であるものの、激痛に身をよじるドッグとモンキーに観賞する余よ裕ゆうはなかった。

「ウィー・ウィシュ・ユー・ア・メリー・クリスマス。我こそは正義の使者マスクド・ジャスティス！」

　スキーマスクの女は裏声で叫んだ。

「マスクド・ジャスティスただいま参上。この世に悪のある限り正義の名の下もとに戦うマスクド・ジャスティスただいま参上！」

　完成度の低い決きめ台詞ぜりふを吐はくと、身体を丸めてノタ打つ二人に近づき、

「歩きマリマリフアナは罰ばつ金きん五万円ぢゃあ。マスクド・ジャスティスの前で悪事さ働くたあいい度胸だべ。おてんとさんが許すてもマスクド・ジャスティスが許さねぺし」

　ひどい訛なまりの裏声で告げる。

「いってえええええ」

「いでえよおおお」

「くそったれ、当たり前だハァ馬鹿たれが。よいか愚おろか者ものども。ぼっこ痛え目に合いたくねば儂わしの言うこと聞きゃ」

「何だよお」ドッグは呻うめいた。

「鼠の話に決もうとろうがボケナス、さっきの飲み屋でぬしらが話すとったことだぎゃ」

「何のことだよお」

「だからゴールドロップファムルーのスパイがフー一家ぬ潜せん入にゆうさすたスパイの話だぎゃ」

「ああ？」

「痛いよぉぉぉ」モンキーがうめく。

「さっさと話すっぺ。ブッ飛ばされてーか？」

　いまひとつキャラクターの安定しないマスクド・ジャスティスは、西瓜すいか割わりみたく高々と鉄パイプを振ふり上あげた。Ｇストリートから差す灯りに冷たく輝かがやく鉄パイプの銀色が、黒ずくめのマスクド・ジャスティスのシルエットとともに、四つの瞳ひとみに歪ゆがんで映った。ドッグが、スパイ云うん々ぬんについて知っていることを喋しやべればひとまず苦痛から逃のがれられる、と判断したか、

「フ、フーには、ゴールドロップから、うちから、鼠スパイを忍しのび込こませてるらしいんだ。上の人間数人しか知らないが」

　とあえぎ混じりに答えた。

「ほお、なんで貴様が知っとん。下したっ端ぱの若造でねのか貴様」

「ドンの息子と友達なんだよ俺おれ。それで、ボスが電話で連れん絡らくとってんの聞いたんだよ」

「で、なんでスパイ入れてんだっし」

「うちのトム坊ぼうとフーの娘むすめのスーシャンの結婚は、フーをこっちの傘さん下かにするための策なんだけど、それでもフーの底力は無視できねえってんで、ドンは納得してねえんだよ。結婚で平和的解決ってんじゃなしに、フーを完全に取り込みてえんだ。それでスパイを使うんだよ。それだけだよ」

　膝ひざを抱えて苦しげなドッグの脊せき髄ずいを、マスクド・ジャスティスは鉄パイプの先っぽでコンコンとつつき、

「そんだけじゃねっぺ。近々スパイが、何かしでかすって話、してたんだがぺし」

「ああわかったわかった、そのことな、」ドッグは急ぎ言葉をつむぐ、「何をやるかはわからんが計画は進行してるらしい。うちがフー一家にドンパチ仕し掛かける口実を作るって」

「痛いよぉ死んじまうよぉ」モンキーが泣く。

「ゴールドロップが、フーに……いや、続けるっぺ」マスクド・ジャスティスは不意に普ふ通つうの女の声に戻もどり、すぐまた裏声に切きり替かわる。

「それ以上のことは知らねえ。本当だよ。ああそうだ、スーシャンに関わることだって聞いた」

「いでぇぇぇぇよほぉぉぉ」

「だからそれが何だか言うってんがねっちゃぺかし。ずっこ頭をかち割られでりまがずねぺらたいっかし」

「え、何だって？」

「言え。殺すぞ」

「い、いま言うとこだったんだよ。いや、フー一家内部の攪かく乱らんが目的で、スーシャンとトム坊の結婚に関わることって話は聞いたが、それだけだよほんとに」

「いでええええ」

「ふうむ」マスクド・ジャスティスはスキーマスクの眼を細めた。「こらぁ、肺はい魚ぎよほどかどないかわがんねが、ごっついサカナ掛かかりよったでぇ」

「え、何」

「いでえよおおおお」

「うるさいわね！」

　まだ呻うめいていたモンキーの尻しりにマスクド・ジャスティスのジャスティスアタック鉄パイプスマツシユが炸さく裂れつ。モンキーは声を抑おさえ、口だけ大きく叫さけびの形に歪ゆがませてすすり泣いた。

「それだけだ。それだけだよ、ほんとだよ。知ってたら言うよぉ」

　大だい上じよう段だんに構えられた鉄パイプの影かげの下、ドッグは涙なみだ声ごえになる。──

　手っ取り早く心の内を聞き出すには飴あめより鞭むちに限る。お釈しや迦か様さまでも気づくまい、正義の味方マスクド・ジャスティスの正体──治安官リズは、スキーマスクの奥おくひそかに笑み、そして静かにうなった。

　フー一家にはゴールドロップのスパイが入っている。同盟を結びたいフーとは逆に、ゴールドロップは独走体制樹立のため抗こう争そうを仕し掛かけんとしている。大義名分を作るため、スパイによる計画が進行中。

　さてこの情報、速そつ攻こうで局へ持ち込むか。いやさ待て待てよく考えろリズ。局に持ってけば確かに手て柄がらにはなる。大おお掛がかりな抗争の情報を事前察知したとなれば大金星。さはさりながら、局は実質シャクレ樹ぎ州知事に支配されており、畢ひつ竟きようこれはシャクレ樹の手柄にもなってしまうわけで、シャクレ樹だけにちと癪しやくではある。黒社会の両横綱相手に動くには治安局だけでは手に余るし、融ゆう通ずう利きかない糞くそ真ま面じ目め人間ジン局長は手柄一人ひとり占じめはせず、まずシャクレ樹知事へ報告するだろう。となるとずるっこシャクレ樹のことだから、手柄を横取りし、最悪、こちらの手柄は無視されて結局放り出されると予測がつく。局長も自分も救えない。

　では、どうせクビ寸前なのだから、治安局には見切りを付け、ゴールドロップファミリーにこの件を告げて脅きよう迫はく、或いは情報が洩もれてますわよと告げて取り入るのはどうか。否いな、これもダメだ。あそこはよそ者に対しては厳しいと聞くし、より詳くわしい情報を持った内通者は局内にも存在する。タレ込んでもお小こ遣づかいもらえるのが関の山だ。

　ではではフー一家はどうか。ゴールドロップよりは劣おとるが、痩やせても枯かれてもナンバー２、力がないわけではない。何よりスパイの件をこそっと教えてやれば逆転の目もあるわけで、フーと関係良好な中ちゆう堅けんマフィアが結束を固めれば成算はある。仁義に外れたことをやったゴールドロップは業界の非難を浴びるはずだ。前提条件としてスパイを燻いぶし出だす必要があるものの、結婚を控ひかえたスーシャンに関わることとなれば容疑者の範囲は狭せばめられる。

（うーん）

　いずれも決定打には欠けるにせよ、それぞれのメリット、デメリットを差し引きして考えるに、フーか。体よくスパイを捕とらえられれば、その後で局に、緊きん急きゆう事態ですので報告より捕ほ獲かくを優先いたしました、なんつって復帰──おっ、この線いけるんじゃないの？

「俺おれたちゃ用済みだろ、勘かん弁べんしてくれよ」

「痛いよぉぉぉ」

　ドッグ＆モンキーは慈じ悲ひを乞こうた。

　マスクド・ジャスティスは二人を交こう互ごに見た。

「駄だ目めだっぺし。駄目はモグラの眼だっぺし。路上喫きつマリマリフアナは犯はん罪ざいだっぺし、痛いの痛いの飛んでこぉーい！」

　無慈悲にも鉄パイプが二度振ふられた。「こん」「こん」一発目と寸分違たがわぬ場所へジャストミートされ、ドッグ＆モンキーは声にならない声を漏もらして泣いた。

　別に嫌いやがらせでジャスティス・アタックを放ったのではなく、足止めのためである。続いて、二人のポケットをまさぐって財さい布ふを抜ぬき、札のみを取って自分の懐ふところへ入れると、捨てた。金が欲しかったわけではなく、正体を知られないよう強ごう盗とうに見せかけるためである。

　結構な額が入っている、ラッキー、と立ち上がったとき、Ｇストリートから路地をこちらへ走ってくる足音を聞いて、マスクド・ジャスティスは素す早ばやく振り返った。

「何だ、タタキ強盗か」

　十歩の地点に立っているのは、ブルーの作業服を着た、十代の小こ僧ぞうだ。

「おい、この辺で俺と同じ作業服着た十四歳ぐらいの小こ娘むすめ見なかったか」

　呻うめくドッグとモンキーは無視して、いきなり訊きいてくる。

「あー、」マスクド・ジャスティスは二匹を放ったらかしにして駆かけ寄よって、小僧の肩かたを押おしてＧストリートへ出た。

「何だよおい」

　いぶかる小僧に、リズはマスクを脱いで、「あたし強ごう盗とうじゃないのよ、ほら」治安官のＩＤを出して、「いま潜せん入にゆう捜そう査さの最中でね。情報集めで止むを得ず強盗みたいな真ま似ねしてたのよ」

「治安局第一治安課、リズ・ジャスティス」小僧はリズとＩＤを交互に観察し、「よくできてんな」

「本物だってば」

「この辺でこの作業服着た十四歳ぐらいの小娘見なかったか。東アジア人で、天然で眉まゆ毛げがピンとしてて、腰こしにクマのぬいぐるみ提げて」

「悪い、見てない。秘密捜査だからあんたがいま見たことは秘密にね」

「誰だれかに絡からまれてやしないか心配なんだ」

「何ならいま盗ったいえ没ぼつ収しゆうした財布から若じやつ干かんの協力費を」

　噛かみ合あわない会話をしていたら、小僧はついとリズの肩かた越ごしに眼をやって、叫さけんだ。

「ユリッ。おいっ。どこにいたんだ」

「あ、シュンペータ」

　そんな声が聞こえ、リズが頭こうべを回めぐらせば、小こ僧ぞうと同じブルーの作業服に髪かみの長いオリエンタル小こ娘むすめが、キョトンとした瞳ひとみを向けている。

「よく考えたらあたし大だい凶きようってお店の場所知らなかったわ。だからシュンペータに訊ききに行こうと思って戻もどったのに。いないから」

「ユリお嬢じようさま、お前はあほう、なのか」

「何よあほうって！」

「妖よう怪かいあほうお嬢さま」

「妖怪関係ないでしょ。第一あほうでもないもん、あたし」

　自分の頭越ごしに二人がゴチャゴチャやり出し、ふと冷静になったリズは、初めて自分が鉄パイプを持ったまんまなのに気づいた。

　放り投げようとしたとき、

「失礼、お嬢さん」

　また誰だれかに呼ばれる。

　振ふり向むけば、クリーム色のスーツを着たのっぽの男がいた。零れい細さいヤクザ事務所の提ちよう灯ちんに後頭部が照らされ、背後からオーラが差しているみたいだ。

「お手持ちの鉄パイプを貸して頂けますか」

[image: ]




　　　　＊




　手て袋ぶくろをはめたのっぽの男は、リズに鉄パイプの両りよう端たんを持たせ、ゼラチン紙で指し紋もんと掌しよう紋もんを、透とう明めいテープで繊せん維い片へんを採さい取しゆした。

　リズは鉄パイプを握にぎったまま、男がテキパキと仕事をする様を眺ながめていた。シュンペータとユリという作業服コンビは耳の中に受信機でも仕込んで何やら聞いているのか、二人して耳を押おさえる同じ姿勢を取りつつ、やはり男の無む駄だのない動作を見ている。

　男は警察の類ではないらしい。マスクド・ジャスティスの暴力行為を咎とがめはせず、持っていた鉄パイプを調べたいだけだと言うので、協力したけれど、何者だろう。興信所か探たん偵てい社しやか。

「どうも。もういいですよ」

　男の言葉に、リズはハッとして、鉄パイプを放った。

「強ごう盗とう事件でも調べてるんですか」

　と、言ったのはユリだった。

　リズは強盗、という単語にドキリとする。

「なぜ強盗事件だと？」男は微ほほ笑えみを浮うかべて言う。

「だって、それ指紋採ってるんでしょ。鉄パイプで誰だれかが誰かを殴なぐった、とかそういうの調べてるんじゃないかなーと思って」

「どうでしょうね」男は冷静に受け流す。

　リズはジャケットを脱ぎ、黒（マスクド・ジャスティス仕様）からグレイ（通常仕様）の側に戻もどして着直した。

　ユリはなおも続ける。「でも、こんな犯罪多発区域じゃ誰か殴られたからって、いちいち突っ込んで調べたりはしないよね、普ふ通つうは。ってことは被ひ害がい者しやがけっこう重要人物か、それとも、被害者が何か重要な物を持ってて、奪うばわれたとか」

　ごくわずかながら男の眼が泳いだ。

　ユリの口の端はしがちょっと上がって、

「運び屋ベクターとかさ」

「さてね」

「そっか。お兄さん警察とかじゃないみたいだし。私立探偵ですよね」

「ええ、ロギーといいます」

「あたしは大おお野の由ゆ利り子こ。わぁっ」

　シュンペータが人差し指でユリのうなじを突っついた。

「やめてよシュンペータッ」

「ユリ、俺おれらは俺らでやることあるだろ。店出たっぽいぞ」

「あ、そうなの。わかった。じゃあね、ロギーさんとリズさん」

　シュンペータに引っ張られてユリは去っていった。

　二人が見えなくなると、ロギーは端たん末まつを取り出した。データ化した指し紋もんをどこかへ送付し、同時に通話状態にする。

「ロギーです。…………届きましたか。…………そうですね、調べられる限りのところは調べてほしいんですが、時間どのくらい掛かかりますか。…………そんな早いんですか。じゃお願いします。…………関係があるかどうかはまだわかりません」

　端末を耳と肩かたに挟はさみ、腕組みする。通話相手が何か調べ物をしているのを待っているらしい。短く刈られたプラチナブロンドを地下街の風にそよがせるロギーに、リズは声を掛けた。

「ねえ、ロギー」

「何です」ロギーは端末を耳から話さず言った。

「確認しとくけど、さっきのことは黙だまっててくれるわよね」

「ええ」

　面めん倒どうに巻き込まれるのを避さけたか、一部始終見ていたであろうマスクド・ジャスティスの所業を軽く流した。話せそうな男だ。鋭えい角かく的てきな顔立ちの東とう亜あ系けいコーカソイドで、肌はだは大理石みたいにツルリとして、過度といえるまでの清潔感がある。こちらのことなど忘れたみたいに、瞬まばたき以外何もせず通話相手の返事を待っている。

　グレイのジャケットに黒パンツの半分マスクド・ジャスティス・ヴァージョンのリズが、下も本来のグレイに戻もどしておこうか、なんて考えていたら、

「ああどうも。…………ほう。…………はい。はい。わかりました、データ送ってください。ありがとうございます」

　ロギーは通話を切り、端末の時計を確認する。

　リズもつられて自分の腕時計を見る。午前一時を回っている。

　ロギーはまた電話を掛ける。

「やあドリー。ロギーです。…………いえ、そちらの件ではなくてですね。…………確実ではないのですが、お急ぎのようでしたので取り急ぎ連れん絡らく差し上げようかと思いまして。…………はい、僕の勘かんではかなり。ただ、犯人だったとしても手て荒あらな真ま似ねは止よして下さい。…………そうですか、では地図送りますので。じゃ後ほど」

「待って」リズは声を掛けた。

　気になるワードが出た。ドリー、とは美術館を訪たずねたとき、警備責任者ゴンゾが口にした名である。肺はい魚ぎよ盗とう難なんはこの女の手口に似ていると言っていた。

「あなた、ドリーの知り合いなの」

「はい？」

「怪かい盗とう淑しゆく女じよドリーよ。さっき喋しやべってたのって、もしかしてさ」

「知ってはいますが」ロギーは虚きよを突かれたか蒼あおい眼を見開いた。

「ちょうどいいわ、会わせてくんない。あたしちょっとした捜そう査さの最中で、ドリーに会って話聞いてみたいのよね。彼女が疑わしいって事件なの」詳しよう細さいは伏ふせて訊たずね、ＩＤを出して、「治安局の者よ。治安官。協力してくれるよね」

　マスクド・ジャスティスの正体が治安局員とは想像もつかなかったか、ロギーは瞬まばたきした。蒼の瞳ひとみを動かしてＩＤの名前を読む。

「ドリー絡がらみとなると、やはり盗とう難なん事件ですか」

　──怪かい盗とう淑しゆく女じよなら盗難ぐらいは連想するだろうが、続いて、

「イギリス女王に渡わたす国宝肺はい魚ぎよが国立美術館から盗ぬすまれた事件ですか」

　と、パーフェクトな答えが返ってきた。

　今度はリズが息を飲んだ。民間に知られるとまずい。──とはいうものの、どの途みちこのままいけば首チョンパなのだし、この男、中々切れそう。ドリーと知り合いなら引き出せるものがあるはず。情報出してもいいか。

「そんなとこ。どうなの、ドリーに会わせてくれるかしら」

　訊きいたら、ロギーはこめかみに指を当てて考え込むような仕草をして言った。「いいですが、こちらも条件があります」

「何」

「実は僕ぼくも肺魚の件を調べています」

「え、そうなの。誰だれに頼たのまれたの」

「当局の委い託たくです。治安局のジン・ウーロン局長に聞いて頂ければわかります」

「うちのボスだわ」

「でしたか。ですが美術館には話が通ってなかったらしくて、現場に入れなかったんです」

　間ま違ちがいなくシャクレ樹ぎの嫌いやがらせだ。妖よう怪かいアゴ魔ま人じんめ、本当に性格のねじけた女だ。豆とう腐ふの角にアゴをぶつけてアゴ割れてまえ。

「なるほど、国宝展示室に入りたいってわけね。いいわ、あたしと後で一緒に行きましょ。でもね、あたしも捜査の連中も調べたけど、手て掛がかりらしきものはなかったわよ」

「そうかも知れませんけど、僕は現場至し上じよう主義でして」

　若い割に落ち着いた物もの腰ごしのロギーに頼もしさを覚えたリズは、協力願おうかと考えた。民間に情報を漏もらそうと漏らすまいと肺魚を取とり戻もどせなければ終わりなのだし、そもそもロギーはジン局長からの依い頼らいだと言っている。追っつけ確認するにせよ嘘うそではあるまい。どうせクビならなるべくシャクレ樹知事に迷めい惑わくを掛かける形で幕まくを引きたいが、しかし肺魚を取り戻し、自分と局長を救うとともに、シャクレ樹の鼻を明かすのがモアベターである。

　リズは笑みを作った。「さっきＩＤ見たでしょ。あたしリズ、治安官」

「ロギーです。私立探たん偵てい」

「じゃ早速美術館へ案内するわ」

　ロギーが苦笑いした。

「あそっか、その前にドリーのほうね。じゃ行きましょ」




　　　午前１時13分　シーサイドライン




「シュンペータ」ユリが言った、「あれだけ時間あれば犯人は大だい凶きようで何かやれたはずでしょ」

「現金渡わたした雰ふん囲い気きはなかったろ。チェンはバッグ二つとも持って出て来たし」

「じゃあさ。犯人が尾び行こうしてる人がいるかどうか確かめたんだとしたらさ、チェンさんがクルマ停めてから地下街の大凶行くまでのどっかに、犯人の仲間がいた、ってことになるよね」

「可能性はあるけどな」シュンペータはチェンのポルシェを追いながら答える。尾行用マップに五秒更こう新しんで盗とう聴ちよう器きを付けたバッグの位置が示されるので、ぴったり後ろに付く必要はない。

「けど、何よシュンペータ」ユリは訊たずねる、「他の可能性があるってこと？」

「わからん。何かしら目的はあったんだろが決めつけは禁きん物もつだろ。まあ、車体やナンバー覚えられたって可能性は考えに入れとかないと」

　発信源を追い、十数台をあいだに挟はさんで走っていると、やがて、左手に海の見える、片側三車線ずつの、中央分ぶん離り帯たいに分けられた広い通りへと入った。

　盗聴器から着メロ〈太陽さんさん〉が鳴る。

『どうもチェンさん、そろっと半分ほど来ましたかね。そんなところだ。近くにＸキッチンがありますね。うんあるよ。そこに入ってください。ここも予約してあります。コーヒーを一いつ杯ぱいどうぞ。俺おれは紅茶派なんだ。でもコーヒー飲んでください。ちぇっ』

　チェンと会話をしているわけではなく、やはりトーキンマシンが一人二役で喋しやべっているだけである。人を食った奴やつだが話は早く進む。

　Ｘキッチンの灯りが視界に入った。マップ上の光点は止まった。

　シーサイドラインに建ち、海を見下ろす三階建て大型レストランＸキッチンは、二十四時間営業の有名店。少し前までは予約しても数ヶ月待ちだったのが、シェフが殺人事件を起こし逃とう亡ぼう、指名手配されて以来、すっかり寂さびれた。客の質が若じやつ干かん悪くなったものの、店はそこそこ流行ってはいるらしい。

　午前一時二十分を指す巨大アナログ時計がクリスマス仕様に赤と白にデコレーションされた、立方体の建物に、ポルシェは飲み込まれていく。店先の広い駐ちゆう車しや場じようも半分ほど空きがあるが、最上階三階の駐車場に上がっていくようだ。

　盗聴器から、クルマが三階駐車場へ入ったらしく走行音が止まるのが聞こえた。〈太陽さんさん〉が鳴った。

『予約してありますので、十分ほどコーヒーブレイクをお楽しみください。バッグは大事なものですから忘れずにね。スーシャンお嬢じようさんのためにも指示に従うようにね』

　チェンがクルマを出て、店へと入っていく一連の音声が聞こえてくる。

　シュンペータはしばらく走ったのち、交差点をＵターンした。

「どしたのシュンペータ。お店入んの」ユリが訊きく。「大だい丈じよう夫ぶかな。あたしらさっき見られてたかもよ」

「かもな。見やすい場所で、チェンが店から出てくるの待とう」

　バイパス道路を挟はさんだＸキッチンの向かいには、給油給電スタンドにカレー屋、アーケード、ホテル等が軒のきを列つらねるが、それに混じって廃はい屋おくと見み紛まがわんばかりの凄すさまじくぼろいラーメン屋がある。見張れる位置に建つその店へバンを入れた。

　暖簾のれんに書かれた店名は汚よごれて読めない。店へ入ってみると切きれ掛かけの電灯がチカチカ点てん滅めつし、案あんの定じよう一人の客もいない。二人はＸキッチンの駐車場ゲートを監かん視しできる窓際の席に着き、テーブルに置いたシュンペータの端たん末まつと合わせて様子を見ることとした。店内にいるはずのチェンの様子は、窓からは確認できないが。

　注文した杏あん仁にん豆どう腐ふと餃子ぎようざは三分もしないうちに来た。一目見て不ま味ずいとわかる。

「ねえシュンペータ、さっき大だい凶きようにチェンさんを寄らせたのが尾び行こう確認なら、今度の何かな」

「さあなあ。あ、ユリ、その杏仁豆腐もどきは一応食わないほうがいい。食中毒でも起こしたらシャレんならんから」

　端末は店主が訝いぶかしむのもかまわず最大音量にしているけれど、Ｘキッチン店内のヨレたジャズＢＧＭしか聞こえない。ディスプレイ上のマップに点滅する発信源も微び動どうだにしない。

「犯人の一味がお店の中にいる可能性はあるでしょ。あたし面めん割れてないから、お店入って見てこよっか」

　ちびのお一人様は目立つだろ、とシュンペータは言い掛けてやめた。も少し待とう、と言うと、ユリは不満げに杏仁豆腐をぐしゃぐしゃ崩くずした。

　そこら中ヒビの入った店の壁かべには、『冬来りなば春遠からじ』と達筆で書かれた色紙が飾かざってある。二人で「これどういう意味だろ？」とボソボソ盛り上がらない議論を交わしていたら、やがてどうやらチェンが店を出たらしく、ジャズが遠ざかり、コンクリを叩たたく硬こう質しつな靴くつ音おとがエコーがかって聞こえた。クルマのドアの開閉音がした。

　二人はラーメン屋を出た。

　バンに乗り込んだとき、端末からも発進音がして、──間もなく、駐ちゆう車しや場じようゲートからポルシェが鼻面を現した。フルスモークウインドウのため車内は見えない。江え戸ど小しようへのルートに戻もどったポルシェを見送り、距きよ離りを取るため待っていたら、助手席のユリが小首を傾かしげた。

「シュンペータ、どう思う」

「何が」

「あのポルシェ、追っ掛けてっていいものかしら」

　心情が顔に出やすいユリだが、眉まゆを睫まつ毛げにくっつくぐらいひそめ、口を歪ゆがめた様さまは、相当な不ふ審しん感かんを表明している。シュンペータもここでの二度目の足止めに引ひっ掛かかりを覚えなかったわけではないが、ユリの黒い瞳ひとみには何か別のものが映っていたらしい。

「どういうこった」

「駐ちゆう車しや場じようか店の中に犯人がいてさ、運転手が──チェンさんが、犯人一味の誰だれかと交代したってことはないかしら」

「ん。つまりチェンはまだ店にいる、って言いたいのか」

「あり得るでしょ。犯人が盗とう聴ちよう器きに気づいたとしたらさ。犯人は複数だとしてさ。盗聴器をバッグから外して、犯人のうち一人が盗聴器持ってポルシェに乗って、それをあたしたちに追おっ掛かけさせるの。で、チェンさんを店に残した犯人たちは、盗聴器外したお金入りバッグを奪うばって、あたしたち追っ手がポルシェ追っ掛けてったの見計らって逃にげるの」

「ないない、あの盗聴器ゃぁそう簡単に気づかれやしないって。まだ世に出てないんだし、一家お抱えの優秀な科学者が作ったもんだかんな」

「んうう」

　ユリが口をさらに歪ませていると、〈太陽さんさん〉が鳴った。そしてまたまた、例によって機械音声の一人芝しば居いが。

『どうもチェンさん、リラックスできましたか。できたよ。そうですか、それはよかった。どうもありがとう。どういたしまして。では急いでください』

　早々に通話は切れた。同時に、ラーメン屋の両りよう隣どなりの店にフー一家の尾び行こう者しやがいたらしく、クルマが二台、急発進の音を響ひびかせて道路へ飛び出した。Ｕターン用通路を乱暴な運転で抜ぬけ、ポルシェを追っていった。

　マップの光点は再び動き出している。

　シュンペータは逡しゆん巡じゆんした。チェンが店を出た場面シーンもポルシェ車内も視認できなかった以上、ユリの言う通り、チェンが運転していたとは言い切れない。盗聴器は確かにポルシェ車内にあるようだから、金の行方を追うならばこれまでと同様追つい跡せきすべきだが、──それも盗聴を気け取どられていなければ、という前提のもとだ。あれほど小さな盗聴器に気づくとは考えにくいものの、敵はフー一家の内部事情に通じている節フシがある。

「あっ」ユリが素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「どした」

「シュンペータいまのクルマ見た。ほら、あれ、灰色のクルマ」手前の車道を指差す。

　Ｘキッチンを出て、ポルシェとは反対方向へ走る数台の中に、灰色のステラがある。

「灰色のステラか」

「すてらっていうのあれ。窓が全部マジックミラー張りだったわ」

「それが何か」

「さっき道に出るときレストランの灯りがほんの一いつ瞬しゆん逆光になって中が見えたのよ。マジックミラーって外が暗いと中が見えるのね」

　よく見てたもんだ。というか、その程度の条件でよく見えたもんだ。

「運転してたの、もしかしてチェンさんじゃなかったかしら。チェンさんの坊ぼう主ず頭あたまちらっと見えたような」

「見えたのか」

「うーん、見えたような、見えなかったような」

「何だよ、あやふやだな。妖よう怪かいあやふやーだな相変わらず」

「だから何よその妖怪」

　端たん末まつのディスプレイに映るマップ上の光点を確認してみれば、さっきまでと同じく、ポルシェの走り去った方向へと移動している。

　ユリもマップを覗のぞき込こみ、それからシュンペータを見た。金はポルシェに乗ってるんだよ、とシュンペータが言おうとしたのを読み取ったか、

「でもさシュンペータ、あたし思うんだけど、犯人、チェンさんを二回お店に寄らせたじゃん。最初の大だい凶きようと、いまのレストランとは、目的が違ちがうと思うのよ」

　と、言った。黒い瞳は真しん剣けんだ。

「あたしたち罠わなに嵌はまってる。大凶に寄らせたのは尾び行こう確かめたわけじゃないわ」

　シュンペータも、ユリの考えと恐らく同じ可能性に気づいた。しかしポルシェとステラ、どちらを追えばいいかの答えにはならなかった。

　ユリの眼を信じるか、否いなか。




　　　午前１時28分　月つき町ちよう／治安局




「ジン局長、こんな時間までお疲つかれ様さま」

　ノック無しに局長室のドアは開いた。

　デスクで頭を抱えていたジン・ウーロンは顔を上げた。

　燃え立つようなボリュームある赤毛が眼に入る。彫ほりの深い顔。盛り上がる胸、くびれた腰こし。大おお柄がらな身体にまとうはタイトな黒のスカートスーツ。一昔前ならこんな公務員は存在すら許されなかった。

　治安局副局長、フレデゴンド。

「何の用だ」ジンは不ふ機き嫌げんに言った。

　春にジンが局長となった際、副局長として就ついたフレデゴンドは、局内の人員ではなく、中央政府は内政省からの就しゆう任にんだった。まだ三十にもならないフレデゴンドは天下りのわけはないし、妙みようだとは思っていたが、段々とこの女が省から送り込まれた事実上の査察人だとわかってきた。本人も調査していることをジンに隠かくす意志はないようで、局内を闊かつ歩ぽし、断りもなくあらゆる場所へ入り込み、他人の端たん末まつをいじくる。

　すでにフレデゴンドの仕事によるとおぼしき自主退職者が十数人出ている。糞くそ真ま面じ目めと人に評ひようされる通りジンは法は守っているつもりだし、公こう僕ぼくたる者そうでない連中は放ほう逐ちくも仕方あるまいと考え、黙もく認にんしていた。行方不明者も数人いるのが気に掛かかるが。

「肺はい魚ぎよ盗とう難なんの件ですけれど」フレデゴンドはジンのデスクに腰こしを載のせ、長い脚あしを組むと、紅あかい唇くちびるを蠢うごめかして、「その後いかがかしら」と訊きいた。別段焦あせった様子もなく、たおやかな微び笑しようを浮うかべている。

「フレデゴンド」ジンは指でトントンとデスクを叩たたき、「ここはいかがわしい店じゃないんだ、何か言いたいのなら」

「あら、今日でお別れのこのデスクがそんなに大事」

　フレデゴンドはアゴを上げて見下ろした。鮮あざやかなバイオレットの虹こう彩さいには細く黄色い渦うずが巻いていて、じっと見ていると動けなくなってしまうような凄すご味みというか、色気というか、奇き妙みような魅み力りよくが──ジンからしてもそう言わざるを得ないほどのものがある。

「痛いところ突くんじゃないよ。あとのことは頼たのむぞ」ジンは瞼まぶたを閉じて首を振ふった。

「桜さくら樹ぎ知事もひどいですよねえ。厄やつ介かいなことは全部こちらに押おしつけるんですから。でも肺魚を取り返したら、かつてない手て柄がらになりますよねこれは。そうなればこちらの勝ちです」

「勝ちとか負けじゃないんだよ」

「せっかく局長がクビにならないように皆みなさん頑がん張ばってるのに」フレデゴンドは声をひそめて言った、「ところで妙みような情報が入ってきたんですけれど」

「ん」

「式典やるホテルプリンセスひろはしで、同時刻にマフィアたちが茶会を開くそうですよ」

「何だと」ジンは椅い子すから腰こしを浮かせた。

「あちらもマフィアのパーティーやるとは言いませんからね。財ざい界かい人じんの会議といえばわかりゃしませんもん」

「しかし、無理だろ常識」

「ここはスピアシティですよ」フレデゴンドは何のことはない、といった風に返す。「ホテル経営者に役人代議士、誰だれがマフィアとつながってるか、誰が弱みを握にぎられてるか、わかりゃしませんわ。もっとも式典自体は当然別の場所でやるんだし、マフィアたちも派手なことはしないでしょうけど」

「俺おれに報告はなかったぞ」

「そりゃ茶会自体は別に悪いことでも何でもありませんもの。無茶と言えば無茶ですけれどねえ。全く、こんなことが許されてしまうからこの街は駄だ目めなんですわ」

　苦笑いのフレデゴンドに、真しん剣けんさは感じられない。事態がどう転ぼうが自分の仕事をまっとうするだけ、という考えが見て取れる。

　日本が威い信しんを賭かけて開く式典と同じホテルで会合とは、何とも舐なめられた話である。マフィアが幅はばを利きかすスピアシティだが、ここまで傍ぼう若じやく無ぶ人じんになったかと、ジンは怒いかりに唇くちびるを噛かんだ。

「これも我々が連中に甘い顔してきたからですけどね」と、フレデゴンドが追い打ち。

　ジンは力なく座り込んだ。




　　　午前１時39分　シーサイドライン




「ねーシュンペータ。フー一家の、何だっけ、ホアンホアンさんだかに伝えなくていいの」

「いいさ。俺おれらと別行動取りたいってんだから放っとこうぜ」シュンペータは微び笑しようした。

　犯人が最初チェンを地下街の大だい凶きように寄らせたのは、尾び行こう確認より大きな理由があったのだ。予定外のポイントへ立ち寄らせ、無む駄だとも思える時間を取って、尾行を警けい戒かいしているのを追っ手に伝えた。二に軒けん目めのＸキッチンで、尾行者たちが大凶以上に慎しん重ちようにならざるを得ない状じよう況きようを作り出すためだ。

　尾行者たちは策に嵌はまった。大凶にチェンが入った際に自分たちのクルマが敵の眼に留まった可能性を考こう慮りよし、Ｘキッチンでは店内へも駐ちゆう車しや場じようへも入るのを避さけた。

　敵てきはどうやら盗とう聴ちよう器きに勘かんづいていたらしい。──駐車場内にて、金を持ったチェンをまんまと別のクルマに乗り換えさせたのだろう。ただし盗聴器はポルシェに残したまま。

　恐らくはＸキッチンにてチェンは犯人一味の誰かと接せつ触しよくし、二つのボストンバッグに付けた盗聴器を奪うばわれた。敵が盗聴を知っていた以上、チェンは一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくを見張られていたはずだから、事態を一家に伝えるのは不可能だったろう。

　敵は盗聴器を持ってチェンの乗ってきたポルシェに乗り込み、江え戸ど小しようへ向け発車した。

　一方チェンは、盗聴器を外された現金入りバッグを持って別のクルマ──ユリの眼を信じればステラに乗り、ルートを逸それて走り出した。犯人の指示通りに。盗聴器から、乗のり換かえ指示の声は聞こえなかったが、犯人が追っ手に気け取どられずチェンを操あやつる手段は幾いくらでもある。

　当然携けい帯たい電話も回収されたはず。この先、通話状態になったところで盗聴している尾行者側に聞こえるのはどうせ例の一人芝しば居いだけだから、通話の受け手がチェンから犯人側の一味に替かわっていようと、確認する術はない。人質の命が懸かかっている限りチェンは携帯電話を渡わたす他なかったのだ。

　犯人側とすればＸキッチンでチェンを足止めして金を奪う選せん択たく肢しもあったが、追っ手を分散させないうちに事を急ぎ、取り囲まれるのを危ぶんだと思われる。

　シュンペータはポルシェとステラ、どちらを追うか迷った末、ユリの眼を信じステラを選んだ。いまや運命共同体となったスーシャンは是ぜが非ひでも助けねばならない。自分たちだけでもステラはマークしておかねば──というより、ホアンホアンみたいな間ま抜ぬけどもは邪じや魔まだ。

「でもホアンホアンさんて偉えらいんでしょ。あの若さでどっかの社長とかやってるんだし」

「まさか、ありゃ年が親子ほど離はなれてる女によう房ぼうのおかげさ。女房はマンシュ大たい人じんの妹なんだ」

「へえ。色んな趣味があるものね」

「趣味なわけないだろ。大人の妹は大人そっくりの化け──そっくりなんだよ。大人が女装したみたいな」

　盗とう聴ちよう器きから〈太陽さんさん〉。

「下から上がったお陽様はぁー♪」慣れたのかユリが着メロを口ずさむ。

『どうもチェンさん。うふふ呼んでみただけ』舐なめ切きった機械音声が喋しやべってまたすぐ切れた。

　いま電話を受けたのは犯人側の人間だ。犯人の思おも惑わく通り、ホアンホアンたちはポルシェにチェンがまだ乗っていて当然チェンが電話を受けたものと思っているわけだが、こちらの考えを知らせる必要はない。敵を欺あざむくにはまず味方から。

　ほのかな月明かりの下、三百メートルほどの距きよ離りをとって追うステラにはチェンが乗っているはず──と、シュンペータは祈りに近い言葉を心に繰くり返かえした。

（一本道だ。気づかれなかろうが）

　バンとステラのあいだには一台のクルマもないものの、敵は追って来ている奴やつがいるとは考えていなかろうし、充分に距離は取っている。自分の行動を追考し、ミスはなかったはずだ、と、ハンドルから片手を放してひとまず休心したときだった。

　突とつ如じよとして盗聴器から、バーン、と大きな音がした。

　不意を突かれたシュンペータとユリは、その後、ジャポンと何かが水に浸つかったような音がしたのに眼を見合わせた。クルマを止めて耳を澄すましていると、またバーン、とさっきと同じ音がした。

　銃じゆう声せいとか、物ぶつ騒そうなものではなさそうだが、気に掛かかったシュンペータは、ホアンホアンに電話を掛けた。「おい、ホアンホアン」

『シュンペータか。お前いまどこじゃ』

「それよりか、いまの音は何だ」

『見てへんのか。バッグが落とされたんや』

　ホアンホアンは狼ろう狽ばいしていた。シュンペータもその言葉に、一瞬眼の前が暗くなった。

「バッグ。落とされた。待った、詳くわしく説明してくれよ」

『ポルシェが、いや暗くてよく見えんが、橋の──江え戸ど第三橋の真ん中辺りに停まって、さっきバッグが江戸川へ投げ落とされた。二つ、バッグ二つともや』

　シュンペータは急停車した。「おい落ち着いて話せ、お前どこでそれ見てる」

　二人とも焦あせりのために、いがみ合っていたのも忘れて情報の伝達と確認に努める。

『ポルシェの後ろや。離れて双そう眼がん鏡きようで見とる。いま、俺のクルマは脇わきの林に入って停めた』

「投げたのはチェンか」

『そりゃそうやろ』

「よく見て答えろ。確かにチェンか」

『え。い、いや、えー、チェンやと思うが、クルマ乗ったまま投げとったから、暗あて顔までは見えん。あっ』

「どうした」

『ボート、モーターボートや。バッグ回収しに来たらしい』

　ホアンホアンとの通話音声に、盗とう聴ちよう器きからの音声──水を切るモーターボートの駆く動どう音おんと、バッグがどうやら川から掬すくい上あげられたらしき音が聞こえた。

『ボートが停まって、乗っとる奴やつがバッグを拾った。下流に向かって走り出した、いやボートやから泳ぎ出したって言うんか』

「言い方はどうでもいいよ」

　シュンペータは内心地じ団だん駄だを踏ふんだ。路ろ肩かたにバンを寄せて停め、情じよう況きようを整理しようとする。

　ポルシェにはチェンが乗ったままだったのか？

　地じ獄ごく耳みみを以もつて聞いていたユリが、腰こしからクマ端たん末まつを抜ぬき、電子地図帳を開いた。江え戸ど小しようへ向かう途と中ちゆうに江戸第三橋はある。川の水上十メートルに架かかる、長さ五百メートル弱の橋である。川は下流数キロで海へと出る。

　──犯人は最初江戸小を指定した。そのルートのさなかにある江戸第三橋から川へ金を落とさせ、ボートで回収して海へ逃げる肚はらだ。

「くそっ」シュンペータは腹立ち紛まぎれにハンドルを殴なぐった。

　敵は盗聴器に気づかなかったらしい。

　よくよく考えれば、それが当然と思う。だからこそ犯人は尾び行こうにあれだけ注意を払い、指定地中ちゆう途とで追走困難な水路へと切きり替かえたのだ。大だい凶きようかＸキッチンかでチェンに接せつ触しよくし、江戸第三橋でバッグを捨てるよう、聴ちよう覚かくに訴うつたえない手段を以もつて──盗聴器自体は見つけられずとも盗聴の可能性を考え──命令したのだろう。

　用心深い敵につられ策を弄ろうしすぎ、敵に謀たばかられたような塩あん梅ばいになってしまった。

　ともあれ、事態は変化した。シュンペータは煮にえた臘ろうの海に落とされたような感覚に囚とらわれつつ、善後策を思おもい巡めぐらした。

「追う手立てはあるか」

　モーターボートが水を切きり裂さく音を聞きながら、訊たずねた。

『いや。シュンペータお前なんぞ知恵あるか』

　あれだけこっちを嫌きらいながらいざとなると頼たよりやがって、とシュンペータは頭に来たものの、知恵は浮うかばない。

『おいっ、何とかせんかい、お前も俺おれに命握にぎられとんのやぞ』

　頼たのみ事ごとの際にまで脅おどしを掛かけてくる。全く以て下げ衆すな野郎だ。

　鎮ちん痛つう剤ざいで忘れていたはずの耳の痛みが甦よみがえってきた。爆ばく発はつする瞬しゆん間かんの鮮せん明めいなビジュアルが脳内に浮うかび、めまいを覚えながらも、電話口の向こうでオドオドするホアンホアンに言った。

「ポルシェはどうなった」

『もう走り出しとる』

「ね、シュンペータ」ユリが横から言った。ホアンホアンの声が聞こえていたらしい。

「ポルシェ追っ掛けさせて。体当たりでもして止めさせて。運転してる人引きずり出すの」

「どういうこった」お前信じたばっかりにこのザマやんけ、と舌打ちこらえてシュンペータは訊たずねた。

「確認したいのよシュンペータ。ポルシェに乗ってるのは、チェンさんじゃなくて犯人側の人よ、下したっ端ぱだろうけど」

「ポルシェを止めろホアンホアン。体当たりしてでも」

『どういうこっちゃ。そんなことして』

「いいから早くっ」シュンペータはヤケクソでホアンホアンに怒ど鳴なると、ユリに向き直って、「いまさらポルシェ止めても」

「乗ってるのチェンさんじゃないわ、きっと」

「何だって」

「いいからシュンペータは早くクルマ出して。ステラ追っかけんの」

「ユリ、金はもう取られたんだよ」

　ほぞを噛かむシュンペータを、ユリは胸に抱いたクマ端たん末まつとともに、真しん摯しな瞳ひとみを以もつてじっと見てくる。

　仕方なくバンを再発進させた。

　しばらくして、興奮気味のホアンホアンの報告が入った。

『捕つかまえたで。凄すさまじいスピードやったがとっ捕まえた。運転しとったのはチェンと違ちがう。いまウチのが調べとるが、どうもこいつ、金で雇やとわれたチンピラらしい』

　愕がく然ぜんとなる。

「これで確実でしょ。ステラに間ま違ちがいなくチェンさんもお金も乗ってる」ユリが得意げに微ほほ笑えんだ。「あたしねシュンペータ、大たい人じんち出るときに大人に言っといたのよ。江え戸ど川がわはもしかしたら犯人が身代金受け取って逃にげる経路に使うかもだから、下流に見張り付けといてって」

「え」

「間に合うかどうかわかんなかったけど、犯人がチェンさんをあちこち寄らせたから、いまごろ配置に付いてると思う。だから海へ出ようとしたら網あみに掛かかるわ」

　フー邸ていを出たとき忘れ物を取りに行くと言ったのはそのことだったか。

「でもねー、たぶん海に逃げようとしてるのってダミーよきっと。犯人の策はこうだよ。江戸第三橋でポルシェとボートの二手に分かれて逃にげることで追っ手を分散させる、と見みせ掛かけて実はどっちも使い捨て。追わせてるあいだにステラに乗のり換かえさせたチェンさんを本当の取引場所へ誘ゆう導どうするのよ。──あたしたちが勘かんづいてステラ追っかけてるとは知らないで、ね。シュンペータ、ちゃんと前見て運転してってば」

「なんでまたそんなことに気づいたんだ」

「江え戸ど小しように行くルート見るとさ、海に出る川を渡わたる橋が二つあるでしょ。だから途と中ちゆうの橋にクルマ停めさせて、川へお金落とさせて回収するんじゃないかって思ったの。正確には、そういう陽よう動どう作戦をやったんだと思うけど」

「もしダミーじゃなかったらどうするつもりだ。その可能性はあるんだぜ」

「ん。馬っ鹿だなぁシュンペータってば、それならそれで捕つかまえられるじゃない。言ったでしょ、河口に網あみ張らせたって。そりゃシュンペータの手て柄がらにはなんないけど、スーシャンさん助けるのが第一だもん」

「なんで俺おれに言わなかった」

「敵を欺あざむくには、」

「まず味方からねはいお嬢じようさまわかりましたわかりました」




　　　午前１時54分　レミアン町／臨海公園




　江戸川河口部に張っていたフー一家の人員は海へ出いでんとするボートを押おさえた。ボートには男一人と二つのバッグが乗っていた。現場へ急行したホアンホアンが男を締しめ上あげると、ポルシェの運転手同様使いっ走りだった。バッグの中身は一いつ杯ぱいに詰つめ込こまれた紙切れだった。盗とう聴ちよう器きも付いており、シュンペータとユリには男がとっ捕つかまってホアンホアンに尋じん問もんされる様子がずっと聞こえていた。

　金をスリ替えたのはどこか。当然Ｘキッチンである。

　ポルシェのほうの男は、Ｘキッチン駐ちゆう車しや場じようで男チエンに接触し、盗聴器を現金入りバッグから外し、雇やとい主ぬしから預かったダミーのバッグに付け替えたら、チェンをステラに乗り換えさせて、自身はポルシェに乗って江戸第三橋へ走り、ダミーを川へ捨てて逃げる。

　ボートのほうは、江戸第三橋付近に待機して、バダッミグーが落とされたら回収し、海へ逃にげ、適当なところでバッグを捨てる。

　そこまでが、数日前、顔を隠した雇い主に金を貰もらって指示されたことだったが、両者ともまさかマフィアに追っ掛けられるとは思わず、あっさり捕まった。もちろん犯人にとって二人とも捕まるのは想定内で、そのあいだにステラに乗ったチェンと取引を済ませる手はずだ。

　ホアンホアンが大だい凶きように部下を踏ふみ込こませて調べたところによれば、チェンはただ紅茶を飲んだだけだったそうで、これでユリの推理は全て当たったことになる。

　シュンペータはホアンホアンに聞くだけ聞いたあとさっさと通話を切った。もはや用済みだからだけれど、それよりも苛いら立だっていた。自分より先にユリが犯人の目もく論ろ見みに勘かんづいたのが気に喰くわない。ユリが内密に、河口に人を配置させていたのはもっと気に喰わない。とはいえ瞠どう目もくした。犯人側の二重の罠わなにはあの時点で一家の連中も自分も気づけず、ボートでの回収に狼ろう狽ばいするばかりだったというのに、先手を打っていたユリの機転は瞠目すべきことだ。

「何か変だよねシュンペータ」そのユリは、ステラを追うバンの車内、まだ腑ふに落ちない顔をして言う、「犯人、どうして盗とう聴ちよう器きに気づいたんだろ」

「バッグ調べたんだろ、そりゃ」

「ちょっとやそっとじゃバレないってシュンペータ言ったじゃん。あたしもなかなか見つかんないと思うわあれ」

「でも、事実見つかったっぽいわけだかんな」

「フーさんとこで造られた非正規品でしょ、どうやって盗聴器だって見み抜ぬけたのかな」

「そりゃ知らんけど、きっと何か見抜く手段があったんだろ」

「何よ。妖よう怪かいあやふやーねシュンペータ。よく考えてみてよ。犯人、お金の入ったバッグから盗聴器外して偽にせのバッグに付け替えた、ってことは、少なくとも偽のバッグ用意する前には知ってたってことになるでしょ」

「ん」

「わかんないかなあ、チェンさんがどんなバッグ持ってくるか知ってたってことじゃん。もしかしたら、最初から盗聴器が付くのも知ってたのかも」

「でもよ、盗聴器取り外すときゃ、その音がこっちにも聞こえるだろ」

「犯人、チェンさんにバッグ持ってクルマ出るよう言ったでしょ。その時の音に紛まぎれさせたんでしょう」

　敵がフー一家の内ない奥おうをやけに知っているのはシュンペータも引ひっ掛かかっていた。

「大体これ誘ゆう拐かいの手口からして鮮あざやかすぎじゃん。チェンさんやホアンホアンさんにも、街頭カメラにも全然気づかれないで、スーシャンさんさらうなんて」

　ユリが一つの結論を出したのにシュンペータは気づいた。伺うかがってみよう。

「営利誘拐じゃないとしたら納得いくよね」

「どういう意味だ」

「あれよ。内部犯か、もしくは狂きよう言げんかも知んないってこと」

「狂言って、スーシャンお嬢じようさんがか」

「共犯者はいるわよ。お金で雇やとった人じゃなくて、共きよう謀ぼう者しやが。内部にさ」

　実を言えば、シュンペータは狂言誘拐の可能性は考えなかったわけではない。ただ、内部に共きよう謀ぼう者しやがいたとしても釈しやく然ぜんとしないことが多い。スーシャンは確かに意志にそぐわない結婚を控ひかえていたけれど、なるべく闇やみ社しや会かいに出さないよう育てられた箱入りの娘むすめが、それだけで十億奪うばい取とる狂きよう言げん誘ゆう拐かいを仕組むとは考えづらい。共犯者にそこまでの度胸があるのかも疑問だ。しかしユリの説にも理はあり、どうにもこんがらがる。

「狂言だとしたら、動機は何だよ」

「よそんちのマフィアと結婚話があったんでしょ。それが嫌いやで、ってことじゃない」

「なら共犯者ってのは、スーシャンさんの恋人で、駆かけ落おちみたいな可能性が高くなるわけだよな。でもなユリ、一家の人間からスーシャンさんは恋人いないらしいって聞いたろ」

「らしい、ってだけよ。あの人たちの言うことがどこまで当てになるか」と言ってユリは、暗いウインドウの外へ指を差した。「シュンペータ、あれあれ」

　大きな公園が視界の左ひだり隅すみに見えた。遊歩道を挟はさんで海に面する公園だ。車道から公園を横断し、遊歩道へ出てコンクリートの手すりから見下ろせば海が広がる。

　臨海公園の隣となりの暗い駐ちゆう車しや場じようの一角に、ステラが一台だけポツンと停まっていた。ユリがすぐに視認したそれを、シュンペータは闇の中を数秒探さねば見つけられなかった。

「誰だれも乗ってない。チェンさん下りて取引してんのかな、犯人と」

　連れん絡らく手段である携けい帯たい電話はポルシェに乗った奴やつが持っていたから、犯人がチェンを本当の取引場所へ案内するにしてもそう複雑なルートは辿たどらないはず。

「あっ。あれあれ。あれチェンさんだよね」ユリがひたいをウインドウに当てて大声を上げた。「間ま違ちがいないよ」

　減げん速そくしてシュンペータも眼を眇すがめると、バッグを両手に持った男が、公園に入って行くのが見えた。「当たりだな」

　電話をしてきてからすでに二時間が経つ。ようやく取引が始まるらしい。

　シュンペータは公園と駐車場を通り過ぎた後、ライトを消し、バンを路上駐車した。

「さて、どうする、シュンペータ」

「ここまで来たら慎しん重ちようにやんないとな」

「そうだね、スーシャンさんの無事確かめてからじゃないと。でもさ」

　ユリの声のトーンが落ちた。

「犯人がここですんなりスーシャンさん渡わたすとはあたし思えないんだよね。というか、この場に連れてきてないかも知れない」

「それは考えられっけど」

「あと、狂言だったとしたら、一番怪あやしいのは、あんまし考えたくないけどチェンさんってことになるよね」

　シュンペータに気を遣つかったか怖おず怖おずと言う。

　二人はバンを下りた。潮風の冷たい薄うす闇やみを、公園へと歩いた。公園を車道と隔へだてる街がい路ろ樹じゆの隙すき間まを抜ぬけて園内に入ると、風はびゅうびゅう音を立てて強くなる。人の姿はゼロ。街頭カメラもないが、広い公園だけあって、ちょっとしたアパートほどもある物置小屋が、遊歩道に隣りん接せつする位置に建っている。身代金受うけ渡わたしに適しているのはその小屋をおいてない。園内にはまともに機能している電灯もなく、数年はろくに管理もされていないとみえるが、小屋の窓からはうっすら灯りが洩もれている。

「あの小屋かな」ユリお嬢じようさまも同じことを考えたらしく言った、「入り口の前に二人ぐらいの人が入ってった足あと跡あとが付いてるし」

「よく見えるな」

「あ、やば」突然ユリは叫さけんだ。

「どうした」

「忘れてた。迂う闊かつだったわ。全然捕とり物ものの態勢取れてないじゃん、犯人がボートでも用意してたら追おっ掛かけんのむずいよ」

　的確なことをおっしゃる。その通り、すっかり忘れていた。海沿い遊歩道の下には水路トンネルが通っていて、そこにボートやら海上バイクやらが隠かくしてある可能性は高い。というかこの時点で犯人の逃とう走そう経路は海ではない、と考えるほうが無理がある。

「なんでもっと早く気づかないんだよもう」

「あたしに言わないでよぉ、シュンペータだって気づかなかったじゃん」

　そりゃそうだ。素人しろうとのユリお嬢さまに頼たよるようじゃお終いだ。間に合うかどうかはともかく、シュンペータは急ぎフー・マンシュに電話し、一家の人間を埠ふ頭とう近辺の海へ迅じん速そくかつ静せい粛しゆくに回してくれるよう告げた。

　慎しん重ちようにやらねばならない。できれば直接対決は避さけたい。敵はマフィアのボスの娘むすめをさらう度胸と追っ手を煙けむに巻く知恵を持ち合わせている。

「じゃ、行ってみよー」ユリは小屋へ走り出した。

「じゃ、じゃねーだろがユリ。待て、ユリ、ちょっと待って」

　深夜二時を回った月光も電灯もない闇やみは、隠れずとも二人の姿を塗ぬり消けしてくれているが、──たとえ面が割れておらずとも見つかったらえらいことだ。シュンペータは後を追った。

　ユリは小屋の正面から横へ回り、背丈の倍ほどの位置にある窓を見上げ、小声で、

「シュンペータ、肩かた車ぐるま」

「あのなユリ、見つかったらまずいんだよ、凄すごく」

　風がうなり、中の気配は小屋の外からは分からず、中からもこちらの存在を気け取どられるとも思えないが、ユリみたいな落ち着きのないのは窓越しに勘かんづかれそう。

「調べるしかないでしょ。気をつけるわよ。だいじょぶだから、早く」

「わかったよ、じゃせめて靴くつ脱いで」

　シュンペータはしゃがみ、ユリを担ぎ上げた。ユリは窓の下ガマチに手を掛け、中を覗のぞいた。

「何か見えるか」

「暗くてよくわかんない。海のほう──遊歩道に出る側の壁かべはダンボールと木き箱ばこだらけね。手前の壁もそうだわ」

　眼が闇やみに慣れるのが常人の十倍早い。

「埃ほこりの上に足あし跡あとが見える。遊歩道に出る扉とびらに続いている。取引、終わったのかしら」

「人の気配は」

「ないね」ユリは無ぶ遠えん慮りよにシュンペータの頭を手で押おしまくり、シュンペータの後頭部で股またをうねうね動かす。

「しかしこうしてるとあれだなユリ。お前も一応女の子なんだってのがわかんな」

　シュンペータがつぶやいたら、ユリは不思議げに、

「ん。何よ急に。あっ、ちょっとっ！　お、下ろせシュンペータ！」

　言いい掛かけ、シュンペータの発言の意味を理解したらしく暴れ出した。またがった状態で腰こしを浮うかせ、シュンペータの後頭部を両手でぐーっと押してくる。

「危ねーだろ、静かに」

「下ろしなさいよこの変態！」

　手加減なしに頭をブッ叩たたかれ、シュンペータの身体はバランスを崩くずした。

　乗っかるユリごと、トーテムポールみたいにゆらりと倒たおれ、二人とも尻しりを地面にしこたま打ち付けた。二人そろって口に手をやって、悲鳴をこらえる。

「いきなり暴れんなって」

「シュンペータが悪いんでしょ」ユリは頬ほおを真っ赤に染そめ、作業服の股こ間かんを押さえてシュンペータを睨にらむ。

「見えたのは足跡だけか。人は」

「うん、誰だれも、あれっ。あれ何だろ」立とうとしたユリは、大きな眼を見開き、シュンペータ越ごしに公園中央の花か壇だんを見やった。

　シュンペータも振ふり返かえり、闇の中にお地じ蔵ぞう様さまほどの大きさの、緑色の物体が光っているのを見た。眼を凝こらすと、花壇の中に異いな雰ふん囲い気きを放つそれは、山盛りに積まれた草か花かのようだ。

「何だろ」

「さあ。あ、ちょっとユリ」

　シュンペータが止める間もなくユリは、小屋に背を向け、てくてくそっちへ走っていった。

「これ、タンポポだ」

「は」

「タンポポの葉っぱがいっぱい摘つまれてる」

「そんなの別にいいだろが。俺おれは海のほうを調べに」

「おひたしよこれ。タンポポのおひたし」

　ユリがタンポポの山に手を伸のばしたとき、

「「あっ」」

　二人の口から声が洩もれた。

　花か壇だんの土が陥かん没ぼつした。ユリはタンポポの山もろとも土に飲み込まれた。ミニチュア化された土ど砂しや崩くずれのように、アリジゴクに引きずり込まれるように、小こ柄がらな身体は一いつ瞬しゆんにして花壇の中へと沈しずんだ。

「シュンペータ助けてぇっ」

　ユリが叫さけんだ瞬間、シュンペータは主人に背を向け、小屋の扉とびらを蹴けり開あけた。ばかでかい悲鳴が響ひびき渡わたった以上もはや隠かくれる意味はない。

　懐かい中ちゆう電灯を点けると、ユリの言った通り埃ほこりの積もった床ゆかに無数の足あし跡あとがあるのみ。奥おくに積まれたダンボール箱ばこを片かたっ端ぱしから叩たたき落おとす。誰だれがいるはずもない。勝手口へと続く足跡を追い、ドアを開け、海辺の遊歩道へ出ると、黒い海が波の音を上げているだけ。

　と思いきや、風音に混じって駆く動どう音おんが聞こえた。欄らん干かんに飛びつき、身を乗り出して見下ろす。

　闇やみに紛まぎれさせておいたのだろう。歩道の真下数メートルの海上、水上バイクかエンジンボートか、波を切きり裂さく黒い物体が現れた。シュンペータは反射的に伏ふせた。欄干に隠かくれて眼を凝こらせば、搭とう乗じよう者しやまでは見えないものの、ボートらしき物体が沖へと走り出さんとしている。敵が乗っているのは疑う余地なし。

　シュンペータは脳細胞に緊きん急きゆう対策を練らせた。Ｘキッチン以降の尾び行こうを嗅かぎ取とられたとは思えない。時間差からして、敵が逃にげたのはユリの悲鳴に驚いてのこととも思えない。ボートは予定通りの行動だろう。では、チェンはどこだ。スーシャンはいたのか。

　何にせよ確かなのは、自分が下手を打ったということ。

　自力で這はい上あがったか、ユリが、倉庫を通って駆かけて来た。泥どろまみれ、タンポポまみれの顔に、可お笑かしいような腹立たしいような気きの毒どくなような思いが込み上げて、シュンペータはつい吹き出した。ユリは怒いかりと恥ち辱じよくに震ふるえて睨にらみつけてくる。それはこちらに体当たりして己もろとも海へ突き落としかねまじき怒ど気きを放っていたので、シュンペータは急ぎハンカチを出して、ユリの顔を拭ぬぐってやった。

　続いて端たん末まつを出す。報告を躊ちゆう躇ちよしている場合ではない。マンシュに経けい緯いを説明した。

「ところで、大たい人じん、最初の指定場所だった江え戸ど小しようのほうは」

『相手は現れなかったそうだ』マンシュは焦あせりを隠かくさず言った、『シュンペータ、どういうことだ。ホアンホアンはお前に一いつ杯ぱい食わされたとまで言ってるぞ』

「奴やつらが勘かん違ちがいしただけっすよ、それより詳くわしく江戸小の出来事を教えてください、まだ事件は終わってないんです」

　マンシュがホアンホアンから受けた話によれば、江戸小には誰も現れず、ポルシェの奴もボートの奴やつも使いっ走り以上の者ではなく、犯人につながる情報は聞き出せそうにないとのこと。

　また、ポルシェ車内からは「一言も口を聞くな」と書かれた紙切れが見つかり、恐らくチェンが乗り込む前からあったものと思われる。最初から犯人の手の内だったわけだ。

「畜ちく生しよう。……」

　ユリに隠かくれて、耳を押おさえて、草むらにうずくまる。




　　　午前２時32分　レミアン町／教会




　海にほど近く、潮風もかすかに香かおる教会は、深夜二時半を過ぎて、屋根の十じゆう字じ架か以外明かりを落としていた。

　眠ねむたげな初老のシスターは、キャンドル片手に、リズとロギーを礼れい拝はい堂どうへ案内した。「手短に願いますよ。疲つかれているようですので」

「感謝します、シスター」ロギーは丁てい寧ねいに頭を下げた。

　シスターは立ち去った。

「あたしがいたからここに入れたのよ」礼拝堂の扉とびらを開けようとするロギーに、リズは背せ丈たけの割にはやや小こ振ぶりとの評ひようを受けることが多い胸を張り、貸しを作ったことを強調した。

　肺はい魚ぎよ事件の他にロギーはソーピノーなる運び屋ベクターが襲おそわれた事件を調査中とのことだ。依い頼らい主ぬしは怪かい盗とう淑しゆく女じよドリーであり、この教会へ来るというので、リズも同行した。一いつ介かいの民間探たん偵ていであるロギーは、治安局員の肩かた書がきを持つ人間がいれば（たとえクビ寸前の下したっ端ぱであっても）、お堅かたい教会の門を開けるのに役立つと踏ふんだらしい。

「肺魚の件、あたしに全面的に協力してよね」リズは言った。競合は避さけ、味方に引き入れておく必要がある。

「わかってますよ」ロギーはにこやかに答えた。

　硬かたい木の扉とびらを開けると、パイプオルガンの音が聞こえた。

　無人の信徒席の奥おく、祭さい壇だんの横に置かれたオルガンの前に、青い修道服姿の少女が、柔やわらかく厳かな音色を奏かなでている。曲は賛美歌かと思ったが、「エマニエル夫人」のテーマ曲だった。

　リズはシスターの美しい金きん髪ぱつに、はっとした。

「あら。まりやん。まりやんじゃないの」

　場ば違ちがいな大声に、鍵けん盤ばんを弾ひく手が止まった。

　驚く金髪のシスターの元へ、リズは中央の通路を小走りに駆かけていった。

「何だ、まりやんあなた、こんなとこでシスターやってたのね。昼間はどうもね」

　シスターまりやんは混乱したまま、リズとロギーを交こう互ごに見た。嬉うれしげに近寄るリズに脅おびえたか、椅い子すから立って後ずさろうとする。

「メリークリスマス、シスター・マリアンヌ。僕らは怪あやしい者ではありません」

　リズ越しにロギーは声を投げた。二人が顔見知りだったのには意外げな表情をしたものの、すぐ微び笑しように戻もどった。優やさしげな低音はマリアンヌを落ち着かせる効果はあったらしく、顔に安あん堵どの色が浮うかぶ。

　二人は、オルガンの前に縮ちぢこまるマリアンヌの元へ来た。

「私立探たん偵ていのロギーといいます。ご安心を、悪いようにはしませんから」ロギーはいたわるように、触ふれたのがわからないような静かな動作でマリアンヌの肩かたに手を置いた。「手短にお訊たずねしますが、シスター・マリアンヌ、あなたはソーピノーという運び屋ベクターを御ご存ぞんじですか」

　マリアンヌはうつむいた姿勢を崩くずさず、蚊かの鳴くような声で、いいえ、と答えた。

　リズは、マリアンヌからわずかに酒の匂においを嗅かぎ取とった。

「そうですか。では」

　ロギーはオルガンの横、マリアンヌの顔を見つめられる位置に移動し、

「昨日深夜、あなたはどこにいましたか。時刻でいえば昨日二十四日の午前一時頃ごろです」

　硬こう直ちよくしているマリアンヌに、

「その時刻にですね、ソーピノーは何者かに鉄パイプで殴なぐられ、持っていたイエスの像を奪うばわれたんです。犯人は非力な女性らしく、髪かみは美しいブロンドだったとのことで」

　ロギーは微び妙みように嘘うそを混じえている。もはや犯人が明らかになり、解決を急いでいるためだが、あくまでジェントリィに、柔にゆう和わな瞳ひとみを以もつてマリアンヌに迫せまる。

「現場に落ちていた鉄パイプから、ソーピノーの着ていた服の繊せん維い片へんと指し紋もんを検出しました。外国人は短期の旅行者であっても入国時に写真撮さつ影えいと指紋採取が行われます。入国管理センターに問い合わせてみたのですけれど」

　言葉を切って、マリアンヌの表情の変化をうかがい、

「あなたの指紋と一いつ致ちしました。ソーピノーを襲おそい、イエス像を奪ったのは、シスター・マリアンヌ、あなたですね」

　マリアンヌは己の両腕を抱き、蒼そう白はくになって震ふるえ出だした。

　ロギーはクリーム色スーツの左ひだり腕うでをおもむろに上げ、祭さい壇だんの後ろ、幼おさな子ごを抱く聖母が描えがかれたステンドグラスを指差した。

「あの方の前で嘘がつけますか」

　突とつ如じよマリアンヌはオルガンに顔を伏ふせて泣き出した。蓋ふたは閉めていなかったため、鍵けん盤ばんにひたいが当たって礼れい拝はい堂どうじゅうにプア────と不協和音が鳴なり響ひびいた。それでもマリアンヌは泣き続けた。

「私は、私は酔よっていたのです。心しん神しん喪そう失しつ状態だったのです。あの男が許せなかったのです、邪じや悪あくな死神のような顔をした貧ひん相そうな醜ぶ男おとこが許せなかったのです。神聖な像を、何だか知らないけど薄うす汚よごれた銭かね儲もうけに使うなんて。私酔ってたんです」

　鍵盤にひたいをグリグリ押おしつけてむせぶ。

　マリアンヌは告白した。スピアシティへ来てから何もかも上手くいかず、やけっぱちになって、ひそかに酒に溺おぼれ、昨晩大だい凶きようでイエス像をまるで玩具おもちやのようにいらう男に怒いかりが込み上げ、店外で襲おそって像を奪うばったことを、数分掛かけて涙なみだながらに。その間ずっと鍵けん盤ばんにひたいをグリグリやってオルガンがプアープンアーと鳴り続け、聞き取るのにひと苦労だったが、やめろとは言いづらかった。

　あーうっせーと思いながら、リズは、震ふるえる肩かたに手を置いて言った、「まりやんあなたね、そりゃ頭に来んのもわかるけどさ、鉄パイプで殴なぐるってのはないんじゃないの」

「ごめんなさい。ごめんなさい。私はどうかしていました。えらいことをしてしまいました。罰ばつは受けます。どうかそれで一つご勘弁を主よ。ごめんなさい。アイムソーリー。対不起とういぷーちー」

「未成年者の飲酒はいけませんね」ロギーがハンカチを差し出し、「像はどこです」

「私の部屋に置いてあります」

　しゃくり上げるマリアンヌに、せめて鍵盤から顔上げて泣けよ、とリズが心中ぼやいていると、扉とびらのほうに人の気配を感じた。さっきのシスターが騒そう音おんに耐たえ兼かねたかと思えば、そこにいたのは、聖職者とは程遠い出いで立たちの、デップリ太った中年女だった。

「やあ、ドリー」ロギーはリズよりも早く気づいていたらしく、声を掛けた。

　女の黒くテカる顔に白い歯が覗のぞく。

　こいつが、鮮あざやかな盗とう術じゆつにて世間を騒さわがせた怪かい盗とう淑しゆく女じよドリーか。凄すごいデブだ。リズはドリーの名は知っていたものの、こんなんとは思わなかった。マリアンヌも涙なみだと鼻水だらけの顔を上げて、不協和音が止んだ。
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「お疲つかれ」

「どうやって入ったんです。許可取りましたか」ロギーが胡う乱ろんげに訊たずねた。

「怪かい盗とう淑しゆく女じよに錠じようなど在って無きが如し」

「昼間の話と違ちがいますね。怪盗じゃなく善良な一般市民じゃありませんでしたっけ」

「臨機応変」ドリーはのしのし歩いて来て、リズを見やって言う、「その嬢じようちゃんが犯人かね」

　リズはカチンときた。誰だれが犯人じゃ。これからこっちがお前を取り調べるとこだってのに。

「違いますよ。彼女はここへ入るのに力を貸してもらった治安局のリズ。あなたに訊ききたいことがあるそうなので、よろしく」

「そうか、で犯人は」細腕シスターが強ごう盗とうとは思えなかったか、ドリーは手をつかねる。

「その前に確認しておきたいのですがドリー、あなたは像さえ取とり戻もどせれば犯人はどうでもいい、と言いましたよね」

「最悪の場合はね」

「犯人を諦あきらめるならイエス像を取り戻せますが、いかがでしょう」

「構わないよ」

「シスター・マリアンヌ」ロギーは眉まゆを開いて、マリアンヌに言う、「御ご足そく労ろうですが、例のイエス像、持って来て頂けますか」

　ドリーはあんぐり口を開けた。「何だい。その子が、ソーピノーぶん殴なぐったのかい」

「犯人は諦める約束ですよね」一歩前に出たドリーを抑おさえ止とどめるようにロギーは片手を上げた。

「けどねえ」

「僕ぼくとの約束を反ほ故ごにするつもりですか」

　ロギーはそれまでたたえていた微び笑しようを瞬時に完全な無表情へと変えた。背にマリアンヌを庇かばい、ぞっとするほど冷たい眼まな差ざしをドリーに向ける。

　犯人を眼の前に惜しがる素そ振ぶりだったドリーは、苦笑いして手を振った。「いや、いや、わかってるロギー、あんたの怖こわさは知ってる。だけどたまげたね」

　ロギーは戸と惑まどうマリアンヌをいま一度促うながし、イエス像を取りに行かせた。

　マリアンヌは像を抱いて戻った。精せい悍かんな面構えの白い胸像で、デコボコした底の四よ隅すみに、先せん端たんの丸い親指ほどの支柱がそれぞれ付いている。

　ドリーは機き嫌げん良く、可愛い顔してあんたやるねえ、と修道服の背をバンバン叩たたき、像を受け取ると、ロギーに報ほう酬しゆうの入った封ふう筒とうを渡わたした。

「ソーピノーの治ち療りよう代だいに回すかな」中身を確認し、ロギーがつぶやいた。

　覗のぞき見みして、推定百万円の束が二つ重なっているのに眼をまるくしたリズだったが、「じゃ」と言うドリーの声を聞いて我に返った。

「ちょいとドリー」

　めんどくさげな怪かい盗とう淑しゆく女じよにＩＤを示し、

「治安官よ。訊ききたいことがあるんだけどね。国立美術館肺はい魚ぎよ盗とう難なんの件について」

「また、それか。さっさと済ませとくれ」

「んじゃ簡潔に。お前、やった？」

「いんや」

「証明できるのかしら」

「ロギー、どうだね」ドリーはロギーに顎あごをしゃくった。「肺魚事件の真相はわかったかね」

　ロギーは白金プラチナ頭あたまを掻かき、「手口は確かに似てましたが、アリバイがあります。工作の余地はなかったです」

「ということさ、お嬢じようちゃん。ところでロギー、賭かけは忘れちゃぁいまいな」

「ええ、もちろん」

　ドリーから視し線せんをそらしてロギーは言った。賭けとは何か知らないけれど、微び妙みように不安げな面おも持もちに見えた。

「用済みかね」内心地じ団だん駄だを踏ふむリズにドリーはにやつき、マリアンヌの金きん髪ぱつをガシガシ撫なでた。「じゃあね。困ったことがあったらいつでも言いなね」

　マリアンヌは面おもてを上げた。無罪放ほう免めんとなったにも関わらず、浮うかぬ顔。

「まだ心配事があるようですが」

　ロギーの質問に、マリアンヌは、三人を順じゆん繰ぐりに見て、

「私、実は今日も」

「また今日も誰だれかぶん殴なぐったの」

　リズの茶々に唇くちびるを噛かみ、

「お三方とも、私を助けてくださいませんか。あのう私その、何と申しましょうか、ちょっとヤバいことになってまして」

　誰かに聞かれるのを恐おそれるかのように、頭を左右に振ふって辺りを確認し、三人に思おもい詰つめた瞳ひとみをやる。

「落ち着いて話しなよ」ドリーが気きっ風ぷの好よいおばさん風に言った。

「何があったんです」

　優やさしく訊たずねるロギーに、リズは、もういいでしょうが、と声を出さず唇だけ動かした。ドリーが肺魚窃せつ盗とう犯はんの線が消えた以上、ここにいても無む駄だ。早いところこの男に美術館を調べさせたいのだが、全くお節せつ介かいな。

「私、私、」

　犬がちんちんやるみたいに、抱きつかんばかりに詰つめ寄よるマリアンヌの肩かたを、ロギーはお兄さんっぽく抱だき、

「焦あせらないで」

　と、慈じ眼げんを以もつて見下ろす。

　マリアンヌは語り出した。

「私、宣教の命を受け、イギリスはロンドン。霧きりの都・ロンドンよりこの国へ参りましたシスター・マリアンヌと申します」

　リズは嫌いやな予感がした。そんな段階から説明するのか。話の要点に関係あるんだろうな。

「英語・日本語・タガログ語・ヒンズー語など若くして六ヶ国語をマスターし、知能指数百四十五、ロンドン神学校始まって以来の秀才と称しようされた私ですが、しかし、聞いた通り無神論者の多いこの国ではなかなか上手いこといかず」

　以降、十分ほど、スピアシティにおける苦労話が延々続くのをリズは話半分に聞き流し、ロギーとドリーが黙だまって聞いていることに、我が慢まん強づよい人らだなぁと感心しつつ、どうやらマリアンヌは酒に溺おぼれる日々が続いている、というところだけは理解した。

「浮うき世よの憂うさを忘れるにはアルコールしかなかったのです。麻ま薬やくはまだまだ手に入りにくいですし。もとい、いけないことですし。そういったわけで毎日教会のお金をガメては地下街へ出向き、泥でい酔すいし、ヤクザの方と喧けん嘩か等したりしては警けい察さつの御ご厄やつ介かいになり、そのたび隙すきをついては牢ろうを抜ぬけ、それが一種の快感にもなっていたのですが」

　何だこの奇き行こう少女。

「で、今晩も飲んでましたんです。自販機のワンカップに始まり、一いつ杯ぱいのつもりが梯はし子ご酒ざけ、ベロンベロンになって町をうろつき、野良犬を缶かん詰づめでおびき寄せてはペンで眉まゆ毛げを描かいたり、野の良ら猫ねこを缶詰でおびき寄せてはペンで眉毛を描いたり、また、野の良ら狸だぬきをおびき寄せてペンで眉毛を描こうと思って、あちこちでタンポポを根こそぎ引き抜き、集めて、茹ゆでて、おひたしを作り、それを餌えさに落とし穴を掘ほったりしていたのですが」

「何やってんのあんた」

　一いつ風ぷう変わった娘むすめである。

「ごめんなさいごめんなさい主よごめんなさい」

「いいから続けて」

「そのー、ですね。実はですね、あのー、帰ろうとしたときに」

　すがるような瞳ひとみをロギーへ向け、動どう悸きがしたか息を途と切ぎれさせ、胸を押おさえて言った。

「人が殺されるところを見たんです」

　三人は顔を見合わせた。




　　　午前２時57分　マミオンヒル／ゴールドロップ邸てい




　トム・ゴールドロップはメイドの胸に顔を埋うずめて正方形ソファの上を組くんず解ほぐれつしながら、時たまテーブルに置いた端たん末まつに眼をやり、連れん絡らくを待っていた。

　トムは、灼しやく熱ねつの恋こいをしていた。誰だれもまともに取り合わないが、今度ばかりは本気だった。確かにこれまで女は金でどうにでもなったし、してきた。それが、彼女に会って変わった。

　フー・スーシャンのことだけは真しん剣けんだった。親父にフー一家へ連れて行かれ、ブヨブヨに太った老いぼれフー・マンシュに会い、握あく手しゆさせられたときは鳥とり肌はだが立ったが、お茶を運んできた一人娘むすめスーシャンは女神と見み紛まがわんばかりの美少女だった。急きゆう須すを傾かたむける、白くまばゆい手に瞳ひとみを灼やかれた。あの耳毛ジジイからこんな女神が生まれたのが不思議で仕方がない。

　親父に何とかならねえかと言ったら、またいつもの女おんな漁あさりか、といった感じの返しをされた。これが最後だ、今度だけは本気だとひたいを床ゆかに擦こすりつけて頼たのんだら、父フランソワ・ゴールドロップはフーに話をつけてくれたらしく、結婚話がトントン拍びよう子しにまとまった。聞くところによればこれは渡わたりに舟、向こうからの申し出もあったとのこと。

　彼女が俺おれのものになる。ガキみたいに心臓が鳴った。自分の恋が灼熱の恋だと知ったのはそのときだ。スタンダールはこう言った。恋には四つの種類がある。情熱の恋。灼熱の恋。残り二つは忘れた。街へ繰くり出だしての女遊びは欠かさなかったが、それは飯を食うのと同様に生理的欲求を満たしているだけで、いつもスーシャンが心の中にいた。スーシャンさえいればいい。あの娘さえいれば俺はハッピィなのだ。

　しかし、甘かった。世の中そんなに旨うまいことは行かない。父フランソワが厳げん酷こくなマフィア社会を生き抜き、頂点に君臨する男だということを忘れていた。己の野心を満たすためにはいかなる手段も取る鬼おになのだ。──

　自じ邸ていに帰り、いつものように出迎えたロリ顔巨乳メイドの胸をローリングしながら居間に入ろうとしたトムは、父が室内を歩き回りながら誰だれかと電話しているのを見た。

「何、すぐ片は付く。長いことご苦労だった」

　父フランソワは機き嫌げんが良かった。これはついている。

　居間の電話にはレコーダーが仕し掛かけてある。事あるたびに「馬鹿息子が、貴様はそれでも偉い大だいなる俺の息子か」と罵ののしられ、腹いせに取り付けたものだ。小こ遣づかい稼かせぎになりそうな情報を得るのが目的であり、ネタは金かね儲もうけに詳くわしいメイドに伝えて、ちょくちょくインサイダーなんたらで稼いでいる。

「いい報告を待ってるぞ」

　トムはメイドの口にねじ込んでいた舌したを抜ぬき、火ほ照てった巨乳を一ひと捻ひねりして、たったいま戻もどって来たかのように言った。

「よお親父ご機嫌だな。逃にげた母さんが見つかったか」

　フランソワは苦い顔になった。半分近く残った薄はつ荷か煙草たばこを灰皿に押おしつけ、

「茶会の準備は済んだのか。お前がしっかりしてねえとファミリーの恥はじになるんだぞ」

「わかってるわかってる、俺も所しよ帯たい持つんだしな」

　視線を避さけるように父の眼が泳いだ。訝いぶかしく思ったが、ひとまずさっきの通話内容を聞くため自室へ入った。

　そして、驚くべき内容を聞いたのだった。

『くれぐれも証しよう拠この残らんようにな』

　レコーダーから、父フランソワの声が煙草たばこの煙けむりを吐はく音とともに聞こえる。

『坊ぼっちゃんには申もうし訳わけないですな』

　通話相手は、聞き覚えのある声だ。

『心配いらん、女は腐くさるほどいる。あの御ご面めん相そうでも銭ぜに次第だ。どうせフーの娘むすめにも一時的に入れ込んどるだけだ。お前はそんなこと気にせずしっかり始末しろよ』

　トムは眼を見開いた。

　始末。──スーシャンを？

　眉み間けんに皺しわを作るトムの前、電気を通したフランソワの話は続く。

『だが娘はトムのことは蛇だ蝎かつのごとく嫌きらってるのだろ。娘がお前に惚ほれてるなら、駆かけ落おちなぞ面めん倒どうな話じゃなく心しん中じゆうに見せかけたほうが話は早いのじゃないか』

『それでは計画全体に対して効果が薄うすいですね。金も手に入りません』

　恐おそろしくショッキングな言葉が出てきたが、駆け落ちとか心中とか、一体何の話だ。

『約束通り身代金の一割はお前への報ほう酬しゆうだ、終わったら手はず通り当分のんびり遊んで来い。何、すぐ片は付く。長いことご苦労だった』

　ふと思い当たることがあって、一人あっと息を飲んだ。

　フー一家には、以前よりスパイを潜せん入にゆうさせていると聞く。父は息子を能無しの穀ごく潰つぶしと考えてファミリーの勢力拡大に関する情報は教えようとはせず、トムも興味を持たなかったけれど、スパイの件については子分モンキーやドッグが話してくれたことがある。

　父の通話相手がそいつだとしたら──いまの話から推し量るに、スーシャンは父の放ったスパイに惚れ、婚約者であるトムから逃のがれるため、駆け落ちをしようとしている。むろんスパイにそそのかされたのだ。そして、スパイは自分とスーシャンが駆け落ちしたと見せかけて、スーシャンを殺し、国外へ逃にげる。

　もしスーシャンが男と駆け落ちなどという事態になれば、これはファミリーがフーに面子メンツを潰された形になる。つまり抗こう争そうを仕し掛かける格好の理由がつく。父フランソワは、ファミリーが勢力を統一する中、依い然ぜんとして自分たちに次ぐ力を保つフーをどうにかしたいと考えていた。それを嗅かぎ取とったフーのほうも、跡あと取とり同士の結婚による同盟を狙ねらい、事を収めようとしていたのだが、やはり父は完全にフーを叩たたき潰つぶす肚はらだったのだ。

『いい報告を待ってるぞ』

　通話は切れた。トムはレコーダーをぶっ叩いた。飛び上がった。居間へ走った。父の姿がないのを確認し、電話を取り、リダイアルキーを押し、父の掛かけていた電話の番号を暗記した。

「またちょっと出るわ」

　声を投げ、庭へ出た。端たん末まつからさっきの番号へ、こちらの番号を通知して掛かけた。

　一分ほど呼び出し音が鳴ったあと、相手は通話に出た。しかし、何も言わない。

「おい。俺おれだ。トムだ」

　相手は黙だまっている。息いき遣づかいも聞こえない。

「お前のことは知ってる。なあ。フーのとこにもぐり込んでるんだろ」

『…………』

「お前は、スーシャンと狂きよう言げん誘ゆう拐かいを仕組んで駆かけ落おち──フーにそう見せ掛ける計画を考えてんだろ。なあ」

『…………』

「だが俺は、俺とお前、双方がそれ以上に得をする話をしたい」

『悪ふざけはやめてください』

　やっと喋しやべった。改めて耳元に響ひびくのはやはり覚えのある声だった。

「聞けよ。お前はスーシャンを殺そうとしてるんだろ」

『は』

「しらばっくれなくてもいい。いいか、計画を中止しろとは言わねえ。若じやつ干かん変へん更こうしろ」

『何のことでしょう』

「俺の要求は一つだ。スーシャンは殺さずに俺に渡わたせ。身代金をフーから受け取ったら、お前は計画通り外国でもどこでも逃にげりゃいい。しかしスーシャンは殺すな、俺によこせ。あいつは俺のもんだ」

『おっしゃってる意味がよくわかりませんが、そんなことしてどうするおつもりです』

「わかってるよ、スーシャンはいまの段階じゃそこまで俺を好きなわけじゃない、って言いたいんだろ。大だい丈じよう夫ぶさ。三日と掛からずに心変わりさせる」

『はあ。で、どうするおつもりです』

「親父が許すはずねえってか。心配いらねえ、こりゃ駆け落ち相手が変わったってだけの話だ。スーシャンはお前じゃなく、俺と逃げる。それこそ国外だろうとどこだろうと。俺はスーシャンとなら未練はねえ」

　喋しやべるうち興奮してきたトムは、自らの言葉に、スーシャンへの想いが本物であることを改めて自覚した。組織の跡あと取とりの地位を捨ててでもスーシャンと一いつ緒しよにいられればいい。

『何の話なのか理解できません』

　冷静な声が返ってくる。必要最小限の言葉しか口にしない辺り、親父の放ったスパイだけあって用心深い。

「いいか、簡単な話だ。お前は、アジトを──スーシャンと隠かくれてるアジトを、金を奪うばったあと俺に教えてくれりゃいいんだ。ああわかってる、報ほう酬しゆうだろ、いくら欲しい」

『そういう問題じゃないんですが』

「わかった、わかった。現金は面めん倒どうだよな。じゃどうだ、うちにある例の猫ねこをやる」

　それは祖父の代に、ある構成員がファミリーへ入る際に手て土産みやげとして盗ぬすんできた某ぼう国こくの国宝である。美術的価値以上に、出しゆつ自じにより買い手次第では天文学的な値が付く。

「どうだ。他に欲しい物があれば言え。できる限りの物はやる」

　答えは返ってこなかった。熟考しているとも、話にならないと呆あきれているとも取れた。

「本当だ、何でもやる。だから頼たのむよ。あの娘を殺さないでくれ、頼む」トムは哀あい願がんした。

　なおも沈ちん黙もくが続いたが、やがて、電話口からボソリと返答が聞こえた。

『よくわかりませんが、今夜連れん絡らくを入れます』

　トムは、ああ、と安あん堵どの呻うめきを漏もらした。

　日付は二十五日に替わり、午前三時を過ぎ、シリコンフィルソファの上で一時間掛かけてお仕着せを脱がせて裸はだかにしたメイドの乳に顔を挟はさませたとき、端たん末まつが着信を知らせた。




　　　午前３時30分　フー邸てい




「やれやれだな。いまどきあんな原始的な落とし穴に引っ掛かるって一個の人格を持つ人間としてどうなんだ」

「うるさい」

「どうかしてるよホント。なんであそこでタンポポのおひたし食いたいんだ。意い地じ汚きたないにも限度ってもんがあるわ。妖よう怪かいはらぺこ娘むすめか」

「だから別に食べようとしたわけじゃないっての！　何かと思うじゃん、あんなとこにタンポポが山盛りになってたら！　何よ妖怪はらぺこ娘って」

　真っ赤になってわめくユリを軽くいなし、シュンペータはフー邸へとバンを飛ばした。

　戻もどった二人は冷ややかな眼たちに迎えられた。

「シュンペータ」ホアンホアンが言った、「お前この責任どう取るつもりや」

「責任てなどういう意味だよ」

「お前が犯人取とり逃にがしたことやろが。金も持ってかれよって」

　ぶっ飛んだ責任転てん嫁かにシュンペータは呆あきれたものの、多た勢ぜいに無ぶ勢ぜい、クルマの交こう換かんにまんまと騙だまされた幹部どもはいきり立っている。テーブルには盗とう聴ちよう装置の残りシートが空しく放られ、広間に重苦しい空気が沈ちん滞たいする。ユリはシュンペータにピッタリ寄より添そい、小さくなっている。

　ボートは未だ見つからず、チェンは行方不明のままだ。犯人と行動を共にしているのか、或あるいはこれが狂きよう言げんとすればスーシャンと共きよう謀ぼうしているのか。

「連絡がないのは、犯人は目的は果たしたってことか」マンシュが長い耳毛を力なく揺ゆらし、止んぬる哉かなといった呟つぶやきを漏もらした。「そうなるとスーは」

「いや大たい人じん、まだわかりません」と、シュンペータは、「諦あきらめたら状じよう況きようは悪化します。失敗は素直に認めてこれからどうするか考えねえと」

「のんきなこと言うな」ホアンホアンが中ちゆう途と半はん端ぱに伸のびた耳毛を揺ゆらして割り込んだ。「貴様そんなことは解決策の一つでも出してから言わんかい。出しゃばって来て何の役にも立たんかったじゃ済まさんぞ」

「うるせえな」

「おいおいシュンペータよう、お前自分の立場わかっとんのか。何ならここで始末つけたろか」懐ふところから素早く爆ばく弾だんのリモコンを抜ぬき、射出口をシュンペータに向け威い嚇かくする。

　ホアンホアンに賛同する空気が広間に広がっていくのをシュンペータは感じた。

「ま、待て。落ち着けって。俺おれの考えを話す」

「偉えらそうに何言いよる」

「これからの行動にも関係する。よく聞け」

　顔が蒼あおざめるのを自覚しつつ、集まったフー一家幹部たちを四し顧こした。まとまっていない推論だが、嫌いやな空気を変えるには止むを得まい。

「誘ゆう拐かいは狂きよう言げんの可能性がある」

　マンシュの象ぞうみたいに細い眼が瞬またたいた。

「狂言ってシュンペータ、お前はスーが仕組んだというのか」

「あくまで可能性の話っすけど。スーシャンお嬢じようさんは近々結婚予定してたんすよね、乗り気でない相手との。お嬢さんは結婚については何と」

「それは、まあ、お前の考える通りだ。乗り気というわけじゃなかった」

　マンシュは咳せき払ばらいし、歯切れ悪く答えた。娘むすめを人ひと身み御ご供くうにすることには後ろめたさがあったのだろう。

「そうでしょ。ところで誰だれが結婚の案を出したんすか」

「それは、俺と、そうだな、ホアンホアンが」

「なるほど」シュンペータはホアンホアンをちらと見た。

　ホアンホアンは眼を斜ななめ下へ逸そらした。

「大人。結婚問題が狂言誘拐の動機ですよ」シュンペータは声を張り上げた。

　信じ難いのか、マンシュは顔の肉に埋うまった首を傾かしげる。

「そう、どうしても結婚が嫌いやだってんならまずは逃にげる算段を打つと思います。めんどい計画立てずとも当座の金はあったでしょうし。でももし、お嬢さんに想おもい人びとがいて、そいつが一家の内情に通じていて、お嬢さんをそそのかしたんなら」

「誰だ。まさか、チェンか」思い当たったらしく、マンシュは腰こしを浮うかせ掛かけた。

「とすれば、一応の納得はいくんすよね、誘拐の手口にしても。誘拐現場のトイレをチェンは見張っていたということですが、フロアにいたホアンホアンの監視は、どうにも頼たよりない」

「いい加減なこと吐ぬかすな。俺おれはちゃんと見てたわ」ホアンホアンが叫さけんだ。

「そうかい。お前はフロアをぶらついてただけだったと聞いたがな」シュンペータは顎あごを上げ、ホアンホアンに指を突き付けた。「二言はないな。貴様本当にちゃんと見てたんだな。絶対に数秒たりとも眼を離はなさなかったんだな。わかってんのかお前、お前だって容疑者の一人なんだぞ、チェンが共犯だとすりゃお前の協力があったと考えることに無理はないんだからな」

「ち、違ちがう、違う。そんな阿あ呆ほな。そりゃ数秒と言われりゃ眼ぇ離したかもしらんが、状じよう況きよう見れば教育係のミンかて怪あやしいやろが」

「ミンね。当然彼女も容疑者のうちだ」

　シュンペータがそう言ったあと、広間は沈ちん黙もくした。

　誰だれ一人として、打つべき手が思いつかないのだ。皆みなうつむき、考え込み、呼吸の音だけをさせながら、時間だけが空しく過ぎる。

　何もできないまま、窓の外には、雀すずめの鳴き声が聞こえ、柔やわらかい水色の光が満ちてきた。暁あかつきの薄うす明あかりは広間の人間に、特にシュンペータに恐きよう怖ふと焦あせりをもたらした。

　柱時計の秒針がハッキリと聞こえる静けさの中、不意にドアがノックされた。

「失礼します」

　急いた調子の声がし、ドアが開いた。

　構成員の後ろに、コート姿のミンがいた。

「何だ、どうした」

　マンシュの言葉に、ミンは一礼して早足に寄って来て、

「お、お嬢じようさまからお手紙を頂いたのです」

　と、声を震ふるわせた。

　全員が腰こしを上あげ掛かける前で、ミンは懐ふところから開かい封ふう済ずみの封筒を出し、上かみ座ざのマンシュに差し出した。マンシュは奪うばい取とって、すぐに中の便びん箋せんを取り出し、ローブの膝ひざの上に広げた。幹部たちはざわめきながらソファを立って、マンシュの後ろに集まった。

　マンシュはミンに眼光鋭するどく視線を投げる、「届いたのはいつだ」

「いつ届いたかはわからないんです。私、昼にここを出て、その、疲つかれてまして、家に着いた途と端たん寝てしまったのです。つい先程起きたのですが、郵便受けに手紙を見つけて」

　ミンの喋しやべるあいだにシュンペータはマンシュのそばへと寄った。封筒に、先生へ、スーシャン、とだけ書かれているのを見た。

　マンシュがぶよっちい手を震ふるわせ、便箋を読む後ろ、シュンペータと幹部たちは場所を奪うばい合あいながら、ぎっしり書かれた文字を追う。古い軍人が書いたかのごとく達筆なため、読みづらく、細かい部分まではわからないものの、速読して触さわりを抜ぬき取とれば、




　ミン先生御世話に成りました。先生を信用して告白しますが、スーは結婚するのが嫌いやなのです。あの面皰にきび痕あとクレーター鷲わし鼻ばなピアス野郎と添そい遂とげるのならばいっそ死を選びます。ですがスーには愛する人がおり、死ぬことにも躊躇ためらいがあるのです。スーは愛する人と一いつ緒しよに去ります。父には勿もち論ろん、誰にも言わないで下さい。御世話になりました。左様なら。かしこ。




　こんなところだ。

「私、黙だまっていようかどうしようか悩んだのですけれど、やはり大たい人じんにはお伝えしようかと」ミンが、マンシュが読み終えたのを見計らって言った。己の決断が正しかったかどうか考えあぐねているのか、眼を泳がせ、マンシュの顔色をうかがう。

　報告したのは、妥だ当とう、賢けん明めいな行動だといえる。もしもスーシャンが戻もどった場合、手紙のことを黙っていたのがマンシュにバレたら、ただでは済まない。

　手紙を見せても父親なら娘むすめに酷ひどい仕打ちはすまい、とミンは考えたのだろうが、腫はれぼったい瞼まぶたの奥おく、マンシュの目玉は充じゆう血けつし、弛たるんだ頬ほおは痙けい攣れんし、耳毛はいまにも逆立ちそう。マンシュの頭の中にはハッキリと一人の男の顔が浮うかんでいるのだ。

「チェンを捜さがせ」

　歯は軋ぎしりとともに低いうめきが流れた。

「捜せ。何としても捕とらえろ」

「待った、大人、待った」マンシュの命令に子分どもが動こうとしたとき、シュンペータは言った、「チェンがスーシャンお嬢じようさんそそのかしたと決めつけんのはまだ早いです」

「ああ、何だと？」マンシュは苛いら立だっていた。ここまで来て何が早そう計けいなのだ、と言わんばかりにシュンペータを睨にらむ。

　シュンペータは自身に問うた。信しん頼らいし合あっていた親友チェンに裏切られた、とは思いたくない──だから奴やつを犯人と認めるのが嫌いやで、俺は抵てい抗こうを試みているのか。理路整然とした理由も無しに、感情だけで奴を庇かばおうとしているのか。

　違ちがう。私情を抜ぬきにしたってこれは引ひっ掛かかる。

「おい、シュンペータ」マンシュが呼ぶ。「何ボケッとしてる。一体何を気にしてるのだ」

「いえ、筆ひつ跡せき、筆跡は。筆跡は、スーシャンお嬢さんのですか」

「ああ、スーの字は俺が覚えてる限りこんな達筆だ」

　手紙と日記の筆跡は瓜二つだ。他人が書いたと言える論ろん拠きよはない。またチェンが黒幕と考えれば、盗とう聴ちよう器きの付け替えや取引現場から姿を消したことなど、大たい抵ていは納得がいく。

「いやその、冷静に考えてください。スーシャンお嬢さんが書いたかどうかは疑わしいっす」

「何だ。手紙は偽にせ物ものだってのか」

「いえ、偽物というか、あの」

「マンシュ大人」

　ユリが声を上げた。グダグダなシュンペータの前に出て、

「シュンペータが言おうとしてるのはこういうことです。スーシャンさんが書いたものだとしても、確かにスーシャンさんの意志なのか。文面に別の意味合いがないか。大たい人じんたちが手紙を読んでどう動くのかを計算に入れてのことか。もろもろ考えて、疑わしいってだけです」

　いったん言葉を切って、

「──ところでミンさん」

　と呼ぶ。

　ミンはビクリとして、ユリのほうを向いた。

「間ま違ちがいなく、ミンさんちの郵便受けに入ってたんですよね」ユリは無ぶ遠えん慮りよに封ふう筒とうと便びん箋せんを拾い上げ、正面からミンを見み据すえる。

「それは、間違いありません」

「ですか。消印もないから直接放り込んだのかな。届けること自体はそこらの子供にでも頼たのめばいいわけですけど。ミンさんが帰った昼から夜のあいだに届いたってことになりますけど、こんな手紙書くってことは、スーシャンさんは計画が成功するの確信してたんですね」

「だから送ってきたんだろ」マンシュが焦じれったげに言ってシュンペータを見る、「シュンペータ、何がそんなに引ひっ掛かかるのだ」

「いや大人、いまのは俺おれが言ったんじゃなくて。おいユリ」

「あたしたちが気になってんのは、手紙の内容じゃなくてタイミングです」ユリは言った、「犯行声明は全てが終わってから出すものでしょ。この手紙に書いてあるのって、まんま事件の真相じゃないですか。まだ逃にげ切きれたと思えない時点で、こっちに教えてくるなんて、どうにも引っ掛かります」

「そう、そういうことです」

　シュンペータが適当に合わせると、さらにユリは続ける。

「手紙は、誰だれかがスーシャンさんに書かせたか、スーシャンさんの筆ひつ跡せきを知る者によるダミーじゃないかっていう推測が成り立ちます。──何というか、あたしとシュンペータには、犯人側にちょっとしたアクシデントがあって、結末つけるの急いだんじゃないかと思えるんです」

「そう、そういうことです」

「つまりどういうことだ」

　マンシュの問いに、ユリは言った。

「そこがよくわかんないんです」

　妖よう怪かいあやふやー登場。

　一同が顔をしかめたとき。

　また広間のドアがいきなり、今度はノックもなしに開いた。

「やあ毎度。治安局の者です」

　全員が振ふり返かえった視線の焦しよう点てん、酒屋の御用聞きみたいな口上とともに現れ出でたるは、微び笑しようを浮うかべたパンツスーツの若い女。

　地下街で、スキーマスクをかぶり鉄パイプを振ふり回まわして強ごう盗とうやっていた女治安官だった。

　マフィアの本ほん拠きよ地ちに単身乗り込んできたふてぶてしい態度の女治安官リズに、シュンペータは、「馬の合わない女」という第一印象を確信に変えた。




　　　午前４時９分　鳴なる滝たき町ちよう／国立美術館




　突とつ如じよとして民間探たん偵ていに端たん末まつを突き付けられた門番は、薄うす闇やみに浮かぶモーキ空中スクリーンに、昼間訪れた治安局の女が現れたのに驚いた。そして「私が許可を出すからそこの白金プラチナ頭あたまを国宝展示室へ通してください」との言葉に眼を白黒させた。門番は、女がどれほどの地位かは知らずとも、非常事態なのは知っていたので、昼に追い返した際とは打って変わった態度で、民間探偵を通した。

　ロギーには確かめておきたいことがあった。──

　たぶん捜そう査さ官かんたちは、盗ぬすんだ犯人が当然肺はい魚ぎよを持っている、という推定に囚とらわれている。朝九時までに肺魚を取とり戻もどさなければならないわけだから、現場を調べるより犯人探しのほうに夢中らしく、実際、リズが昼に美術館を訪れた際、現場には誰だれもいなかったという。

　現場へ入ったロギーは、一つの推理のもとに展示室をほじくり始めた。警備担当者ゴンゾの立ち会いのもと、虫眼鏡をあちこち押おし当あてて何分間も姿勢を崩くずさず見つめたり、床ゆかを這はい回まわったり、展示台に素手でベタベタ触さわったり、と、クラシカルな捜査を淡たん々たんと行う。

「何かわかるのですか」

「いえ、これはほんの下調べです」

　ゴンゾは迷めい惑わくげな面おも持もちをしつつも、自分に責任があるだけに、辛しん抱ぼう強づよく待った。

　夜明けが近い。窓の外はしらじらと淡あわい曙しよ光こうが広がり始めている。あと五時間もすれば、イギリス女王に肺魚献けん上じようの時が来る。そこで、日本連れん邦ぽうは世界中に恥はじを晒さらすことになるのだ。そもそもなぜ我が国の宝をばあさんに渡わたすなどという案が出たのだ。愛国者ゴンゾが唇くちびるを噛かみしめていたら、背後のドアがいきなり開いた。

　乱暴な音に振り返れば、眠ねむたげな瞼まぶたをした初老の男が、大きな鞄かばんを肩かたに提げて立っている。ドアを蹴けり開あけた足を下ろして、ゴンゾが誰何すいかする前に、

「あんたが警備責任者のゴンゾさんか」

　と、ダミ声を発した。

「俺おれは碇いかり矢やってぇ探偵だ。そこの白金頭の飼かい主ぬしだ。当局のアウトソーシング受けた者だ」

　戸と惑まどうゴンゾに一方的に喋しやべり、ロギーのほうへズカズカ歩いていった。

「ロギー、わざわざ俺様を呼びつけたのは進展があったってことだな」

「いまはまだ」と、ロギーは言って、すぐに、「やっと中へ入れましたのでね。進展する可能性がある、ということでお呼びしました。しばしお待ちを」

「眠いってぇのによ」碇いかり矢やは大あくびして、ゴンゾに、「おいあんたわりいけどコーヒー頼たのむ。ブラックでいいや」と言い捨て、展示室を出ていった。

　仕方なしにゴンゾがカップベンダーへ行こうとすると、

「ゴンゾさん」

　ロギーに呼ばれた。

「現場はいじってませんよね」

「捜そう査さ員いんの方々が調べていかれた以外には何も。今日は清掃業者の来る日でしたが中止しました」

「そうですか。では失礼ですが、少しのあいだ私一人にして頂けますか」

　ゴンゾは首を傾かしげた。口調は丁てい寧ねいでも、ロギーの蒼あおい瞳ひとみには有無を言わせぬ光があった。

「私は当局の依い頼らいを受けた者です、案ずることはありません」

　当とう惑わくしたものの、断る理由もない。カップベンダーでホットコーヒーを買って、ロビーで自宅以上にくつろぐ碇矢に渡わたし、自分もそこでロギーの調査の終わるのを待つこととした。

　厚い扉とびら一枚隔へだてた展示室から、モーターの回るような音がした。何をしているのか気き掛がかりで幾いく度ども立ち上がったが、碇矢はうるさげな顔をしながらも黙もく々もくとコーヒーを啜すすっていた。

　ややあって、モーター音が止むと、扉が開いた。

「何やってたんだよ。うっせえなあ」碇矢が紙カップを潰つぶして言う。

「どうも」

　顔を出したロギーは、右手にトイレットペーパーの芯しんほどの黒い筒つつ状じようの何かを持っている。碇矢とゴンゾが展示室に再び入ると、その物体を真ん中の辺りで二つに切きり離はなして、中から卵のような物体を取り出し、碇矢に差し出す。

「社長、こいつ調べて下さいな」

　受け取った碇矢に、ロギーが一言二言耳打ちすると、碇矢は「ああわかった」とかったるげに言って、また廊下へ出ていった。

「捜査は終わったんですか」ゴンゾは訊たずねた。

「一通りはね」

　ロギーは、肺はい魚ぎよの載のっていた展示台を見た。岩がん頭とうを象かたどった台の上には何も載っておらず、岩そっくりの質感を持ったラミネートがあるだけだ。

「しかしこうしてみると、寂さびしいもんですね」白金プラチナの眉まゆ尻じりを下げてつぶやいた。「肝かん腎じんの彼、彼女かも知れませんが、肺魚がいなくてはね」

「申し訳ありません」ゴンゾはうつむいた。

「いえ、そんな意味では。ですが、もし地じ震しんでも起きたら大変ですね。肺魚がこの上にいたら」

「普ふ段だんは岩全体が強化ガラスに囲われています。強い揺ゆれを感知したら内部にエアバッグが飛び出して肺はい魚ぎよを守るようになっています」

　それもいまとなっては無用ではある。

「なるほど。そういった厳重なセキュリティを犯人は突破して、ガラスを外し、そっと肺魚だけを持ち去ったと」

「恐おそらくそうかと。近頃出所したドリーという盗とう賊ぞくが犯人なのではないですか。以前捕つかまえたのはロギーさん、あなたなんですよね。ドリーのシステム侵しん入にゆうを読んで」

「ええ。この事件の犯人がドリーであってほしい、と、僕ぼくは誰だれよりも願ってました」ロギーは力を込めて言った。

「はい？」

「失礼、こちらのことです」ロギーは咳せき払ばらいして、「ドリーには今回、確固たるアリバイがありましてね。他の人物による犯行とみる他ないのですが、ドリーほどの技術を持っているとは考えにくくて。そこで知恵をしぼって、一つ大きなヒントになったのが、立場上ドリーと同じことができる人間が存在した、という事実です」

「どういう意味でしょう」

「あなたなら可能ということです。ゴンゾさん」

「えっ。御ご冗じよう談だんを」

　ゴンゾは眉み間けんに皺しわを作ったが、ロギーは視線を逸そらさなかった。

「事件当刻、本館国宝展示室をチェックしていたのはゴンゾさん、あなただけでしたね。チェックルームには、ずっと肺魚が元通り置かれている映像が映っていた。本物は消え失せたのにね。それはドリーではなくあなたの映像操作によるものではありませんか」

　どうやら民間探たん偵ていが本気で言っているのを悟さとり、ゴンゾは心外な表情を浮うかべた。

「どうして私がそんなことをする必要があるんです」

「ゴンゾさん。あなたはここに一日の欠勤もなく勤めてきたそうで。毎日、国宝たちを見てきた。誰よりも国宝たちを愛してこられた。言いい換かえれば誰よりも国宝に詳くわしく、それらを守る警備システムも熟知してる」

「そりゃシステム知らなければ警備はできませんし、ここなら眼をつむっても歩けますよ。私が盗ぬすんだと言うなら調べてください、家宅捜そう索さくでも何でもどうぞ。もっとも出入りの際のチェックは機械だけでなく別セクションの人間が行いますから、無む駄だと思いますがね」

「話を最後まで聞いてください。ゴンゾさん、あなたは国を愛する気持ちは誰にも負けない方です。ある日、国宝の中でも最も気高い、これぞ国を護る名宝、との声も世にある肺魚を外国に渡わたすと決まった。ゴンゾさん、あなたがどう思われたか非常に興味深いところです」

「私は上に従うだけです」

「ですか。多分そうでしょう。ただ、相当反対されたとは推察しますが」

「反対するのは当然です。おっしゃる通り肺はい魚ぎよは我が国の守護神だったわけですからね」

「だった、とおっしゃいましたか、いま」ロギーは空すかさず訊たずねる。「肺魚は我が国の守護神だった、と」

「先を続けてください」

「ゴンゾさん。あなたは肺魚が外国に譲ゆずり渡わたされるのが許せなかったが、すでに決定事じ項こうとなり、いかんともし難い。これは、国のため。守り神の犠ぎ牲せいも致いたし方かたなし。あなたはそんな風に自分を納得させようとしたんでしょう」

「だったら何です」

「怒いかりは押おし殺ころした。無念さは胸に仕し舞まい込こんだ。しかし最後の別れとなる前に一度だけ直じかに触ふれたい、眼に焼き付けておきたい。そう考えたあなたは、昨夜警備担当だったのを利用して、セキュリティを切り、肺魚をケースから出した。その際、不覚にも、肺魚を台座から落とした。いえこれは勝手な臆おく測そくですが」

　すぐ臆測と訂正したけれど、ゴンゾの顔色は明らかに変わった。怒おこったのではなく、蒼あおざめていた。

「肺魚は尻尾しつぽから髭ひげ一本に至いたるまで全てがエメラルドです。エメラルドは硬こう度どは高いのですが一方向からの瞬間的な衝しよう撃げきには非常に弱いのです。この高さから床ゆかに落とせばいともたやすく割れてしまうでしょう」

　喋しやべるあいだずっと目線を切らず、ロギーはゴンゾを観察した。ゴンゾは眼を合わせようとはしないが、少なくとも、痛くもない腹を探られても平気だ、という表情ではなかった。前に組んだ両手が小刻みに震ふるえる。人差し指を、錘おもりを結わえ付けられたみたいに、ゆっくりと、たっぷり何秒も掛かけて上げ、ロギーを差そうとした。

「そんな、そんな、そんな、証しよう拠こが、どこが、証拠に、そんに、どこな、どにこ」

「証拠がどこにあるのだ、とおっしゃりたいのですか」

　呼吸を乱すゴンゾに、ロギーは助け船を出す。袋小路へ追おい詰つめる船だが。

「証拠はどこかにあるけれど僕ぼくがまだ摑つかめていない、という意味かな」

「誘ゆう導どう尋じん問もんだっ」

「失礼。さっきですね、肺魚のあった場所の周りをこいつで掃そう除じしたとき、砂すな粒つぶ大だい、いえ、砂粒を細かく砕くだいたぐらいの破片が見つかりました」

　ロギーは筒状の物体を掲げた。市販品をカスタマイズした吸引力抜ばつ群ぐんの小型デスククリーナーである。

「破片は緑色──肺魚と同じ濃のう緑りよく色しよくをしていました。カーテンにくっついていたと思われます。いま碇いかり矢やにそれが何なのか調べてもらっています。あの、大だい丈じよう夫ぶですか」

　いまにも倒たおれそうにふらつくゴンゾの背中を支える。

「ゴンゾさん。破片は肺魚の成れの果てでしょう。砕けた肺魚の小さな粒が、カーテンに跳はねて残っていたのです。あなたは迅じん速そく且かつ念入りに後片付けしたのでしょうが、流石さすがにあんな微び小しような粒つぶまでは確かく認にんできなかった。夜中に掃そう除じ機き掛かけるわけにもいきませんしね」

「どっ、どど、どどうどドリーが、ドリーが忍しのび込こんで割ったのかも知らんじゃないかっ」

「なるほど。つまりドリーは泥どろ棒ぼうに入り、故意にせよ過失にせよ肺はい魚ぎよを割ったあと、カーテンにミクロな数片を残しただけで床ゆかには全く破片を残さないほどの掃除をわざわざしていった、と」

　ゴンゾはもはや逆転不可能と理解しつつあるのか、唇くちびるを震ふるわせるものの声が出ない。

「言った通りドリーはアリバイがあります。事件当刻ここへ入れたのはあなただけです。カメラに細工できた人は他にいるかも知れませんが、いずれにせよあの破片でケリが付くでしょう。全て話すべきです、ゴンゾさん」

「…………」

「お天道様はちゃんと見てるのです。あの粒はあなたがこれ以上嘘うそを重ねないよう肺魚が残した贈おくり物ものですよ。真実を話すしか救いの道はないのではないですか」

「ああああああああ」ついに箍たがが外れたか、ゴンゾは泣なき崩くずれた。膝ひざをつき、血管の浮ういた拳こぶしを握にぎりしめた。「その通りです。私です。やったのは全部私です。許せなかった。我が国の誇ほこりをよその国へやってしまうなんて。これからが本当のスタートだというのに。私がいままでしてきたことは何だったんだ。こんなことなら初めから国宝などないほうがマシだ。猫ねこの子と違ちがうんだ」

「金は入ってきますよ。大国の友達にもなれます」

「金が何だ。金ごときが何だというのだ。誇りだけは譲ゆずれない。あれは我が国の誇りであり、歴史であり、象しよう徴ちようであり、魂たましいであるのです。あなたには彼らがどれほど逞たくましく生きてきたかわかりますか。干ひ上あがった川に取り残された彼らはもがき苦しみつつ陸おかに上がり、浮ふ力りよくを捨て自らの足で立ち、残ざん酷こくな世界に適応するため生存機能を改変し、弛たゆまぬ努力の果てに新たな居場所を見つけ、悠ゆう久きゆうを生いき抜ぬいたのです。我が国の過去と未来が、誇りが、そこにあるのです。誇りだけは譲れません。何があろうと絶対に誇りだけは譲ゆずり渡わたしたら駄だ目めなんだ」

「割った肺魚はどうしたんです」

「うううううっ、証しよう拠こを隠いん滅めつするために、砕くだいて流して処しよ分ぶんしてしまいました、ううううう」

　ゴンゾの慟どう哭こくを眼下に、ロギーもまた絶望していた。

　事件は解決はしたものの、掛かけ替がえのない芸術品は永遠に失われた。そして、自分はドリーとの賭かけにも負けたのだ。

　ロギーは右みぎ脚あしを思い切り振ふり上あげてゴンゾの脇わき腹ばらを蹴けった。

　ゴンゾはごぼっと空気と唾だ液えきを吐はいて床を転がった。その右手首をロギーは摑つかみ、床に叩たたき付つけた。掌てのひらから錠じよう剤ざいがこぼれ落ちる。次にゴンゾの口に手を突つっ込こむと、食道から錠剤を掻かき出だす。

「見み逃のがしてくれえええ」

　ロギーは、むせぶゴンゾの前にしゃがみ、ポケットを探って、錠じよう剤ざいの入ったピルケースを奪うばう。「そういうわけにはいきません」

「俺おれはもう生きる資格はない。頼たのむ、最後の頼みだ、殺してくれ。俺は国こく賊ぞくだ。国の誇ほこりをこの手で汚けがしたのだ」

「大だい丈じよう夫ぶです」ロギーはゴンゾを腹はら這ばいにさせ、手を背中に押おさえつけて言った、「ちょっとしたトラブルは起きるかも知れませんけど、一いつ時ときのことです。どんなことがあろうと国は立ち直ります。立ち直って、きっと世界に適応します。あなたも愛国者なら国を信じ、運命を共にすべきです」

「うううううううっ。ううううううううっ」

　いつまでもゴンゾは泣き続ける。

　泣きたいのはロギーも同じである。己の勘かんが外れたとはいまでも信じられない。信じたくない。

　自分以外に厳重セキュリティーを破れる盗ぬすっ人とがいたことに興味津しん々しんの元怪かい盗とう淑しゆく女じよは、先ほど教会で別れる際、美術館へ同行させろと言ってきた。以前忍しのび込こんだ泥どろ棒ぼうを連れていくわけにはいかず、断ったら、真相を解いたら聞かせろと念押ししてきた。だが結局ドリーを超こえる泥棒は居なかったということだ。ナンバーワンのままドリーは引退か。

　ドアが開いた。不ふ機き嫌げん顔がおの碇いかり矢やがフケを飛ばして入ってきた。










　　　午前４時56分　フー邸てい




「今度は何だよ」

「別にあんたに用があるわけじゃないわよ」

「じゃさっさと用済ませて帰れ」

　マンシュは、視線を交こう錯さくさせるリズとシュンペータを交こう互ごに見み遣やる。「お前ら知り合いか」

「知り合いってほどじゃないですが、確かにこいつは当局の木こっ端ぱ役人です。おいさっさと用件言えよ」

「悪いけどあんたみたいな子供には言えないことなのよ」

「偉えらそうにすんな木っ端役人」

　──ムカつくガキだわ。

　地下街で会ったときには生意気な小こ僧ぞうだと思ったものの、一種妙みような凄すご味みも放っていたが、マフィアだったとは。ただ目つきに冷れい酷こくさはなく、どこかくたびれた印象さえある。

　リズは印いん籠ろうのように振ふりかざしていたＩＤを胸ポッケにしまい、シュンペータと眼がんを飛ばし合うのを止めた。

　大親分フー・マンシュ及およびダークスーツ姿の面々を物もの怖おじせず眺ながめる。群れるのが好きなマフィアとはいえこんな時間に雁がん首くび並べて何の相談やら。シュンペータの連れだったユリという女の子は、作業服姿のままシュンペータの隣となりにくっついている。他、コートを着たままの真ま面じ目めそうな眼鏡の女が混じっているが、この女もマフィアには見えない。どうでもいい。こっちは一家のボスに取り入れればそれでいいのだ。

「マンシュさん」リズはマンシュのほうへ視線を移した。「業界トップにいる方々、それも一ひと握にぎりの方へだけの内々のお知らせですので、フー大たい人じんと二人きりでお話ししたいのです」

　マンシュは決めかねているようだった。

　それにつけても何たる耳毛の長さだろう。どうしたらこんなに伸のびるのだ。ワカメの食い過ぎか。左右対たい称しように肩かたまで垂れて、一いつ瞬しゆん女の子のお下さげ髪がみにすら見えた。ここまで伸ばしたのならギネスブックに申しん請せいしてもいい。申請済みかも知れない。

　返事を待って、アゴを上げて広間を見み渡わたしていると、シュンペータが手を上げた。

「大人。俺おれが一いつ緒しよについてきます」

「あーごめんごめん、悪いんだけどさ、何度も言うようにボス一人だけに話がしたいのよね」

「俺は大人に話をしてるんだよ治安官」

　シュンペータはリズに横顔を向けたまま鋭するどく言う。

　一家の面々は、舌打ちしたり息を吐ついたりと不快げな反応をみせたものの、シュンペータがマンシュの耳元に口を寄せて、

「ここは外部の人間の俺がついてったほうがいいと思います」

　と、ズバ抜ぬけた聴ちよう力りよくを持つリズがどうにか聞き取れるほどの声量で囁ささやき、マンシュが、

「わかった。シュンペータ、来い。俺の書しよ斎さいへ行こう」

　と言うと、全員しぶしぶながらといった風に居住まいを正した。

　広間をのっそりと出るマンシュにリズは続いた。それにシュンペータ、及およびユリが続く。広間のダークスーツ連中とは明らかに異質な作業服コンビである。

「私は、マンシュさんに、一家の存亡の掛かかった危機からお救いする情報を、お伝えしたいのです」書斎に入るなり、リズは邪じや魔まよ小こ僧ぞうという態度を隠かくさず言った。

「大だい丈じよう夫ぶだ。俺は一家の人間じゃない」シュンペータは壁かべ際ぎわのソファに腰こしを落とした。「情報てぇのは、一家に君くん側そくの奸かんがいる、てな類の話じゃないか」

　あっさり図星を突かれたリズは眼を見開いた。マンシュもだ。

「シュンペータ、クンソクノカンて何」

「わっるーい奴やつのこった」隣となりに掛けたユリの質問にシュンペータは適当な答えを返す。「組織に取り入ろうってんでネタ流す木こっ端ぱ役人は珍めずらしくねえ。金欠か治安官。おまわりの手伝いやら世論調査じゃ大した稼かせぎはねえもんな」

　このガキほんとムカつく。

　マンシュは、リズの情報に興味があるらしく、重たげな瞼まぶたを目め一いつ杯ぱい上げる。

「スパイ。本当か。さっき言えなかったのはそういうわけか」

「幹部の方々とはいえ、スパイである可能性は充じゆう分ぶんありますのでね」リズは咳せき払ばらいして仕切り直す。「一家内に忍しのび込こんでいるのは、ゴールドロップファミリーの手の者です」

「まさか。──まさかそんな」

　ハゲ頭を押おさえるマンシュの表情は、信じられない、信じたくない、といった風だったが、反面、なぜいままでその可能性を考えなかったのか、と愕がく然ぜんとしているとも取れる。

「ゴールドロップの人間より直接聞いた話ですんで、間ま違ちがいありません」

　マンシュとシュンペータが顔を見合わせた。やっとこさ驚いたシュンペータに満足したリズは、懐ふところから三つ折の紙を出し、上下をつまんで広げた。紙にはモノクロプリントされた男の顔写真が映っている。三人の眼が同じ動きをした。五分刈り頭の禁欲的な面つら構がまえ──チェン・カーキだ。「この方、知ってますよね」

　マンシュは眼の色を変えた。「スパイだったってのか、チェンが」

「やはり御存じでしたね。ですがスパイってわけじゃありません。チェン・カーキ氏は、今こ宵よい、何者かに殺されたと思われるのです。或ある人物が、彼の射殺される現場を目もく撃げきしまして」

　驚きがシンクロする三人の反応に、リズは確信した。写真の男は間ま違ちがいなく、シスター・まりやんの見た殺人の被ひ害がい者しやだ。

　まりやんが見たのは、海辺そばの公園、何者かが何者かの頭を至し近きん距きよ離りから拳けん銃じゆうで一いち撃げき、という、酔よいも瞬しゆん時じに醒さめるショッキングなシーンだった。

　まりやんは、現場の記き憶おくを頼たよりに、目もく撃げきした殺人の被害者の似顔絵を描かいた。殺した側の顔を覚えていればよかったのだが、暗いわ怖こわいわで、息を殺して隠かくれているのが精せい一いつ杯ぱいだったという。まりやんの達者な筆による、特とく徴ちようを摑つかんだ似顔絵を見たロギーは、すぐさま端たん末まつの悪わる者ものデータバンクを検索し、顔の主がフー一家構成員チェン・カーキであると断定した。リズは、フー一家への御注進ネタが一つ増えたことに内心しめたと思った。もしやチェン・カーキは一家の内ない紛ふんで殺されたのではないか、だとするならそれを告げに行くのは危険かも、とは思ったものの、治安局員の肩書きはまだ生きている。まりやんを同行させようとしたら、怖がって梃て子こでも動かず、ま、いっか、と一人やって来たわけで。ロギーの兄さんはいまごろ美術館を調べているようだが、いかが相成りますやら。

　マンシュの反応を見れば、垂れた頬ほおを震ふるわせて、予想以上に動どう揺ようしている。

　シュンペータは深しん刻こくな調子で言う、「細かい事情はわかりませんが、犯人はチェンじゃないみたいですね」

「何。何かあったの」リズは訊ねた。

「お前にゃ関係ない」

「関係ないことないでしょ。あたしは危険冒して情報伝えに来たんだから」

「何が目的だ。金か、小悪党」

「だから具体的なことは言えないわよ」

　ぶっ飛ばしたい気持ちを抑おさえてチンピラみたいな台詞せりふを吐はいたリズの前、シュンペータとユリは興奮気味に思案を始めた。

「シュンペータ、やっぱこれ狂きよう言げんの狂言よね」

「だな、だな。チェンとスーシャンお嬢じようさんの狂言に見せかけた狂言だよ」

「でもシュンペータ、それだと怪あやしいのはホアンホアンさんってことになるよね、誘ゆう拐かいの現場にいたんだし。教育係のミンさんもそうか。でも犯人だとしたら戻もどって来たかな」

「もしスーシャンお嬢さんが誰だれかに操られてたんだとしたら」言いい掛かけ、シュンペータはあわてて口をつぐんだ。

「スーシャンさん、もう」ユリはぎゅっと小さな唇くちびるを噛かんだ。「もうかなり危ないわ」

「滅めつ多たなこと言うな、そうと決まったわけじゃない。おい治安官」シュンペータはいきなり呼んだ。「誰が、どこで、チェンが殺されるのを見たんだ」

「何であんたに話さなきゃいけないのよ」

「人の命が懸かってるの」ユリも真しん剣けんな瞳ひとみで見つめてくる、「もしかしたら海のすぐそばの公園じゃないの」

「え、いやあの、そうなんだけど、ちょっと待ってよ、一体何がどうなってるのよ」リズも混乱した。

「待て待て待て、一度戻もどろう」マンシュは首と耳毛を振ふって言った、「何にせよ再協議だ。シュンペータ、いまの話は伏ふせて、鼠スパイ燻いぶすのに協力しろ」

　書しよ斎さいを出た四人が、ゾロゾロと廊ろう下かを急ぐ途中、行く手から子分が転がるように走って来た。正門警備の一人だ。

「大たい人じんっ」

「何だ、やかましい」

「お戻りです。お嬢さまお戻りです。お嬢さま戻られました。スーシャンお嬢さまが」




　　　午前５時21分　フー邸てい




　マンシュもシュンペータも驚きよう倒とうした。

　スーシャンが戻った？

　確かに、身代金は渡わたしたのだから、帰される可能性はあった。いや、いや、そうじゃない、ついさっき狂言を告白するスーシャンの手紙を読んだばかりだ。一体全体何がどうなっているのだ。

　で、玄関へと急いだ四人の前に現れたのは、まごうかたなきフー・スーシャン本人だった。

　ブレザーとスカートは泥どろ雪ゆきにまみれ、靴くつを履はいたまま廊ろう下かに上がって来る。全身から湯気を上げている。面おもてを上げ、書しよ斎さいから下りてきたマンシュを睨にらみつけた。父親に怒いかりを向ける理由はわからぬにせよ、朱あけに上気した形相に、まさに美少女、とシュンペータは改めて思った。本当の美女は怒おこった顔も美しいのだ。それは措おくとして、なぜ戻もどったのだスーシャン。計画に手て違ちがいでも起きたか。

「スー、お前」

　スーシャンはマンシュが呼ぶのを無視してズカズカ歩いて来て、一いち瞥べつくれると、すぐに横をすり抜ぬけて広間のドアの前に立つ。スカートがまくれて右足が上がる。白い太ふと腿ももがまぶしい。美しい。

　景気よくドアが蹴けり開あけられた。

「おわっ」すぐ向こう側にいたか、ホアンホアンがドア板にぶっ叩たたかれ、貧ひん弱じやくな身体が吹っ飛んだ。

　広間の全員が腰こしを浮うかせ、顔面から床ゆかに突っ込んだホアンホアンも、スーシャンお嬢じようさまの姿をみとめ、鼻血を垂らして起き上がった。

「お嬢さまっ」がたつく奴やつらの中から、ミンが驚おどろきの顔に涙なみだを浮うかべて駆かけ寄よった。「お嬢さま、本当にお嬢さまですねっ。御無事でしたのね」長身の腰を折ってスーシャンを抱だきしめる。

「あれって、ボスの娘むすめさん？」呆ぼう然ぜんと佇たたずんでいたリズがシュンペータに訊たずねた。

「そうだ。誘ゆう拐かいされてたんだが」

「なんで戻って来たの」

「実は誘拐は狂きよう言げんらしくて、この辺ややこしいんだが」

　構成員が全員スーシャンのそばに寄り集まった。ホアンホアンは土下座せんばかりの姿勢でひざまずいた。シュンペータとユリとリズは、なぜか足音を立ててはいけないような空気に呑のまれ、そろそろと広間へ入った。

「いままでどちらに」

　ホアンホアンが鼻血も止めずに言うと、スーシャンはキッと睨にらみ付つけた。

　ビクつくホアンホアンの前にシュンペータは割って入った。「スーシャンお嬢さん、無事で何よりですけど、至し急きゆう少々訊ききたいことがあります」

「あ、シュンちゃんどしたの久ひさし振ぶり」スーシャンは、初めてシュンペータがいたのを認識したらしく、呼吸を整え、顔を向けた。美しい。「何、訊きたいことって」

「山ほどあんですけど、まずどうやって逃にげて来たんです」シュンペータはスーシャンを見み据すえ、「教えてください。俺おれたちはめっちゃ混乱してるんです。これはお嬢さんの狂言だったんすか」

「違うよ。どうして狂言なの。スーは捕つかまって、閉じ込められて、手紙を書かされて」

　スーシャンはうなだれた。それから、事件の顛てん末まつを、舌っ足らずな口調で途と切ぎれ途切れに喋しやべった。ショッピングセンターのトイレに入って、個室に待ち構えていた何者かに薬を嗅かがされ、失しつ神しんした。気がつくと目め隠かくしをされ手足を縛しばられていた。闇やみの中、場所も犯人の外見もわからなかったが、脅おどされるままに誘ゆう拐かいが狂きよう言げんだとする手紙を書いた。一晩過ぎ、どうやら身代金の受け取りに犯人が出で掛かけた際、必死に縄なわを解ほどいた。閉じ込められていたのは廃はい屋おくとなった古ホテルの一室だった。恐きよう怖ふにおびえながら、明けつつある夜を我が武む者しや羅らに逃にげて来た、と。

「犯人の姿は誘拐されたときから一度も見てないんすか」シュンペータは確認する。

「見てない。目隠しされたまんまだったし、声は聞いたけど覚えてない」

「何人いたかは」

「スーの前では、一人しかいないみたいだったけど。出たり入ったりでそれが同一人物だったかどうかなんてわかんないよ」

　聞いてみれば、そんなことか、と思う。

「ちょっと待った」

　突然ユリが言った。大きく、不ふ機き嫌げんな声が広間の空気を割った。片手に持ったグラスの中のストローをカラカラ揺ゆらし、ユリはスーシャンを見み据すえる。

「スーシャンさん。いま言った話、全部嘘うそでしょ」

　断定し、一同を唖あ然ぜんとさせる。

「そんな都合のいい話はないって。シュンペータも言ってたけど誘拐犯がどうして証しよう拠この塊かたまりのスーシャンさんをあっさり帰すのよ。犯行声明チックな手紙のタイミングも変じゃないの」

「えっと」当とう惑わく顔がおのスーシャンは、言葉が切れたのを見計らい、当然の質問をした。「誰だれあなた」

　ユリは、頭半分背せ丈たけの高いスーシャンを見み据すえた。シュンペータは首をひねった。元々物もの怖おじしない性分のユリだが、立たち居い振ふる舞まいがいつもと違ちがう。不自然なまでに血色の良い顔、焦しよう点てんのずれた瞳ひとみ。

「あたし大おお野の由ゆ利り子こ。スーシャンさん、いまの話はおかしいわ。まず第一に」

　人差し指を立てた。全員の視線が集中する。小こ柄がらな体型の割に人差し指は長く、ささくれ一つなく、綺き麗れいに切られた爪つめは健康的なピンク色で、根元の白い半月状の部分もくっきり浮うき上あがっている。

　しかし、ユリは何も言わない。

　十秒経過。瞬きもしない。しだいに眼が充じゆう血けつしてきたが、銅像のように動かない。

　対たい峙じする二人の美少女が放つ異様な雰ふん囲い気きに呑のまれ、誰も身動きできぬまま三十秒経過。

「おい、ユリ」シュンペータが声を掛かけたら、

「あらシュンペータ」ユリは振ふり返かえって、何年振ぶりかに会うような眼を向け、「どうしたの、こんな所で」

「は。何言ってんだよ」

「ここ、どこだっけ」

「あ」構成員の一人が声を上げた。「すまねえシュンペータ、大おお野のの嬢じようちゃんにミコノス入りのジュース出しちまった」

「何っ」

　ミコノスは、粉ふん末まつ状じようのものを飲み物に溶とかして飲やるのが一いつ般ぱん的てきなアッパー系ドラッグ。依い存ぞん性せいは低いが作用は半はん端ぱではない。

「すまねえ、今夜予定してたパーティーに出すやつだ。間ま違ちがえちまった」

「間違えんなよ！」

「シュンペータ何をそんなに怒おこっておるのじゃ」ユリお嬢は眼を充じゆう血けつさせ、「ところでここはどこ。何やってんだっけあたし確かあたしあらシュンペータどうしたのこんな所で」

「おい、しっかりしろユリ。大だい丈じよう夫ぶか」

「だいじょうぶよシュンペータ、真後ろへのファールはタイミングが合ってる証しよう拠こよ」

　妖よう怪かいメチャクチャーあらわる。
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　ユリは急に眼を閉じて、後ろへ倒たおれ込こむ。あわててシュンペータが肩かたを押おさえると、腕の中、ユリは早くも寝息をたてる。

　全員が、ま、ひとまず措おいといて、という雰ふん囲い気きになり、「スーシャンお嬢さん」シュンペータは再びスーシャンに言った、「犯人は身代金受うけ渡わたし人にチェンを指定し、金を受け取ったあとチェンを殺したと思われます」

「えっ」スーシャンは息を飲んだ。

「だからますますお嬢じようさんが解放された或あるいは脱出に成功した、ってのは腑ふに落ちないんです。誘ゆう拐かい犯はんが留守をする際最も気をつけるのは人質の逃とう亡ぼうです。あそこまで綿めん密みつな手口の犯人がこんなミスをするとは、俺おれにはどうも」

「もういいだろ」マンシュが疲ひ弊へいしきった声で止めた。「スーは戻もどったんだ。あとは金と犯人の行方だが、一応の危機は脱した。スー、よく戻った、もう心配は」

「スーシャンッ」

　突然、マンシュの言葉をさえぎってスーシャンを呼ぶ声が轟とどろいた。声はドアの向こう側、玄関口のほうからだった。

　全員の視線がドアに吸い付けられた。どたどたどたと不ふ規き則そくなリズムの足音が鳴り、広間に転がり込んだのは、顔中を血と涙なみだと汗あせと洟はなと涎よだれと淋リン巴パ液えきと泥どろ雪ゆきにまみれさせた小こ汚ぎたない男。フー一家と微び妙みような関係にあるゴールドロップファミリーの跡あと継つぎ──トム・ゴールドロップだった。

「スゥゥシャァァン」

　タイなしの黒い背広が、あちこちズタズタに裂さけている。ニキビ痕あとだらけの極きよく端たんな鷲わし鼻ばなだ。顔面傷だらけ。足を怪け我がしているのか、両手で絨じゆう毯たんを這はいずるようにして、ゾンビよろしくスーシャンのほうへ寄ってくる。

「スゥゥゥシャァァァンんんん」

　またもや全員言葉を失った。リズだけが小さく「何なに事ごと？」と言ったが、全く、一体何事だ。

　眠ねむるユリを抱かかえつつシュンペータが思わず後あと退ずさりした前を、トム・ゴールドロップは這って、

「スーシャン、どうしてだよぉ」

　涙声でスーシャンに手を伸のばす。

「寄よらないでよ、妖よう怪かい長なが靴ぐつ鼻ばな小こ僧ぞう」スーシャンはひどい罵ののしり文もん句くとともに、トムの手を思い切り踏ふみつけた。

「ぎゃー」トムは悲鳴をあげて広間を転がった。

　呆ぼう然ぜんとするギャラリーの前、スーシャンは、トムの襟えりをひっ摑つかんで立たせた。「おらあっ」と威い勢せいのいい声とともに殴なぐった。殴られ人形のように二度三度四度、五度六度殴る。トムの顔は白い拳こぶしを喰くらうたび、青く赤く腫はれていく。

　ゴッ

「あひいいいん」

　ゴッ

「あひいいいん」涙ぐむトムは、腫れた瞼まぶたの下から必死で眼を見開いた。「スーシャン、なんで、なんでわかってくんねえんだよお。俺はお前がいねえと駄だ目めなんだよお」

「死んでよ」

　シンプルな最終警けい告こくを発し、とどめの一いち撃げきを放たんとするスーシャンの拳こぶしを、シュンペータは背後から摑つかんだ。抱だいていたユリお嬢じようさまの身体は床ゆかに投げ出され、「痛っ」と声があがった。

「もういいでしょう」

「放してっ。こいつはスーの人生滅め茶ちや苦く茶ちやにしたのっ」

「違ちがう、スーシャン。俺おれは、俺は、俺はお前の命を救ったんだぞ」

　不ふ審しんげに片かた眉まゆひそめるスーシャンに、トムは、人差し指を一方向へ差し向け、血の泡あわ噴ふき噴ふき、叫さけんだ。

「お前は、もう少しで、こいつに殺されるところだったんだ」

　伸のばした腕のその指の先にいたのは、ユリ──床に落ちて眼を覚ました大おお野の由ゆ利り子こだった。

「うちのユリお嬢がどうかしたのか」

「ユリがどうかしたの」とまだラリっているユリは、風に揺ゆれるボロ案か山か子しみたいにフラフラ立ち上がり、「どうも、ゆりこりんです。寒い日が続きますよね。ところでシュンペータ、自分のことを名前や愛あい称しようで呼ぶ女性をどう思う」

「それはいまはいいから」

「違う、その子じゃねえ」トムは手で払はらいのける動作をした。「ちょっとどいてくれ」

「にゃああ放せシュンペータッ」

　シュンペータがユリを持ち上げて退どかすと、改めて指差した。その先にいたのはミンだった。

　ミンは驚きを隠かくせず硬こう直ちよくした。

「スーシャン、こいつはお前を殺すつもりだったんだ。それを俺が助けたんだ。何な故ぜか。お前を愛してるからだ」

「何言ってんだ」シュンペータは屈かがみ込こみ、這はいつくばうトムに目線を合わせた。

「本当だっ。こいつは俺と取引したんだ」

「何の話なんですか」

「危ない奴やつの言ってることは真に受けないほうがいいぜ」

　恐おそる恐おそる訊きくミンと、トムのあいだに、シュンペータは立った。トムを止めたのではなく、ミンが口を挟はさめないようにしたのである。

「スーシャン。わかってる。お前は、この女のことが好きだったんだろ」

　トムの言葉にスーシャンは頬ほおを赤らめ、瞳ひとみの中の憎ぞう悪おの光を一層強くした。

「女同士なんて不毛だ。時間の無む駄だだ。大体、こいつはお前を騙だましてたんだぞ。不毛だ、俺に回らねえぶんゲイより不毛だ」

「シュンペータあたし眠ねむい、お布ふ団とん敷しいて」

「ユリ、黙だまって。で、どうしてまたミンさんはスーシャンお嬢さんを殺そうとしたんだ」シュンペータは訊く。

「へ、ミンなんて名乗ってんのか。どうしてって、そりゃこいつはうちの親父のスパイだからさ」広間は凍こおりついたが、トムは空気を読まず、口から血と涎よだれを垂らし、スポットライトを浴びて陶とう酔すいする役者のごとく続ける。「筋書ゃこうだ。こいつはスーシャンが自分に惚ほれたの利用して、俺おれとの結婚を躊ちゆう躇ちよしてるスーシャンに駆かけ落おちの話を持もち掛かける。誘ゆう拐かいと見せかけた、な。身代金取引の相手にチェンって野郎を使って、追っ手をまいたところで金奪うばって殺す。ほんでスーシャンに手紙書かせて、チェンと駆け落ちした、とお前らに思い込ませるのさ。当然スーシャンも殺してな。そうすりゃ俺との結婚は御ご破は算さんになって、うちの親父はそれ口実に心置きなくお前らに戦争仕し掛かけられるってわけだ」

　一家の面々は呼吸も忘れて突っ立っていた。

「わかるか、フーさんよ、親父はお前らと組む気なんざハナからなかったんだよ」

「デタラメですっ」ミンは叫さけんだ。

「芝しば居いはよせ、もう終わりだ。俺はお前がスーシャンを殺すのを止めたんだ。値打ちもんの宝石を渡わたしてな。──だがスーシャンは、心の底では俺を愛していながら、ちょっとした誤ご解かいから俺の愛を受け止められなかった。わかるだろ。スーシャン、愛してるんだ。お前が欲しいんだ。灼しやく熱ねつの恋なんだ。我ウオー愛アイ称ニー」

　錯さく乱らんしているが、トムの話は一応の筋は通っている。ゴールドロップのスパイであるミンが、スーシャンとチェンを駆け落ちしたように見せられれば、フー一家がゴールドロップに恥はじをかかせたことになる。この業界なら充じゆう分ぶんに抗こう争そうの大義名分が立つ。

「信用できねえな」と、シュンペータはしかし、まるで信じていない口調をつくろって言った。「ただミンさん、無視できない点もあるにはあるな。それどころか、こいつの言う通り、あんたがスーシャンお嬢じようさん騙だまして共きよう謀ぼうしてたとすりゃ全ての辻つじ褄つまは合うんだよな」

「そんな」ミンは真っ青な顔で震ふるえる。

「例のスーシャンさんからの手紙は、あんたの家に届いたんじゃなくあんたが用意した、と疑やぁ疑える。あんたにはチェン殺しのアリバイもない。海沿いの公園で始末して、沖おきに沈しずめりゃ魚が平らげてくれる」

「待ってください、ならなぜ私はここへ戻もどって来るのですか。スパイならそのまま逃にげますよ」

「後始末だろ。スーシャンお嬢さんがいなくなりゃ教育係の役目は終わる。今日この場で手紙を見せて、スーシャンお嬢さんとチェンが駆け落ちしたことを知らせてから、一家を離はなれる。逃げる必要はない。むしろ二人と一いつ緒しよに消えたら疑われる危険があるから」

「違いますっ、お嬢さまのさっきの説明をお聞きにならなかったのですかっ」

「ん」

　シュンペータは詰つまった。

　そうだ。確かに。

　ついさっき、スーシャンが、監かん禁きん現場から逃にげてきて、これが狂きよう言げんではなく本当の誘ゆう拐かい事件だったことを説明したばかりだ。

　トムは、ミンがスーシャンを誑たぶらかしていた、殺そうとしていた、と言った。それが本当ならスーシャンはここへ来てすぐにミンを問いただしたはず。ミンが黒幕だったとすれば、スーシャンが戻もどって来たのはミンにとっては全くの想定外だったわけだから、準備もなしにスーシャンと口裏を合わせるのは不可能だ。

　勘かんでは、トムの言ったことは真実と思えたのだが、やっぱりこの長なが靴ぐつ鼻ばな野郎、口から出任せか。

「どうなんです」ミンはベソをかいた面おも持もちになりながらも眉まゆを逆立てる。

「それは、まあ、そうなる」

「シュンペータ」ユリが、緊きん張ちよう感かんのない、甘えた声を出して、シュンペータの脛すねに抱きついてきた。まだラリっている。

「何だよ、もう」

「シュンペータ、失敗したときは冷静にならないと駄だ目めよ。でないと失敗を重ねることになるのよ。さあよくご覧なさいシュンペータ、テーブルの上」

　ユリはミュージカルもどきに両手をテーブルへ向かって広げた。

　言われた通りシュンペータは目線を落とし、はっとした。テーブルに置かれた盗とう聴ちよう器きと受信機シートは、見よ、破かれた箇か所しよが一つずつ増えているではないか。

「ここにいる全員のボディーチェックをすれば判明するのことよ。スーシャンさんの耳を調べれば、受信機があるわ、きっと」

　ラリラリのユリの声はふにゃふにゃだが、シュンペータにとってこれほどありがたい助言はなかった。瞬しゆん時じに全てを理解した。

　──スーシャンが広間へ入ってきたとき、ミンはいち早く駆かけ寄よった。全員の眼がスーシャンに向いた一瞬、テーブルに置かれた盗聴器と受信機を取り、スーシャンに抱きついて、口を封ふうじるとともにその耳の中に受信機を仕し掛かけた。そして対セツトになった盗聴器を使い喋しやべる内容を指示したのだ。手て違ちがいが起きた、計画続行のため言うことを聞くように、などと巧たくみにスーシャンを口車に乗せたのだろう。駆け落ちを持ち出され恋心に眼が曇くもっていたか、一度籠ろう絡らくしたスーシャンを再び丸め込むのはミンにとってそれほど難しいことではなかったろう。

　流石さすがに、トムが飛び込んで来たことには為す術がなかったようだが。

　シュンペータは、スーシャンとミンを交こう互ごに見た。

「つまりそういうことですが、よろしいですかお二人様。動くな、ミン。と呼んでいいのか。おい治安官、スーシャンお嬢じようさんの耳を調べさせてもらえ」

「なんであんたがあたしに命令すんのよ」リズは不服さを満面に浮うかべつつもスーシャンに近づいた。「暴れないよね」

　元よりスーシャンは直立不動だった。想おもい人びとに裏切られたのが信じられず蝋ろう人にん形ぎようと化した娘の耳の穴から、やがてリズは、米こめ粒つぶほどの受信機をほじくり出した。

「お嬢じようちゃん、御明察」

「ゆりこりん、よ。もっとも百ゆ合りはスーシャンさんのほうだけどねあははは」ラリったゆりこりんはクオリティーもＴＰＯも最低のギャグを飛ばす。

「嘘うそです、これは何かの間ま違ちがいです。私が仕込んだと証明できるんですか」ミンは細い声を振りしぼった。

「ボディーチェックさせてもらえ、治安官」

「いちいち治安官って呼ぶな」リズはシュンペータを睨にらんだ。

　シュンペータはまだ青い顔のミンに、こいつは相当な役者だな、と感服している。それ以上に、スーシャンが戻もどった際にも全く動じず、場を凌しのいだ機略と度胸と早業が素晴らしい。

　この天才的詐さ欺ぎ師しの失敗は、欲に眼が眩くらみ、計画中ちゆう途とでトムのような間ま抜ぬけと取引をしたことだ。

　恐おそらくトムは、ミンのアジトでスーシャンを引き渡してもらう算段をつけた。この馬鹿ボン、そこでスーシャンに事の次第をベラベラ喋しやべったに違ちがいない。それでスーシャンは事実を確かめるため、トムを叩たたきのめし、フー邸ていへ手紙を見せに行ったミンの元へ駆かけてきたのだろう。しかしまあこの長なが靴ぐつ鼻ばな野郎、ここまで不細工な面をぶら下げておいて、スーシャンに拒きよ否ひられる可能性をどうして考えないのか。

「違いますっ、これは罠わなです。私は本当に何も知らないんです。おかしいです、こんなの絶対」

　ミンは壁かべ際ぎわに追おい詰つめられ、両側から手首を摑つかもうとする一家の人間におびえた声を出す。

「やめてくださいってのに」

　両サイドの二人の手を振ふり払はらったミンが、懐ふところに両手を入れてから、二人のこめかみに黒い穴が空くまで、ほとんど間がなかった。

　銃じゆう口こうを側頭部に当てられた二人が反対側の側頭部から血ち味み噌そをシュパアとシンメトリーに噴ふき出ださせた瞬間、シュンペータはユリを抱いてソファの後ろに飛んだ。リズは両りよう脇わきにいたマンシュとホアンホアンの耳毛を一ひとっ束たばにひっ摑みテーブルの陰かげに引ひき倒たおした。

　ミンの両手に出現した小型拳けん銃じゆうは二人を屠ほふった直後、事態の急変を把は握あくできず突っ立っていた幹部たちに照しよう準じゆんを合わせた。間かん髪はつ入いれずにバキュンバキュンと弾たまが飛び、ひたいや眉み間けんに続々命中、床ゆかにばったり三四人。黙もくしたまま、それまでの教育係と同じ面を着けたまま、ミンは、背を見せて逃にげるフー一家幹部たちの後頭部に、コンスタントに銃じゆう弾だんの穴を穿うがった。

「何なのよ。なんであたしがこんな目に」

　テーブルの下、リズは舌した打うちして、顔を出し、

「ちょいと、話し合おうじゃないの、あたしは無関係なんだからさ、当局にも黙だまっとくから」

　──あたしだけは殺すな、と続きそうだったが、皆みなまで言う前に弾だん丸がんがリズの頬ほおをかすった。

「だっ、危なっ」

「スー、スーはどこだっ」マンシュが叫さけんだ。錯さく乱らんしたか、ミンが迫せまっているというのに娘むすめの姿を探して無防備にも立ち上がり、狙ねらい易やすいハンプティーダンプティーな全身を晒さらす。当然素早く銃じゆうが向く。

「大たい人じん危ないあるっ」

　ユリが中国語で叫んで飛とび掛かかった。ラリり中だというのに、いやラリり中だからか、滑なめらかな動きでマンシュを自分ごとソファの後ろに押おし倒たおした。一ピコミリ上を弾丸がかすめた。

　ミンはスーイと寄り、ユリの眉み間けんに銃じゆう口こうを当てた。

「子供を手に掛けたくはなかったけど。ゆりこりん、口は災わざわいの元ある」

「そうあるか」

　銃を文字通り眼と鼻の先にしてもユリは顔の筋肉が緩ゆるみ、恐きよう怖ふを感じていない様子だ。

「よせっ」

　シュンペータが飛び出したとき、ミンの胴体に、銀の閃せん光こうが奔はしった。

　ミンの顔から表情が掻かき消きえた。

　後ろを振ふり返かえったミンの身体は、右みぎ脇わき腹ばらから左ひだり肩かたに曳ひかれた斜ななめの光線を境に、二つに分かれた。ハラワタをこぼして、上半身はズルリと滑すべり落おちた。

　胴どう体たいをなぞえに切断され、血と臓ぞう物もつを露ろ出しゆつさせつつもまだ両足で立っているミンの下半身の後ろにいたのは、血みどろの大刀を掬すくい上あげる格好で、切っ先を高く掲かかげたスーシャンだった。強い意志の覗のぞく眉まゆがキリリと引ひき締しまり、しなやかな腕うでが伸のびきって、何とも絵になる美少女剣士の艶あで姿すがただった。
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「ひゃー」

　愉たのしげなユリの声。まだミコノスが全身を駆かけ巡めぐっているらしく、状じよう況きようを把は握あくできないのは不幸中の幸いである。

　ユリお嬢じようが助かったのは何よりなものの、

（あーあ、殺しちまいやんの）

　トムという生き証人がいるとはいえ、スパイ本人を成敗したらいかん。

　気持ちはわかる。信じていた恋人に裏切られ、ストーカーまがいの面皰にきび痕あと長なが靴ぐつ鼻ばなに助けられたのでは遣やり切きれなかろう。だが、背後から逆ぎやく袈け裟さ掛がけ一刀両断というのもなかろう。

　肩かたで息するスーシャンは、絨じゆう毯たんに落ちたミンの上半身を、愛あい憎ぞう半ばの面おも差ざしで見下ろした。ミンの上半身はしばらく鯛こいの活いけ作づくりみたく紫むらさき色いろの口を開閉させていたが、しだいに眼の光が消え、一度痙けい攣れんした後、動かなくなった。切きり離はなされながらもけなげに踏ふん張ばっていた下半身が前方へ傾き、床ゆかに頽くずおれた。

　トムがいまの惨さん劇げきなど見ていないかのように這はいずり寄って来る。

「スふぅぅぅぅシャはぁぁぁぁんんんん」

「「やかましい！」」スーシャンとシュンペータは同時に怒ど鳴なって、左右からトムの顔を蹴けった。

「ほごっ」両りよう頬ほお骨ぼねを強打したトムは変な声を上げ、床ゆかに鼻先を打って伏ふした。勢いよくゲロをごぼごぼ吐はき出だした。

　大量のゲロは絨じゆう毯たんに染しみ込こみながら、腰こしを抜ぬかしているリズに迫せまる。

「もうやだぁぁぁ！」リズは子供みたいな悲鳴を上げて後あと退ずさる。

「きゃきゃーっ」ユリがまた奇き声せいを発して、みんながビクリとする。

　スーシャンは、恋人だった女の上半身を憎にく々にくしげに蹴けっ飛とばした。切断面が内ない臓ぞうをブン撒まいて転がった。

「スー、スー無事か」

　マンシュと幹部たちがスーシャンに馳はせ寄よった。

　スーシャンは大刀を放り捨て、両手で耳を塞ふさぎ、小さく言った。

「やめて」

　蔓つるの巻きついた棒ぼうを抜かれた朝顔みたいに力なくへたり込んだ。自分を外界から遮しや断だんしようとするかのように頭を抱え、背を丸め、ひたいを床につけてうずくまった。

「もういい」

　顔を覆おおって嗚お咽えつする。若さゆえ、痛みに対し原始的な処理方法を取るしかないスーシャンの、かすかに震ふるえるうなじのほつれ髪がみは一層艶つやっぽかった。窓から曙あけぼのの光明が差す、静かな部屋ですすり泣く美少女の姿は様になるものの、世界の全てに裏切られた思いであろうスーシャンに、シュンペータは掛かける言葉がなく、眼を背けた。

　背けた先にはミンの死し骸がいがある。ふと、床の血ち溜だまりの中に、掌てのひら大だいの物体があるのを認めた。臓ぞう物もつではない。ミンが衣服もろとも斬きられ、どこかのポケットからこぼれ落ちたらしいそれは、血で真っ赤だが、どうも仏像のようだ。

「スリムに見えたけど結構皮ひ下か脂し肪ぼうついてるわね」リズが寄って来て、仏像に気づかず、ミンの死体を観察する。「これ右う心しん房ぼうかな。こっちは肺はい葉ようね。へー胃って面白いカタチ。ほらほらご覧らんなさいな、粘ねん液えきに濡ぬれ光る真っ黄色なとうもろこしそっくりの脂肪がびっしり☆」

「黙だまってろ」
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　　　午前６時　鳴なる滝たき町ちよう／国立美術館




『ういーすロギー御ご無ぶ沙さ汰たー』

　女治安官の声は、いいことでもあったかハイな調子だ。

「ごぶさですリズ」

『そっちどうだった』

「調査中です、まだ」

『そ。実はこっち大変なことになっちゃってさあ。フーんとこ行ったらさ、誘ゆう拐かい事件が起きてたんだけどさ』

「それは、何ともまた」

　またとんでもないことが起きたものだ。ロギーは端たん末まつ片手に眉まゆを上下させた。

『んでね、犯人が内部の人間でね、何だかんだで殺されたの』

「何ともまた」

　唖あ然ぜんとはしたものの、話を端は折しよりすぎでいまひとつ状じよう況きようが飲み込めない。

　まだ泣きじゃくるゴンゾをうざげに見ていた碇いかり矢や社長が、こちらを向いた。

　碇矢には、治安官リズの協力を得て美術館へ入ったことは告げてある。碇矢はロギーの通話相手をそのリズだと悟さとったらしく、こっちの情報は出すなとアイコンタクトで指示してきた。さらに自身の端末を出して、転送しろとジェスチャーする。

　抜ぬけ目めなきボスにロギーが言う通りにすると、

『びっくりしたわあ』と、口の軽い治安官はありがたくもこちらが頼たのむより先に、経いき緯さつを興奮気味に語り始めた。

　リズは、マスクド・ジャスティス変身時に倒たおした敵てき──たぶんゴールドロップファミリーの関係者から、フー一家に忍しのび込こんでいるスパイ云うん々ぬんの情報を聞き出していたようで、一家へと御注進に赴おもむいた。で、修しゆ羅ら場ばに遭そう遇ぐうした。ゴールドロップのスパイがフーの娘むすめをそそのかして狂きよう言げん誘拐を仕組んでおり、ちょうど決行当夜にリズは立ち会ったのだ。ゴールドロップの跡あと取とりトムのせいで謀ぼう略りやくは露あらわとなり、スパイは逆上、大立ち回りの結果、一家の幹部たちを道連れに死んでしまったそうな。

　死し骸がいの片付けが済み、マフィア界って人の命軽ーい、などと、熱い紅茶片手にセンチな気分に浸ひたるリズによる現場からの中ちゆう継けいだった。

　ゴールドロップとフーが跡取り同士の結婚による同盟を控ひかえているのはロギーも知っていた。裏事情を鑑かんがみれば必ずしも円満な形ではない、ということも。同盟を機にフーを潰つぶす策を立てるとは、巨大組織ゴールドロップにしても大勝負だが、風雲急を告げ通しのマフィア社会においてはあり得ない話じゃない。

『んで、スパイは仏教徒だったらしいの』

「仏教徒。どういうことです」

『仏像持ってたのよ。ほらロギー、あなたがドリーに渡わたしたのとおんなじぐらいのおっきさの、片手に収まる程度の。何て言うのかな、普ふ通つうのパンチパーマの仏像じゃなくって、上半身裸はだかのマッチョな仏像。ぐわーって大口開けてこのヤローって怒ど鳴なってる顔で仁に王おう立だちしてる仏像』

「仁王像ですか」

『そう、それ』

「ふうむ。……」

　ロギーの脳細胞に快かい刀とう乱らん麻まを断つ閃ひらめきが奔はしった。

「仁王像はどうしました」

『さあ。誰だれかが持ってっちゃったかしら』

「すみませんが、探してお持ちくださいませんか」

『勘かん弁べんしてよ。あたしもうマフィアと関わんのやだ』

「お手て数かずですが頼たのみました」

『あ、ちょっと肺はい』

　返事を待たず通話を切った。一つ咳せき払ばらいをしてから、碇いかり矢やに、

「お耳を拝はい借しやく」

　と、耳打ちする。

　碇矢は、半眼のだるい面おも持もちのまま、ときおりうなずきうなずき、聞いた。

　話が終わるのと同時に、廊下から静かな足音が聞こえて、二人はどちらからともなく離はなれた。

　出入り口からひょっこり黒い顔が覗のぞいた。

　ドリーだった。

「待ち切れんでね。どうだった、結果」

　しかめ面の碇矢に眼をやってすぐ逸そらし、ロギーのほうへ歩いてくる。

「どうやって入ったんですか、元怪かい盗とう淑しゆく女じよさん」ロギーは訊きく。

「変に応じ機に臨む」

「そうですか。で、ドリー、ついさっきまではまだあなたを疑ってたんですが、いえ、こうしてすんなりここへ入って来たお手て並なみを見るとやっぱり気になるのですが、あなたは潔白です」

「知ってらあね。あたしが知りたいのはあたしと肩かた並ならべる奴やつがいたかどうかだ」

「いたらどうだというんです。まさか、ライバル登場で業界に復帰、なんて考えませんよね。僕も探たん偵ていです、結果は教えられません」

「何だ、わからなかったのかい。いや、あたしがシロと理解できたってことはつまり、事件解決ってこったね。あたしは何となく想像がつく。これは泥どろ棒ぼうの──外部の人間の犯行じゃなかった、とかね」ドリーはゴンゾに眼をやる。

　いい読みだ。

「ロギー、賭かけのことだけどね」ドリーは勝かち誇ほこった笑いを浮うかべ、「もしどうしてもってんなら、ナシにしてもいいがね」

「結構。僕は約束は守りますよ」

「そうかい。そりゃ立派だ」河か馬ばみたいな口を開けてあくびを放つと、「じゃあね。元もと名めい探たん偵てい」と太い腕を上げて、優越感が満面に浮うき出でた面おも持もちで、巨体を翻ひるがえした。

「ロギー、行かせていいのか」黙だまり込こんでいた碇いかり矢やは、ドリーの姿が消えると、ゴンゾに聞かれぬよう声を落として言った。

「まあ、この場はね」

「で、どうする」

「とりあえず、当局へ報告しましょう。それから、彼女の友人に──ソーピノーに協力してもらいます」

「ソーピノーか。あの守しゆ銭せん奴どがそう簡単に協力するか」

「僕ぼくが頼たのめば、きっと力を貸してくれますよ。彼はそういう男です」ロギーは碇矢に見えないように、ドリーからの報ほう酬しゆう二百万が入った内ポケットを叩たたいた。




　　　午前７時15分　ネイザンヒル／フー邸てい




「そんなバカな。じゃ茶会は予定通りやるってんですか。同盟発表も」シュンペータはマンシュに詰つめ寄よった。

　マンシュは返事の代わりに、鼻息をふんと吐はいた。

「チェンが殺されてるんですよ。スパイを入れられて、幹部だって何人も」

「黙だまれ。シュンペータ、貴様は何様だ。一家の人間でもない野郎が俺おれの決定に口を出すな」

「大たい人じん、大人はそんな人じゃなかったはずです。やられたらやり返したでしょう。ここまでされてあいつらと手を握にぎるんじゃ、チェンが、いえ、死んだ連中が浮うかばれませんよ。第一スーシャンお嬢じようさんを傷つけられて黙ってるんですか」

「口の利き方に気をつけろ。今回の助けがなけりゃ拷ごう問もん部べ屋や送りにするところだぞ」

　シュンペータは歯をくいしばって言う、「じゃあ、お嬢さんは」

「それも貴様の知ったことじゃない。礼はあとでする。失せろ、でないとここで殺す」マンシュは耳毛を揺ゆらし、真っ赤な顔で怒ど鳴なりつけた。

　シュンペータは憤ふん然ぜんとマンシュに背を向け、ユリの腕を取って広間を出た。

「帰るのシュンペータ」

　まだ顔色は悪いものの、大方ミコノスの抜ぬけた様子のユリは、引っ張られるままについてくる。

　女治安官リズは、すでに引き揚げている。シュンペータが、ミンの持っていた仁に王おう像ぞうを弄いじっていたら、「それ頂ちよう戴だい」と言ってきたが、この木こっ端ぱ役人が気にくわないシュンペータは「やだよ」と断った。そしたらむくれ顔しながらも「じゃいいわ」と言った。上司に言われたのだろうが、こちらに渡わたす義務はないし、リズ自身も色々ありすぎて面めん倒どう臭くさくなったのか、夜が明けて程なくフー邸ていを去っていった。

　治安官はどうでもいいが、シュンペータはこうまでされてなおもゴールドロップとの同盟を推し進める一家のヘタレ加減と、親友チェンの死に、何ともやるせなかった。確かにマンシュの言う通り、これは一家が決める問題で、自分は部外者。やられたらやり返せ、でカタの付くことではない。ゴールドロップはまともにやって勝てる相手ではない。トムは恐おそらくこのままゴールドロップへ帰され、スーシャンは無理矢理、薬を打たれてでも茶会へ出席させられるだろう。若い二人は障しよう害がいを乗のり越こえめでたく結婚。

（結局俺おれは何もできなかったな）

　早足に廊ろう下かを歩きながら、心中シュンペータは、何もしてやれないことをチェンに詫わびた。

　誰だれの見送りもなく、靴くつを適当につっかけて、正面玄関を開けたときである。冷気が肌はだを刺さす、濃こゆい朝あさ靄もやの立ち込める庭園の向こう、正門からこちらへ早足に歩いてくる人ひと影かげをみとめた。

　ユリが小さく悲鳴を上げてシュンペータにしがみついた。シュンペータも人影の正体を知り、門のそばに門番とおぼしき男が数人倒たおれているのを見て、びくりとした。

　抹まつ茶ちや色いろ一色のセーターとロングスカートの大おお野の家け執しつ事じセーラ・皆かい園おん寺じがそこにいた。面おもてを上げ、こちらの姿を確認したか、駆かけ足あしになった。

　シュンペータの端たん末まつから発信源を辿たどったか、セーラはついにユリの居所を突き止めたようだ。眼鏡が光り、シュンペータを睨にらみ殺ころす。

「セ、セーラさん、あのですね」

　弁解しようとした瞬間左ストレートがシュンペータの頬ほおに決まった。シュンペータの身体は空中で回転し、上がりガマチに嫌いやというほど叩たたきつけられ、転がった。

　さらに、震ふるえるユリに猛もう烈れつなビンタが。

「さて、正式な制裁はあとにして、いったん手短に説明してもらいましょうか」セーラは二人を交こう互ごに睨む、「言っておきますが嘘うそをついたら、──わかっていますね」

「はいあの、実はですね」シュンペータは鼻血を出して起き上がり、「俺の友人がちょっとヤバいことになってたんで、ユリが、いやお嬢じようさまが協力してくれるというので、ついセーラさんを殴なぐって邸やしきを出てしまったのですが、ほんで俺は」そこまで言って、シュンペータは肝かん心じん要かなめの重大事実を思い出した。思い出して、青ざめた。

　あまりにも壮そう絶ぜつな出来事が続いたせいか、すっかり失念していた。右耳にはホアンホアン特製の爆ばく弾だんが埋うめ込こまれているのだ。

「どうしました」

「セ、セーラさん、お嬢じようさま、俺おれから離はなれて」右耳を思わず押おさえ、もう片方の手で二人を制し、シュンペータは靴くつのままマンシュ邸ていに上がり込んだ。

　広間に駆かけ込こみ、マンシュと構成員たちが迷めい惑わくそうな眼を向けるのもかまわず、

「ホアンホアンはっ。ホアンホアンはどこだ」

「何を言っとる」マンシュが不ふ機き嫌げんに言う、「奴やつは少し席を外してるが」

「どこ行ったんすか」

「聞かなかったな。おい。お前ら、知ってるか」

　のんびりとしたマンシュの問いに、血けつ痕こんの残る壁かべや窓を拭ふいている構成員たちは、全員首を横に振ふった。

　皺しわに埋もれたマンシュの口元に一いち刹せつ那な、微かすかな笑みが浮うかんだのを、シュンペータは見み逃のがさなかった。

（このジジイ、まさか）

「誰だれも知らんそうだわ。すまんなあ、シュンペータよ」

　小さな眼には残ざん虐ぎやくな光が宿っている。

（口くち封ふうじか。俺が邸やしき出たらユリと一いつ緒しよに爆弾で始末するつもりだな）

　ゴールドロップと組むためには、二家に関わる事情を知りすぎた二人は邪じや魔まだ。治安官を帰したのは、元々治安局は一いつ般ぱん人じんに被ひ害がいがない限り出て来ない腰こし抜ぬけ組織だからだろう。一家が恐れているのはゴールドロップだ。外部の一般人に知られたとあっては都合が悪い。

　確信し、血の気の引いたシュンペータは、再び広間を出て、玄関へと走る。

　セーラとユリの横を駆かけ抜ぬけていく。何か二人が言ったようだが聞いている暇ひまはなかった。懐ふところから、ドクター滝たきにもらった爆ばく破は妨ぼう害がい器きを出し、スイッチを入れる。本当に効果があるかどうか怪あやしいものだが、もはやこれ以外に手はない。三十分だけのリミットだ。

　車庫の端はしに停めたバンへと飛び込む。

　エンジンを掛かけたとき、セーラとユリが追いついた。

「どこ行くのよシュンペータ」

「どこへ行くのです」

　二人は後部座席に乗ってきた。

　二人が席に座る前に、シュンペータはバンを乱暴に発車させた。後ろでひっくり返る二人を気にも留めず、正門へと突っ込み、サイドミラーを片方吹っ飛ばして飛び出した。

「何を急いでんのよぉ」

「シュンペータさん、止めなさいっ」

　聞く耳持たずに、バンはたなびく靄もやをライトで照らし、悲鳴にも似た轟ごう音おんを上げてひた走る。シュンペータはただ前を凝ぎよう視しして、信号も、あちらこちらで鳴らされるクラクションもお構いなしに、アクセルをベタ踏ぶみする。

　フー邸ていから相当に離はなれたダウンタウンまで来ると、車両通行止めの表示板を躊ちゆう躇ちよなく跳はね飛とばして歩行者天国へ入り、急ブレーキをかけた。埃ほこりを上げて車体が九十度回転した。車内をゴムボールみたいに跳ねていたユリとセーラは、ようやくシートベルトを締しめたところだったが、反動のためそろって前の座席にひたいを打った。

　わめく二人をよそにシュンペータは窓の外に首を出し、付いてきているクルマがいないかどうか確かめる。まだ静かな朝の商店街には、白い靄もやの中に数えるほどの通行人と商店主たちがいるだけだ。

　ダッシュボードに手をやり、ゴソゴソ掻かき回まわす。

「シュンペータさん、あなた乱暴な運転は」

　身を乗り出したセーラの鼻先に、スタンガンを当てた。火花が散る。セーラの口から短い悲鳴。眼鏡が外れ、白目を剥むいてガクリと伏ふす。

「ちょっとっ、シュンペータ何してんのよ」

　シュンペータはユリには取り合わずクルマを下りた。セーラの身体を引きずり出し、不ふ審しんげに見る通行人たちを無視して、漬つけ物もの屋やの店先に転がす。

「いいかユリ、これから俺おれはちょっと寄るところがある。ついてくるなよ。タクシーでも呼んで、大だい至し急きゆう家に戻もどれ」

「え、ちょっと何」

「いいから下りろ」

　ユリの身体を強引にバンから下ろし、自分は運転席に乗り込む。時計を確認する。フー邸を出てすでに十五分が経過していた。

「どうしたの、わけわかんないよシュンペータ。待ってよ、行かないで」

　朝ぼらけの中に立ちすくんでいたユリだったが、急に不安に襲おそわれたか、割らんばかりにウインドウを叩たたきまくる。

　シュンペータはウインドウを開け、涙なみだぐむ女主人の瞳ひとみをじっと見つめて言った。

「ユリ。もし俺がいなくなっても、ちゃんとやってけるよな」

「どういうことよう、シュンペータ」

　シュンペータはユリを突き飛ばし、タイヤを路面に擦すり込こませてバンを急発進させた。




　　　午前８時19分　広ひろ橋はし町ちよう／ホテルプリンセスひろはしスイートルーム




「どうにかなりそうかしら、局長」副局長フレデゴンドが言った。

「わからん」

　ホテルプリンセスひろはし北棟ノースタワーの最上階二十階スイートも、気分を落ち着かせる効果はなかった。ジン・ウーロンはずっと唇くちびるを噛かみ、指を組み合わせた両手を小こ刻きざみに震ふるわせ、窓際のソファに背中をまるめていた。

　窓から、世界平和記念式典オープニングセレモニーが行われる中庭を見下ろす。北棟と南棟サウスタワーのあいだには、万国旗がいくつも渡わたされている。

　ホテルは上空から見ると北棟と南棟のそれぞれ西の端はしが、連れん絡らく棟とうでつながっており、コの字型になっている。三棟に囲まれた中庭の、北側には、縦たて長なが五十メートルのソラマメ形温水プール。南側は、芝しばの手入れが行き届いた屋外多目的スペースで、中央にある噴ふん水すいが朝陽を虹にじ色いろに照り返す、通つう称しよう〈エデンガーデン〉。西の連絡棟側に設けられたＶＩＰ用ステージはイギリス女王陛下はじめ各国代表を待っている。百人弱の招待客たちは、朝あさ靄もやの晴れつつあるこの会場へ、ついさっき入ったところだ。

　肺はい魚ぎよは未だ戻もどっていない。碇いかり矢や探たん偵てい社しやからは、どうにかする、とフレデゴンドを通じて報告があった。しかしフレデゴンドは詳くわしく語らず、とにかく待ちましょうと言うだけ。

　緊きん張ちよう感かんなくソファに座ってスカートの長い脚あしを組んでいる副局長フレデゴンドは、つと立ち上がった。

　赤毛を揺ゆらして、静かにジンのもとへ歩いて来た。

「ジン局長」

　腰こしを折って、顔を近づける。渦うずを巻く瞳ひとみが、催さい眠みん術じゆつに掛かけるみたいにこちらを混乱させる。

「局長、私はあなたみたいなクリーンな人は初めて見ました」

「何だ、急に」

「いえね、ここへ来てからというもの局内は徹底的に洗ったんですけどね。人間ですから絶対何か出るんですが、あなたは全く以もつて何もない」

　ここまでハッキリと、自分が内部調査者だと言ったのは初めてだった。

「そうか」

「褒ほめてるんじゃないんですのよ。局長ともあろう人は、自分を捨ててでも悪党と戦わなければいけないんです。綺き麗れい事ごとやってたって勝てません、神さまじゃありませんから時には汚きたない手も使わなければ。でなきゃ市民の安全は保たれません。なのにあなた一人クリーンなのは戦うことを放ほう棄きしてきたからではないかと思うのですけれど」

「その責任はある」

「あっさりお認めですのね。スピアシティの伝統だとでも弁解するかと思ったんですが」

　スピアシティ地下街に局はノータッチを決め込んでいた。これまでもそれなりにうまくやってきたし、マフィアたちも一いつ般ぱん人じんのテリトリーを侵おかすようなことはほとんどなくなっている。マフィアは地下街における、いわば岡おかっ引ぴきみたいな役割を担っており、アウトローであり権力の手先でもある。それをよしとして或ある程度の自由を与えてきた責任は免まぬかれまい。

「ビッグファミリーの合がつ併ぺいは御存じですね」

「ゴールドロップとフーだろ、今朝の茶会にどっちのボスも出るな」

　北棟ノースタワー四階のホールで財ざい界かい人じんの親しん睦ぼく会かいを隠かくれ蓑みのに茶会が間もなく開かれる。

「そこではたぶん正式な合併の発表がされます。さて、リズ・ジャスティス治安官の報告によれば、ゴールドロップはフーを潰つぶしたいがためにスパイを入れていたと。スパイは、ゴールドロップの跡あと取とり息子と結婚を控ひかえたフーの娘むすめを騙だまして駆かけ落おちをしたように見みせ掛かけ、抗こう争そうの理由を作ろうとしていたと」

「地下じゃこの程度の揉もめ事ごとは珍めずらしくない。一いつ般ぱん人じんとは別世界の話だよ」

「ですが、この件にも関わらず二家は合併します。大組織が誕生しますね。いずれ他の組織も取り込まれて、裏業界の統合は急ピッチで進むでしょう。そうなると少しまずいです」

「ああ」

「マフィアはある程度は必要悪とは思うんですけど、少々図に乗りすぎてるようですね。自分たちの分際ってものを忘れてます。ですが、我々にとって、これはチャンスです」怪け訝げんな顔つきになるジンに、フレデゴンドは続ける。「狂きよう言げん誘ゆう拐かい、殺人。犯罪が行われた、ってことじゃないですか。治安局長として黙だまってるわけにはいかないでしょ。幸い状じよう況きよう証しよう拠こはあります、当事者の中に両家の外部の人間がいたんですし。それに先ほど、一家の人間が絡からんでいると思われる爆ばく発はつ事件が起きています」

「爆発。そんなのがあったのか」

「ええ、地下街でね。大おお野の財ざい閥ばつの御ご令れい嬢じようが通報して来ました。事件を起こした犯人もフーの幹部とわかっております。──いい機会です、ゴールドロップとフー、両方とも潰しちゃいましょ」

　フレデゴンドの冷れい徹てつな笑みに、ジンの背筋にゾッとする寒さが奔はしった。

「まあ、式典が成功すれば、世界の注目も高まるしな。いつまでもスピアシティを奴やつらの好きにはやらせてはいられないな」

「何を呑のん気きなこと言ってるんです、式典が終わってからじゃ遅おそいです。マフィアの重要人物が一堂に集まるこの機会を逃のがす手はありませんよ。戦争は奇き襲しゆうに限ります。局長、今日でクビかも知れないんだから肚ハラ括くくったらいかが？」

　黙り込んだジンに、フレデゴンドは尖とがった下の犬けん歯しを光らせて子供みたいに無む邪じや気きな表情をした。

「成功すれば、あなたも、リズ・ジャスティス治安官も、当然クビは免まぬかれます」

「俺おれに何をさせたい」

「いえいえ、色々と申し上げましたけどね局長、私はあくまで意見を述べるだけ。決断はお任せいたしますわ」眼を離はなせずにいるジンの瞳ひとみを覗のぞき込こんだままフレデゴンドは言った。「ひとまず、肺はい魚ぎよ贈ぞう呈ていまで少々時間稼かせぎでも考えときますか」




　　　午前８時57分　プリひろ・エントランス




　旅行鞄かばんを提さげ、ホテルプリンセスひろはしのロータリーに突とつ如じよ出現したドリーに、中ちゆう堅けんらしき年齢のドアマンは駆かけ寄よっていった。人っ子一人いない空間に入ってきた、冬ふゆ枯がれ並木にミスマッチな黒い顔の女を見て、

「申し訳ありませんが、本日は一いつ般ぱんのお客様はご遠えん慮りよ頂いておりまして」

　と、営業スマイルで言いながらも、空っぽのタクシーステーションと見比べ、訝いぶかしんでいる様子だった。

　怪かい盗とう淑しゆく女じよに入れぬ場所は無し。

　ドリーは小首をひねってみせた。

「聞いてないの。今日のＶＩＰゲスト、スポレコイム伯はく爵しやくの娘むすめだけどあたし。確認取ってみろ」

　ひるんだドアマンが何か言おうとする寸前ドリーは、朝の冷気をつんざく声で怒ど鳴なった。

「あんた名前はっ」

　気け圧おされ、胸のプレートをさして名乗ろうとするドアマンを睨にらみ、続ける。

「そうか。ホテルプリひろの内うち山やま田だか。このことはあとで上のほうによく言っとく。も一度名札をよくお見せ」

　吐はき出だされた白い息が、ドアマンの顔の前で朦もう々もうと揺ゆらめいた。

　固まったドアマンの横を抜ぬけ、ドリーは特注サイズのカシミヤコートを翻ひるがえして北棟ノースタワーメインエントランスへ入った。

　左手の、誰だれもいないロビーを見み遣やる。

　壁かべ一面がガラス窓になったロビーの向こうには、北棟と向こう側の南棟サウスタワーに挟はさまれた、広い中庭がある。

　手前に、水面みなもが青く輝かがやくソラマメ形の温水プールが見え、プールサイドを挟んだその向こうの〈エデンガーデン〉には、大勢の人間が集まっている。あちこちに豪ごう華かな料理の載のったテーブル。西側ステージには各国の代表がずらり。世界平和記念式典オープニングセレモニーがぼつぼつ始まるのだ。

　さて、肺はい魚ぎよ無くしていかなる挨あい拶さつをするか見物だけれど、ドリーは足早にフロント脇わきのクロークへ向かった。

　受付には、制服だけはパリッとした、閑かん職しよくに追いやられた風な初老が一人。黒眼鏡をはめ、雑誌の立体グラヴィアに眼を落としている。

「景気はどうだね」

　ドリーの声に、あわてて立つ。

「こんな日まで一人で大変だね」

　クローク係は眼を白黒させながら、笑みを作った。「なんか今日は、大事な式典が開かれとりますんで。何かご用でしょうか」

「ご用がなきゃ来ない。これ頼たのむわ」

　ドリーはコートの内ポケットから一枚のカードを出し、カウンターに放った。犬が棒切れに足を取られて転ぶ絵が描かかれている。臘ロウコーティングされた古いカルタの〈い〉の絵札である。

「これ一枚でございますか」

　うなずくドリーに、不思議そうな顔をした男は、とりあえずという感じで預かった。

　クローク内の小物の中にあるアナログ時計が九時を指し、同時に中庭のほうから拍はく手しゆが起こるのが聞こえた。いよいよセレモニーが始まったのだ。

『日本連れん邦ぽう内政大臣を仰おおせつかっとりますネッドでございます。お集まりの皆様に心よりの歓迎の意を表します。それではイギリス女王陛下を壇だん上じようへお招きして、世界平和記念式典に先立ちます、オープニングセレモニー──国宝肺はい魚ぎよ贈ぞう呈てい式しきをこれより執とり行おこないます』

　窓越しに聞こえる町内会長っぽいノリの挨あい拶さつに振ふり返かえろうとしたとき、係が戻もどり、金数字の彫ほられた紫し檀たんのタグを差し出した。

「確かにお預かりしました。こちらお持ちください」

「ご苦労」

　ドリーはタグを受け取って踵きびすを返し、その先にある、誰だれもいなかったはずのロビーを見て、第一歩目で足を止めた。

　ワインレッドの一人掛がけソファにいつの間にやら、白金プラチナ色いろの頭をしたノッポが、背を丸めて座っている。思おもい詰つめたような蒼あおい瞳ひとみが瞬きもせずこちらを見ている。

「ウィー・ウィシュ・ユー・ア・メリー・クリスマス、ドリー」

　私立探たん偵ていロギーだった。

『そういったわけでございまして、これより日本連邦より親愛の証あかしとして、国宝・肺魚がイギリス女王陛下へ贈呈されます。プレゼンターは私が務めさせていただきます』

　ネッド内相がお辞じ儀ぎをするのと同時に、ホテル上空を航空機が編隊飛行フライバイしていく音が轟とどろき、祝福の花火が盛大すぎるほどに打ち上げられ、ロビーも窓からの強きよう烈れつな光に包まれた。ロギーの表情は、逆光で見取れない。




　　　午前８時58分　プリひろ・四階ホール




　じき九時。スーシャンとトムの結婚発表、ひいてはフー＆ゴールドロップ同盟による日本連邦最大組織誕生の瞬間が、刻一刻と近づいている。

　同盟によって裏社会の人間が本格的に地上進出するという意味合いもあるわけで、アルバ島サミットから数年でバカでかいロシアがマフィア国家になったみたく、スピアシティの地下マフィアが日本連れん邦ぽうを制せい覇はする日も近い。

　北棟ノースタワー四階ホールには各組織要人が集結し、グラス片手にすでに微ほろ酔よいだ。下げ戸このホアンホアンはバニーガールからつぶつぶオレンジジュース入りワイングラスを受け取って、中央へ首を伸のばした。連中が純白テーブルクロスに広げられた饗きよう膳ぜんをつまむ向こうに、お世せ辞じにも似合うとはいえないタキシードを着たマンシュがいる。ホアンホアンに気づき、グラスを掲かかげた。ホアンホアンもグラスを必要以上に高くかざし、シャンデリアの明かりに輝かがやかせる。

『国宝肺はい魚ぎよ贈ぞう呈てい式しきをこれより執り行います』

　角に備え付けられた三十七インチのテレビから、中庭で行われている大イベント〈世界平和記念式典〉の様子が流れてくる。

　ホテルの人間にはくれぐれも止よすよう言われていたが、ホアンホアンは分厚いカーテンをまくり上げ、中庭を鳥ちよう瞰かんする。ホールのベランダから見下ろす真下には広いプール、その隣となり〈エデンガーデン〉では、こちら北棟ノースタワーと向かい南棟サウスタワーに渡わたされた無数の万ばん国こく旗きの下、表社会の成金どもが集まっている。マフィアの茶会と同じホテルでとは平和ボケここに極まれり。

　グラスを傾かたむけ、ホアンホアンは災わざわい転じて福と為なした充じゆう実じつ感かんをオレンジのつぶつぶとともに噛かみ締しめた。ゴールドロップのやり口は確かに気に入らないものの、策さく謀ぼうを暴いたおかげで、流石さすがに向こうは強く出られなかった。案あんの定じようドンのフランソワ・ゴールドロップ自身は与あずかり知しらぬことであり、一部の不ふ穏おん分子が暴走したものであるとの弁明が返ってきた。茶番に一家は付き合うこととした。可哀かわい想そうだがスーシャンには予定通り犠ぎ牲せいになってもらう他ない。

（俺おれも、ついにここまで来た）

　シュンペータには全く以もつて感謝である。知りすぎてしまったため死んでもらったが。接せつ触しよく不良のせいか三十分ほど爆弾が作動しなかったのを踏ふまえ、次のヴァージョンはもっと精度を上げねば。

　おもむろにホールの照明が落ちた。ホアンホアンはカーテンから手を放した。

　壇だん上じようをスポットライトが照らす。トムとスーシャンが現れるサプライズ演出──とは言っても参加者全員承知なのだが、皆みな姿勢を正し、誰だれかがフライングで拍はく手しゆを始めた。

　拍手は広がり、これまた似合わぬ純白タキシードのトムが、スーシャンの手を引いて登場した。悪趣味な黄色いサングラスを掛かけて、顔のあちこちはメイクで隠かくしていても痛そうな痣あざが目立つが、表情は明るく、ゴールドロップ組織ぐるみの計画をワヤにしたのを反省している様子はない。スーシャンを戦利品のように扱っているのはフー一家側としては愉ゆ快かいでないにせよ、実際今のスーシャンは薬を服のまされ、立って歩けはしても魂たましいのない人形だ。

　スポットの中、トムがマイクを握にぎったその直後だった。

　ホール三方の扉とびらが同時に開いた。

　全ての灯りがつき、ガタイのいい、目つきの悪い、強こわ面もての男たちが次々と入り込んできた。

　扉とびらから警備担当の下したっ端ぱ構成員が転がり込んで、

「治安局ですっ」

　と、あまりに遅おそすぎな一言を叫さけんだ。




　　　午前９時１分　プリひろ・ロビー




　ロギーの髪かみは乱れ、眼の下には隈くまが浮うき、心持ちクリーム色のスーツもくたびれている。ドリーは黙だまって去ろうかとも思ったが、しかし、赤あか絨じゆう毯たんを踏ふんで近づいた。

　窓の向こう、肺はい魚ぎよ贈ぞう呈ていの始まる中庭で、会場の注目と拍はく手しゆが女王に集まったそのとき、

『と、その前にです。予定外ではありますが、ここで少々お時間を頂きまして、日本連れん邦ぽう平和青年団会長、リジー・ボーデン様より、ご挨あい拶さつを頂ちよう戴だいいたしたく思います』

　と、アナウンスが流れた。楽隊は演えん奏そうし始めたばかりのイギリス国歌をいきなり止め、腰こしを上あげ掛かけた女王および内相は不ふ審しんげに眉まゆをひそめた。

『では、リジー様、どうぞ』

「こんなところで何をしてるね、ロギー」ドリーは、テーブルを挟はさんだロギーの真向かいのソファへどっかと座り、鞄かばんを傍かたわらに置いた。

「それはこっちの台詞せりふです」ロギーは背筋を伸のばして座り直した。「ご覧の通り今日は世界平和記念式典をここでやるんです。そんな場所になぜあなたが」

　セレモニー会場の端はし──プールサイドを、平和青年団会長とかいうスーツの若い女が、スタスタ歩いていく。眼をやったドリーは、それが夜よ更ふけに教会で会った女治安官とそっくりなのに気づいた。

「世界平和はみんなの願いだ」

「納得しました。そういえばドリー、旅支度のようですがどちらかへご旅行ですか」

「あんた、約やく定じよう通り探たん偵ていは廃はい業ぎようしたのじゃあなかったかね」

「それは、あなたを肺魚窃せつ盗とうの犯人として捕つかまえられなかったら、の話でしたね」

　噛かみ締しめるようにつむぐ言葉に、ドリーは何とも言えない不安に囚とらわれた。

『ただいま御紹介に与あずかりました日本平和青年団会長、リジー・ボーデンです。肺魚贈呈の前座として、誠に僭せん越えつながら、私から平和についてお話しさせていただきます』

　壇だん上じように立った女の声はあの生意気な治安官とそっくり同じだった。

「ところで、ドリー」ロギーが言った、「さっきクロークへ預けた物は何です」

　ドリーは分厚い下した唇くちびるを噛かんだ。「説明する義務があるのかね」

「いずれしなければなりませんよ、根ね掘ほり葉は掘ほりね。やはり僕の勘かんは鈍にぶってなかった。いえ、あなたの腕うでは衰おとろえてはいませんでした」

「何が言いたい」

『世界平和と申しますと、やはり一人一人の努力が大切だと思うのですよ』

「例の、あなたの大事なイエス像ですが、あれが何かやっとわかりました。割わり符ふですよね。あなたが盗ぬすんで預かり屋の飛鳥あすか利り也やへ預けた肺はい魚ぎよを引き出すための、ね。僕ぼくに奪だつ回かいを依い頼らいするとは大だい胆たんですな。正直、偶ぐう然ぜんが重ならなければ見み逃のがしていたでしょうが」

「おかしなことを言うね。肺魚盗んだのは内部の人間じゃなかったかね。ゴンゾとかいう」

「彼は盗んだんではなく、破は損そんしてしまったんですよ」

『いま我々に必要なのは歩み寄りです。多少のことは広い心で許してあげないと』

「破損だと」

「そうです。落っことして割ってしまったんです。正確には肺魚ではなく、あなたが盗んだあと置いていった複製品フエイクをね」

「何だいそりゃ。あたしが偽にせ物ものを置いていっただと。臆おく測そくだろ」

「僕は準備もなしに臆測は言いませんよ」ロギーは厳しい顔つきになった、「迂う闊かつと言えば迂闊でした。あなたの腕うでなら出所したその足で盗みに入ることだって可能だったでしょう」

『大事ですよ歩み寄り。あんまりうるさいことは言いっこなし』

「現場には、割れた肺魚の破片が残っていました。ゴンゾが落として割った物の。ですがそれはエメラルドではなく、精巧な複製の破片でした。──続けますか」

　ドリーは、つい先ほどソーピノーから掛かかってきた電話を思い出していた。

「聞かせてもらおうか」

「今朝方早く、ソーピノーは電話で情報をあなたに伝えましたよね。フー一家に入り込んだゴールドロップのスパイが殺された、と。そして殺されたスパイは小さな仁に王おう像ぞうを持っていたと。これはイエス像同様、割り符です」

『イエス・キリストは言いました。右の頬ほおを打たれたら左の頬を出しなさい。お釈しや迦か様も言いました。天てん上じよう天てん下げ唯ゆい我が独どく尊そん、この大宇宙に我より尊とうとい存在はない』

「フー一家で誘ゆう拐かい騒そう動どうがあったのをあなたは御存じですね。スパイは奪うばった身代金を飛鳥利也に預けました。仁王像は預けた際に受け取ったもの、つまり引き出す際に見せる割り符です。仁王像の存在を知ったとき、僕は大体の顛てん末まつが読めました。仁王像は口を開けた阿あ形ぎようと閉じた吽うん形ぎようの二つで一対ワンセツトです。そしてあなたの持っていたイエス像は胸きよう像ぞうでしたが、実は一体の全身像を二つに分けたものであり、下半身と合わせてワンセットです」

『世界平和はみんなの願いです。なのになぜ実現しないのでしょう』

「要するに、イエス像は肺魚引き出しの割り符、阿形は十億円引き出しの割り符であり、スパイとあなたは共犯です。──ドリー、あなたが興味があるのは美術品じゃない。金です。あなたが肺魚を盗んだら後生大事に飾かざるなどせず高値で売うり払はらうはずだ、と僕は考えました。物が物だけに国内では捌さばけない。それで、国外へ高飛び予定の人間──ゴールドロップのスパイと取引をしたのです。ミン、と名乗っていた女ですね。あなたは盗んだ肺魚をミンに売るわけです。宝石なら、現金より遥はるかに国外へ持ち出し易いですからね。飛鳥あすか利り也やにあなたは肺はい魚ぎよを預け、ミンはゴールドロップのツテで洗浄ロンダリングした十億を預け、互いの割わり符ふであるイエスの上半身像と阿あ形ぎようを交こう換かんする予定だったわけです。仲介役はソーピノーです。ところがゴンゾが肺魚を偽にせ物ものと知らず割ってしまい、おまけに彼は盗ぬすまれたよう偽ぎ装そうして騒さわぎ立たてた。当然出国に厳重警けい戒かいが敷しかれ、ミンが肺魚を持って高飛びするのは難しくなりました。そうなれば取引は中止です。しかし、肺魚盗とう難なんは公表されなかった。ミンも知らぬが花で、予定通りフー一家から十億奪うばい、飛鳥利也に預け、割り符の阿形を受け取った」

『何事も一いつ朝ちよう一いつ夕せきにはできません。ましてや世界平和実現には多くの障害がつきものです。徳川家康も言っています。人の一生は重き荷を背負いて坂道を行くがごとし、急ぐべからず、焦あせるべからず、天ぷら食いすぎるべからず、サラダにリンゴ入れるべからず、ブスが自分のことボクとか言うべからず』

「そしてソーピノーを通してあなたと割り符を交換する手はずでしたが、ミンはフー一家に殺されてしまいました。あなたは、ソーピノーからの電話でこのことを知りました。阿形──十億の回収が不可能と知ったあなたは、肺魚を持って自ら高飛びを決断しました。警けい戒かい態勢が解かれたのはわかっていたはずです、ゴンゾが犯人ということで肺魚盗難事件は解決した、と僕ぼくがあなたにそれとなく伝えましたからね」

『織田信長は人間五十年外天のうちをくらぶれば夢まぼろしのごとくなりと言っています』

「わかった、もういい」

「ここまで来たんですからもうちょっと喋しやべらせてください。ソーピノーは情報を伝えると同時にあなたを脅おどしましたね。『約束と違ちがって悪いが、今こん生じようの別れなんだから小悪党の俺おれにももう少し分け前をくれや。長い付き合いだったじゃないか。なに、肺魚引き出すついでに気持ちばかりの金、そうだな、三百万ほど飛鳥に預けてくれりゃいいんだよ。割り符はプリひろのクロークに預けて、タグは俺の指定するロッカーに入れてくれ。そんで縁えんは切れる。俺は一生あんたのことを喋らないし、あんたも二度と日本へは来ないだろ。最後に、肺魚なしで式典がどうなるか見てったらどうだよ』とこんな感じですか。いや、彼が掛かけた電話の台本は僕が書いたのですから間ま違ちがいはないはずです」

『神はすでに死にました。我々は自らの手で平和を作ってゆかねばなりません』

「あなたが飛鳥さんの店へ入ったところから──割り符のイエス像で肺魚を引き出したところから、ずっと尾つけて来たんですよ。さて、鞄かばんの中の肺魚をお返し願えますか」




　　　午前９時１分　プリひろ・四階ホール




　当局とマフィアのあいだには暗黙の了解があった。一いつ般ぱん人じんに手を出さなければ、警察、治安局他行政機関はマフィアの地下街支配を黙もく認にんし、犯罪ですら地上に飛び火しなければ見み逃のがしてきた。なぜいまこうまで強引な手段に出るのか。

「何の用かはわかっているな。お前らの罪状読み上げてたら日が暮くれる。神しん妙みようにしろ、全員連行する」

　大声を上げたのは、ヘタレ温厚派の治安局長ジン・ウーロンだった。

　そこここの奴やつらがタキシードから拳けん銃じゆうを抜ぬいた。茶会に武器は持ち込まないという掟おきてが全く守られていないのが露あらわになった瞬しゆん間かんだった。短たん絡らくな奴らめ、とホアンホアンは思ったが、この出し抜けの来客にどう対処すべきかは自分にもわからなかった。各組織のボスが制止する暇ひまもなく、不意打ちに泡あわを食った馬鹿どもはすでに引き金を引いていた。

『そういったわけでございまして、これより日本連れん邦ぽうより親愛の証として、国宝・肺はい魚ぎよがイギリス女王陛下へ贈ぞう呈ていされます』

　テレビの式典中ちゆう継けいがのんきに続くのをよそに銃じゆう撃げきが始まったが、メットにフラグメンテベストで完全装備の局員たちは、防ぼう弾だんの大おお盾だてを並べ、弾だん丸がんをはじく。その際、響ひびく発射音に混じって、窓の向こうではこれまたやかましい花火が打ち上げられていた。陽差しよりも明るい閃せん光こうがカーテン越しに明めい滅めつした。

『ここで少々お時間を頂きまして、日本連邦平和青年団会長、リジー・ボーデン様より、ご挨あい拶さつを頂ちよう戴だいいたしたく思います』

　考え無しに撃うちまくられた銃じゆう弾だんが底をつくと、ようやく我に返ったか連中は今度は戸と惑まどい出した。

　局員が大盾を脇わきへやって、出席者たちを拘こう束そくに掛かかろうとしたとき、

「邪じや魔ますんじゃねえっ」

　と、怒ど鳴なったのはトム。

「なんで、なんで邪魔ばっかすんだよう！」

　無反応のスーシャンの手を取ったまま、半泣きでわめいたが、マイクに口を近づけすぎたせいか、段々ハウリングで聞き取れなくなった。そうでなくとも、当局の奇き襲しゆうにそれどころではない出席者たちは、誰だれ一人ひとりトムの身勝手な理り屈くつっぽいシャウトなど気に留めない。

　局員たちのあいだを縫ぬって、抹まつ茶ちや色いろ一色のブラウスとロングスカートの女が現れた。

　大おお野の財ざい閥ばつ本ほん邸てい執しつ事じ、セーラ・皆かい園おん寺じだった。

『ただいま御紹介に与あずかりました日本平和青年団会長、リジー・ボーデンです』

　セーラは、トムの真ん前にスーイと歩み寄っていく。

「あっ、お前は」

「お前呼ばわりしないでくださいと、申しあげたでしょ」

　歩みは止まらず、右ストレートがトムの顔面に決まった。黄色いサングラスがブリッジからひしゃげ、長なが靴ぐつ鼻ばなは折れ、トムは悲鳴とともに後ろへ吹っ飛んだ。

「フー・ホアンホアンという方はどこにいます。爆ばく弾だんマニアのクズ野郎です。誰でもいいから答えなさい」

　ドスの利いた声に、ホアンホアンは反射的にテーブルの下へ身を隠かくした。

　ゴールドロップファミリーが怒ど号ごうを上げてセーラへと馳はせ寄よった。ナイフを抜ぬいた奴やつもある。テーブルナイフを手に取った奴もある。ナンバーワンのドンの息子がやられたせいか、はたまたヤケクソか、他の組織からも次々と男たちはセーラ目がけて突進した。

『世界平和はみんなの願いです。なのになぜ実現しないのでしょう』

　セーラは抹まつ茶ちや色いろの疾風はやてとなってフワリとテーブルに飛び乗った。直後、襲おそい掛かかった連中は、テーブルの上からガトリングの勢いで繰くり出だされたヒールに顔面を薙なぎ払はらわれていた。セーラはテーブルからテーブルへと義よし経つね八はつ艘そう飛とびのごとく飛び移り、料理を蹴け散ちらして駆かけ抜ぬけた。誰だれかが足を摑つかまんとするのをとんぼを切って避よけ、落とそうとテーブルを蹴る奴があれば、素晴らしいコントロールを以もつて皿を顔面へシュートする。

『神はすでに死にました』

　床ゆかに下り立ったセーラは、必要最小限の動きを以もつて、四方から迫せまる攻こう撃げきをかわしていった。かわした次の瞬間にはコンスタントに敵の急所を打っている。殴なぐろうとする奴の拳こぶしにフォークをぶっ刺さし、切りつけようとするジャックナイフを凄すさまじい反射神経で見切って手しゆ刀とうで払い落とし、そのナイフを奪うばって間かん髪はつ入いれず相手へ突き立てる。

　局員たちも呆あつ気けに取られる中、マフィアどもはセーラに近づいた途と端たん、シャンパンの瓶びんで脳天を殴なぐられ、牡か蠣きの殻からに頬ほおをえぐられ、鍋なべの熱湯を全身に浴びせられ、顔にケーキをぶつけられ、眼に七しち味み唐とう辛がら子しをパッパッと振ふられ、短い悲鳴とともに伏ふしていく。数分のうちに若い衆しゆうは片付けられ、残るはもはや立たち尽つくす大幹部たちのみ。

『世の中にはひどい話もあるものです。ですがくじけてはいけません』

「フー・ホアンホアンはどこですっ」流石さすがに息を荒くしてセーラは言った。

　テーブルの下、ホアンホアンは身を縮こまらせた。




　　　午前９時９分　プリひろ・ロビー




　しばらくドリーは黙っていたが、やがて鞄かばんを床ゆかに置いた。コートの中に右手をやってモゾモゾ動かし、言った。

「ロギー。政治家やら、役人やら、有名人やら、大会社やらが不ふ祥しよう事じを起こしたとき、なぜ記者会見を開いてまで謝るのか、あんたわかるかね」

「そりゃ、悪いことをしたからでしょう」

「違ちがうね」ドリーは大口歪ゆがめて、「悪いことをしたのがバレたからさ。賄わい賂ろ受け取りました、麻ま薬やくやってましたって自分から明らかにする奴がいるかね。罪悪感消すためだったり、事態収束のためだったり、何にせよ謝罪っちゅうのも人のためならず保身のためのもんだっちゅうのは間ま違ちがいないやね」

『世界平和の実現、そして世のため自分のために、頑がん張ばっていこうではありませんか』

「実じつに為ためになる話です」

「犯罪ってのはバレて初めて成立する。完全犯罪は犯罪ではない」

「そんな理り屈くつはないでしょ。あなたの眼前にことの真相を知ってる人間がいるんですよ」

「あんたが口閉じてりゃ話は面めん倒どうにならずに済むんだ。あたしは多くの悪人同様、いや全ての人間同様利己的に行動する。謝罪はせずただ逃にげる。それでもまだマシな部類さ、世の中には謝りもせず他人に罪をなすりつけて逃げるひどい奴やつもいるだろ」

「あなたがゴンゾに罪をなすりつけたことはバレていますよ」

「そりゃ違ちがう。あたしはゴンゾを犯人に仕立てる気はなかったし、大体最初に罪をあたしになすりつけたのはゴンゾのほうじゃないか。あたしは、逃げさせてもらうだけ」

「逃がしませんよ」

「あたしはな、ロギー。これまで殺しだけはやったことがない」

　ドリーはデカい尻しりを上げて、ソファに掛かけ直なおすと、左腕をコートの中に入れた。

「だがな、それは相手が殺す価値もないチンケな奴らばっかだったからだ。今回は違う。追おい詰つめられたら淑しゆく女じよも噛かみつく。練りに練った計画をゴンゾみたいな小者のおかげで台無しにされてあたしは苛いらついてるんだ。これは命令だロギー。あたしを見み逃のがせ」

　左腕を上げた。手はグーの形に握にぎられている。

「あんたの怖こわさは知ってるが、あたしの怖さも知ってるかね」

　握られた掌てのひらから、先せん端たんに金具を付けたホースのようなものが覗のぞいている。コートの袖そでの中へとつながっているのを見て、ロギーはそれが小型圧縮空くう気き銃じゆうだとわかった。

　発射ボタンの上に載のせられたドリーの大きな親指が一ミリ下がれば、ロギーの身体のどこかに直径四センチの孔あなが空く。

「馬鹿な真ま似ねはやめたほうがいい」

『或ある学生が手術を受けることになりました。費用は四十八万円。保険と学割が利くと聞き、手術に臨みましたが、直前に医者に無理矢理剥むかれてこれは仮か性せいだから保険は利かないと告げられ、おまけに学割で安くなったのはたった一万円。世の中にはひどい話もあるものです』

「これ以上お喋しやべりする気はないよ」

『ですがくじけてはいけません』

「撃うてませんよ」

「舐なめなさんな」ドリーは親指に力を込めた。「お別れだ。ロギー」




　　　午前９時11分　プリひろ・四階ホール




「よ、ホアンホアン」

　後ろから誰だれかに呼ばれた。

　膝ひざを回して振ふり返かえった先に、黒のニット帽ぼうを目ま深ぶかにかぶった小こ柄がらな奴やつがいた。石いし原はら裕ゆう次じ郎ろう立だちしてアゴを引き、床ゆかに這はうこちらを上うわ目め遣づかいに見ている。

　ブルーの作業服の右みぎ肩かたを、恐おそらく血でべっとり赤黒く染そめているのは、爆ばく弾だんで吹き飛ばしたはずの男だった。

「地じ獄ごくの底からコニャニャチワだ」

　シュンペータは土つち気け色いろの顔をしながらも、表情は心底楽しげだった。

　ホアンホアンはハッとなった。シュンペータの頭部は顔面以外ニット帽で隠かくれ、ところどころ包帯がはみ出しているが、右側頭部に耳をしめす膨ふくらみはない。

「いや大変だった、あのヤブ医者、サカナ捌さばくみてえにやるもんだから」

『We wish you a merry christmas, & a happy new year!』

「お前まさか、耳」声は震ふるえた。

「何だ、ハッキリ言え。こっちっきゃ聞こえねんだから」シュンペータは左耳を露ろ出しゆつさせてこちらへ向ける。

「その耳毛がフー・ホアンホアンですか」

　死神の囁ささやきのように、セーラ・皆かい園おん寺じの声が聞こえた。

　床でうめく奴らを踏ふんづけ、セーラはこちらへやって来る。

「セーラさん、こいつの沙さ汰たはお上に任せましょ」シュンペータが言った。

「この男はお嬢じようさまと私を殺ころし掛かけたのですよ」

「俺おれが入ってないですけど」

「あなたは自じ業ごう自じ得とくです」

　フー邸ていを飛び出し爆ばく破は妨ぼう害がい器きを作動させて三十分、シュンペータは地下街へとバンを駆かり、ドクター滝たきの診しん療りよう所じよに飛び込んだ。面食らったドクター滝だったが、シュンペータがそばにあったメスを取って耳にあてがい、自ら削そごうとすると、覚かく悟ごを決めた。麻ま酔すいの暇ひまもなく、タオルだけ噛かませて耳を削ぎ、鼓こ膜まくごと爆弾をえぐり取った。脳のう髄ずいと心臓が破は裂れつするような衝しよう撃げきがシュンペータを襲おそった。

　血まみれの爆弾がカウントダウンの点てん滅めつを始めたのは取り出したのと同時だった。シュンペータは食いちぎったタオルを吐はき捨すて、ドクター滝と耳とともにこけつまろびつ外へ駆かけ出だした。直後に診療所は巨大な火の玉となった。

　隣となりの薬局で応急処置をしてもらっていたら、一台のタクシーが通行人たちを蹴け散ちらして猛もうスピードで突っ込んで来た。後部座席からユリが、運転席からセーラ・皆かい園おん寺じが下り、助手席から運転手と思しき男が手足を縛しばられた状態で這はい出だしてきた。

　端たん末まつの電源は切っておいたのになぜここがわかった、と思いきや、バンのリアバンパーにクマ端末が牙きばと爪つめを深々と食い込ませ、ぶら下がっていた。

　ドクター滝たきに事情を聞いたユリの瞳ひとみには、焼け落ちる診しん療りよう所じよよりも熱い怒いかりの炎ほのおが燃えた。鬼おにの顔てえのはこれか、とシュンペータは知った。フー一家を許せぬと気け色しきばむユリに、セーラのほうも、大おお野の家けを舐なめた奴やつには制裁が必要と賛同した。怒りや復ふく讐しゆうはさておき何より休みたいシュンペータがなだめたら、二人に黙だまれ耳みみ無なし芳ほう一いちと一いつ喝かつされた。

　治安局に連れん絡らくすると、フレデゴンドなる副局長が応対した。すでに色々と事情を知っており、茶会襲おそっちゃいましょとの答えが返ってきた。証しよう拠ことして必要だから例の仁に王おう像ぞうを持ってきてくれと言われ、何やら気にはなったが、言われた通りホテルプリひろへ持参した。

　毒どく喰くらわば皿まで、ここまで来たらフー一家の末路を見届けようと、また、耳の手術代は大野が持つとセーラが珍めずらしく温かい言葉を掛かけてきたため、当局の襲しゆう撃げきにご一いつ緒しよしたのだが。

「おい、さっさと掛かれ」

　ジンが叫さけんだ。局員たちはハッとなって、重装備をガチャガチャいわせて、出席者たちを押おさえる。かなりの数をセーラが一人で片付けたため抵抗する奴やつはほとんどいない。

『世界平和は皆みなさんのために。皆さんは世界平和のために』

「シュンペータッ」

　かん高い大声がした。

　シルク張りの扉とびらのそばにユリがいる。当局突入の際は場を離はなれるよう言われていたのだが、気に掛かったらしく廊ろう下かに佇たたずんでいたらしい。縁えん日にちの金魚すくいの帰りみたいに、氷水の入ったビニール袋を提げていて、中に浮かぶはシュンペータの右耳の真空パック詰づめだ。

　シュンペータに駆かけ寄よろうとしたユリは、ホアンホアンの姿を認めるやいなや、そちらへ足を向けた。ホアンホアンの前に仁に王おう立だちし、両の耳毛を摑つかんだ。

「お見通しなのよ。付け毛でしょ！」

　絶ぜつ叫きようして、耳毛を一気に引っぺがした。

「へえ」シュンペータは感かん嘆たんの声を上げた。マンシュと血のつながりのないホアンホアンがあんな耳毛をしているのは変だと思っていたが、ううむ、ユリの観察眼は大したものだ。

　付け耳毛を高く掲かかげ、ガッツポーズを取っていたユリは、やがて耳毛を放り捨て、シュンペータの胸に、タックルかますみたいにして飛び込んだ。

「無茶しないでよ、もぉ。早く病院行って耳くっつけてもらお」

　セーラがホアンホアンへと迫せまる。

　ホアンホアンはがくりと膝ひざをついた。全ての道は閉ざされた。かくもあっさりと終わりは訪れるものなのか。──当局の奇き襲しゆうを受け、同盟をワヤにされ、耳毛を奪うばわれ、もはやこれまでと覚かく悟ごを決めたが、しかし最後の気力を振ふりしぼって立ち上がった。

「来んなっ」

　内ポケットから、爆ばく弾だん設置器を出した。ホールのちょうど真ん中で、射出口を左右させ威い嚇かくする。セーラは足を止め、局員たちもその大声にこちらを向く。
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「来んなっ、来んなっ。まだ爆弾は残っとんのやで。近づいたら撃うつで。ほんですぐに爆ばく発はつさすで。俺おれから離はなれんかいっ」

「落ち着け、ホアンホアン」

「そうよ。何よ耳毛ぐらい。バカじゃないの」

　小こ娘むすめの言葉になぜか涙なみだがこぼれた。情けなさが頂点に達した。

「やかましいわ、お前らに俺の気持ちがわかるか」

　衝しよう動どう的てきに、設置器を持った腕うでを上げ、射出口を天井へ向けた。

「やべえな」シュンペータは眉まゆ根ねを寄せ、ユリの手を摑つかんで引き寄せた。「セーラさん、離れて。おい誰だれかっ、スーシャンお嬢じようさんを安全な場所へ」

　言い終わらないうちに、ホアンホアンの顔に歪ゆがんだ笑みが浮うかんだ。二度気抜ぬけた発射音がして、正せい露ろ丸がん大だいの玉が上に向かって射出された。そしてそれは、ホアンホアンの頭にポロンポロンと落ちた。

「みんな逃にげろっ」シュンペータはありったけの声で叫さけんだ。

「えっへへへへへへ」完全に壊こわれた笑いを浮うかべ、ホアンホアンは爆ばく破はスイッチを押おした。

「待たい避ひっ、総員待避っ」ジンも叫んだ。

　すでに爆ばく弾だんの点てん滅めつが始まっている。扉とびらへ逃げる時間はなかった。シュンペータはユリに覆おおいかぶさって伏ふせた。




　　　午前９時11分　プリひろ・ロビー




　ドリーの圧あつ縮しゆく空くう気き銃じゆうから、圧縮空気が発射された。

　シャンパンを抜ぬくような音がして、クリーム色の背広の左ひだり肩かたをかすった空気の弾だん丸がんは、ソファにまん丸い穴を開けた。

　フロントの受付係が何事かと首を伸のばす。

「致いたし方かたないな。ロギー、あんたならわかってくれるだろうな。あたしの計画の中にゃ、人が死ぬ予定はなかったんだ」ドリーは、深い息をついた。

「いつからの計画だったんです」

「三年前あんたに捕つかまった直後からさ。ムショ入っても計画は練ってた。そこにあの女が現れた。どっから嗅かぎつけたんだか、奴ミンはあたしに取引を持もち掛かけたんだ。ゴールドロップの命令でフー一家に忍しのび込こんでた奴は、フーの娘むすめを誘ゆう拐かいして身代金を取る計画を立てててね、しかもゴールドロップをも裏切って身代金を丸々自分のもんにしようて考えてた。それで、あたしが出所して肺はい魚ぎよを盗ぬすんだら、金と交こう換かんして国外へ高飛びしたい、と言ってきた。金はクリーニングして、ゴールドロップに入れずにあたしに渡わたすから、と。まあ肺魚となら十億でも釣つり合あうわな。奴はフェイク用意して、あたしの出所に合わせて準備万ばん端たん整えてた」

「あなた以上の悪党ですね」ロギーは感心したように言って、立った。「最後に一つだけ。割わり符ふのイエス像を探さがすよう僕ぼくに頼たのんだのは──」

「そうさ。あんたに一ひと泡あわ吹かせてやりたかったのさ」口を苦く笑ませ、ドリーもソファを揺ゆらして立った。「無念やなこれ全て運か」

『We wish you a merry christmas, &  a happy new year!  Love & Peace!  Spia City as No.1!』

　ロギーは満ち足りた表情をしつつうなずいたが、一いち抹まつの寂さびしさが混じった声こわ音ねで告げた。「大きな声では言えませんが、またあなたと戦える日が来るのを待っています」

「ああ。次こそは負けない」

　両腕を上げたドリーに、ロギーは気き障ざっぽくパチリと指を鳴らした。

　捜そう査さ官かんたちが正面玄関からやかましい足音を立てて現れた。ロビーに雪な崩だれ込こんでくる。

「待ったっ」ドリーを乱暴に押さえつけようとする捜査官たちを、ロギーの大声が刺さした。「必要ありません。丁重に扱あつかってください」

　ドリーは笑いを投げ、コートの中に手を突っ込んだ。幾いく重えにも検査線透とう過か紙しが巻かれたサツマイモ大の物体を取り出し、丁てい寧ねいにテーブルに置く。

『フレー、フレー、平和。かっ飛ばせー、平和』

「じゃあね。いつかまた」

『ご静せい聴ちようありがとうございました』

　捜そう査さ官かんたちの先頭に立ち、悠ゆう々ゆうと、それこそまるで女王のごとく正面玄関へと歩いていくのだった。

　エデンガーデンではスピーチが終わったらしく、壇だん上じようの女が頭を下げた。

『ということでお相手は私、日本平和青年団会長でした。皆みなさんお疲つかれでしょうからここで急きゆう遽きよ十分休きゆう憩けいとします。そのあとお待ちかねの肺はい魚ぎよ贈ぞう呈ていです。では皆さんしばし御ご歓かん談だんを』

　ドリーの姿が消え、ロギーは残された物体に巻かれた透とう過か紙しを丁寧に解ほどいていった。やがて、濃のう緑りよくに輝かがやくグロテスクな肺魚が、「やあ、会いたかったぜ」と言っているような、不敵さを湛たたえた顔を現した。

　端たん末まつに着信。取り出してみれば治安局副局長フレデゴンド。

『ロギーさん、どうでした』

「作戦成功です。肺魚を取とり戻もどしました」

『流石さすがですね。ありがとう』

「すぐにお持ちします、それでは」

　通話を切り、ロギーは一度大きく深呼吸すると、完かん徹てつの身体に鞭むち打うって歩き出した。




　　　午前９時16分　プリひろ・中庭




　北棟ノースタワーが轟ごう音おんとともに揺ゆれた。

　時間稼かせぎのためスピーチするという大役を成なし遂とげ、プールサイドのデッキチェアに寝そべっていたリズが、つと仰あおぎ見みれば、四階大ホールの窓が赤く光っていた。

　途と端たんにガラスが派手に割れ、はじけた。次の瞬間絶ぜつ叫きようが重なり、食事中の巨人がクシャミしたみたいに、窓から二十数人ほどが爆ばく炎えん及およびガラスの破片とともに投げ出された。

　火ひ煙けむりに包まれている奴やつもあれば、頭から寸ずん胴どう鍋なべをかぶった奴、テーブルにしがみつく奴もある。彼らは放物線を描えがいて落下した。運悪くプールサイドに激突した奴もいたものの、ソラマメ形温水プールに次々とアーティスティックな水柱が立った。身体を起こしたリズは、抹まつ茶ちや色いろの服を着た女が、誰だれかをお姫様抱っこしたままプールサイドに体操選手並みの見事な着地をしたのを見た。抱かれているのはフー一家の娘むすめ、フー・スーシャンのようだった。

　だが、すぐには確かめられなかった。爆発とほぼ同時に、エデンガーデンのほうからも凄すさまじい音声が鳴なり渡わたっていたのだ。

　頭こうべを回めぐらせたすぐその先に──プールサイドとエデンガーデンの境目に、芝しばの上三十センチほどから、高さ三十メートル、幅はばはその倍、中庭を完全に分断しようかという巨大モーキ空中スクリーンが出現していた。スピーカーからは芝しばを震ふるわせる轟ごう音おんが鳴り、爆ばく発はつが間かん断だんなく繰くり返かえされるリアルな映像が映し出されていた。

　副局長フレデゴンドのアナウンスが流れる。

「ご休きゆう憩けい中失礼します。現在こちらに流れておりまするは、治安局全面協力のもと製作された新春公開超大作映画の予告編であります。すでに十数カ国で公開が決まっていますので、ぜひ劇げき場じように足をお運びください。３Ｄ版もございます」

　冷静な声のあいだも、どこの場面かすらわからないほどスクリーンを埋うめ尽つくす爆発がドッカンドッカンしつこく続く。タイトル言えよと思いつつリズは立って、スクリーン脇わきからエデンガーデンの様子を覗のぞき込こんだ。客たちは眼を向けていることは向けているが、あまりのうるささに顔をしかめているのも多い。いずれにせよ、北棟ノースタワー四階の爆発には気づいてもいないらしい。

　爆音に混じって、覚えのある声を聞いた。眼をやれば、プールのど真ん中に例の作業服の小こ僧ぞう、シュンペータが浮うかんでいた。その腕うでの中に、やはり例の作業服の女の子、ユリがいた。




　　　　＊




　シュンペータはユリを抱きしめ、背中からプールに墜つい落らくした。熱かったり痛かったり冷たかったり、数秒のうちに色んな目に合い、悲鳴が声にならなかった。

「だ、だいじょぶ、シュンペータ」

　悶もん絶ぜつしそうに顔面を歪ゆがませていると、腕の中のユリが心配げに声を掛かけてくる。

「温水じゃねえのかこういうとこのは普ふ通つう」シュンペータは鳥とり肌はだの立った腕で水を掻かいてプールサイドへ向かう。

「セレモニーやってるから、ボイラー切ってんのよ」

　と、言って、現れたのは、あの女治安官リズだった。プールサイドにしゃがんで、手を差さし伸のばしている。傍かたわらにはバスタオルが詰つまったリネンカート。

　なぜいる、と思いつつ、びしょ濡ぬれの二人はリズに引き揚げられた。

　エデンガーデンとの境目には巨大なモーキスクリーンがあり、けたたましい爆発が映し出されている。

「治安官、こんなとこ来てどうした。クビ切られてホテルに再さい就しゆう職しよくか」

「そうなりそうだったんだけど、あたし今日は大おお手て柄がらでね」

　プールサイドには局の救護班が担たん架かを持って現れ、苦痛に悶もだえる人間たちを収容する。向こう側でセーラがスーシャンを救護班に預け、痛みをこらえるような駆かけ足あしでこちらへ回り込んできた。

「お嬢じようさまっ、ご無事ですか」

「セーラこそ足だいじょぶなの」

　セーラがユリに駆かけ寄よったとき、大スクリーンがフッと掻かき消きえた。スピーカーの大音量も止まった。残ざん響きようが消える寸前、治安局副局長フレデゴンドの声がした。

「さて休きゆう憩けいお終い。セレモニー続行を。いよいよ肺はい魚ぎよの贈ぞう呈てい、と相成ります」

　楽隊がイギリス国歌を再度奏かなで始はじめた。肺魚を持った内相、そしてついに、ようやく、女王がステージに立った。会場は弥いやが上にも盛り上がる。

　対照的にうめき声だけが聞こえるプールサイドで、スーシャンが担たん架かで運ばれていくのを、シュンペータは見送った。

「スーシャンさん、大だい丈じよう夫ぶかな」ユリがシュンペータの目線を追って言った。「ケガじゃなくてさ、一家の人みんな捕つかまっちゃって、どうすんだろ。恋人も死んじゃったし」

　正確には「死んだ」ではなく「殺やった」のだが、──治安局への証言の際、シュンペータが条件に付けたのは、スーシャンのミン殺しを罪に問わないことだった。フレデゴンドは快かい諾だくした。だがこの女、こちらの証言を取り付けるためにはスーシャンを刑けい務む所しよ送りにすると脅おどしさえしただろう、とシュンペータは元マフィアの嗅きゆう覚かくで嗅かぎ取とった。

「スーシャンさんほどの美少女ならどうとでもなるでしょうよ」シュンペータは言った。

「美少女とか関係ないじゃん」ユリはセーラにバスタオルで拭ふかれながらむくれ顔でつぶやいた。「でも、駆け落ちするぐらい人を好きになれるってちょっと羨うらやましいかもね。趣味は理解できないけどさ」

「人それぞれっすよ。お嬢じようさまも大人になればわかるかも知れませんね」

「あ、カチンときた。シュンペータ自分が大人であたしは子供だ的なこと言ってる」

「お嬢さまも美少女ならわかったかも知れませんねえ。はい冗じよう談だん、お嬢さまも美少女ですって」

　襲おそい掛かかってくるユリを押おさえるシュンペータに、リズが話しかけた。

「ね、どしたの耳」

「お前に関係ねえだろ」

「お経きよう書き忘れた？」

「うるせっての」

　拍はく手しゆ喝かつ采さいの中、女王の腕うでに抱だかれた肺はい魚ぎよは、憂うれいなき眼まなこをスピアシティの青空へ向けている。

　世界平和記念式典オープニングセレモニーは、つつがなく進行している。
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　　　午前10時８分　地下街ブロックＤＺ１２９１／預かり屋




　地下街の一いつ劃かくにあるボロビル、その地下階に、飛鳥あすか利り也やの預かり屋がある。店の構えは小さな喫きつ茶さ店てんそのまんまだが、奥おくにはちょっとした体育館ほどの倉庫がある。

　総そう白しら髪がの飛鳥利也は、カウンターで、碇いかり矢やの持ち込んだ阿あ形ぎようと、手持ちの吽うん形ぎようとをじっくりと見比べたあと、「うむ」とうなずき、奥へ引っ込んだ。ややあって、重たげなボストンバッグを二つ引きずってくる。一つずつ両手で抱えて、きしむバーカウンターに置く。

　丸まる椅い子すに掛かけていた碇矢は、バッグを開けて札束の詰つまった中身を確認し、ニヤリとした。

「間ま違ちがいねえか」飛鳥は職業倫りん理りから中身は見ずに、常時露ろ出しゆつの黄色い乱らん杭ぐい歯ばを見せた。

「ああ、間違いねえよ」

　五億ずつ入った二つのバッグを両手に持ち、碇矢は飛鳥に背を向けた。面めん倒どうな仕事だったが、これで採算が取れた。予想以上の儲もうけだ。持ち上げるのも大変なバッグの重さに笑みをこぼしたとき、ドアがベルを鳴らして開いた。

　現れたのはロギーとジン・ウーロン。

「碇矢。悪いがその金はお前に渡わたせない」ジンが静かに言った。

　糞くそ真ま面じ目めな面つらに睨にらみつけられ、碇矢は苦り切った。

　ロギーがドリーを捕とらえるため罠わなの準備をしていた頃ころ、碇矢は、フー一家に入ったゴールドロップのスパイが持っていたという阿形の行方を追った。当然、飛鳥から十億を引き出す割わり符ふと知ってのことである。大おお野の財ざい閥ばつの令れい嬢じようとその使用人たちが、プリひろ最上階にいるジンのもとへ阿形を届けることを盗とう聴ちようして突き止めた。先回りし、最上階のエレベーターホールで偽ぎ造ぞうＩＤを見せて局員と偽いつわり、令嬢由ゆ利り子こから阿形を受け取った。聡そう明めいそうな感じの娘だったが、なぜか興奮気味で、わりかし簡単にこちらを信じたため、あっさりブツを奪うばえた。

　ホテルを出て飛鳥の店へ直行したが、どうやら、動きは読まれていたらしい。

「碇矢、金を渡さないのなら、お前は狂きよう言げん誘ゆう拐かい他一連の余よ罪ざいの共犯ということになるぞ」ジンは冷れい徹てつに告げた。

「ロギー。貴様か、チクリやがったのは」碇矢は白金プラチナ頭あたまの部下を睨み付ける。

「いえいえ、僕ぼくじゃありませんよ」ロギーは苦笑いする。「社長が盗ぬすむことは、フレデゴンド副局長が予想してました。公務に就つく人間が、地下街の商人と取引するのは色々と塩あん梅ばいがよくありませんからね」

　利用されたことを知り、碇矢はますます渋じゆう面めんになった。

「なあ、なあジンよ。こりゃワルがワルから奪った金だぜ。いまとなっちゃ誰だれのもんでもねえ。山分けでいいじゃねえか」

「未練がましいぞ」ジンは撥はねつけた。「きっちり報ほう酬しゆうは支払う。それでよしとしろ」

　仕方なしに、碇いかり矢やはバッグから手を放した。

　ジンが通信機に何やら喋しやべると、局員が数人入ってきた。手早く事務的にバッグの中身を確認し、押おう収しゆう袋ぶくろに詰つめ、時刻を確認する。

「じゃあな、碇矢。時間がないんでこれで失礼するが、本当に助かったよ。ありがとう」

　ジンは礼を言って、局員たちとともに店を出て行った。

　局員たちが運ぶ十億入りのバッグを、碇矢は恋人と永と久わの別れをするがごとく、なおも惜しそうに見つめていた。いつまでも、いつまでも。──

「さて。我々も帰りましょうか」ロギーが流石さすがに疲ひ労ろうの溜たまった声で言った、「ああそうそう社長、会社のほうへ、小お野のさん、諏す訪わさん、それにトニーさんから借金返済の最終通告葉書が来てるそうです」

「山や羊ぎにでも喰くわせろ」

　碇矢は特大の屁へを放って答えた。


了　









あとがき




　本作を手に取ってくださった方に感謝いたします。




　編集部の湯浅さん、吉岡さん、イラストのひと和さん、並びに本作を作るのに関わってくださった方に感謝いたします。




　本作は電撃小説大賞に応おう募ぼしたものを改かい稿こうしたものなのですが、ピックアップしてくださった方に感謝いたします。




　とは言ってもこれを書いている現在、まだ作業が終わっていません。大方私の責任で遅れていて申し訳なく思っています。

　初めての本ですし、果たして本当に出来上がっているのか、小心者としてはとても不安に思っているような塩あん梅ばいです。

　でもまあいい。




　ご感想頂ければ嬉うれしいです。










　書きながら椅い子すでクルクル回っていたら気分が悪くなった。




　二〇一一年七月





中田　明
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中なか田た 明あきら

へびつかい座

ジャッキー・チェン、サモ・ハン・キンポー、ユン・ピョウが好き

ルパン三世が好き
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ひと和わ

ぼちぼち田舎の古い家で黒猫と暮らしています。おひたし全般、あと薬味も美味しい年齢になってきました。近所に本屋と眼科が無いのがもっかの悩みです。
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